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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　アルセイフがタートムの侵しん攻こうを退しりぞけた──

　その報は、瞬またたく間まに周辺諸国へと散っていった。

　アルセイフの隣りん国ごく、サンフェデルにもこの報は届き、ジラーハと緊密な関係にあるこの国では、安あん堵どする者と残念がる者とが綺き麗れいに二分されていた。

　セブラズ山地を挟はさんで隣り合うサンフェデルとアルセイフは、特に友好関係を結んでいるわけでもないが、さりとて険けん悪あくな関係でもない。サンフェデルの外交は、ジラーハへの追つい従しようにも近い忠実さで成り立っており、アルセイフとジラーハが事を構えぬうちは、単なる隣人としての分を守り続けていた。

　ところが、今回ばかりは少し事情が違った。

　非公式にとはいえ、ジラーハがタートムの侵攻を容認しているとの噂うわさがあり、また実際にジラーハの司し教きようがフォルナムを制せい圧あつする動きを見せたことで、国内の上層部には緊張が走った。

　サンフェデルは小国ながら、この三国の〝中心〟に位置する。南方のコンフィオも考こう慮りよすると、実に国土の四方を、それぞれ別の国に囲まれた厄やつ介かいな地理条件の国なのだ。

　なればこそ──サンフェデルは、ジラーハの庇ひ護ごを求めて、その属ぞつ国こくの立場に甘あまんじている。

　つまりもし、アルセイフとジラーハの間でも戦せん端たんが開かれれば、サンフェデルはその戦場になりかねない状況だった。

　アルセイフを制圧すれば、確かに多くの富が得られるし、サンフェデルの国内でも、いざという時にはジラーハと共に戦うことを訴うつたえる者達が多かった。

　そして逆に〝隣国〟への侵攻という、将来にわたっての禍か根こんになりかねない要素を嫌う者達もいた。

　タートムの侵攻が開始されたここ半月ほど、サンフェデルの王宮ではおもしろいほどに議論が割れたが、結局はその結論が出ないうちに、ジラーハがフォルナム神殿から手を引き、アルセイフがタートムを追い返した。

　結論を出す必要もなくなり、これに何より安堵したのは、サンフェデルの国王エドモントである。

　小規模な晩ばん餐さんの席。

　穏おだやかな壮そう年ねんの国王は、溜ため息いき混じりに──隣に座る旅の司教、カシナート・クーガに話しかけた。

「いやはや、一時はどうなることかと思いましたが……戦争を避けられたことには、我が国としては安堵しております。いえ、もちろん実際に戦いくさとなれば、我々は力を惜しまずにご協力したはずですが……もし南方のように内乱が長引くような事態になっては、本ほん末まつ転てん倒とうですからな」

　心を隠かくさぬ率そつ直ちよくな言に、カシナートは小さく頷うなずいた。

　サンフェデルにとってのジラーハは、格上の同どう盟めい国こくにあたる。神しん姫きの信望が厚い出しゆつ世せ頭がしらの司し教きよう、カシナート・クーガへの待遇も、一級の国こく賓ひん扱いだった。

　カシナートも、この場では政治家として相そう応おうに振る舞う。

「私としても、これでよかったと思います。もともと、貴国を戦乱に巻き込むつもりはありませんでしたが──アルセイフがもし、平和に溺おぼれて牙きばを失った国であれば、タートムが易やす々やすと制せい圧あつしていたはずです。そうでなかったことは見込み違いでしたが、現地で彼かの国の状況を視察できたことは、よい収穫でした」

　アルセイフとタートム、両国の決戦の結果が明らかになるや、カシナートはフェリオ達に会わぬまま、アルセイフを旅立った。

　すでにジラーハやタートム側には、ジラーハが両国の調ちよう停ていを行うことを前提に、その調整を促うながす書状を送ってある。必ずしも本国の認可が下りるとは限らないが、下りないと判断する理由がない。

　穏おん健けん派はの神しん官かん達も、侵しん攻こうを断念するとなれば賛意を示すはずだし、主戦派にしても、タートムが敗北した今、あえて兵を出そうとは思わないだろう。主戦派の筆ひつ頭とうだったカシナートが〝視察〟を経た上で、調停という結論に達した──その事実も重視されるはずだった。

　ジラーハにおけるカシナートの判断は、その程度には信を置かれている。

　実際のところ、輝石セレナイトの産出されなくなったフォルナム神殿など、わざわざ出兵してまで手に入れる旨うま味みもない。

　そしてなにより、今はラトロアの動どう向こうを注視すべき時期が来ている。

　カシナートは政治家である。

　損そん得とくを計算して、〝損〟が大きいと悟さとれば、方針を変えることに否いなやはない。

　サンフェデル国王のエドモントも、その内心を悟ったらしい。

　彼は小声でカシナートに囁ささやいた。

「カシナート司教。貴方あなたの決断は、神姫も支持されることでしょう。あの方かたも戦いくさを嫌っておいでです」

　神姫ノエルは、妹であるウルクの影響もあってか、確かに戦争に消極的だった。カシナートを信ずるがゆえに、最終的にはカシナートの判断を尊そん重ちようするはずだが、叶かなうことなら戦を避けたいと常に言っていた。

　彼女の清せい楚そな姿を脳のう裏りに描いて、カシナートは溜ため息いきを吐つく。

「神姫はお優やさしい方ですから──ただ、あの方は優しすぎます。戦う牙を鈍にぶらせるほどの優しさは、他国につけ入られる隙すきにもなる。多くの民にとって、それは結局、不幸につながります。アルセイフにしてもそうです。今回、アルセイフが乱を招いたのは──前王がタートムに友好を求めるため、過度の優しさを見せ、その優しさを〝弱気〟と見られ侮あなどられたことが遠えん因いんです。その意味では自じ業ごう自じ得とくでしょう」

　カシナートはそう判断していた。前王のことはほとんど知らないが、タートム側の主戦派は、その友好の姿勢を惰だ弱じやくと見ていた。おそらくは人格者だったのだろうが、相手にそう思わせてしまった時点で、国の頂点に立つ政治家としては二流である。

　国王エドモントも、寂さびしげに頷うなずいた。

「確かに──アルセイフがもっと軍備を強く整え、そのことを明確に外側へも見せていれば、タートムも易やす々やすとは侵しん攻こうを決意できなかったでしょうな。身を守る剣は、使うか使わぬかは別として、〝ある〟だけでも相手に対する威い嚇かくの効果を発はつ揮きいたします。必要以上の軍備は財を食い潰つぶしますから、この加か減げんは難しいものですが……身を守る力を他国に過か小しよう評ひよう価かさせてしまったことは、アルセイフ側の失しつ態たいでした」

　一国の王の述じゆつ懐かいに、カシナートは神しん妙みように頷く。

　過か度どの軍ぐん拡かくは敵国の警戒や国内の不安を招き、過度の軍ぐん縮しゆくは敵国の侵攻を招く──たいした考えもなしに、この加減を間違えさせようとする間ま抜ぬけな輩やからも、世には多い。

　外交は難しいと思う。

　アルセイフのラバスダン王はその功こう績せきからして、決して無能な王ではなかったはずだが、王者としては〝人が好すぎた〟のだろう。

　乱らんを招くのはおおむね、そうした甘あまさと油ゆ断だんである。

「ところで、司し教きようは明日、お発たちになると伺うかがいましたが──」

　国王の言葉に、カシナートは頷いた。

「はい。陛へい下かにご挨あい拶さつするために立ち寄っただけですので、明日の朝には発ちます」

「それは残念ですな。明後日から盛夏の祝いがあるため、今の王都には、各地から芸人達が集まっているのですよ。中には珍しい芸をする者も多いのですが……」

　国王は本心から残念そうだった。

　サンフェデルの民はどういうわけか、古来から大だい道どう芸げいを愛することで知られている。王家もその例に漏もれず、盛夏の祭りでは、芸を競きそわせ賞金を与える大会まで主催していた。

　サンフェデル王家の〝クラウン杯はい〟といえば、芸人達にとっては名を売り富を得る絶好の機会であり、見物客達にとってはその妙技を存分に楽しめる祭典である。

　そのため、この季節のサンフェデルでは、やけに他国からの旅人が多い。

　しかし、ジラーハに戻ってラトロアの動きに警戒しなければならないカシナートに、大道芸を見物して楽しむ余よ暇かはなかった。タートムとアルセイフの調ちよう停ていに関する案件もある。

「祭りの見物ができないのは残念ですが、今は仕方ありません。いずれまた、西方が落ち着いた頃ころにゆっくりと伺います」

　あまり見たいとも思わなかったが、社交辞じ令れいとして、カシナートはそう応こたえておいた。

　国王はにやりと笑った。

「そうおっしゃると思いまして……司し教きよう、実はとびきりの芸人を、この席に呼んであるのですよ。祭りをお楽しみいただけないのは残念ですが、せめて一芸、ご覧らんいただこうと思いまして」

　国王エドモントが軽く手を叩たたくと、準備万端とばかりに扉が開き──仮か面めんで目許を覆おおった長身の男が、ゆらりと入ってきた。

　眦まなじりの吊つり上がった仮面は闇やみのような漆しつ黒こくで、その造形はいたってシンプルである。燃えるような赤い髪も印象的だったが、その仮面がまず異い彩さいを放っていた。

　身につけた長衣ローブは夏物のきちんとした仕立てで、一見して芸人が着るようなものではない。まるで仮面舞ぶ踏とう会かいに出席する貴族のような風ふう体ていに、カシナートは面めん食くらった。

　隣の王がふと首を傾かしげ、傍かたわらの従者に問いかけた。

「はて──予定の芸人と違うな？　城下で評判の歌姫を招いたはずだが……？」

　こそこそと囁ささやき交わす間に、その仮面の男は部屋の端から深ふか々ぶかと一礼をした。

「お初はつにお目にかかります。私の名は〝メビウス〟──エドモント陛へい下かとカシナート司教におかれましては、ご機き嫌げんうるわしく──」

　悠ゆう々ゆうと呟つぶやいた声には、臆おくする様子が微み塵じんもなかった。

　男は仮面の奥から、カシナートを見つめる。

「ウィータ神殿の俊しゆん英えいにして、未来の大司教。神しん姫きの寵ちよう愛あいを受けると噂うわさされる忠臣にして、決して許されざる仲の恋人──なるほど、なかなかの美び形けいですな。一度、貴方あなたにはお眼めにかかりたく思っていたのですよ。滅めつ多たなことではそのご尊そん顔がんも拝見できませんのでね」

　挑ちよう戦せん的てきに思えるほど無ぶ礼れいな物言いに、周囲の家臣達がざわついた。芸の演出にしては、明らかに様子がおかしい。

　離れた位置に立ち止まった仮面の男を凝ぎよう視しし、カシナートはいつの間にか、その手に汗を握っていた。

　無意識に、剣の柄つかへと指をかける。

　──目の前の男は、芸人ではない。直感がそう告げていた。

　仮面の男、〝メビウス〟の口元には、余よ裕ゆうの笑みが浮いている。

　ばたばたと廊下を走る足音が響いた。

「へ、陛下！　大変です！　歌姫と曲きよく芸げい師達が、控えの間で何者かに気絶させられ……」

　駆け込んできた壮そう年ねんの家臣が、カシナート達の正面に立つ仮面の男を見つけて、あんぐりと口を開けた。そこは本来、芸人達がいるべき場である。

「な、何者だ、貴き様さまは!?　衛兵、この不ふ審しん者しやをひっとらえろ！」

　その号令によって、戸と惑まどっていた兵達もようやく動いた。室内用の手て槍やりを構え、彼らは一いつ斉せいに前へと出る。

　仮面の男は口の端に微笑を見せた。

「まだ話の途中だよ。無ぶ粋すいな方かた達だ」

　呟つぶやいて、片手を上げる。

　その腕に嵌はめられた腕輪が──ぼうっと、淡あわい光を宿した。光は生きているかのように男の手元を覆おおい、それを見たカシナートは露ろ骨こつに眉まゆをひそめる。

「神しん鋼こうの剣を用意しなさい！　その男に通常の武器は効きません！」

　声を張りながら自らも剣を抜き放ち、国王エドモントの前に立つ。

　カシナートが連れて来た警備の神殿騎士達が、その周囲を固めた。

　来訪者ビジター達と、そしてラトロアの技術を得た間者スパイであるシズヤ──彼女達のもつ力と同種の威い圧あつを、カシナートは肌はだで感じた。

　この男がそのどちらかに属する存在であることは、容よう易いに推察できる。

　仮か面めんの男は包囲されてもなお、くすくすと嗤わらっていた。

「……いいね、カシナート司し教きよう。確かにこの私の武器にも通用するのは、輝石セレナイトによって鍛きたえられた神鋼だけだ。すでにそこまで知っているということは、アルセイフでシズヤとも関かかわったのかな？　でも、心配しなくていい。今宵こよいは本当に〝挨あい拶さつ〟をしにきただけだよ。君達が手だしをしなければ、誰だれも殺さずに帰ってあげよう」

　多勢に無勢、たった一人でこの場にいるにも関わらず、男は尊そん大だいな余よ裕ゆうを見せた。

　演技の余裕ではない。

　おそらく、彼は──ここにいる〝全員〟よりも、強いという自信を持っているのだろう。それだけの確かくたる自信がなければ、独ひとりでこんなところにのこのこと現れるはずもない。
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　衛兵達が、まず国王を避ひ難なんさせた。

　その間、不ふ審しん者しやにはカシナートと神殿騎士達が対たい峙じする。

「──〝メビウス〟と言いましたか。貴方あなたはラトロアの者ですね？　ここへ何をしに来たのですか」

　険けわしい口調で問いかけると、仮か面めんの男はゆっくりと、カシナートを指差した。

「貴方の顔が見たかっただけだよ。〝名無し〟とかいう連中を心しん酔すいさせる若き司し教きようというのがどんなものか、この眼めで確かめたいと、いつも思っていたんだが──なかなか会える機会がなくてね。たまたま旅先のこの地で、貴方がここに来ていると聞き、ふと遊び心が湧わいたんだ。顔も憶おぼえたし──目的は達したから、すぐに帰るよ」

　それこそ、慣なれた家に遊びにきただけのような声で、彼はそう言った。

「そうはいきません。貴方がラトロアの間かん者じやならば──聞きたいことは山ほどある」

　カシナートは剣を掲かかげた。

　それを合図に、神殿騎士達が男に向けて斬きりかかろうとする。

　メビウスが口元に笑みを見せ、光る腕を顔の前にかざした。

「そういうことなら、相手をしてもいいけれど──」

　瞬間──破は裂れつ音おんと共に白い煙が周囲を覆おおい、仮面の男の姿が搔かき消えた。

　カシナートは咄とつ嗟さに口を塞ふさぐ。催さい涙るい性せいの気体らしく、たちまち眼に違い和わ感かんが生まれた。その煙えん幕まくによって、騎士達も動きを止められてしまう。

　靄もやの中から、甲かん高だかい声が響いた。

「……メビウス様、少々、お戯たわむれが過ぎるのではありませんか？」

　それはこの場には不ふ似に合あいな、落ち着いた少女の声だった。

　一方のメビウスが苦笑を漏もらす。

「エイミーにまで止められてしまっては仕方ないな。いま戦えば、カシナート司教、貴方を殺してしまうしね。貴方がジラーハに戻るなら、いずれまた会う機会もあるだろう。その時までに、もう少し、私を楽しませるための算さん段だんを整えておいてくれ。〝私の部下達〟と〝貴方の部下達〟とでは、あまりに実力が違いすぎる。こんなことでは──神しん姫きノエルの身も護まもれるかどうか、怪あやしいからね」

　挑ちよう発はつの笑い声は窓まど際ぎわから響いた。

　最後の言葉で、カシナートはようやく気づいた。

〝奴やつはシズヤ達の〝上官〟か──！〟

　ただの間諜スパイならまだしも、そんな立場の者がこうして王宮に忍しのび込んでくるなど、常じよう軌きを逸いつしている。

　まるでカシナートを嘲あざ笑わらうかのように、気配はたちまち窓の外に去っていった。

「城外に警けい鐘しようを！　騎士団は周辺の警戒に気を配りなさい！　今のが陽よう動どうで、これから変事が起きる可能性もあります！」

　白煙に咳せき込みながらカシナートは叫んだが、もう捕まえられないだろうとも思った。

　この食堂は三階にある。そんな位置の窓から飛び降りて無事でいられる身体能力に対し、城の衛兵達ではどうしようもない。

　カシナートは、ぎりりと歯を食いしばった。

　警戒するにも限度がある以上、ラトロアの間者スパイ達のうっとうしい暗あん躍やくには、対たい処しよする手段がほとんどない。配下の名無し達も、彼らの妨ぼう害がいや工作によって多くが命を落としてきた。

　そして、最後に彼が〝神しん姫き〟の名を口にしたことも、カシナートの怒りを倍ばい加かさせた。

（……わざわざ宣せん戦せん布ふ告こくをしに来たのか、あの男は──）

　彼らはたったそれだけのために、少人数で王宮にまで忍しのび込んできたらしい。旅路を襲えば、もっと簡かん単たんに言葉を伝えられたはずだったが、あえてこの警備態勢の整った城へ入り込むことで、カシナートを脅きよう迫はくしつつ、自身の実力を誇こ示じしたのだ。

　つまりは、〝舐なめられた〟と解釈できる。

「ご、ご無事ですか？　カシナート司し教きよう──」

　サンフェデルの官僚の一人が、見ればわかることをおずおずと問いかけてきた。

　カシナートは険けわしい眼まな差ざしのままで頷うなずき、煙えん幕まくが晴れた後の窓辺を見つめた。

　よく見れば、そこには彼らの置おき土産みやげがあった。

　それが何か気づくや、カシナートは眼めを据すわらせる。

　白く小さな花を鈴すず生なりにつけた、清せい楚そで可か憐れんな花束──

　それはアルセイフへの旅に出る直前に、カシナートが神姫に贈おくった鉢はち植うえの品種と、まったく同じものだった。

　そのことを知る者は、ごくごく限られている。

〝どうして奴やつらが、あの花のことを……？〟

　怒りに面上を歪ゆがめていたカシナートは、その瞬間、背筋に冷水を浴びせられたようにぞっとした。

　彼らは、神姫の周辺の事情を熟じゆく知ちしている──そのことを確信する。

　神姫とカシナートの恋仲については、ジラーハでも稀まれに噂うわさをされているが、それが〝事実〟であると知る者は少ない。彼らはそして、カシナートが贈った花のことまで知っていた。

　──神姫のすぐ近くにまで、ラトロアの手が及んでいることを、カシナートも認めないわけにはいかない。

　曲者くせものの捜そう索さくが続く中、カシナートは副官のヴェルジネを呼びつけると、すぐに旅支度じたくをさせた。

　そして翌早朝、まだ薄暗いうちから、彼らはジラーハへの帰き途とを急ぐこととなる。

　道の行ゆく末すえを暗示するように、旅路の空は黒い雲に覆おおわれていた。
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　彼はいつの頃ころからか、〝剣けん聖せい〟と呼ばれていた。

〝それぐらいはったりの効く肩書きのほうが、貴族達にも通じやすい〟

　──主君からはそうからかわれたが、彼自身にとって、それがあまり嬉うれしい呼び名でなかったことは事実である。師であるオズマ・ベヘタシオンを越えもしないうちから、そんな大おお仰ぎような呼ばれ方をすることは、なにやら自分が道どう化けになったようでおもしろくなかった。

　アルセイフの貴族達が、自分をそう呼びたくなる気持ちはわからないでもない。彼が扱うラトロア式の剣術は、この土地では神しん技ぎのように不思議がられたし、また片かた手て間まに鍛たん錬れんしているような貴族達の腕と比べれば、確かに雲うん泥でいの実力差があった。

　腕に自信のあった一部の貴族はその差に嫉しつ妬としたが、そうでない者達の多くは、彼を〝剣聖〟と呼ぶことで、「相手が剣聖では、自分が及ばないのも仕方がない」と、そんなふうに思いこもうとしていた節ふしがある。

　彼──ウィスタル・ベヘタシオンにとっては、迷めい惑わくな話だった。

　そんなウィスタルが〝彼女〟と出会ったのは、剣聖という呼び名が独ひとり歩きをはじめて、王宮内でウィスタルの存在を知らぬ者がいなくなった頃だった。

　当時のウィスタルは王直属の護ご衛えいをしていたが、扱いは客きやく分ぶんのそれに近かった。王自らがその腕に惚ほれ込み、渋しぶるウィスタルを強ごう引いんに説とき伏ふせて仕官させただけに、王が彼に寄せる信頼には並ならぬものがあった。

　そうなると、ウィスタルに取り入ることで、国王に近づこうとするつまらない者も出てくる。

　当のウィスタルは、そうした者達を極力遠ざけていた。

　だからその娘が初めて訪れた時も、ウィスタルはてっきり、彼女がウィスタルを通じて国王に近づこうとしているのだとばかり誤ご解かいしていた。

「初対面にも関かかわらず、突とつ然ぜんにお邪じや魔ましたご無礼をお許しください。ウィスタル様に、お願いがありまして──」

　にこやかに彼の元を訪れたその娘は、フレイア・ハーメスと言った。

　零れい落らくした貴族の令れい嬢じようで、紫むらさき色いろの流れるような長髪と、理知的な優やさしい眸ひとみが印象的だった。

　そして、ウィスタルがそれまでに見た中では、もっとも美しい女性でもあった。

　柄がらにもなく狼ろう狽ばいしたウィスタルを見つめて、彼女は少し恥はずかしそうに、こう呟つぶやいた。

「どうか私に、剣術を教えていただけませんか？」

　可か憐れんな娘から発せられたその思わぬ言葉に、当時のウィスタルは何も反応できず、ぽかんと彼女を見つめるだけだった。
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　自じ邸ていの庭から響く、まだいかにも拙つたない気き合あいの声に、ウィスタルは眼めを細めた。

　細剣レイピアを振るっているのは、来訪者ビジターの少女、リセリナである。

　その相手をしているのは、彼の愛まな弟子でし、フェリオ・アルセイフだった。

　二人は朝から稽けい古こを続けている。

　もともと、身体能力がずば抜けて高いせいもあるだろうが、リセリナの筋すじはいいようで、その上達も早かった。腕輪の力を使わぬ純粋な剣の勝負では、まだフェリオにとても及ばないはずだが、騎士達と比べれば劣おとるものではない。

　二人とも汗だくになって剣を交わしていたが、どちらも眼まな差ざしは真剣なくせに、楽しげな微笑がその口元に浮いていた。

　その様子を窓から見ていると、ウィスタルもつい、頰ほおがほころんでしまう。

「団長、あんまり見ていると、剣を振りたくなるんじゃないですか？」

　得え体たいの知れない薬やく湯とうを持ってきた騎士のライナスティが、からかうように言った。

　ウィスタルは薬を受け取りつつ、腹心の部下に苦笑を返す。

「そろそろ動こうと思えば動けるがね。だが、あのお二人の邪じや魔まをする気はないよ。フェリオ様も楽しそうだからな」
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　脇わきに控えたディアメルが、気き遣づかわしげに首を傾かしげた。

「しかし──我々が気にするようなことではありませんが、どうもフェリオ様は女心に疎うとすぎるといいますか……」

「それは仕方あるまい。フェリオ様には同年代の異性が周りにいなかった。ウルク様のことも、子供の頃ころは同性と勘かん違ちがいしていたくらいだ」

　ライナスティが笑った。

「その点は団長も同じですよね？　ウルク様から聞きましたよ」

「む──これは苦にがいな」

　ウィスタルはライナスティから受け取った薬やく湯とうをすすりながら、話を逸そらした。

　傷に効くというその薬湯は、ライナスティが手ずから調ちよう合ごうしたものである。体に害のある物は入っていないらしいが、あまり味のいいものではない。

「苦いのは我が慢まんしてください。俺おれの故郷のシビュラに伝わる、よく効く薬なんです」

　にわか薬くす師しを気取ったライナスティが、ウィスタルをなだめる。

　ベリエに負わされた傷はまだ療養中だったが、ひとまずの小しよう康こうを得て、ウィスタルは王都へと戻ってきていた。

　フェリオやウルク、リセリナ達もこれに同行している。ライナスティやディアメルは、一度は王宮騎士団と共にタートム国境の援えん軍ぐんへと向かったが、戦場へ辿たどり着く前に決着となり、そのまま王都へと戻ってきていた。

　タートムとの決戦が終わってから、すでに十日──

　この日々の間に、上層部では休戦に関かかわるいくつもの動きがあった。

　講和条約締てい結けつの準備も着々と進んでいる。状況次し第だいではあるが、調ちよう停ていをかってでたジラーハへも、近く両国の使者が出向き、調印を交わすことになりそうだった。

　国王の突とつ然ぜんの死から内乱、神殿での異い変へん、そしてタートムとの戦いを経て、今はようやく、しばし穏おだやかな日々が訪れている。

　庭で剣の鍛たん錬れんに明け暮れるフェリオとリセリナの姿などは、まさに日常を象しよう徴ちようするような光景だった。

　少し離れた木こ陰かげでは、シアを抱えたウルクが、鍛錬の様子を見守りながら絵本を読んでいる。

　本来ならフォルナム神殿に残っているべき二人だが、執しつ務むのためにフェリオが王都へ戻るにあたって、ウルクを置いていくことを是ぜとはしなかった。

　彼女が意識を取り戻し、同時に記憶が戻って以来──フェリオは、ウルクを片時も傍そばから離そうとしない。

　ウルクもそれが嬉うれしいらしく、時折、見る者がはっとするほどに可か憐れんな表情を見せる。

　そして、ウルクとリセリナが王都へ来たために、来訪者ビジターのシアもそれについてきた。神殿では髪を黒く染めていた彼女も、日が経たってその染料が落ち、また新しく髪が伸びてきたせいもあって、すっかり金髪に戻っている。もし来訪者ビジター達がそのままジラーハへ渡っていれば、彼女はイリスの妹として、身分を偽いつわるはずだったらしい。だが今はもう、その必要もない。

　そしてもう一人の来訪者ビジターであるムスカは、今もフォルナム神殿に残っている。カシナートと一いつ緒しよにジラーハへ行くべきか、本人も迷ったと聞くが、ウルクの治療とその経過を見守るためにも、まだアルセイフを離れる時期ではないと判断したらしい。

　とはいえ、さすがに王都には来ていない。

　国王を殺した直接の犯人ではないものの、その仲間だった彼にとって、この城はさすがに訪れ難い場所のはずだった。

　彼が本気で〝償つぐなおう〟としていることは、ウィスタルも理解している。

　その志こころざしを咎とがめる気はないし、その方法については、彼自身が模も索さくすべきことだろうと思う。

　窓の外では、フェリオとリセリナの今日の鍛たん錬れんが終わろうとしていた。

　互いに神しん鋼こうの剣を用い、相手を傷つけぬように留りゆう意いしながらの、見方によっては〝じゃれ合い〟のような戦いだったが、今のリセリナはまだ剣の長さや重さに慣れる段階である。

　盛夏の太陽の下で動いていただけに、二人とも滝たきのような汗をかいていた。

　窓の向こうで、フェリオは上半身の服を脱ぎ、井い戸どから汲くみ上げた冷水を頭からかぶっている。

　さすがにリセリナはそうもいかず、汗で肌はだに張り付いた服を気にしながら、いそいそと着替えに戻ってきた。

　ディアメルが気を利かせて、彼女の部屋に水みず桶おけとタオルを持っていく。

　その背を見送ってから、ウィスタルはライナスティに耳打ちした。

「ディアメルも言っていたが……確かにフェリオ様も、もう十六歳。早そう熟じゆくな貴族なら、結婚していてもおかしくないお年とし頃ごろだな」

「問題は、本命がどっちなのかですよね」

　ライナスティの視線は窓の外──フェリオにタオルを渡す、ウルクの姿を見ていた。仲なか睦むつまじい二人の様子を見ていると、ウィスタルも微笑ほほえましい心持ちになってくる。

「私の見たところ、ウルク様もリセリナ様も、フェリオ様に好意を持っているのは明白だ。だが、肝かん心じんのフェリオ様のお心がわからん──そこでだ、ライナスティ」

　ウィスタルが視線を向けると、ライナスティは頰ほおを引きつらせていた。

「あ。団長……なんだか今、すごく厄やつ介かいな役目を押し付けられそうな気がしたんですが……」

　ウィスタルはにやりと笑った。

「察さつしがいいな。だが、上官の命令にそんなことを言うものじゃないぞ。なに、無む理りは言わん。フェリオ様の本心を確かめるのに、おまえは適任だ。目め端はしも利きくし、フェリオ様も気を許している。本ほん音ねを聞きだしてくれ」

　ライナスティががっくりと肩を落とした。

「やれと言われればやりますが……なんか、確認するのが怖こわいんですよね。リセリナ様もウルク様もいい娘こですし、俺おれとしては、どっちにも幸せになって欲しいんですが……」

「それもフェリオ様次し第だいだ。まぁ──早いほうがいい」

　呟つぶやいて、ウィスタルは溜ため息いきを吐ついた。

「……そろそろ、以前に令れい嬢じようの肖しよう像ぞう画がを送りつけてきた貴族達も、動き始めているはずだ。私としても、フェリオ様に不ふ本ほん意いな結婚をしていただきたくはない。せめて相手を決めておかねば、断るに断れぬ縁えん談だんもあるだろう」

　この言には、ライナスティも表情を改めた。

「そういえば、ブラドー陛へい下かのほうにも売り込みが凄すごいらしいですね。陛下には許婚いいなずけがいませんでしたから、見み初そめられさえすれば、ほとんど誰だれにでも正せい妃ひになるチャンスがあります。フェリオ様のほうも──一応、貴族達の間では、ウルク様が婚こん約やく者しやの立場だと噂うわさされているようですが……」

「それもウルク様のご実家の了りよう承しようを得たわけではないからな。先方へそのことを頼みに行くにしても、フェリオ様の決断次第だ」

　ウィスタルは応こたえながら、ふと運命の数すう奇きを思う。

　内乱の直前、政せい務む卿きよう閥ばつと軍ぐん務む卿きよう閥ばつの権力争いに関連して、まだ立場の弱かったフェリオを身内に引き込もうと、政務卿ダスティアがフェリオに婚約者をあてがおうとしたことがあった。

　それを未然に防ぐために、その時のウィスタルはウルクを巻き込んで、一計を案じた。

　ジラーハの神しん姫きの妹たる彼女とフェリオが恋仲であると、政務卿らに誤ご解かいさせたのである。

　ただしその頃ころは、あくまで〝演技として〟のことだった。将来的にそれが現実になる可能性も、零ゼロではないと思っていたが、今は状況も大きく変わった。

　記憶を取り戻したウルクは、フェリオに好意を示しているし、フェリオの側でも、彼女のことを大切にしている。

　多くの混乱を経て、フェリオのアルセイフにおける立場も強くなり、発言力も増してきた。

　そして、今では──〝第一夫人が無む理りなら第二夫人に〟と、狙ねらいを定める貴族達まで現れそうな状況である。

　ウィスタルが懸け念ねんするのも、そのことだった。

　貴族の政治力は、血けつ脈みやくによって左右される。

　強い権力には多くの富と名誉が集まるし、王家に娘を送れば、家の誇りともなる。

　ことにアルセイフでは、貴族達の各領地における自治権が確立しているためか、王家にやんわりと圧力をかけたがる者までいる始し末まつで、若いフェリオやブラドーは、そのための格かつ好こうの的まととみなされていた。

　つまり王族の結婚とは、好悪の問題ではない。それそのものが〝政治〟である。

　だがウィスタルとしては、フェリオには政治とは別の、幸せな結婚をして欲しい。

　それは臣しん下かとしての勝かつ手てな願いだったが、フェリオの母である第四妃ひフレイアも、きっと泉せん下かで同じ思いを抱いているはずだった。

「ライナスティ、ことは政治的な要素もはらんでいる。だが、フェリオ様には政治の都つ合ごうを押し付けたくない。決して焦あせる必要はないが、フェリオ様の背中を、少しは押して差し上げることも必要かもしれん。なにせ──朴ぼく念ねん仁じんと形容されても仕方のないお方かただ」

　ライナスティも、珍しく生き真面目まじめな顔をして頷うなずいた。

「まぁ、王族のフェリオ様に、団長みたいに生しよう涯がい独どく身しんを貫つらぬかれても困りますしね」

「それだよ。どうもフェリオ様は、私の生き方を見習おうとされているような──そんな印象がある。だが私は、そんな大たい層そうなものじゃない。少し早いが、そろそろ将来のことも考えていただかないとな」

　フェリオがウィスタルを〝見本〟としていることは、まず疑いない。

　そのこと自体は嬉うれしい反面、ウィスタルは危き惧ぐもしている。

　一いつ介かいの剣士であるウィスタルとフェリオとでは、まずその立場が違う。ウィスタルを相手に、娘を半強制的に嫁よめ入いらせようとする貴族などはいなかったが、フェリオの周囲にはそんな者達が大勢いるはずだった。

　その時に下手へたな拒きよ絶ぜつをすれば、王宮内に敵を作ることになる。

　やんわりと拒絶するためには、〝決まった相手〟がいたほうが都合がいい。

　思い悩むウィスタルの視界で、当のフェリオは平然と体を拭ふきながら、目の前のウルクと無む邪じや気きに談笑を続けていた。

　その姿が一瞬──ありし日の自分と〝彼女〟に重なって見えて、ウィスタルはそっと眉まゆ根ねを寄せた。
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「──ふうっ……」

　冷水で肌はだを拭くひんやりとした感かん触しよくに心地好さを覚えながら、リセリナはさきほどの鍛たん錬れんを思い返していた。

　神しん鋼こう製の細剣レイピアにも、最近はようやく慣なれてきた。フェリオも〝上達が早い〟と誉ほめてくれる。

　剣の修しゆ行ぎようそのものよりも、フェリオと一いつ緒しよにいられることが嬉しいという面はあったが、それでも剣を使うことがつまらないわけではない。

　腕輪の刃やいばとはまた違った武器だが、おもしろいものだと思う。

「しかしリセリナ様は、飲み込みが早いですね」

　衝つい立たてを挟はさんだ向こう側で、女騎士のディアメルがしみじみと呟つぶやいた。

　肌はだを拭ふきながら、リセリナは声を返す。

「そんな……フェリオさんの教え方が上手うまいんだと思います」

「教え方がいくら上手くても、普通はこうも早く上達するものではありません。〝戦せん姫き〟の呼び名は伊達だてではありませんね」

　冗じよう談だんじみたディアメルの言葉に、リセリナは思わず振りかえった。

「か、からかわないでください。あんな大おお袈げ裟さな呼び名、迷めい惑わくです」

　講談師のゴーダ・トレイスが流る布ふし始めたその呼び名は、かなり広まっているらしい。

　内乱の時も、そして先のタートムとの戦いでも、リセリナはフェリオの傍そばで戦っていた。その姿を見た兵士達の口からも噂うわさが広まったらしく、この王宮に来てからは、稀まれに貴族達の視線も感じる。

　リセリナにしてみれば、自分はそんな大おお仰ぎようなものではないと弁わきまえている。彼女はただ、恩おん人じんであるフェリオの役に立ちたかっただけだった。

　戦姫などと呼ばれても、困こん惑わくしかない。

　ディアメルがふと、声を潜ひそめた。

「お嫌いやかもしれませんが──その呼び名にも、そろそろ慣れていただく必要がありそうです」

「……え？」

　衝つい立たて越しに、ディアメルが頭こうべを垂たれる気配が伝わった。

「リセリナ様。貴方あなた自身がどう思っていようと、世間は貴方のことを、フェリオ様の腹ふく心しん、あるいはそれこそ恋人ではないかと、認識しています。神殿ではともかく、この王都ではそれなりの振る舞いが必要に──」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　リセリナは声を裏がえらせ、衝立の脇わきからディアメルを見た。

「恋人って……でもディアメルさん、フェリオさんには、ウルク様が──」

　ディアメルは困ったような苦笑を見せている。彼女にしては珍しい表情だった。

「実際にフェリオ様がどうお考えなのかは、私にもわかりません。ただ、周囲はそう見ているということです。差さし出でがましいようですが──今後、一部の貴族達が、リセリナ様に〝取り入ろう〟とするはずです。国政におけるフェリオ様のお立場も、内乱の前と今とでは随ずい分ぶんと変わりました。その権力に擦すり寄よろうとする者は少なくないはずですし、フェリオ様と縁を結ぼうとした時に、まず搦からめ手てから攻めるべく、リセリナ様やウルク様に近づく者もいるはずです」

　ディアメルの言に、リセリナは啞あ然ぜんとした。

　浅あさはかなようだが、そんな事態はまるで考えていなかった。フェリオに近づこうとする者は確かに多いはずだが、自分はあくまで、今も彼の従者のような立場のつもりでいる。

「で、でもそれを言ったら、ライナスティさんやディアメルさんだって、フェリオさんに近い立場のはずですし──」

　ディアメルが眼めを細めて、溜ため息いきを吐ついた。

「リセリナ様。私やライナスティはただの騎士です。でも、リセリナ様は違います。建たて前まえとしてはフォルナム神殿の神しん官かんであり、同時にいまや、〝戦せん姫き〟とまで呼ばれる救きゆう国こくの英雄の一人です。少なくとも講談師達がそう流る布ふした以上、もはやこの評価は取り消せません」

　ディアメルの声は苦笑混じりながら、明らかに真剣だった。

「いいですか、リセリナ様。これから貴方あなたに近づく者達の中には、〝貴方自身〟を見ずに、貴方の立場がもつ政治的な意味や、貴方が持つ〝フェリオ様への影響力〟を目当てにする者達も多いはずです。彼らと敵対することなく、かといって、取り込まれることもなく──そうした立ち回りが、どうしても必要になってくるのです。そのことは今から意識しておいてください」

「えと──は、はい」

　フォルナム神殿では考えられないことだった。

　リセリナは戸と惑まどったが、しかしディアメルの言っていることは理解できる。現実がどうあれ、事情を詳くわしく知らない貴族達は、リセリナとフェリオの関係を勘かん繰ぐっているに違いない。

「でも、それは……本当に困ります。私は別に、フェリオさんとは、別に何も──」

　もし本当に、そんなふうに近づいてくる者達がいたら──下手へたをすると自分の存在が、フェリオに対して迷めい惑わくをかけかねない。

　リセリナはまず、そのことを恐れた。

　その恐れが顔に出たのか、ディアメルが慌あわてて声をよこす。

「申し訳ありません、少々脅おどかしすぎたようです──それほど大おお仰ぎように考える必要はないのです。心の端に留とどめておいていただければ、それで充分なことですから。失礼ながらリセリナ様は、王宮がどんな場所かをご存ぞん知じないはずですから、つい、お節せつ介かいを申しました」

　そう言って、ディアメルはリセリナに微笑を向けた。

「貴族というのは、厄やつ介かいなものです。王都に戻ってみれば、ウルク様とリセリナ様のことについても、どうやら噂うわさになっているようで……私の耳にまで入ってきます」

「噂？」

　首を傾かしげたリセリナに、ディアメルは小声で耳打ちをする。

「つまり、お二人のどちらがフェリオ様の〝正せい妻さい〟になられるのかと……」

「せいさい……？」

　しばらくきょとんとして──

　その単語の意味を解するや、リセリナはたちまち顔を真っ赤にした。

　ディアメルは肩を竦すくめる。

「当のフェリオ様が何も明言されていないことが一番の問題ですが、中には賭かけをしている不ふ埒らち者ものまでいるようです」

「そんな！　だって常識的に考えて、ウルク様しかあり得ないでしょう？　私なんてただの平民ですし……」

　ディアメルが眼めをしばたたかせた。

「何を仰おつしやっているんです？　さっきも申し上げましたが、リセリナ様は建たて前まえとしては、フォルナムの神しん官かんです。出しゆつ自じが平民であっても、神官と王おう侯こう貴族の結婚ならば、さして珍しい例ではありません。そもそもフォルナム神殿とアルセイフは同どう盟めい関係にありますので、この関係を強化する政治的な思おも惑わくもあり、むしろ推すい奨しようされてきたくらいです。ウルク様の場合はジラーハ所属の神官ですので、また少し事情が異なりますが……」

　焦あせるリセリナの耳に、ディアメルの説明はまともに入っていなかった。

　廊下に足音がして、彼女が口を閉ざしたことにも気づかない。

「……リセリナ？　いる？」

　遠えん慮りよがちに扉を叩たたいたシアが、おずおずと部屋に入ってきた。

　綺き麗れいに梳とかされた金髪と子供用の神官衣は、よく調和している。可愛かわいらしい人形のような少女は、真っ青な深い眸ひとみでリセリナの裸ら身しんを見つめた。

「フェリオが呼んでる。ウルクも。お城のほうに呼ばれたから、早く来てって」

「……え？　あ、うん！　すぐに行くね」

　リセリナはとりあえずとばかりに着替えを済ませ、シアを抱えあげて足早に部屋を出た。ディアメルもその背に付き従う。

　彼女からこんな話を聞かされた直後にフェリオと顔を合わせるのは、少し怖こわかった。

　だがリセリナは、そこであえて自分を戒いましめる。

　──フェリオと結ばれるのは、ウルクであるべきだと思う。彼女もせっかく、意識を取り戻したのだ。

　ウルクが意識を取り戻した時──リセリナは、〝これで自分はフェリオを諦あきらめられる〟と、本気でそう考えた。

　自分はこの世界では異い邦ほう人じんであり、イリス達に狙ねらわれる身でもある。それでなくとも、今のウルクとフェリオの間に、割って入ることは許されないと思う。

　フェリオの幸福を願うがゆえに、リセリナは身を引くつもりでいた。

　そんな覚かく悟ごを決めたはずの今、ディアメルから聞かされた言葉は、リセリナを確かに動どう揺ようさせた。だが、その動揺で決意を揺るがしてはいけないとも思う。

　フェリオはウルクのことを愛している。ウルクを一度は失ったことで、彼自身ももう、そのことをしっかりと自覚したはずだった。

　──下手へたな希望を持てば、後がつらくなる。

〝せっかく、ウルク様も元に戻ったんだし……ちゃんと、祝福できるようにならなきゃ〟

　想おもいを断たち切きる強さを、これからの自分は得ていかなければならない。

　リセリナはその思いを新たにしつつ、邸てい宅たくの廊下を歩いていった。

　腕に抱いたシアは、そんなリセリナを不思議そうに見つめていた。

　彼女の眸ひとみに映る自分が、自然体であるように──リセリナは、改めて強く心を縛しばった。
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　王都セイラムの城下町は、今日も活気に満ちていた。

　ここはサンクレット交こう易えきをはじめ、貿易を生業なりわいとする各社の重要拠きよ点てんだけに、その物流はめまぐるしい。

　豊富な品の流れは、人の流れも呼ぶ。

　大陸の東部一帯でも有数の大都市として知られるこの街まちは、内乱における混乱などなかったかのように、以前よりなお賑にぎやかさを増していた。

　その賑わいには、タートムを退しりぞけたことによる戦勝気分も、少なからず影響している。

　街の一角にある教会では、講談師によってタートム戦の詳しよう報ほうも語られていた。

　表まで人が溢あふれるほどのその繁はん盛じようぶりを横目に、一台の馬車がゆったりと、石造りの道を進んでいく。

　幌ほろで隠かくれたその荷に台だいの内側には、少女が一人と、仮か面めんの男が乗っていた。

　少女の名は〝エイミー〟という。シズヤの部下で、玄げん鳥ちよう遣つかいの一人である。

　そして漆しつ黒こくの仮面をつけた長身の男は、〝メビウス〟──

　彼女から見れば、まごうことなき上官にあたる。

　数日前にサンフェデルの王宮へと忍しのび込んだ彼女らは、〝ジラーハの神しん姫きを狙ねらう〟とカシナートに告げた後、正反対の方向にあるこのアルセイフへと旅をしてきた。

　エイミーにとっては不ふ本ほん意いなことである。

　彼女ははじめ、シズヤからこう指し示じを受けていた。

〝タートム撤てつ退たいの報をメビウス様に届けて、その後は彼の指示に従いなさい〟

　敬愛するシズヤの指示だけに、逆さからう理由はなかった。また、東方の攪かく乱らんは一時中断されると思っていたし、自分の役目はメビウスを玄鳥に乗せ、ラトロアまで帰国することだとばかり思っていた。

　ところがシズヤからの手紙を一読したメビウスは、予想とは別の指示をした。

〝アルセイフに向かう〟

　タートムとアルセイフの国境からサンフェデルへ急行したエイミーは、耳を疑ったものである。

　二国間ではすでに講和の準備が進められており、両者に対するラトロア側の暗あん躍やくも露ろ見けんしている。シズヤ達が帰国した今、残った人員での中ちゆう途と半はん端ぱな工作では、かえって相手の結けつ束そくを強めかねないとさえ思った。

　だが、メビウスは本気だった。

　そしてアルセイフに来る前には、わざわざサンフェデルの王宮へと潜もぐり込み、ジラーハのカシナート司し教きようを挑ちよう発はつした。

　その目もく論ろ見みについても、エイミーは不信感を拭ぬぐえずにいる。彼の狙ねらいがどこにあったのか──未いまだによくわからない。単にカシナートの姿を確認するだけなら、彼の旅路を狙ってもよかったはずである。

　そしてメビウスはエイミーを子供扱いにして、あまり多くを語ってくれない。そのことも、彼女にとっては不快だった。

「──不ふ機き嫌げんそうだね、エイミー」

　メビウスの穏おだやかな声に、エイミーは無言で顔を背そむける。上官に対する態度ではないが、エイミーにとっての本当の上官とは、シズヤだけだった。

　ラトロアに属する間諜スパイの娘として生まれたエイミーは、その両親を早くに亡なくした。彼女に玄げん鳥ちようの扱い方を教えてくれたのもシズヤである。

　玄鳥を完全に懐なつかせるためには、雛ひなをかえす段階から飼かい主ぬしが育てねばならず、またセブラズ山地にしか存在しない高山植物が雛の餌えさとなる。そのため、現実的には北方民族──つまりセブラズ山地に棲すむ民でなければ、育てることが難しい。笛の音で操あやつる方法についても、彼らが長い年月をかけて構築した特殊な技術だった。

　傾けい城せいのシズヤ、風ふう刃じんのアカツキ、練れん気きのリョガク──北方民族の出しゆつ自じである彼らはもちろん、玄鳥を難なく扱える。彼らが主な指導者となって、エイミー達は玄鳥を扱う術を学ばされた。

　北方民族の眼めをごまかし、セブラズ山地の中を頻ひん繁ぱんに移動しながら、エイミー達は自分の鳥を育てた。

　結局、忠実に鳥を育てられなかった者もいたし、玄鳥そのものを病やまいなどで死なせてしまった仲間達もいたが、エイミーは無事に玄鳥遣つかいとなることができた。

　その訓練も、厳きびしいというよりは、むしろ楽しいものだった。特にシズヤから可愛かわいがられていたエイミーにとって、彼女は師であり、姉のような存在といえる。

〝早く、シズヤ様のお傍そばで働きたいのに……〟

　こんな辺へん鄙ぴな東国に何をこだわっているのか、メビウスの真意が読めない。

　仮か面めんの男は馬車に揺られながら、そっと細い顎あごを撫なでた。

「エイミー、不満があるのなら、口にして構わないよ」

　メビウスの言葉は優やさしかったが、エイミーはわずかに背筋を粟あわ立だてた。そう言われてほいほいと不満を口にすれば、どんな扱いをされるかわからない。メビウスに関して悪い噂うわさを聞いたことはないが、良い噂も特に聞いたことがない。

　つまり──〝上官〟であることは間違いないのだが、彼はその存在感が、ごく薄いのだ。

　彼が本当はどんな人物なのか、実は仲間達の間でも、知る者は少ない。シズヤなら多少は知っているはずだが、エイミーが知っているのは、その外見と名前と、そしてやや遊び心の過ぎる性格だけだった。彼は主に南方やジラーハの担当であり、アルセイフ方面で暗あん躍やくしていたエイミー達とは、あまり共に動く機会がなかったせいもある。

　簡かん単たんに心を開いていい相手なのかどうか、その見極めも済んでいない。

「不満などありません。愛あい想そがないのはただの性格です。あと、先日から飛び回っていたせいで、少し疲れているだけです」

「あぁ、それはそうか。すまなかったね、エイミー。タートムとアルセイフの戦場から、状況を連絡しに来てくれたばかりだというのに、こっちの仕事まで手伝わせてしまって──」

　労ねぎらうメビウスの言葉に、エイミーは感情を宿さない視線を返した。

「いえ。シズヤ様からも、連絡後は〝メビウス様の指し示じに従うように〟と仰おおせつかっておりますので」

　我ながら、固い受け答えだとは自覚していた。演技の愛想ならいくらでも振ふり撒まけるが、メビウスという男は、それに騙だまされてくれるような人間ではなさそうだった。

　メビウスが小声に囁ささやきかけてきた。

「そうか。シズヤからは、〝私の指示を聞け〟と言われたんだよね？」

　エイミーは小さく頷うなずく。

「では、夜よ伽とぎを命じたらするのかい？」

　メビウスの声は、エイミーを試すように笑っていた。

　ふざけたその問いに、自然と眼めが細く据すわる。

　本気か冗じよう談だんか──はっきりとはわからなかったが、仮かりに忠ちゆう誠せいを試されているならば、エイミーの答えは一つしかない。

「……ご命令とあれば」

　生き真面目まじめな怒りを籠こめた返答に、メビウスが吹き出した。笑われたことで、エイミーはむっとする。

「何がおかしいのです？」

　仮か面めんの男は首を左右に振った。

「いや、君は真面目だなぁ、と思ってね。もし私がそんなくだらない命令をする男だったら、シズヤも君を私に預けたりはしないよ。エイミー、君はとても有能だけれど、あとは冗談には冗談で返すぐらいの余よ裕ゆうが欲しいな」

　エイミーは怪け訝げんに思って首を傾かしげた。メビウスが自分にどんな返答を求めていたのか、咄とつ嗟さには想像できない。

　メビウスは人差し指を立てて見せた。

「君が憧あこがれるシズヤならきっと、嫌いやな誘さそいには笑ってこう返すよ。〝永遠に目覚めない朝がお望みなら、喜んで〟とかね」

　その言葉に、エイミーはしばらく考え込む。シズヤなら確かにそんな返し方をするだろう。だが自分がそれを言っても、物笑いの種たねにされるだけのような気がした。

「確かに私は、シズヤ様に憧あこがれています。ですが、かといって、その答えは私には似に合あわない気がします」

「──そう、それでいい」

　不意にメビウスが声を落とした。

　がらりと変わった声質に、エイミーは一瞬だけ、ぞくりとする。

　さきほどまでけらけらと笑っていたのが噓うそのように、メビウスの口元は冷たく引き締まっていた。

「エイミー、君は優秀だ。だが、君とシズヤとは明らかに違うタイプだ。君は君なりのやり方で任務に励はげめ。シズヤもおそらく、それを望んでいる。ただの間諜スパイなら、組織の歯車であればそれでいい。だが私は、君達にそれ以上のものを求めている。期待しているよ」

　エイミーは彼の言葉に、空恐ろしい響きを感じた。

　メビウス当人は、ラトロアに忠ちゆう誠せいを誓ってはいない──そんなことを、以前に仲間のアカツキが話していた。シズヤは否定も肯こう定ていもせずに笑い流していたが、おそらくそれは事実なのだろう。今は〝ラトロア〟のために動いている自分達も、あるいはいずれ、〝彼〟のために動くことを要求されるかもしれない。

〝組織の歯車になるのではなく、自分の考えを持て〟という言葉さえも、将来的には〝ラトロアのためではなく、自らの意志で私に味方をしろ〟と、そう要求しているように聞こえた。

　エイミーは無言で頷うなずいた。

　尊そん敬けいするシズヤが、この男に一いち目もくを置いていることは事実である。

　エイミーは、最初からラトロアのために動いているつもりはないし、この男に心しん酔すいする気もない。シズヤの傍そばで、彼女のために──それが、エイミーの動く理由である。

　メビウスが水筒の水を飲みながら、軽い声をよこした。

「さて。そんなわけで、私は君に期待しているわけだけど……期待に応こたえてもらうためにも、できるだけ円えん滑かつな関係を保っておきたくてね。だが君は先日から不ふ機き嫌げんなようだし、せめてその理由わけを聞かせて欲しい。それとも、話せないようなことなのかな？」

　正直に、〝シズヤの傍にいられないから〟などと、子供じみた回答をするつもりはなかった。

「──別に不機嫌というわけではありません。ただ、不ふ可か解かいだっただけで──」

　仮か面めんのせいでメビウスの眼めの色がうかがえないことに、エイミーは苛いら立だった。眼で噓をつける人間ならば、たとえ見えても意味はないが、それでも見えたほうが話はしやすい。

　メビウスは顎あごを撫なでながら、わずかに首を傾かしげた。

「──不可解とは？」

　エイミーは少し迷って、疑問を口にする。

「──何故なぜ、我々はアルセイフに来ているのか──その目的が、よくわかりません。何か深いお考えがあってのことと思いますし、このこと自体に異い論ろんを唱となえるつもりはないのですが、私がここで何をすべきなのかもわからないため、戸と惑まどっている部分はあります」

　曖あい昧まいに口調を濁にごしながら、エイミーはそう告げた。メビウスは「ふむ」と頷うなずき、その声を潜ひそめた。

「なるほど。そういえば詳くわしい説明はしていなかったか──シズヤからいろいろ聞かされているかと思って、うっかりしていたな。今は時間もあるし、その疑問には答えよう」

　メビウスはおどけた調子で言って、エイミーのすぐ傍そばに座りなおした。逆にエイミーは隅すみに逃げたが、そんなことに彼は頓とん着ちやくしない。

「ここへ来た理由は──アルセイフの王族に、少し興味が湧わいてね。どんな人間か、この眼めで確認しておこうと思ったんだ。あの頑がん固こ者もののカシナートを変へん節せつさせた要素がなんなのか──せっかくこんな遠方まで来ておいて、それを見極めずに帰国するのも癪しやくだろう？　だからその目的が済んだら、我々も一度、ラトロアへ戻る。そうすれば、君もシズヤにすぐ会えるはずだ」

　まるでエイミーの内心を見み透すかしたかのような回答だった。

　そのことにぞっとしつつ、エイミーは声を絞しぼった。

「……もう一つ、伺うかがってもよろしいですか？」

「どうぞ。国家機き密みつ以外は答えるよ」

「サンフェデルでのことですが──なぜ、カシナート司し教きようを暗殺しなかったのですか？　あの場で奇き襲しゆうすれば、簡かん単たんに彼を殺せたはずです。わざわざ見逃した理由がわかりません」

「要よう人じんは、殺せばいいってものじゃないよ」

　メビウスが苦笑を見せた。とはいえ、仮か面めんの下の口元は確かに笑っていたが、隠かくれた眼の部分はどうだか知れない。

「ですが、わざわざ姿をさらしてまで……遊び心にしては、少し度どが過ぎているのではないでしょうか。相手に存在を印象付けて警戒されれば、以降の仕事に差さし支つかえる可能性もあります」

　エイミーがもっとも懸け念ねんしたのはそのことである。

　メビウスは、カシナートの配下の〝名無し〟達を侮あなどっているようだが、彼らは決して無能ではない。一人一人の戦闘力はさほどでもないが、連れん携けいしての素早い連絡網や、あるいは裏側での工作活動に関しては、隠おん密みつとして優秀な能力を持っている。

　おまけに、数も多い。

「私はともかく──メビウス様のお姿を知られて、よいことはないように思います」

「いや、そうでもないんだよ、エイミー」

　教師が生徒を諭さとすような口調で、メビウスが囁ささやいた。

「あれはあれで、ちゃんと目的は果たした。彼らに我々を印象づけることには、利点もある。我々は城の警備を難なく搔かい潜くぐってあの場に到達し、そして姿をさらした上で無事に逃げ出した。つまり我々の能力を、彼らの目の前で証明してみせたわけだ。〝もしこれがウィータ神殿でも、簡かん単たんに入り込んでみせる〟とね。そして私の脅おどしによって、カシナート司し教きようは〝我々の目的は神しん姫き〟だと誤ご解かいした」

　エイミーは、はっとして眼めを見開いた。

　彼女も馬ば鹿かではない。少しヒントがあれば、上官の真しん意いを見抜くこともできる。

「これでカシナート司教は帰国後、神姫の傍そばから離れられなくなる。そして、あの花束のことを知る者は内部の人間だけ──それこそ神姫の周辺にまでラトロアの手が及んでいる可能性があると、そんな疑ぎ心しん暗あん鬼きの芽めを植えつけることもできた。ほらね？　殺すことはいつでもできる。殺さなかったことで、新しい混乱の種たねを蒔まくことができた」

　メビウスが淡たん々たんと呟つぶやく中、馬車は裏通りに入っていった。

　そこは一種の貧ひん民みん街がいである。

　狭せまい道の両りよう脇わきには、まともに手入れをされない古びた集合住宅が並び、それぞれの窓は昼間から閉ざされていた。ほとんど人ひと気けはなく、荒すさんだ埃ほこりっぽい空気が淀よどんでいる。

　豊かなアルセイフにも、貧まずしい民はいる。国が豊かなために飢うえるほどのことはないが、逆に〝働かずとも生きていける〟状況が、一部の怠たい惰だな民を生んでしまった。

　その日暮らしで気の向いた時に日ひ雇やといの仕事をこなし、稼かせいだ金は遊ゆう興きようで散らすという、他国の貧民と比べればいかにも気楽な暮らしぶりだが──当然のこと、治安はあまりよくない区画である。

　この国ではほんの少し郊外へ出れば、耕たがやすのに適した土地もいくらでもある。政府も自立の支し援えんを行っているし、まともな神経の者は、そもそもこんな街まちには住まない。

　家族連れなどはほぼ皆かい無むで、だいたいは男の独ひとり身みである。それも、ほとんどが脛すねに傷を持つ者達といっていい。

　住民の数は決して多くないし、また区画としても狭いものだが、それだけに他の場所と比べて、より異質な雰ふん囲い気きを醸かもしていた。

　そして、そんな場所だけに──ここは来る者を拒こばまず、去る者を追わず、そして隣人に頓とん着ちやくしない不ふ文ぶん律りつが浸しん透とうしていた。

　他国の間諜スパイが潜せん伏ぷくするにも、ちょうどいい場所である。

　エイミー達の仲間も、ここに小さな拠きよ点てんを構え、連絡経けい路ろの一つとして使っていた。

　拠点が近くなってくると、話を締めくくるように、メビウスは声を改めた。

「エイミー。サンフェデルでの件も、そしてこのアルセイフでこれから起きることも……今はただの遊び心に見えても、いずれ意味がでてくる。火のない所に煙を起こして燃料を足し、大火に発展させるには、小さな火ひ種だねをたくさん用意しておいたほうがいいからね。そのうちのどこから火がつくかは、相手の出で方かた次し第だいだが──このアルセイフでも、以前に私の蒔いた火種が、まだくすぶっているよ。不和を招き、人を疑わせ、心をより暗い領域へと誘う火種だ。人の心を乱せば、そこに乱らんの起きる芽めが生まれる──」

　メビウスは、やや引きつったような皮ひ肉にくな笑みを浮かべた。

「我々が用意した火ひ種だねをことごとく消すのは、為い政せい者しやとしては、なかなか厄やつ介かいなことだと思うよ」

　この意見には、エイミーも同意する。アルセイフもシズヤによって、随ずい分ぶんと搔かき回されたはずだった。だが、そこにメビウスが関かん与よしていたという話は聞いていない。

　古びた集合住宅の前で、幌ほろ馬ば車しやが止まった。

「先に失礼します」

　メビウスより先に降りて、エイミーは習慣的に周囲の状況を確認した。

　それと同時に──狭せまい路ろ地じ裏うらから、ふと何者かの視線を感じた。

（ジラーハかアルセイフの間諜スパイか──？）

　待ち伏せをされたかと、まず疑った。

　視線を向けたその先には、ぼろぼろの布をかぶった男が独ひとり──

　小柄なエイミーが馬車から降りるなり、彼は瞠どう目もくすべき速さで駆け寄ってきた。

　身構えるよりも先に、エイミーはその男の風ふう体ていに既き視し感かんを覚える。

　すかさず男は、慣なれた手つきでエイミーの首に太い腕をまわした。

「動かないでくださいね、可愛かわいいお嬢じようさん」

　彼はエイミーを押さえたつもりになって、耳元に低く荒すさんだ声をよこした。嫌いや味みたらしいその言葉遣づかいに、エイミーは思わずせせら笑いを浮かべる。

　ぼろをまとった男は、彼女の知った顔だった。だが、当人はエイミーのことを知らないだろう。

　おかしな偶ぐう然ぜんもあるものだとは思ったが──身を隠かくして悪事を為なすには、この区画は都つ合ごうがいい。彼のような男がこの地に流れてくるのは、ある意味で必然かもしれなかった。

　鳶とび色いろの髪をした男は、その片手に立りつ派ぱな騎士剣を持っていた。磨みがかれた刃をエイミーに突きつけつつ、彼は幌馬車のメビウスに声を投げる。

「さ、交渉だ。この餓が鬼きの命が惜しかったら──どうすればいいか、わかるよな？」

　金目当ての凶きよう行こうということはエイミーにもすぐわかったが、いかにも間まの抜ぬけた話だった。エイミーの耳には、脅きよう迫はくの言葉さえもがむしろ滑こつ稽けいに感じられる。

　メビウスも同じ感想を得たらしく、くすりと笑った。

　その異い様ような仮か面めんに気づいた男が、怪け訝げんそうにたじろいだ。

「──ふむ。つまり、こうすればいいのかな？」

　メビウスが、いかにも自然な動きで片手を伸ばした。

　咄とつ嗟さに男は何かを感じたらしい。半歩退しりぞきながら、手にした剣でメビウスの腕を切り払おうとした。

　──振り回した刃は。

　メビウスの腕に、軽々と弾はじかれた。

　斬きれる斬れないという次元の話ではない。まるで剣と剣が干かん渉しようしあったかのように、メビウスの腕は男の刃を跳はね返した。

　男は目に見えて呆ぼう然ぜんとし、メビウスは薄く笑う。

「……これは驚いた。こんな街まちに住む間ま抜ぬけな追いはぎが、神しん鋼こうの剣などを持っているとはね。何処どこから盗ぬすんだものだい？」

「く、来るな！」

　男はメビウスの不ふ可か解かいな力に怯おびえ、エイミーの体をきつく抱えた。

　その扱いに、エイミーは顔をしかめる。

「──汗あせ臭くさい腕で、触さわらないでください」

　軽くその腕に触ふれつつ、身を捻ひねる。

「う、うわっ!?」

　途と端たんに男の体は宙ちゆうを舞った。

　地面に叩たたきつけた彼の、剣をもった側の腕を踏みつけ、そして顔の上に短剣ダガーを閃ひらめかす。

　男は表情を引きつらせ、呆然として言葉もない。小柄なエイミーのどこに、自分を投げ飛ばすほどの力があったのか──そんな疑問が、彼の表情に見てとれた。

　澄すましていればそれなりに整った顔立ちだが、今は酷ひどく小こ者ものじみて見える。

　唾だ棄きすべきその男を見み下くだして、エイミーは鼻で嗤わらった。

「まだ生きていたとは意外でした。貴方あなたもつくづく、運のない人ですね。よりにもよって我々に手を出すなんて」

「おや？　君の知り合いか？」

　メビウスが意外そうに声をよこした。倒した男のほうも、腐くさった眼めを白黒させている。

「私は遠とお目めに見たことがあるだけですが……フォルナムに駐ちゆう留りゆうしていた神殿騎士団の副団長、リカルド・バーゼスです。こんなところで何をしているのかは知りませんが、堕おちたものですね」

　男が──リカルドが、瞠どう目もくした。看かん破ぱされるとは思っていなかったに違いない。

　メビウスがぽんと手を叩たたいた。

「あぁ、それで神鋼の剣か。神殿騎士にはもれなく支給されるんだったね。あんまり弱そうなんで、とてもその可能性には思い至らなかった」

　メビウスの辛しん辣らつな言葉を受けて、リカルドの表情が憎ぞう悪おに歪ゆがんだ。

「何者だ、貴き様さまらは……どうして俺おれを知って……」

　エイミーに答えるつもりはなかった。

「殺しておきますか？」

　あえて確かめることでもないような気がしたが、一応は上官に確認を求める。

　馬車を降りてきたメビウスは、エイミーと並んでリカルドを見下ろした。御ぎよ者しやも様子見に寄ってくる。

　間諜スパイ達の影が彼を包み込み、リカルドは怯おびえて頰ほおを引きつらせた。

　その様さまを眺めて、メビウスが嬉うれしそうな微笑を浮かべた。

「──この男の眼め、おもしろいくらいに腐くさっているね」

「……は？」

　エイミーは問い返す。メビウスは、リカルドの頭に手を伸ばした。

「……素す晴ばらしい。全すべてを他人に責任転てん嫁かし、自らを正当化し続け、欲望に忠実に悪事を為なしてきた者でなければ、こうはならない。性せい善ぜん説せつを主張する者達は躍やつ起きになって否定するだろうが、本来、人はこういう生き物なんだよ、エイミー。まさに人じん面めん獣じゆう心しんという奴やつだ」

　いかにも嬉しそうなその様子に、エイミーは違い和わ感かんを覚える。さきほどまでのメビウスとは、また少し様子が違っていた。この男のどこが〝仮か面めん〟で、どこが本心なのか──把は握あくするには、まだ時間がかかるだろう。

「リカルド。私に協力しないかね？」

　メビウスが囁ささやいた。リカルドは呆ぼう然ぜんとしたままである。

「さきほど、私は君のことを弱いと言った。あれは撤てつ回かいしよう。君は強い……いや、強くなれる素養がある。少なくとも精神的には、良心やら慈じ愛あいやら、そういった足あし枷かせを取り払うことにもう成功しているはずだ。君は──逸いつ材ざいだよ」

　メビウスの言が、エイミーには信じがたかった。こんな男を仲間にすることには、害はあっても利はないと思う。

「メビウス様、しかし……」

「エイミー、君は他の連中に連絡を頼む。彼のことは、私に一任してもらいたい。君に手て間まはかけさせないよ」

　そうまで言われては、エイミーに返せる言葉はない。足をどけると、メビウスは自ら彼の腕を取り、半身を起こさせた。

「……どういうつもりだ、あんた」

　リカルドが胡う散さん臭くさそうに呟つぶやいた。命が助かったところで、さほど感謝する気はないらしい。扱いが扱いだけに、当然のことではある

「だから、言っただろう？　リカルド。君を強くしてやる。私の力なら、それができる。だって私は……」

　エイミーははっとした。

　メビウスがどういうつもりで彼を助じよ命めいしたのか──その理由がわかったのだ。

「〝本物の錬金術師アルケミスト〟だからね──」

　呟つぶやいたメビウスは、にっこりと口元を微笑ほほえませた。

　相手の警戒を解きつつ──自らが張った蜘蛛くもの巣すに、獲え物ものを誘い込む笑みである。

　啞あ然ぜんとするリカルドとは裏うら腹はらに、エイミーはふと寒さむ気けを覚えて、無意識に唾つばを飲み込んだ。
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　女の独ひとり身みは物ぶつ騒そうだから、と、彼女はそんな主しゆ旨しのことを言った。

「だって、警備の方かたを雇やとう余よ裕ゆうなんてありませんもの。私のハーメス家の領地は、山奥の本当に狭せまい一角で──税の収入もさほど多くありませんし、おまけに借金まみれですから、とても人なんて雇えません。だったら自分の身は自分で護まもるしかありませんよね？」

　あっけらかんと明るく言って、彼女はくすくすと、剣けん聖せいと呼ばれる男に笑いかけた。

　まだ若き日──ウィスタルも二十代そこそこで、王の信任こそ厚かったが、まだアルセイフでの身分はごく低かった頃ころのことである。

「女だてらに剣術なんて、やっぱり変だと思われます？」

　当然のことを問いかける彼女を前に、ウィスタルは返答に窮きゆうしたものだった。

「いや──私が旅をしてきた土地では、数は少ないが、女の剣士もいくらかいました。ただ──フレイア殿どの、貴方あなたの場合は、貴族のご令れい嬢じようです。あまり勧すすめられたものではありません」

「嫁よめ入いり先のことならご心配なく。さきほども申し上げましたとおり、ハーメス家の財政は火の車です。好すき好このんでこの借金を背負おうなんて馬ば鹿かな方かたはいらっしゃいませんわ。両親が事故死してから、縁えん談だんなども途と絶だえてしまいましたし……」

　ウィスタルはその言を不思議に思った。

　目の前の娘は、その容よう姿しは美しく整い、表情はとても可愛かわいらしく見える。まだ若いし、もし多少の借金があったところで、言い寄る男は多いだろうと思った。

「失礼ですが、貴方を見ていると、とても縁談が途絶える方のようには見えないのですが……」

「あら？　剣聖ともあろうお方がお世せ辞じですか？」

　フレイアがまたくすりと笑った。ウィスタルはわずかに赤面する。

「いえ、世辞ではありません。縁談がないというのは噓うそでしょう？」

　その指摘に、フレイアは苦笑して──溜ため息いきを返した。

「……確かに、そこは噓をつきました。いろんなお話をいただいています。でも私は──あまりそうしたことに、興味がありません」

　憂うれいを帯びた横顔は、ぞっとするほどに艶あでやかだった。

「だって、貴族の妻なんて、堅かた苦くるしいだけでいいことがありませんわ。婿むこ養よう子しをとるならともかく、相手の家に行くなんて、それこそ大変なことです。おまけに私は両親の借金を受け継いでいますし、相手にそれを肩代わりなんてされたら、まるで買われるようなものじゃありませんか。だから全すべて、お断りしております。そのほうが気が楽ですわ」

　ひたすらに明るい声こわ音ねは、特に無む理りをしているようには聞こえなかった。

　だがウィスタルは、彼女の声に、一いち抹まつの寂さびしさを感じ取った。〝金で買われるような〟という感覚は理解できる。もし借金のことがなかったら、彼女はそれほどこだわることなく、どこかの家に嫁よめ入いっていたのではないか──そんなこともふと思った。

「領地のことは親しん戚せきに任せておけますし、さしあたって私は、無む駄だ遣づかいを控えて、税収からこつこつと借金を返していくだけです。領民の方かた々がたに養ってもらっているわけで、なんだか申し訳ないですけれど……」

　言葉に本ほん音ねを滲にじませて、彼女は席を立とうとした。

「ウィスタル様、突とつ然ぜんにお邪じや魔まして、申し訳ありませんでした。やっぱり女が剣術なんて、おかしいですよね。でも私、昔から憧あこがれていたのです。剣を持って自らと、そして大切なものを護まもれる──そんな生き方に」

　フレイアは、ぺろりと恥はずかしそうに舌したを出して見せた。

「きっと、小説の読みすぎですね」

「いや──戦乱に明け暮れる地ではともかく、平和な地で剣を持つ動どう機きというのは、おおむねそういうものです」

　ウィスタルは、彼女に親近感を持った。

　なんのことはない。ウィスタルがラトロアで剣に憧れた理由も、それに近いものである。ただしウィスタルの場合は、憧れの対象は小説ではなく、師であるオズマ・ベヘタシオンの強さと技だった。

　一礼をして立ち去ろうとする彼女を、ウィスタルはいつの間にか呼び止めていた。

「フレイア殿どの。本格的な剣術となると、鍛たん錬れんが大変ですからあまりお勧すすめできませんが……あくまで護ご身しん術じゆつとしてならば、多少は私にも教えられます。そのつもりがあるなら、週に一度か二度、お暇ひまな時においでなさい」

　そう告げると、フレイアの顔が、それこそ少女のようにぱっと輝いた。

「本当ですか!?　ありがとうございます、ウィスタル様！　いつがよろしいでしょう？　何か準備するものは……」

　勢い込んで問いを重ねる彼女に、ウィスタルは苦笑を送ったものである。

　そしてその交こう誼ぎは、彼女が病やまいを得て亡なくなるその日まで──長く長く、続くこととなった。
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　アルセイフの王宮──その深しん奥おうには、政府の首脳陣が揃そろっていた。

　先だってのタートムとの戦いを率ひきいた〝国王〟、ブラドー・アルセイフを筆ひつ頭とうに、隠いん居きよ状態の父親から正式に政せい務む卿きようの任を引き継いだアゴール・カリウス。

　内外に評価の高い切れ者の外がい務む卿きよう、ラシアン・ロームに、若き隻せき眼がんの軍ぐん務む審しん議ぎ官かん、ベルナルフォン・レスターホーク──

　謹きん慎しんの明けたばかりのクラウス・サンクレットや、内乱の頃ころから協力関係にあるサンベル・フラナー、それに国境の守もり人びとであるバロッサ・アーネストも同席していた。もっともこのあたりは、他の有力貴族に遠えん慮りよしておとなしくしている。

　もちろん、内乱以降に急速な支持を獲かく得とくした〝王弟〟、フェリオ・アルセイフも、その場にいた。

　他ほかにも主だった官僚達が顔を並べ、国を動かすための話し合いの場としては、申し分のない面子メンツが揃そろっている。

　アルセイフに、定期開催の議会は存在しない。だが、貴族や官僚達を中心とした会議の場は頻ひん繁ぱんに設けられており、国王と主要な三卿きようが、その議長役、及び進行役になるのが通例だった。

　現在、軍ぐん務む卿きようの職は空位のままであり、主に政せい務む卿きようがブラドーを補ほ佐さする形となっている。かねてから中立を旨むねとしていた外がい務む卿きようは、あらかたの騒そう動どうが一段落したと見るや、あえてまた中立の立場へと戻った。

　間違ってもブラドーと敵対しているわけではないが、少しずつ距離を置き始めていることが、勘かんの鋭するどい者達の眼めには明白である。

　見方によっては、この混乱に乗じてブラドーに媚こびを売ろうとする者達に対し、その行為を態度で咎とがめているようにも見えた。

　決して強すぎる権力を求めないその姿勢は、ラシアン・ロームという官僚への信頼にもつながっている。

〝外務卿らしいな……〟

　フェリオはそう内心で呟つぶやきながら、会議の進行を見守っていた。

　会議そのものは、あくまで粛しゆく々しゆくと進んだ。

　タートムとの戦後処理、国境近辺の再整備などが主な議題だが、もう一つ、もっとも大切な議題がある。

　まず外務卿ラシアンが、そのことを切り出した。

「皆様もすでにお聞き及びのことと思いますが……フォルナム神殿で、輝石セレナイトの産出が停止いたしました」

　一同が沈黙する。今日の出席者に対しては、すでに数日前から事情を説明してある。いまさら、この事実に対して声を荒げる者はいない。問題は、その事実にどう対たい処しよするかだった。

　フェリオとしても、頭の痛い問題である。

「すでにこのことは、ジラーハ側も把は握あくしています。現実に輝石セレナイトが産出されない以上、隠かくしても仕方のないことですから、各国にも連絡をはじめる予定ですが──」

　話しながら、ラシアンがブラドーに視線を送った。

　その視線を受けて、兄のブラドーは静かに言葉を紡つむぐ。

「──問題は、いつその状況が改善されるか……だね」

　憂うれえる兄と視線を交わし、フェリオは無言で頷うなずいた。

　輝石セレナイトの産出は停止したが、永遠に失われたわけではない。コウ司し教きようもさらわれる形ではあったが、実際にラトロアへ向かったはずだった。

　彼がなんとかしてくれると信じたい反面──ただ待っているだけでは、〝いつ回復するのか〟、なんともいえない。

　フェリオは控えめに発言を求めた。

「コウ司教は、ラトロアの手ての内うちに自ら飛び込まれましたが──おそらくラトロア側としては、輝石セレナイトの産出を再開させるのは、その土地を制せい圧あつしてからにしたいと考えているはずです。それまでは、素直に〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を操作させてもらえるとは思えません。それとコウ司教ご自身も──神殿にいた者の話を聞く限りでは、輝石セレナイトの生産を再開させるためというより、もっと大きな目的のために、危険を承しよう知ちで現地に向かわれた可能性があります」

「その、大きな目的とは？」

　官僚の一人が不安げに問う。

　フェリオは言葉を選んでから、ゆっくりと答えた。

「──御柱ピラーとは本来、この世界を支えるためのものなのだそうです。輝石セレナイトなどはあくまで副産物であり、主な役割は別にあると──例えばフォルナムの御柱ピラーはこの大地を支え、ネディアの御柱ピラーは周辺の海の水をも浄じよう化かし、ザカードの御柱ピラーは温度の変化を制御して、キャルニエの御柱ピラーは空気を作りだすと、そんな話をされていたらしいのです。おそらくコウ司教は、ラトロアが不用意に神霊スピリツトを操作することによって、この世界の存続に関かかわるほどの大災害を引き起こすことを懸け念ねんされています。現地に向かったのも、もしそうなった折に、〝手て遅おくれ〟にならないうちに対たい処しよするためではないでしょうか」

　官僚の一人が溜ため息いきを吐ついた。

「つまり、輝石セレナイト生産の再開は当分、望めないということですか……コウ司教の行動は、シャジールの民としての責任感から生じた尊とうとい決断と思いますが、輝石セレナイトが元通りに出てこないことには、このアルセイフにとっては死し活かつ問題……どうにか手を打つ必要がありますな」

「そもそも、御柱ピラーを制御するためのその〝死の神霊アービタ・スピリツト〟とやらが、どうしてラトロアの地にあるのでしょうな？　そんな危険なものをジラーハが管理していない、というのは……」

　その点は、フェリオも疑問に思っていた。元は〝死の神霊アービタ・スピリツト〟も、ウィータ神殿の地下にあったらしい。それを誰だれかが何かの目的でラトロアへ持ち去ったのは、遠い過去のことだという。

　そのあたりの事情については、シャジールの民に問いかけても明確な返答はなかったが、ただ〝本来なら、死の神霊アービタ・スピリツトは人には操作できないはずだ〟と、首を傾かしげてもいた。コウ司教があえて敵地へ向かったのは、その事情を確かめる意味もあったに違いない。

　フェリオとしては、すぐにもコウ司教を助けに行きたいのが本ほん音ねだった。だが政治的な立場からして、さすがに今、フェリオがラトロアへ渡るわけにはいかない。

　どうすればいいのかは、これからじっくりと考えていくことになるだろう。

　政せい務む卿きようアゴールが、事務的な見地から意見を挟はさんだ。

「アルセイフの大地は充分に豊かですから、今後十年ほどは輝石セレナイトがなくとも、農業生産の面ではさして困らないはずです。ただ、〝大地の輝石セレナイト〟をあてにしている他国はそうもいきません。ひとまず一年は、貯蓄分を各国に放出することが可能ですが……それぞれの国の状況にもよりますが、今後三年から五年の間に輝石セレナイトの供給を再開できなければ、おそらく社会不安を招きます。最悪の場合、アルセイフの豊かな〝土地〟を狙ねらって、各国が一いつ斉せいに侵しん攻こうを開始する可能性も皆かい無むではありません。いえ……むしろ今のままですと、その可能性はかなり高いはずですが……」

　自然と一同の表情が硬こう直ちよくする。

　アルセイフの貴族達にとって、それはまさに最悪の想そう定ていだった。

　つい先だって、タートム一国の侵攻を食い止めるのに、かなりの兵力を費ついやしたばかりである。仮かりに四方八方の複数国から同時に攻められれば、食い止める法はないに等しい。

　次いで交こう易えきに詳くわしいクラウス・サンクレットが発言をした。

「問題はまだあります。〝大地の輝石セレナイト〟は、我々にとってもフォルナム神殿にとっても、貴き重ちような収入源でした。それが失われるとなると、神殿も経済的には自主独立を保てません。おそらくジラーハが支し援えんを申し出るでしょうが、輝石セレナイトの産出再開後の友好関係を維い持じするためにも、また地理条件を勘かん案あんしても、アルセイフ側が主な支援を行うべきでしょう。このための予算がかかる上に、輝石セレナイトによる収入もなくなる、となれば……ある程度は税で補おぎなうことも可能ではありますが、その分、国力を削そがれることになります」

　その具体的な数字を予想できた者達の顔は、ほぼ蒼そう白はくに転じていた。

　すでに内ない々ないではこれらの話を聞いていたフェリオも、改めて思う。

　このアルセイフとフォルナム神殿は、やはり輝石セレナイトを中心として成り立っているのだ。特に外交に関しては、輝石セレナイトを各国へ公平に分配することで、見返りに自国の安全保障を得てきた面も否定できない。〝アルセイフと喧けん嘩かをすると、タートムのように輝石セレナイトの流通を制限されかねない──〟そんな各国の不安が、戦争の抑よく止し力りよくにもなってきた。

　現在のアルセイフは、五つの国と国境を接している。

　北東の友好国シビュラ、北西の敵国タートム、東の海洋国家ナジク──西にはジラーハの属ぞつ国こくであるサンフェデルがあり、そして南側には、強力な水軍で名高いコンフィオがある。

　領地を接する近きん隣りん諸国に限定すれば、アルセイフより国力の勝まさる国は、今のところタートムしか存在しない。だが、他の二ヵ国程度がもし結びつくと、途と端たんにアルセイフは苦しくなる。

　輝石セレナイトの輸出が完全に停止すれば、アゴールが言ったとおりのことも起こるだろう。

　少なくとも、タートム相手の戦勝に浮かれている場合ではない。

「──ラトロアに、人員を派は遣けんする必要がありますな。隠おん密みつを派遣し、情報を集めるべきでしょう」

　有力貴族の一人、マグナス・グレナデンがぼそりと呟つぶやいた。

　でっぷりと太ったその老人は、胡う乱ろんな眼まな差ざしでラシアンを見つめる。

「ラシアン卿きよう──先のタートム戦では、なんでもバロッサ・アーネスト将軍が、前陛へい下かと貴方あなたの承しよう認にんを得て、私設の間諜スパイ達を扱っていたとか──その活躍は噂うわさで聞きましたが、彼らなどは、適任ではありませんか？」

　これまで隠かくされていたバロッサの間諜スパイ達の存在を、今回の戦乱で初めて知り、驚いた者は多い。フェリオさえも彼らのことは知らなかった。

　ラシアンが、整った眉まゆをひそめる。

「しかし、彼らの多くは、タートム側の暗あん躍やくによって殺されました。辛かろうじて生き残ったのは数十人──彼らには、後任の育成にあたってもらわねばなりません。麻ま痺ひしてしまった諜ちよう報ほう網もうの建て直しも急務です。ラトロアへ派は遣けんする人員は……現状では、都つ合ごうできません」

　拒きよ否ひするラシアンの本心に、フェリオは気づいていた。〝ラトロア〟という地は遠すぎる。その上、カシナートからの話を聞いた限りでは、ラトロアの間諜スパイ達によって、ジラーハの名無し達も苦戦を続けているらしい。

　実際に、バロッサ麾き下かの間諜スパイ達は、ラトロアの間諜スパイ達に歯が立たなかった。つまりここで派遣を強しいることは、アルセイフから遠く離れすぎたその地に〝死にに行け〟というようなものである。

　命令とあらば、彼らは応じるだろうが──フェリオも、その案には反対だった。

「東側の混乱については、カシナート司し教きようも憂ゆう慮りよしておられました。今後のアルセイフは、ジラーハと協力しラトロアに対たい処しよしていくという方向で、合意ができています。ですからラトロアの情報収集に関しても、人数も多く手て馴なれている、ジラーハ側の間諜スパイ達と連れん携けいすべきでしょう。しかし今の時点で、アルセイフから下手へたに間諜スパイを送ると、彼らの足手まといになりかねません。ここは慎しん重ちように検けん討とうする必要があります」

　しかしマグナスは、このフェリオの言に嚙かみついた。

「ですが、フェリオ様。他国の間諜スパイに一任してしまってよい問題とは思えませんな。フォルナムの輝石セレナイトはアルセイフの問題です」

　フェリオは落ち着いて反はん駁ばくする。

「いいえ。フォルナムの輝石セレナイトは、ジラーハにとっても大きな問題です。他ほかの神殿でも同様の事態が起きる可能性もありますし、〝大地の輝石セレナイト〟は東方の安定にとって大きな役割を担になっています。利害が一致している以上、今後の我々は、ジラーハと足並みを揃そろえる必要があるでしょう」

　そのフェリオの意見に同調するようにして、ラシアンが口を開いた。

「実はその件に絡からんで、ブラドー陛へい下かも、ジラーハに親しん書しよを送ろうと仰おおせられています。今後のラトロア対策について、そして輝石セレナイト生産の再開のために、ジラーハの意見も仰あおぐべきでしょう。ラトロアとの関かかわりについては、彼かの国のほうが遙はるかに場ば慣なれしています」

　フェリオの言には反論したマグナスも、ラシアンとブラドーの双そう方ほうを前にすると、さすがにそれ以上の発言は控えた。

　その親しん書しよを届ける役については、フェリオが内ない々ないに候補となっている。王弟という立場であり、フォルナム神殿との関わりも深く、そしてウルクとの親交も厚い。フェリオはこの機に、ウルクの父親であるマディーン司し教きようとも会うつもりでいる。

　ラトロアへの対策に関しては、実はまだ裏がある。

　タートムとの戦いにおいて、アルセイフ側に味方した北方民族達──彼らの協力が、すでに水面下で確約されていた。多くの貴族達には知らされないことだが、フォルナム神殿に仕える北方民族達にとっても、輝石セレナイトの生産停止は死し活かつ問題である。ことにセブラズ山地の瘦やせた土では、輝石セレナイトなしではまともに農作物も穫とれないらしい。

　個々の身体能力に長たけ、玄げん鳥ちようまでをも操あやつる彼らの存在は、今のアルセイフとフォルナムにとって大きな希望だった。加えて彼らは、ラトロア側に寝返った〝シズヤ〟達のことについても詳くわしい。

　会議の席ではその後、国防に関わる諸もろ々もろが話し合われ、そして時が来て散さん会かいとなった。

　おそらくは今後も連日、こうした話し合いが続くことになる。

　フェリオにとっては窮きゆう屈くつなことだったが、しかし必要なことだとわかっているだけに、特に不満はない。

　散会とともに貴族達が部屋を出て行く中、フェリオは兄に呼ばれた。

「フェリオ、ちょっといいかな？」

「なんでしょうか、兄上」

　細い身を壁かべ際ぎわに立たせて、ブラドーはフェリオをすぐ傍そばに手招きした。他ほかの者達には聞かれたくない話らしい。

　訝いぶかしく思うフェリオの耳元に、兄はごく小声で囁ささやいた。

「実は、相談事があって……困っているんだ」

　改まっての言葉に、フェリオは眼めをしばたたかせた。

「貴族達のことですか？　誰だれかが兄上の邪じや魔まをしているとか──」

「いや、違うんだ。もっと個人的なことで……その、ソフィアのことなんだ」

　その名前は忘れられるものではない。

　バロッサ・アーネスト将軍の愛まな娘むすめで、先のタートム戦では犠ぎ牲せいになった間諜スパイ達を主しゆ導どうしていた指揮官でもある。

「彼女のことで？　何があったんですか？」

　フェリオが問うと、ブラドーは哀かなしげに目許を伏ふせた。

「今、バロッサ卿きようと一いつ緒しよに王都に滞たい在ざいしているんだけど……元気がなくてね。亡なくなった部下達のことを、ずっと引きずっているみたいなんだ。心配でたまに会いに行くんだけど、僕の国王っていう立場に遠えん慮りよしているのか、僕の前ではどうしても平気な振りをしていて……痛いた々いたしくて、見ていられない」

　フェリオも言葉に詰まった。

　大切な者を失う悲しみは、フェリオもウルクのことで味わったばかりである。結果的に彼女は快かい癒ゆしたが、もしあのままだったらと思うと、今でも胸が苦しくなってくる。

「それでね、フェリオ。僕に対しては彼女も遠慮があるだろうけれど、君や、あるいはそれこそ同性のウルク司し祭さいやリセリナになら、心を開くんじゃないかと思うんだ。彼女が立ち直れるように……力になってやってくれないか？　君も忙いそがしいだろうし、こんなことを頼むのは気が引けるんだけど……」

　ブラドーはいかにも申し訳なげに呟つぶやいた。

　国王となってもブラドーの態度は、以前と少しも変わらなかった。眼めの光は強くなったようにも思うし、声には覇は気きが出てきたが、優やさしい性しよう分ぶんはそのままである。

　そのことが、フェリオには嬉うれしい。

「──わかりました、兄上。おそらく私が行っても、ソフィア殿どのの遠慮は抜けないでしょうから、ウルクやリセリナに話してみます。女性同どう士しなら、話すだけでもいろいろと気晴らしになるでしょう」

　ブラドーはほっとしたように微笑ほほえんだ。

「ありがとう、フェリオ。頼むよ。宮きゆう廷ていの女官や貴族の令れい嬢じよう達は、どうも彼女のことを田舎いなか貴族の娘だと軽く見ている節ふしがあるし、困っていたんだ。ソフィアはバロッサ卿と一緒に、王宮の敷地内にあるラシアン卿の別宅に滞在している。ラシアン卿にも話を通しておくから」

　国政のことで頭が一いつ杯ぱいになっているかと思えば、そんな気き遣づかいを見せたりもする。

　思えば他の兄達と違って、ブラドーはかつて唯ゆい一いつ、自分を弟扱いしてくれていた。

　周囲の眼に配はい慮りよして、あまり深い交流はできなかったが、ブラドーの優しさはフェリオも知っている。

　はじめは気弱すぎる国王を不安がっていた貴族達も、いざ王となったブラドーの行動を見るにつけ、認識を改めつつあるらしい。前王のラバスダンと同じく、地味であまり目立たないが、逆にいえば敵を作りにくい性格でもあった。

　実際に彼を中心として、国政もまとまりつつある。

　そんな兄の補ほ佐さができることを嬉しく思いながら、フェリオはすぐに、リセリナとウルク達の元へと足を急がせた。
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　ウルクとリセリナの二人は、王宮の敷地内にあるウィスタルの邸てい宅たくから、城のほうへと出向いていた。

　近く開かれる舞ぶ踏とう会かいに備えて、宮きゆう廷ていの女官達に衣装の採さい寸すんをしてもらうためである。

　外がい務む卿きようや政せい務む卿きよう、それにブラドーらの勧すすめによるものだが、二人とも、その時に着るドレスを持っていない。

　一から作るのはとても間に合わないため、すでにあるドレスを微び調ちよう整せいすることになり、その採寸のために城の一室を借り受けた。

　ついさきほど、剣の稽けい古この後でその話をすると、リセリナは嫌いやがった。だが、ディアメルやライナスティの取とり成なしもあり、結局は折れてくれた。

　貴族達の中には、〝戦せん姫き〟とまで呼ばれる少女にひと目会って、話をしたいと願う者が少なくないらしい。

　なにせ今の彼女は、救きゆう国こくの英雄の一人である。講談師達の語りのせいで、噂うわさが独ひとり歩きした面も多少はあるが、その支持は民衆にまで広がっていると聞く。

　フェリオが訪れた部屋の前は、騎士達によって律りち儀ぎに守られていた。

「あ、フェリオ様。会議はお済みですか」

　気安い声をよこしたのは金髪の青年騎士、ライナスティである。

　警備には彼だけでなく、その同僚の騎士のグラムも来ていた。髭ひげ面づらの巨きよ漢かんはフェリオに気づくや、嬉うれしそうに深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれる。

「グラム！　今日から復ふつ帰きするのか？」

　フェリオも駆け寄って、その肩を叩たたいた。顔見知りの騎士だが、妙に懐なつかしい気もする。

「はい。随ずい分ぶんと長く休ませていただきましたが、ようやくです」

　照てれたように苦にがい笑みを見せて、グラムは自らの頭を軽く叩いて見せた。

　神殿で御柱ピラーの騒そう動どうが起きる直前のこと──彼は、フォルナム神殿がカシナートらによって制せい圧あつされた旨むねを、王都まで知らせた騎士だった。その使者役を務めた折に負傷して、しばらく休養していたが、怪け我がもどうやら全快したらしい。それより前には内乱の折、フェリオを王都から逃がすための盾たてとなり、レージクに囚とらわれていたこともある。

　よくよく考えると不運な男だが、それでもまだ平然と生きているあたり、悪運は強いらしい。

　久々に彼と会ったフェリオは、その腰につけた神しん鋼こうの剣にも気づいた。サンクレット交こう易えきのロセッティに頼んで、ライナスティらの神鋼の剣を揃そろえてもらった際に、一いつ緒しよに見せられた品である。元は神殿騎士用の剣のはずだが、主を失い巡り巡ってロセッティの元に渡り、今はこうしてグラムの手元にある。

　グラムはフェリオの視線に気づき、剣の柄つかにごつごつとした指を添そえた。

「すみません、フェリオ様。こんな結構なもんを俺おれなんぞに……」

「いや、似に合あっているよ、グラム。体格にもちょうどいいし、それにグラムの剣は威い力りよくがあるからな。神しん鋼こうの剣なら荒っぽく使ってもそうそう折れないし、向いているはずだ」

　フェリオが言うと、グラムはますます照てれ臭くさそうに相そう好ごうを崩した。強面こわもてのわりに、いかにも憎にくめない男である。

「ウルク達の採さい寸すんは終わったのかな？」

「えぇ。さっき、女官達が出て行きました。急な話ですから、ちょうどいいのを見み繕つくろって後は微び調ちよう整せいをすると……ついでにクラウス卿きようの指し示じで、ロセッティ氏が装飾品も貸してくださるそうで、今、その実物を見ていますよ」

　フェリオは扉を軽く叩たたいてから、ゆっくりと開けた。

　広めの室内には赤い絨じゆう毯たんが敷き詰められている。その中心付近に置かれた卓テーブルの上には宝石が広げられ、ウルクとリセリナが興味深げにそれを覗のぞき込んでいた。

「あ、フェリオ様！　用事はお済みですか？」

　ウルクが扉の側を振りかえり、嬉うれしそうな笑みを見せた。リセリナも一いつ緒しよに声をよこす。

「いま、ロセッティさんが持ってきてくださった装飾品を見ていたんです。ドレスに合わせてつけるように言われたんですけれど……」

　二人の前では、商人のロセッティが愛あい想そを振り撒まいていた。警備のディアメルも壁の傍そばに控えて、眠るシアを抱きかかえている。彼女は宝石には興味もないようで、慣れない子守りに集中していた。

　ロセッティがフェリオに深ふか々ぶかと礼を送った。

「フェリオ様もどうぞ、ご覧らんになってくださいませ。なかなかの逸いつ品ぴん揃ぞろいですよ」

　卓テーブルに歩み寄ったフェリオは、なるほどと眼めを見張った。

　ルビー、サファイヤ、アメジスト、アクアマリンにエメラルド──色とりどりの華か美びな宝石が、鮮あざやかに眩まぶしい光こう沢たくを放っている。それらの石は金や銀の装飾で周囲を固められ、それぞれ首くび飾かざりや髪飾り、指輪などに加工されていた。

　品は確かに良いものばかりである。

「これは凄すごいな。一財産だ」

　宝石に疎うといフェリオでさえ、それらが安物でないことはわかった。

　ロセッティが誇らしげに胸を張る。

「なにせ選えりすぐりですからね。もちろん、いかにいい品であっても、あまりごてごてと飾り立てるのはかえって下げ品ひんですから、アクセントとして一つか二つ、ドレスに合わせればよいかと思います。衣装はさきほど、お決めになられたようですが……」

　フェリオは二人の少女に向き直った。

「二人とも、どんなドレスを選んだんだ？」

　ウルクとリセリナが、ふと視線を交わした。互いに苦笑し合うような様子で、つまりは照てれているらしい。

「えっと……それは、当日に」

　リセリナが呟つぶやくと、ウルクも恥はずかしげに頷うなずいた。

「ドレスと合わせたほうがいいですよね。私は、こちらの首くび飾かざりをお借りしようと思います」

　ウルクが手にとったのは、清せい浄じような青みを湛たたえたアクアマリンの首飾りだった。〝ドレスと合わせる〟とウルクは言ったが、フェリオの眼めには、むしろ彼女の髪と調和して見える。清せい楚そな色合いが、彼女の印象と重なっていた。

「うん、よく似に合あうよ。リセリナは、もうどの品を借りるか、決めたのか？」

　フェリオが問うと、リセリナは困こん惑わくを隠かくしもせずに、苦にがい笑みを浮かべた。

「いえ──こういうの初めてで、どんなのがいいのかわからなくて……私のいた場所では、制服や礼服を着ることはあっても、ドレスを着て着飾るなんてことはありませんでしたから」

　ウルクが小首を傾かしげて、そんな彼女に助け舟を出した。

「では、リセリナ様はこちらなどいかがですか？」

　彼女がリセリナへと差し出したのは、ダイヤモンドの髪飾りだった。頭とう頂ちように乗せるものではなく、耳にかけて側頭部に添そえる形の細長い装飾品である。

　それを向けながら、ウルクはにっこりと微笑ほほえんだ。

「これならきっと、リセリナ様の綺き麗れいな黒髪に映えますわ。デザインも上品ですし、ダイヤモンドが象しよう徴ちようするのは清浄と無む垢く──リセリナ様にぴったりです」

　ウルクの見立てに、フェリオも同意する。

「そうだな。リセリナ、もし迷っているならこれにするといいよ。他ほかに気に入ったものがあるなら別だけど……これは、よく似合うと思う」

　リセリナは宝石の美しさに気き後おくれしている様子だったが、結局は素直に、ウルクの選んだ髪飾りを手にとった。

「じゃあ──お言葉に甘あまえて、これにします。でも舞ぶ踏とう会かいって三日後ですよね……？　私、全然踊ったりとかできないんですが……」

　いかにも不安そうに言うリセリナに、フェリオは苦笑を送った。

「実際に踊る人なんてごく少数だよ。だいたいは純粋に交流することを目的にしている。あくまで政治のための場だからね」

　説明するフェリオ自身、そうした場に出るのはほとんど初めてのことだった。これまではまだ子供と見なされていたせいもあるが、第四王子という立場柄がら、政治の場には出ることがなかったのだ。この点は、病弱だった第三王子のブラドーも似たようなものである。

　一方で、領地にいることが多かったクラウス・サンクレットのような若い貴族や、ベルナルフォン・レスターホークのような田舎いなか貴族にとっても、王宮での舞ぶ踏とう会かいは慣れない場所であるはずだった。

　国王の死や騒そう乱らんなどもあり、しばらくこうした舞踏会は自じ粛しゆくされていたが──

　国王や皇太子に軍ぐん務む卿きよう、正せい妃ひ達が亡なくなり、政せい務む卿きようも代替わりした三日後の会では、内乱とタートム戦を経て頭とう角かくを現した人材が揃そろうことになる。

　つまりは有力とされる貴族の面子メンツが大きく変化することになり、他の貴族達も挨あい拶さつ回りに精せい一いつ杯ぱいで、それこそ踊りどころではなくなるはずだった。

　フェリオとしても、楽しみにするよりは不安のほうが大きい。だがそんな程度の不安に屈するほど、彼は柔やわな性格でもない。

　しきりに不安がるリセリナに、ウルクがくすりと微笑ほほえみかけて、その腕を取った。

「もし不安でしたら、私と練習いたしますか？　私も下手へたですけれど、見よう見まねで……」

「あ、ごめん。その前に、二人にちょっと頼みたいことがあるんだ」

　ウルクとリセリナの交流を邪じや魔まするつもりはなかったが、フェリオは兄から頼まれたことを、二人に伝えなければならなかった。

〝バロッサの娘、ソフィア・アーネストを元気づけて欲しい──〟

　フェリオがそう切り出した途と端たんに、ウルクとリセリナの二人は互いの顔を見合わせた。

「あの……フェリオ様。つかぬことをお伺うかがいいたしますが、ブラドー陛へい下かがそう仰おつしやったのですか？」

　ウルクにそう問われて、フェリオは頷うなずいた。

「うん。兄上が彼女のことをずいぶん気にしててね。亡くなった彼女の部下達は、タートムとの戦いにおける序じよ盤ばんの最大の功労者だし──それに話に聞いたところだと、家族みたいなものだったらしいから、そうとう参まいっているみたいなんだ。兄上や俺おれだと、向こうも気楽には話しにくいだろうから……同性で歳としの近いウルクとリセリナに、話し相手になってもらいたい。協力してくれないか？」

　タートムとの戦いの最中に、彼女の部下達が命を落としてから、すでに半月ほどが経たっている。しばらくは一人で哀かなしむ時間も必要だろうが──そろそろ、その時期を乗り越えてもいい頃ころ合あいだった。なにより彼女は貴族の令れい嬢じようであり、領民のためにも、早く立ち直る必要がある。

　ウルクは少し思し案あんして、そして小さく頷いた。

「わかりました。どこまでお役に立てるかはわかりませんが……リセリナ様も、一いつ緒しよにおいでになりますよね？」

「はい。お邪魔でなければ」

　この二人が、こうした願いを断るはずはなかった。

　バロッサ・アーネストとソフィア・アーネストの親子は、敷地内にあるラシアン卿の別宅を、仮かり住ずまいにしているらしい。

　二人をそこに案内するために、フェリオは城の前に馬車を呼ばせた。
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　夏の日差しにじりじりと焼かれる王都セイラムの大通りを、その三人は並んで歩いていた。

　一人は大柄の老人である。白はく髪はつに白しろ髭ひげ、学者のような容よう貌ぼうで、のんびりと歩いているように見えて、しかし意外に動きは軽い。

　一人は銀髪の美しい娘で、街まちを眺める視線は穏おだやかながら、抜け目なく周囲の状況を把は握あくしている。長なが袖そでを着てはいたが、腹部や長い脚あしは肌はだも露あらわで、夏らしくも眼めに眩まぶしい装よそおいだった。

　その彼女からしきりに眼を逸そらしつつ共に歩くのは、長身、黒髪の剣士──ハーミット・エアルだった。

　ラトロアから来た彼は今、北方民族の講談師、ゴーダ・トレイスと、その弟子であるシルヴァーナと共に、この王都を巡り歩いていた。

　きっかけは些さ細さいなことだった。

　タートムとの戦いの後、シルヴァーナはフェリオ達と北方民族の長老連の間を、幾いく度どか飛び交っていた。ハーミットはフェリオ達と共にいたが、彼らが神殿から王都へ移動するにあたって、それまで行方ゆくえ不明だったゴーダ・トレイスが、ひょっこりと顔を見せた。

　シルヴァーナを助けて、彼も水面化で長老連の説せつ得とくに動いていたらしい。そしてゴーダは同時に、タートムとの国境の南側侵しん攻こう経けい路ろを見張っていたという。

　結局、タートムがそちらから攻めてくることはなかったが、無む駄だ骨ぼねというわけでもなかったらしい。

〝タートムとの国境の南側は、サンフェデルと近いわけだが──そのサンフェデル側からアルセイフの方角に、玄げん鳥ちようが飛ぶのを見た。羽の色からしてシズヤの鳥ではなかったが、奴やつの仲間である可能性が高い──〟

　その目的を探るためにゴーダ達も動きはじめ、ひとまず神しん域いきに戻ったところで、ハーミットと再会した。

　そのままハーミットはゴーダを手伝うことにして、王都へ来てからシルヴァーナも合流し、今に至っている。

　フェリオ達とも相そう互ごに連絡を取りあうことになっているが、今のところ、特に何も進展はない。

「師し匠しよう。本当にシズヤの仲間だったのか？　野生の玄鳥と見間違えたんじゃないだろうな」

　白い首筋の汗をハンカチで拭ぬぐいながら、シルヴァーナが呟つぶやいた。

　弟子の不ふ機き嫌げんな声を受けて、ゴーダは低く唸うなる。

「それはない、と思うんだが──アルセイフを通り越して他国に行くとも思えんしなぁ」

　ハーミットは控えめに口を挟はさんだ。

「何もなければそれがなによりです。あるいは取り残されたラトロア側の間諜スパイを、回収しに来ただけかもしれません」

　シルヴァーナがハーミットに笑いかけた。

「あぁ、それはありそうだな。どうだい、師し匠しよう。こう暑いと歩き続けるのも一苦労だ。そのあたりで一休みしないか」

　シルヴァーナも疲れているようには見えないが、暑い最中に目的地もなく動き回るのは、さすがに嫌になったらしい。

　ゴーダは弟子に一ひと睨にらみを向けた。

「いい若いもんが情けない──フウガにばかり頼っているから、そんなことになる」

「師匠のために言っている。いつまでも若いつもりでいると倒れるぞ」

　シルヴァーナの冷たい切り返しに、ゴーダが鼻を鳴らした。

「口ばかりが達たつ者しやになりおって──だがまぁ、こっちで把は握あくしている奴やつらの拠きよ点てんはもぬけの殻からだったしな。無む闇やみに歩き続けても仕方ないし、一度、今後の方針を練ねるか──ちょうどいい、そこに寄っていこう」

　通りに面した手近な店を、ゴーダが指差した。

　夕方からは酒さか場ばになる場所で、昼のうちはあまり客も入っていない。店先から覗のぞくと、店主は暇ひまそうに本を読んでいた。

　ハーミットは、そんなことにも少し驚く。アルセイフという国の識しき字じ率りつの高さは、他国と比してもかなりのものだった。安酒場の店主が好んで本を読む国など、そうはない。

「なんだ、ゴーダの爺じいさんか。久しぶりだな。相変わらず飛び回ってんのかい？」

　店主は顔見知りらしい。ゴーダは彼に苦笑を送ってから、カウンターを避けて店の隅すみに座った。ハーミットとシルヴァーナもそれに続く。

「ここの店主は北方民族じゃないが、わしらの身み内うちみたいなもんでな。話を聞かれても別に構わんから、気にせんでいい」

　ゴーダが言うと、店主は軽く片かた眼めを瞑つぶって見せた。どういう素す性じようかはわからないが、どうやらフォルナム神殿に協力する者らしい。フォルナムの信者を中心に、そうした情報網のつながりがあることは、ゴーダ達から薄うす々うすと聞いている。

「注文はどうするね、お三さん方かた。まさかただで居座る気じゃあるまい？」

「あぁ、私はミルクを」

「わしはレモン水にするかね。ハーミットはどうする？」

「では……ええと、紅茶を」

「自じ慢まんじゃないが、うちの紅茶は不味まずいぞ。エステラ茶にしておけ、代金は同じでいいから」

　店主の勧すすめに従って、ハーミットは注文を済ませた。

　視線を転じれば、正面に座ったシルヴァーナが、彼をじっと見つめている。

　その視線に、ハーミットはわずかに緊張した。

「シルヴァーナ、何か？」

「いや──少し、気になることがあってね」

　シルヴァーナはハーミットから視線を逸そらさない。まっすぐな眸ひとみは真しん摯しで、強い意志の力を感じさせた。

「ハーミット。貴方あなたにラトロアのことを聞きたいんだけど……私達はこの後、コウ司し教きようを救出するために動くことになっている。フォルナムにいるシャジールの方かた々がたは、その必要はないと言うんだけれど、そうもいかない。すでに仲間も向こうに潜せん入にゆうしているはずだ。で──コウ司教がどこに囚とらわれているかという問題になるんだけれど、貴方だったら、どこだと思う？」

　問われて、ハーミットは首をひねった。心当たりはいくつかある。

「ラトロアにはいくつか、公式には所しよ在ざいの明かされない研究施設があります。おそらくそのうちのいずれかか、さもなくば……首都である〝ラボラトリ〟の一角かと思いますが──」

　その首都の名からして、〝学究の場〟を意味する言葉が由ゆ来らいとなっている。錬金術アルケミーの地であるラトロアには、そうした学問に由来する地名が多い。

「しかし、はっきりとした場所は推定できません。あのシズヤという女が、ラトロアの〝誰だれ〟とつながっているかにもよります。そもそも私が国を出てから、もう一年以上は経たちますので、向こうの政治の情勢も把は握あくできていません」

「そうか──ラトロアは王家の支配ではないし、権力者同どう士しも、互いを出し抜こうとしているんだったな。せっかく手に入れたカードを見せびらかすはずもないか」

「えぇ。ですが、もし、シズヤが元首である〝ジェラルド・メイスン〟の意志を受けているとしたら──死の神霊アービタ・スピリツトにも近づけるはずです。コウ司教を置くのも、その付近かもしれません」

　シルヴァーナが唸うなった。

　肝かん心じんの〝死の神霊アービタ・スピリツト〟がどこにあるのかは、ハーミットにもわからない。そのことは以前に伝えた。

「つまり結局、現地で調べるしかないわけか」

「おそらく、おまえは呼ばれぬぞ」

　運ばれてきたレモン水に口をつけながら、ゴーダがひっそりと呟つぶやいた。

「女の身で、しかも若い。ラトロアなんぞという危険な場所には遣やれぬよ。おまえは長老連のお気に入りだしな」

　シルヴァーナは不服そうに眉まゆをひそめる。

「私にとっては父の故郷だぞ。一度くらい、行ってみてもいいだろう。師し匠しようは反対か？」

「さて──」

　ゴーダがハーミットを見み据すえた。

「──道案内がいれば、まぁ、無む理りに止める気はない」

「私ですか？」

　ハーミットは驚いた。大事な愛まな弟子でしを自分などに任せてもいいと言った、ゴーダのその真しん意いが知れない。

「うん。君がウィスタルの親族というのも、思えば妙な巡り合わせだ。ラトロアのことは今後、我々の間でも、どう対たい処しよしていくかの議論が活発になるだろう。その結果を待ってからになるが……もしシルヴァーナを向こうに遣やるとしたら、君にもついて行ってもらいたい。ま、仮かりの話だ」

　ハーミットは内心でぎくりとした。ゴーダの眼めには、からかうような気配が浮いている。

　彼がシルヴァーナをなんとなく〝意識している〟ことを、ゴーダはどうやら見抜いてしまったらしい。

「ふぅん。師し匠しようはずいぶんと、ハーミットのことを買っているんだな」

　戸と惑まどうハーミットを他所よそに、シルヴァーナが意外そうに言った。

「うん。このお人好しなら、お前のことを命がけで守ってくれそうだからな。だがまぁ、そんな機会もないうちに輝石セレナイトの産出が再開されることを願っておるよ」

　ゴーダはレモン水を飲みながら、にやにやと笑っていた。

　冷や汗をかくハーミットに、シルヴァーナが怜れい悧りな眼まな差ざしを送る。
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「まぁ、剣の腕は確かに頼たよりになりそうだ。そうなったらよろしく、ハーミット」

「は、はい」

　このことについては平静を装よそおって返事をするのが精せい一いつ杯ぱいで、ハーミットはこほんと咳せき払ばらいをした。

「……現状のことに話を戻しましょう。我々が追っているシズヤの仲間というのが、何の目的でこの地に入ったのか──それを見極めるのが第一ですよね」

　ゴーダが両腕を組んだ。

「問題はそれだな。おそらくはエイミーかアカツキかリョガクか……そのあたりだろう。他の連中が地上から入り込んだ可能性もあるし、まだ潜せん伏ぷくしている奴やつらも多いはずだ。連中はまだ、この東方を混乱させたいのかね？」

「あえて動かずとも、将来のことを考えれば、諜ちよう報ほう網もうは維い持じするだけでも意味がある。あるいは連中も、このまましばらく様子見をする気かもしれない」

　シルヴァーナの分析は、ハーミットにも納なつ得とくできるものだった。なにせここは、ラトロアから遠く離れた異国の地である。輝石セレナイトの産出もとまった今、今後の諜報の活躍の場は、むしろジラーハやタートムに移るはずで、アルセイフはひとまずの難なんを脱したように思えた。

　三人がそんな話し合いを続けていると──不意に若い男が、店内に駆け込んできた。

「お、親父おやじ！　大変だ！」

　店主の息子むすこらしい青年は、隅すみにいた客のハーミット達にも気づいた。

「ゴーダさん！　あんたも来てたのか！　大変なんだ、たったいま、コリンズさんが死体で見つかって……」

　ゴーダの眼めが細く据すわった。ハーミットには誰だれだかわからないが、シルヴァーナが表情を強こわ張ばらせ、店主もカウンターから身を乗り出す。

「川を流れているところを見つかって……どこで殺されたのかはわからないけど、背中に短剣ダガーが刺さっていて、まず間違いなく他殺だって……今、南側の衛兵詰つめ所しよにいるよ」

「わかった！　おまえはすぐに近所の連中にも知らせて来い！」

　店主の指し示じを受けて、青年はまた店から駆け出して行った。

　ゴーダもそそくさと席を立つ。

「ハーミット。コリンズというのはわしらの仲間でな。わしらと並へい行こうして、王都での捜そう査さをしていたのさ。どうやら──何かを摑つかんで、返かえり討うちにあったか。奴らがここにいるのは間違いない。行くぞ、死体の状況を確認する」

　ゴーダの眼には怒りが籠こもっていた。

　シルヴァーナに続いてハーミットも、黙って席を立つ。

　見えない敵の存在に漠ばく然ぜんとした不安を覚えつつ、ハーミットは刀の柄つかに手を添そえた。

　それはフェリオ達から借りた品である。

　パンプキンとの戦いで剣を失った後は、ゴーダが打ったというその刀を、ずっと使っていた。神しん鋼こう製の刃やいばは切れ味も鋭するどく、また重さも握りも、ハーミットの手によく馴な染じんでいる。

　先だってタートムとの戦いに加勢した折にも、その刀を振るったが──このアルセイフではまだ、その刃を抜く機会がありそうな気がした。

　柄つかに指を添そえたまま、ハーミットはシルヴァーナ達の後につく。

　母国の謀ぼう略りやくがこの国に迷めい惑わくをかけていることが、ハーミットには心しん底そこから申し訳なく感じられた。
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　友人であるクラウス・サンクレットから、〝折り入って話がある〟と言われた時──

　ベルナルフォンはてっきり、話題は政治のことだとばかり思っていた。

　タートムとの戦いが終わり、援えん軍ぐんとして一定の役割を果たしたクラウスは、少しずつ国政に復ふつ帰きしはじめている。数年後には彼が軍ぐん務む卿きようの地位を継つぐはずで、今後は軍ぐん務む審しん議ぎ官かんたるベルナルフォンと協力し、国防の態勢を検けん討とうしていく必要があった。

　当然、ベルナルフォンが彼と話し合うべき議題の第一は、そのことである。

　ところが──

「ベル、ものは相談なのですが……〝ニナ〟を貰もらってはくれませんか？」

　王宮内の中庭、小池を臨のぞむ静かな木こ陰かげで、クラウスは唐とう突とつにそんなことを言い出した。

　芝しば生ふの上に座り込んだベルナルフォンは、返事までにたっぷりと三呼吸ほどの間まを空あけた。

「……すまんが、〝何を貰え〟って？」

　聞き間違いと思い、改めて問いかける。

　クラウスは細い眼めを池に向けて、穏おだやかに声を紡つむいだ。

「私の妹のニナを、です。いろいろ考えたのですが……フェリオ様が難しいとなると、これがなかなか……ブラドー様にも打だ診しんしたのですが、断られてしまいました。それに国王の妃きさきとなると、やはり政治的な野や心しんを疑われます。サンクレット家は先の内乱で汚お点てんをつくりましたから、ニナに注がれる視線も厳きびしいものになりかねません。かといって、先の汚点を気にされなくなるまでには数年かかるでしょうし、その間にニナの適てき齢れい期きが過ぎてしまうことを思うと……幸い、サンクレット家の縁えん戚せきから、レスターホーク家に嫁よめ入いりした前例も、いくつかあります。これも一つの縁と思って……」

　ベルナルフォンは頭痛をこらえて、眉み間けんを指先で押さえた。

「……あのな、クラウス」

　彼の声を手で遮さえぎると、クラウスは穏やかな顔を向けてきた。

「はい？」

「……確かに俺おれも、いつまでも独ひとり身みというわけにはいかんかもしれん。一応はレスターホーク家の当主だし、世せ間けん体ていもある。だが──俺は、おまえを義兄にする気はないぞ。それだけは絶対にお断りだ」

　わずかに寒さむ気けを覚えつつ、ベルナルフォンはそう告げた。

　クラウスが眉まゆをひそめる。

「何故なぜですか？　ニナに不満が……」

「ニナに対して不満がどうこうって話じゃない。なぁ、おい。本当にわかっていないのか？」

　ベルナルフォンは溜ため息いきを吐ついた。

　彼はすでに、ニナの本心に気づいている。もし彼女が自分のところに来ても、彼女がそれを不幸と感じるのは明白だった。そして彼女を不幸になどしたら、クラウスが本気で怒ることになる。それこそ末まつ代だいまで恨うらまれかねない。

　どう考えても、貧びん乏ぼうくじ以外の何物でもなかった。

　クラウスは不思議そうに首を傾かしげた。

「──タートム戦後、施せ療りよう院いんのニナを、貴方あなたが見舞ってくれたと聞きました。私が戦後処理で奔ほん走そうしている間、頻ひん繁ぱんに彼女の話し相手になってくれていたと……それで私は、てっきり多少は脈があるのかと──」

　ベルナルフォンは頰ほおを引きつらせた。これは誤ご解かいもいいところである。

「おまえが忙いそがしそうだったから、代わりに行ってやっただけだ。だいたい、ニナがおまえのことをどれだけ心配していたと思う？　あの娘こは普ふ段だんは気き丈じように振る舞っているが、実際は酷ひどく寂さびしがりだ。俺が行った時も、おまえの無事ばかりを心配していた。そのおまえが……はあ、情けない……」

　ベルナルフォンは頭を抱え、さきほどよりもさらに盛大な溜め息を吐いた。

　個人的にニナを見舞ったのは事実である。だがそれは、クラウスの前では語れぬ彼女の〝本ほん音ね〟を、きちんと確かめるためでもあった。

　得られた結論は、ベルナルフォン自身も薄うす々うすと感づいていたことだったが──それでもニナは最後まで、明言を避け続けた。

　肩を震わせて下手へたな否定を繰り返し、言葉を誤ご魔ま化かし続けるその姿が哀あわれで、どうしたものかと頭を捻ひねっていたところへ──兄であるクラウスの、この妄もう言げんである。

　さすがに溜め息も出ようというものだった。

「……ちょうどいい機会だ。俺も、おまえとは一度、じっくり話し合う必要があると思っていた」

　ベルナルフォンは軽く咳せき払ばらいをして、脇わきのクラウスに向き直った。

　胡坐あぐらをかきつつ、古くからの友人を隻せき眼がんで睨にらみつける。

「クラウス。おまえは商売の才は立つし、実務能力も高い。その上、貴族達との交渉術にも長たけている。だが──ニナのこととなると、まるで役立たずだ。一体おまえは何年、あの娘こと暮らしている？」

　あえて挑ちよう発はつするような言い方をすると、クラウスは苦しげに細い眼めを歪ゆがめた。

〝……どうやら、まるっきり気づいていないわけでもない、か……〟

　ベルナルフォンは内心で唸うなった。

　クラウスとニナの関係を考えると、気きの毒どくに思う部分もないわけではない。世せ間けん体ていもあるだろうし、なによりクラウスは生き真面目まじめな性しよう分ぶんである。

　ベルナルフォンは、言葉を間違えぬように注意しつつ、クラウスの細い眼を真まっ向こうから見つめた。

「おまえがニナに注ぐ愛情は、はっきり言って異常だ。あそこまで愛情を注げる相手がいるというのは、相当なことだぞ。少なくとも俺おれには、そんな相手はいない」

「……それは、貴方あなたが女嫌いだからじゃないですか？」

　反論するクラウスの声は苦しい。ベルナルフォンはその言を鼻で嗤わらう。

「女嫌いは事実だが、それとこれとは別問題だ。おまえが認めたくないのもわからんでもないがね。実の兄妹だったら、また違う質の愛情で絆きずなができていたはずだが……厄やつ介かいなことに、おまえらは実の兄妹じゃない。はっきりと言ってしまえば、おまえとニナの間にある絆は、もっと生なま々なましいんだよ。そもそもおまえ、ニナを誰だれかの嫁よめに遣やりたいって、本気で思っているのか？」

　驚いたクラウスが腰を浮かせた。

「な……！　当たり前でしょう！　そう思ったからこそ、ベルにもこうして……」

　その反はん駁ばくを、ベルナルフォンはあっさりと受け流す。

「そうなのか？　で、おまえはそれでいいのかね？」

「もちろんです。ニナが幸せになってくれれば、私はそれで満足ですから」

　力強く即答するクラウスを、ベルナルフォンは半はん眼がんで見つめた。

　どうもクラウスは、根本の部分がずれているように思う。彼が良き兄であろうとすればするほど、ベルナルフォンにはその様子が腹立たしく見えた。

「なぁ、クラウス。これは、俺の私し見けんなんだがな──」

　──これから言うことは、クラウスにとっては耳に痛いことかもしれない。

　だがベルナルフォンは、あえて言葉を止めなかった。

「──ニナはおそらく、おまえ以外の男と結ばれても、それを幸福とは感じないぞ」

　クラウスが、ものの見事に固まった。

　ベルナルフォンはしばらく間まを置く。

　本人も少しずつ感づいていた事実のはずだが、彼はずっと、そのことから眼を逸そらしていたのだろう。

　クラウスが反論を口にできないのを見越して、ベルナルフォンはさらに追おい討うちをかけた。

「まぁ、おまえの命令なら、あの娘こも結婚には従うだろうさ。相手が誰だれであろうとな。だが、あの娘こをとりあえず誰かと結婚させて、それをおまえが〝ニナの幸せ〟だと判断するなら、それはおまえの自己満足だぞ？　もうわかっているんだろう。ニナがおまえに想おもいを寄せていることぐらい」

　クラウスは応こたえない。歯を食いしばり、今にも頭を抱えそうな様子で、じっと固まっている。

　ベルナルフォンには、その心の葛かつ藤とうが透すけて見えるようだった。

「──私達は、兄妹です。決してそういう関係では──」

　やっとそう呟つぶやいたクラウスに、ベルナルフォンは溜ため息いきを返した。

「続柄はどうでもいい。どうせ血のつながりもないわけだが、そのこともこの際、置いておこう。おまえ、なにか勘かん違ちがいをしていないか？」

　ベルナルフォンは声を潜ひそめ、クラウスを睨にらんだ。

「今のニナにとっては、〝おまえと離れること〟が何よりの不幸なんだ。せっかく九死に一生を得たというのに、たった一度の人生で、おまえは何をそんなに恐れている？　世せ間けん体ていか？　結婚なんぞ、あえてさせなくてもいいだろう。傍そばに置いてやれ。それで全部、丸く収まる」

　クラウスは首を横に振った。

「……それは不ふ健けん全ぜんです。ベル、今は確かに、ニナにとって、結婚はつらい選択かもしれません。しかし将来、子供でも生まれれば、〝これでよかった〟と思える日が来るはずです。違いますか？」

「来ればいいがな。来なかったらどうする？」

　身みも蓋ふたもないことを言っているという自覚はあった。だが、ことこのことに関して、ベルナルフォンに譲じよう歩ほする気はない。

　なんのかんのと言っても、ベルナルフォンはニナのことを案じている。彼女は貴族の子女としては、珍しいくらいに純情だった。そんな彼女の幸せを願っているのは、ベルナルフォンも同じことである。

　クラウスは掌てのひらで額を押さえた。

「私は……あの娘こにとって、良き兄でありたいんです」

　その声はいかにも苦しい。

「あの娘こが育つ様さまを、私は一番近くで、ずっと見てきました。私は確かにニナのことを愛しています。溺でき愛あいしていると言われても否定はしません。しかし、だからこそ──一線は守るべきだと思うのです。私達は本当の兄妹じゃない。でも、兄と妹として暮らしてきました。その過去を……否定したくありません」

　クラウスの言葉を受けて、ベルナルフォンは隻せき眼がんを伏ふせた。この兄妹の想おもいの間には、決定的な相違がある。

「……クラウス。これは俺おれの口から言うべきことじゃないかもしれんがな。おまえは馬ば鹿かだから気づかないかもしれないし、仕方なく言うわけなんだが……」

　呟つぶやきながら、ベルナルフォンは軽くクラウスの肩を叩たたいた。

「ニナはおそらく、サンクレット家に引き取られた時から、おまえを〝兄〟としてじゃなく、〝想おもい人びと〟として慕したっていたんだ。それくらいは悟さとってやれ」

「……え……？」

　クラウスが絶ぜつ句くした。石のように固まって、その顔を引きつらせる。

　構わずに、ベルナルフォンは止とどめを刺すことにした。

「おまえは可愛かわいい妹ができて、兄としての責任を感じながら、彼女を護まもってきたつもりなんだろう。しかし、それはおまえの側の話だ。生き真面目まじめで使命感の強い、いかにもおまえらしい経過だな。ところがニナは、〝兄ができた〟とは思わなかった。当たり前だ。引き取られた時のニナはもうとっくに分ふん別べつのつく年とし頃ごろだったし、血もつながらない、知らない年上の男をいきなり〝兄〟なんて思えるわけがないだろう。馬鹿かおまえ」

　最後の一言には、あえて毒どくを込めた。

「ニナはおまえを〝兄〟と呼びながら、ずっと片思いを続けている。俺は女が嫌いだが、あの娘このことは気の毒で仕方ない。まぁ──おまえもせいぜい悩め。ニナは何年も悩み続けているはずだが、おまえも多少は、その重みを知ったほうがいい」
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　無情に告げて、ベルナルフォンは腰を上げた。

　クラウスは動かない。芝しば生ふに座ったまま、彼は呆ぼう然ぜんとしていた。思し考こうが停止したのか、ベルナルフォンが立ち上がっても特に反応はない。

〝……ちょいと薬が効きすぎたか……？〟

　そうは思ったが、いずれは自覚すべき事柄である。一見すると重じゆう度どの兄妹愛だが、そもそもこの二人は実の兄妹ではない。クラウスが勝かつ手てにニナを妹扱いしてきただけで、ニナの側ではまた別の認識を持っていたという、たったそれだけのことである。

　彼女の存在は、サンクレット家にとっては政略結婚のための駒こまでしかなかったはずだが、レージク亡なき今、その役目も消えている。クラウスが彼女をどう扱うかは、あくまで彼次し第だいだった。

　固まったままのクラウスを置いて、ベルナルフォンは無言でその場を後にした。

　今後のことに思いを巡らせながら、中庭をゆっくり歩いていくと、分かれ道のところで一台の馬車と鉢はち合あわせた。

「やぁ、ベルナルフォン卿きよう。こんなところでどうしたんだ？」

　馬車の窓から声をよこしたのは、王弟のフェリオである。人ひと懐なつっこいその笑顔は、戦場に立つ時の彼とはまるで印象が違っていた。

　ベルナルフォンはふと、そのことを微笑ほほえましく思う。

　フェリオと共に、クラウスに追われて王都を脱したことが、ベルナルフォンの今日を決定づけたきっかけである。

　あれからの情勢の変転を思うと、人生の不思議を感じるばかりだった。

　その頃──死んだと思われていたニナも、今は確かに生きている。

　つまりは一度死んで、生まれ変わったようなものだと思う。

　せっかく生まれ変わったのなら──新しい人生を、彼女の望む形で過ごさせてやりたいと思う。

　そんなことを考えながら、ベルナルフォンは馬車に一礼を送った。

　フェリオの馬車には他ほかにも、王宮で噂うわさをされるウルクとリセリナ、それに来訪者ビジターの子供が乗っていた。御ぎよ者しやを務めているのは、フェリオの腹心の騎士達である。

「これはフェリオ様。私はただの散歩です。フェリオ様方がたはどちらへ？」

「バロッサ卿のところだ。ウルクとリセリナに、ソフィアを元気づけてもらおうと思って……兄上に頼まれたんだ」

「ほう。バロッサ卿のところに？」

　ベルナルフォンは無意識に顎あごを撫なでた。ブラドーがソフィアを気にしている──そのことに、ふと笑みがこぼれる。タートムとの戦いの折、馬によって運び込まれたソフィアを介かい抱ほうしたのも、現国王であるブラドーだった。

　思えば奇妙な縁だが、ブラドーはソフィアの快活で裏表のない性格を、いたく気に入ったらしい。

〝陛へい下かがニナの嫁よめ入いりを断ったというのは、もしや──〟

　少し気が早いかもしれないが、そんなことまで考えてしまう。

　フェリオはベルナルフォンの内心などには気づかぬ様子で、無む邪じや気きに笑っていた。

「俺おれはついでに、バロッサ卿きようとじっくり剣の話でもしたいと思っている。よかったらベルナルフォン卿も一いつ緒しよにどうかな」

「そうですな……お邪じや魔までなければ、伺うかがいましょう」

　バロッサと剣の話をするというのは、ベルナルフォンにとっても魅み力りよく的てきな誘いだった。エフリード砦とりでの攻防時には、ついにその実力を見極めぬままに自分だけ撤てつ退たいしてしまったが、彼の強さは剣けん聖せいウィスタルも認めるところだと聞く。

　そそくさと馬車に同乗したベルナルフォンは、席の端に腰掛けた。

　目の前には来訪者ビジターの子供を抱いたウルクが、隣にはリセリナがいる。

　どちらもフェリオの正せい妻さい候補として、王宮内で噂うわさになっているが──見たところ、この二人の間に、フェリオを巡って鞘さや当あてをするような様子はない。

　ベルナルフォンは、どちらの少女についても、あまり詳くわしくは知らない。言葉を交わしたことはもちろんあるし、フェリオに好意を持っていることも見ればわかるが、フェリオとの関係がどこまで進んでいるかとなるとさっぱりだった。

　一応は他人ひと事ごとながら、〝臣しん下か〟としては他人事とも言い難い。かつての正せい妃ひや皇太子の系けい譜ふが絶えた今、ブラドーとフェリオの結婚については、それこそアルセイフの宮きゆう廷てい中が注目している。

　同時にベルナルフォンとしては、そうしたフェリオに言い寄る貴族の令れい嬢じようがいはしないかと、そんな懸け念ねんも抱いてしまう。政治的な野や心しんをもって近づいてくる者達は、フェリオを落とそうと、それこそどんな手段をとるかわからない。

　しかし同時に、こうも思う。

〝まぁ……この二人を前にして、フェリオ様に言い寄る身みの程ほど知らずは、さすがに少ないだろうが……〟

　どちらの少女も掛かけ値ねなしに美しい。着飾った令嬢達のうわべだけの美しさとは質が違う。性格も申し分ないだけに、この二人に関しては、どちらが正妻になろうとさほど問題はなかった。

　だが、そうなると──

〝ブラドー様より先にフェリオ様がご結婚なさるのは、少し微妙だな〟

　そんな問題が浮上してくる。

　そんな余よ計けいなことにまで気を回すようになってしまったのは、中ちゆう途と半はん端ぱに出しゆつ世せしたゆえかもしれない。

　王家の安定のためには、どちらにも早い段階で結婚をしてもらわねば困るが、ブラドーが先のほうが望ましい。

　ただし──

〝……ソフィア殿どのか。ブラドー様のお相手としては、悪くはない、が……〟

　ベルナルフォンの脳のう裏りを素早くよぎったのは、年とし頃ごろの娘を持つ有力貴族達の顔だった。

　バロッサ・アーネストは、ベルナルフォンに負けず劣おとらずの貧びん乏ぼう貴族である。国境最前線の見張りを任されていたぐらいだから、王家において信頼されてはいるが、領地も狭せまいし格は低い。元は名門だったらしいが、零れい落らくした今では、滅めつ多たに政治の場に出て来ることさえない。

　そんな小身貴族の娘が正せい妃ひというのは、いささか無む理りがある。

　それでいて、王弟であるフェリオの相手が、〝神しん姫きの妹〟であるウルクか、あるいは巷ちまたで〝戦せん姫き〟とまで呼ばれるリセリナか、となれば、正妃の立場はさらに見み劣おとりしてしまう。

「……なんとかならんかな」

　無意識のうちについ、独ひとり言ごとが漏もれた。

「ベルナルフォン卿きよう、何か悩みでもあるのか？」

　声を聞き咎とがめたフェリオが、不思議そうに問いかけてくる。

　ベルナルフォンは慌あわてて首を横に振った。

「失礼いたしました、いえ、軍事の予算案のことを考えていまして……輝石セレナイトが手に入らなくなる以上、予算の削さく減げんは間違いないので、どこに重点を置いたものかと……」

　咄とつ嗟さについた噓うそに、フェリオが相あい槌づちを打った。

「あぁ、そのことか。でも国境の防備も固めないといけないし、亡なくなった間かん諜ちよう達の仕事を受け継つぐ人材も育てる必要がある。軍事方面の予算はたぶん、兄上も削けずらないよ。かといって増やせないのが心苦しいけれど……なんとかやりくりしてもらうしかない」

「えぇ。無む駄だを省はぶいて必要な部分を見極めれば、無事にまとまるとは思います」

　クラウスも復ふつ帰きした今なら、いざとなればサンクレット交こう易えきの協力も期待できる。直接の資金援えん助じよには限界があるものの、たとえば原価に近い価格で補給物資を仕入れたりと、そうした効果は小さくない。

　フェリオが腕を組んで考え込む様子を見せた。

「バロッサ卿とも相談するといいかもしれないな。国境を長く守ってきた実績もあるし、ソフィアやその部下達を育てたのも彼だ」

「そうですな。軍事費と機き密みつ費のどちらから費用を出すかも、まだ決まっていませんし──」

　間諜スパイを育成するための費用は、これまでラシアンが機密費から融ゆう通ずうしていたらしい。そもそもバロッサの部下達は、諸外国との諜ちよう報ほう戦せんを勝ち抜くための人材であり、外がい務む卿きようの仕事とも重なっている。

〝さて、国内外の政務に、陛へい下かやフェリオ様の結婚──どれも上手うまい具合に解決してくれればいいが……〟

　ベルナルフォンとしては、そのための助力は惜しまないつもりだったが、やはりこればかりは当人達次し第だいといえた。

　馬車はやがて、バロッサ達の仮かり住ずまいである、ラシアン卿きようの別べつ邸ていに着いた。
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　不意の来客であるフェリオ達を、ソフィア・アーネストは笑顔で迎えいれてくれた。

「わざわざお運はこびいただくなんて……一言いただけましたら、こちらから出向きましたのに」

　柔やわらかな声で呟つぶやく娘は、とてもではないが鍛たん錬れんを積んだ戦う者には見えない。

　年上のはずだが、身の丈たけはリセリナよりほんの少し低い程度で、顔立ちもやや童どう顔がんではある。だが、その表情は隠かくし切れない憂うれいを帯びており、その点でひどく大人おとなびて見えた。

〝……相当、まいってるな〟

　ひと目見て、フェリオはすぐにそのことを察した。

　無む理りをして微笑をつくり、気き丈じように振る舞っていたが、彼女の顔色にはまるで精せい彩さいがなかった。要するに、眼めが死んでいるのだ。

　ブラドーが心配した理由も、わかる気がした。

　居間に通されたフェリオは、できるだけ明るい声で告げた。

「いきなりお邪じや魔まして本当に申し訳ない。リセリナのことは知っているね。こちらはウィータ神殿のウルク司し祭さい。今、王都に滞たい在ざいしているんだ」

　フェリオが紹介をすると、ウルクは雅みやびやかに一礼をした。

「はじめまして、ウルク・ティグレーと申します。フェリオ様とは懇こん意いにさせていただいておりまして──ソフィア様のことも、いろいろとうかがっておりますわ。ぜひ、直接にお話をうかがいたくて、お邪魔いたしました」

　ソフィアは微笑のまま、困こん惑わくしたように口くち籠ごもった。

　リセリナとウルク──どちらも彼女にとっては、きっと眩まぶしいほどに立場の違う存在なのだろう。ことにウルクは神しん姫きの妹として知られている。本来ならまともに口を利くことさえできない身分──そんなふうに感じても仕方なかった。

　だがフェリオは、ウルクの話術の巧たくみさを知っている。そしてなにより、彼女には優やさしさと誠せい意いがある。

　ウルクならあるいは、ソフィアを立ち直らせるための言葉を知っているかもしれないと、そんな期待をしてしまう。

　にこにこと愛あい想そを振り撒まくウルクの無む邪じや気きさに、ソフィアは少し怯ひるんでいる様子だった。

「……特にお話しても、おもしろいことはないと思いますが……」

　実際のところは、〝思いだすのもつらい〟はずだった。

　ウルクはあえて、そこに踏み込むつもりらしい。

「おもしろいとかつまらないとか、そんなことは気にしません。私はただ、知りたいのです。貴方あなたの見たタートムの兵がどんな存在で、アルセイフの方かた々がたはそれにどう対抗したのか──私もジラーハでは政治に関かかわる立場です。後こう学がくのために、ぜひ」

　そう依い頼らいするウルクの真しん意いを、フェリオはすでに知っている。彼女は〝後学のために〟といったが、それはソフィアに話しやすくさせるための噓うそでしかない。

〝溜ため込こんでいるものを吐き出せば、少しは楽になると思います。殿との方がたには見せにくい本ほん音ねも、女同どう士しなら話せるものですわ〟

　さきほどの馬車の中で、ウルクはそう言っていた。リセリナもそれに同意したため、フェリオは彼女達にこの場を任せることにしている。

　ソフィアも相手が相手だけに、強く拒きよ否ひすることはしなかった。適当に話してそれで済まそうと思ったのかもしれないが、今日はまだ交流の初日である。焦あせることはない。

「ソフィア、すまないけど、ウルク達をお願いできるかな。それと、俺おれとベルナルフォン卿きようはバロッサ卿に用があるんだけど、今はどちらに？」

「父なら、邸てい宅たくの裏で剣の修練をしていると思います。なんでしたらご案内しますが……」

「いや、いい。俺達だけで行くよ。じゃ、また後で」

　フェリオとベルナルフォンは、そそくさと居間を後にした。

　侍じ女じよの一人が気を利きかせて、フェリオ達を裏庭へと先導する。

「ソフィア殿どのは、かなり落ち込んでおいでですね」

　ベルナルフォンが声を潜ひそめて呟つぶやいた。フェリオは無言で頷うなずく。

　無む理りもないとは思う。先の戦いでは大勢の人間が亡なくなったが──特に近しい者の死は、人の心を抉えぐる刃やいばとなる。多くの仲間を失ったソフィアの心が、いくつの刃に切きり刻きざまれたことか、想像するのもおこがましい。

　だが──

「きっと彼女自身は、立ち直りたいと願っている。彼女を〝生かす〟ために亡くなった者達だって、きっとそうだろう。だから彼女は、立ち直れるよ」

　フェリオ自身は、そう確信していた。ウルクやリセリナには、少しだけ、その手伝いをしてもらいたいと願っている。

　外で待っていた騎士達も合流して、フェリオ達は屋敷の裏へと回った。

　特に剣けん戟げきの音などは聞こえてこない。周辺はいたって静かなものである。

　歩いている最中に、ディアメルに抱かれたシアが、眼めを擦こすりながら起きた。

「……うー……ウルクは？」

　寝起きの寝ね惚ぼけた声に、フェリオが反応する。

「ん？　起きたのか。二人はいま、ちょっと話しこんでいる最中なんだ。一時間か二時間ぐらいで済むと思うから、それまでは俺達と一いつ緒しよでいいかな？」

　シアはぼんやりとフェリオを見つめて、小さく頷うなずいた。

　フェリオはもう、シアのことを許している。彼女がウルクに〝処しよ置ち〟を行った当人だが、そのウルクも快かい癒ゆしたし、なにより当のウルクが、シアをとても大切にしていた。

　そしてシア自身、その罪の意識を重く背せ負おっていることもわかる。

　幼い子供をこれ以上、責せめる気にはなれない。

　シアはディアメルから降りると、ちょこちょこと自分の足でフェリオ達についてきた。

　子供の扱い方などまるで知らないディアメルが、さほど負ふ担たんを感じずに子守りができるほど、物分りのいい素直な子供だった。

　ただしその素直さは、子供ながら〝従う〟ことに慣れすぎているようで、どこか哀あわれでもある。動くなといえば本当に動かないし、はしゃいで騒さわぐこともない。いつも物静かで深い眼めをして、子供らしからぬ様子を見せている。

　侍じ女じよに先導されて裏庭に回ると、バロッサ・アーネストは、木こ陰かげにじっと座っていた。

　眼を閉じて胡坐あぐらをかき、両手を自然体に組んでいる。

　鍛たん錬れんをしているようには見えないが、寝ている様子でもない。

「あれは……何をしているんだろう？」

　不思議に思ったフェリオが首を傾かしげると、ライナスティが脇わきから囁ささやいた。

「フェリオ様。あれはきっと、座ざ禅ぜんって奴やつですよ。北方民族の間に伝わっている、精神修養の方法らしいです。俺おれの故郷のシビュラでも、やっている剣士がいました」

　フェリオにとっては初めて見るものだったが、ただ静かに座っているだけのように見える。

「……座っているだけじゃないのか？」

「精神を統一し、心を整え、集中力を養いながら、自らに向き合う修しゆ行ぎようなんだそうです。向き不ふ向むきがあるとは思いますが、バロッサ将軍だと絵になりますね」

　ライナスティの妙な知識に感心しながら、フェリオはゆっくりと歩み寄っていった。声をかけるのが、やや憚はばかられる雰ふん囲い気きではある。

「──フェリオ様。そこでお止まりください」

　眼を閉じたまま、バロッサがそう声をよこした。

　フェリオははたと立ち止まる。二人の間には、まだ二十メートルほどの距離があった。

　そして──フェリオが立ち止まった瞬間に、その眼前にぼとりと何かが落ちてくる。

　見上げれば──木の枝に止まった鳥が、糞ふんを落としたものらしい。

　フェリオは啞あ然ぜんとして、その場に立ち尽くした。そのまま歩いていたら、服でも汚されていたかもしれない。

　何事もなかったかのように、バロッサがゆっくりと腰を上げた。

「やれやれ、木陰の涼すずしさに、ついうとうと居眠りをしてしまうところでした。ご一同お揃そろいで、この老ろう骨こつに何か御用ですかな？」

　にこにこと愛あい想そを振り撒まきながら、老ろう将しようバロッサ・アーネストは歩み寄ってきた。

　フェリオはごくりと唾つばを飲む。他ほかの者達も、何が起きたのか、よくわかっていない。

　バロッサは今──鳥の落とし物に気づいて、フェリオを制せい止ししたように見えた。だが、バロッサが声をよこしたのは、糞ふんが落ちはじめるよりも明らかに前のことである。

「バロッサ卿きよう、今のは……」

　人じん外がいのものに化ばかされたような気分で、フェリオは老人を見つめた。

　バロッサは小柄な背を丸めてさらに小さくなりつつ、フェリオの背を軽く叩たたいた。

「さ、フェリオ様。ここではなんですから、屋敷に戻りましょうか。といっても、私の屋敷ではありませんが」

　何もなかったかのようなその態度は、目の前で起きた事じ象しようを偶ぐう然ぜんのことと誤ご魔ま化かそうとしているようにも見えた。

　しかしフェリオは、それを偶然とは思わなかった。

「バロッサ卿、どうしてわかったのですか？　今──」

「何もわかってはおりませぬよ、私は」

　バロッサはにっこりと微笑ほほえんだ。

「わからぬままに、ふと思ったことを言っただけのことなのです。どうして私がフェリオ様をお止めしたのか、それは私にもわかりません。まぁ、強しいていえば……これも一つの勘かん働ばたらきということになるのでしょうな」

　人を食った返答だったが、フェリオは妙に納なつ得とくさせられてしまった。バロッサという老人の摑つかみ所どころのない物もの腰ごしが、その答えにおかしな説せつ得とく力りよくを与えている。

　屋敷の中には戻らずに、フェリオ達は裏庭の涼すずしいテラスに席を求めた。

　ちょうど建物が日ひ除よけとなり、涼しい風が周囲の木々を撫なでていく。アルセイフの夏は他国と比しても快適な季節だが、やはり日差しの下ではかなり暑い。

　バロッサとベルナルフォン、フェリオがそれぞれ椅子に座り、騎士達とシアはその脇わきに控えた。板敷きのテラスだけに、直接に座り込んでもさほど見苦しくはない。

　バロッサはフェリオ達の来らい訪ほうが嬉うれしかったらしく、その表情は特に明るい。

「して、どのようなご用件ですかな？」

「一度──バロッサ卿とじっくり、話をしたかったのです。国境では混乱していましたし、今ならお時間もあるかと思いまして」

　フェリオは素直にそう告げた。ウィスタルも、バロッサのことを高く評価していた。〝一度、話してみれば、どんな人物かがわかります〟とも言われ、その人となりを確かめに来たのが本ほん音ねである。

　バロッサはにっこりと頷うなずいた。

「確かに、暇ひまを持て余しておりました。しかし何のお話を致しましょう？　私などは田舎いなか暮らしの貧びん乏ぼう貴族ですので、話題の種たねなどそうは……」

「でしたら、ウィスタル卿きようの若い頃ころの話を、うかがいたく思います」

　フェリオがそう願うと、バロッサは眼めを細めた。

　ウィスタルとバロッサは、剣の鍛たん錬れんを通じて親しん交こうを結んでいたと聞いた。バロッサの力量をフェリオは知らないが、さきほどの妙な勘かんの冴さえといい、小兵ながら侮あなどれない迫力をその身に感じた。

　バロッサは大きく頷うなずく。

「ははぁ……なるほど。そのことであれば、私からお話できることもいくらかありますな。そういうことでしたら……」

　バロッサはそして、フェリオの望むままに昔語りをはじめた。
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「私が初めてウィスタル卿と出会ったのは、陛へい下かのお導みちびきでございました」

　バロッサは、遠い昔を懐なつかしむようにしてそう告げた。

「当時、たまたま所用があって王都へ出向いたところ、仕官したばかりだったウィスタル卿が、ラバスダン陛下の傍そばにいたのです。初めは何者かと思いましたな──アルセイフの剣術ではない、異国の技を使っていた時点で、まずは敵国の間かん者じやではないかと疑いもしました」

　バロッサは、くっくっと肩を揺らして笑ったが、フェリオはそれが冗じよう談だんでないことに気づいていた。

　この国に仕官したばかりの頃のウィスタルは、まさにそういう眼で貴族達から見られていたに違いない。何の目的があって王に近づいたのか、そしてどうして王からの信頼を得ているのか──全すべてがよくわからない異国からの流ながれ者ものに対し、貴族という立場で、そうそう友好的になれるものではない。

　実際に若い頃のウィスタルは、相当に苦労したらしい。今でこそ国を支える柱の一人たる王宮騎士団の団長だが、当時は一いつ介かいの剣士であり、そもそもアルセイフの民としてさえ見られていなかったはずである。

　そんな得え体たいの知れない者を傍近くに置いて重ちよう用ようしたラバスダン王も、相当な変人ではある。

「私も若かったですが、ウィスタル卿も、そして陛下も若かった──思いだしますなぁ。私はウィスタル卿の人となりを確かめるべく、剣の手合わせを申し入れたのです。陛下のお傍に置いて、安全な者かどうか……それを確かめたく思いましてね。ただ私も、それ以前に問題を起こして国境に左さ遷せんされた身でしたから、勝負を公おおやけにすることは憚はばかられ、あくまで非公式に仕し合あったのです」

「……その勝敗は？」

　問いかけながら、フェリオは思わず息を詰めていた。

　バロッサが呵か々かと笑う。

「はい。一勝二敗──一回は勝ちを拾いましたが、まぁ、私の完敗でしたな」

　傍かたわらで聞くベルナルフォンも、興味深げに耳を澄すませていた。ディアメルとライナスティ、二人の騎士達もバロッサの話に集中している。ディアメルに抱かれたシアまでが、ぼうっとバロッサを見ていた。

「陛へい下かの立会いの下、互いに木剣を持って立ち合いました。私は小こ太刀だちと同じ長さのものを、その頃ころのウィスタル卿きようは刀を使っておりましたので、あちらもそれに準じたものを──ご覧らんのとおり、私の小太刀は短いものですが、とても小回りが利きます。そのため、小こ賢ざかしい技術には自信があったのですが……いやはや、あの時の対戦は楽しかった──」

　バロッサは心しん底そこから嬉うれしそうに、その思い出を語っていた。

　聞いているフェリオの側までが、何故なぜだか嬉しくなってくる。

「あの男は、若い頃から妙に老ろう成せいしたところがありましてな。恥はずかしながら、私はあの男を若わか造ぞうと侮あなどり、一戦で終わらせるつもりで飛びかかったのです。しかし、私の先手の一振りを奴やつはあっさりと受け流し、返す刀で腕を取られました。生なま意い気きにも寸すん止どめで──二戦目は用心し、慎しん重ちように間ま合あいを詰め、数すう合ごうを打ち合った後に胴どうを取られました。陛下の御ご前ぜんで無ぶ様ざまな姿をさらすわけにもいかず、必死になった三戦目でようやく──今にして思うと、最後は手て加か減げんしてもらったのかもしれませんなぁ……」

　肩を竦すくめて言うバロッサに、ベルナルフォンが感かん嘆たんの声を向けた。

「ウィスタル卿は、そうした勝負で手加減などなさる方かたとは思えませんが……ぜひその勝負、この眼めで見たかったものです。陛下以外にご覧になった方はいないのですか？」

　バロッサが、苦笑して首を横に振った。

「いえ、もうお一ひと方かた──ウィスタル卿の弟子でしというか、奴が剣術を教えていた貴族の令れい嬢じようも同席しておりました。さて、わかりますかな？」

　からかうようなバロッサの眼つきに、フェリオは首を傾かしげる。バロッサの話はおそらく、自分が生まれるよりも前のことである。そんな時代では、ライナスティやディアメルもまだ、ウィスタルの傍そばにいなかった。

「ウィスタルの弟子で、貴族令嬢……？」

「いや、弟子というのは少し大おお袈げ裟さでしたかな。その方に頼まれて、ウィスタル卿は護ご身しん術じゆつ程度に簡かん単たんな技を教えていたようです」

　答えを見つけられないフェリオに微笑を送って、バロッサは小声に呟つぶやいた。

「──フェリオ様の母はは君ぎみ、フレイア・ハーメス様ですよ」

　老ろう将しようの口から紡つむがれた名前に、フェリオは瞠どう目もくした。

　母である第四妃ひフレイアが、ウィスタルから護身の技を習っていたなどとは、まさに初耳である。

「母上が、ウィスタルに弟子でし入りを……？」

　驚いたのはフェリオばかりではない。騎士達も顔を見合わせ、大きく首を傾かしげた。

「そんな話、俺おれらも一度も聞いたことがないです」

「まぁ、団長は普ふ段だんから、あまり過去のことを話さない方かただが……」

　ライナスティとディアメルにとっても、意外なことだったらしい。

　バロッサが補ほ足そくのように付け加えた。

「まぁ、ご本人は弟子のつもりだったようですが、ウィスタル卿きようにしてみれば、弟子というよりは生徒みたいなものだったのでしょう。厳きびしい剣術の修しゆ行ぎようをしたわけでもなく、あくまで護ご身しんの技を少し教えた程度だったそうですから……その後、ご存ぞん知じのとおり、フレイア様は陛へい下かと結婚し、そして陛下はウィスタル卿をその護衛役につけられたのです」

　ベルナルフォンが、はっとしたように片かた眼めをしばたたかせた。

　その一瞬の表情の動きで、彼が何を考えたのか、フェリオにも推すい察さつできた。

　だが、バロッサはくすくすと笑っている。

「そう。察しがいいですな、ベルナルフォン卿は。フェリオ様が生まれてすぐ、物心もおつきでない頃ころに、〝フェリオ様は実は、ウィスタル卿とフレイア様の息子むすこではないか〟と──そんな埒らちもない噂うわさが流れた原因は、ここにあるのです。ですが、陛下は当然のこと、笑って取り合いませんでしたし、生まれた子供が〝実は違う父親の──〟などという噂が流れるのは、まぁ王宮での毎度の慣かん例れいのようなものですからな。皇太子にも第二王子にも第三王子にも等しくあった質のもので、真まに受ける者はおりませんでした。それにフェリオ様がお生まれになってすぐ、フレイア様が病やまいを得てお亡なくなりになりましたので……そんな不ふ謹きん慎しんな噂は、すぐに消えてしまいました」

　当時のことを知らないフェリオでも、なんとなく事情を察せられた。

　ウィスタルが母の護衛役だったことは、本人からも聞いていた。だからフェリオは、ウィスタルはその縁で自分に眼をかけてくれたのだと思っていたが──それ以前から、もっと深い関かかわりがあったのかもしれない。

　子供の頃──独ひとりだった自分に手を差し伸べてくれたウィスタルは、国境での任務を終えて、王都に戻ってきたばかりの頃だったらしい。その頃のウィスタルはまだ王宮では弱い立場で、いろいろと気苦労もあったはずだと思う。

　不意に黙もつ考こうの態ていとなったフェリオを、バロッサが不思議そうに見つめた。

「フェリオ様？　何かお気に障さわりましたか？」

「あ……いや、そうではないのです。ただ、母はは君ぎみが女だてらに剣を好きだったというのが意外で……そんなに活動的な方かただったのですか？」

　幼い頃に死んだ母のことを、フェリオはほとんど、何も憶おぼえていない。

　バロッサは遠い眼めをした。

「さて、私も特に親しかったわけではありませんが……フレイア様は、とてもお美しい方かたでしたな。確かに剣よりは華はなが似に合あう方でした。いや、しかし──」

　バロッサは、まじまじとフェリオを見つめた。

「フェリオ様、貴方あなたはお母はは君ぎみにそっくりです。そのフェリオ様には、これだけ剣が似合っておいでなのですから、フレイア様に似合わぬということはないかもしれませんな。もっとも、あの方の技ぎ量りようについては……私し見けんで申し上げますが、剣を振り回すというよりは、剣に振り回される印象でした」

　バロッサの冗じよう談だんめかした言葉に、フェリオは微笑ほほえんだ。

　母のことは知らないが、しかしこうして思い出話を聞けるのは、やはり嬉うれしいものである。

　その後、バロッサとの話題は剣のことに及び、ソフィアのことや先のタートム戦のことにも触れながら、時を忘れてしばらくの歓かん談だんが続いた。

　そろそろと日が傾き、退たい屈くつしたシアが再び眠り始めた頃ころ──

　屋敷のほうから、ウルク達が揃そろって出てきた。

「フェリオ様、お待たせいたしました。長々と話し込んでしまいまして……」

　華やいだ声をよこした清せい楚そな司し祭さいの背後では、リセリナも微笑んでいる。その隣に佇たたずむソフィアは目許を泣き腫はらしていたが、しかし物もの腰ごしはすでに落ち着いていた。

　ついさきほどまでの無む理りな微笑が、今は自然な表情に転じている。どうやらウルクとリセリナは、上手うまくソフィアの話し相手になれたらしい。

　三人の娘はそれぞれに気も合ったらしく、数時間のうちにすっかり打ち解けた様子だった。

「これはこれは、ウルク様、リセリナ様。うちの娘のことで、ご面めん倒どうをおかけいたしました。お心遣づかいに感謝いたします」

　バロッサが丁てい重ちように頭を下げると、ウルクはそっと老人の手を押し包んだ。

「いいえ、バロッサ様。ソフィア様はとてもしっかりしておいでですわ。私達のほうこそ、いきなり押しかけてしまいまして、失礼をいたしました。でも、とても有ゆう意い義ぎな時間をすごさせていただいて、感謝しております」

　フェリオも席を立った。

「こちらも思わず長なが居いをしてしまいまして、申し訳ありません。我々もそろそろ戻ります」

　ベルナルフォンや騎士達もそれに従って、この場は散さん会かいということになった。

　バロッサとソフィアは腰を低くして礼を尽くし、並んでフェリオ達を見送った。

　男親だけに、バロッサとしても娘のことは心配していたものらしい。だが同世代で同性のウルクやリセリナは、彼女と良き友人になれた様子だった。

　そして、〝友〟の存在は心の支えになる。

　来た時と同じ馬車に乗り込むや、フェリオはウルクとリセリナに視線を向けた。

「二人とも、ありがとう。うまく話せたみたいだね」

　リセリナが頷うなずいた。

「はい。ウルク様が、ソフィア様の警戒を解いてくださって……初めは少し緊張していらしたみたいですが、すぐに仲良くなれました」

　ウルクがすかさず、横から声を挟はさんだ。

「あら、それはリセリナ様のおかげですわ。剣術の話で盛り上げてくださったのはリセリナ様です。それに、リセリナ様とソフィア様は、国境でのいわば戦友の間あいだ柄がら──ソフィア様としても、話しやすかったはずですわ」

　少女二人の譲ゆずり合いに苦笑しながら、フェリオはほっと安あん堵どした。

　いろいろと話し込んだらしいが、ともあれ、少しでもソフィアの気晴らしになったのならば、それは良いことである。

「ところでフェリオ様、一つ、提案があるのですが……」

　寝ね惚ぼけたシアを膝ひざに抱えて、ウルクがそっと囁ささやいた。

「もし可能なら、今度の舞ぶ踏とう会かいに、ソフィア様もお招きしてはいかがでしょう？」

　フェリオは首を傾かしげた。

「あれ？　招待状は送ってあるはずだけど……」

「えぇ。ですがご本人は、自分は貴族としては低い立場の者だからと、辞じ退たいするつもりみたいで……もし、ブラドー様やフェリオ様から直接にお誘いいただければ、きっとおいでになると思うんです」

　フェリオは思し案あんした。もし本人が本当に〝出たくない〟と思っているならば、無む理りに圧力をかけるような真似まねは控えたい。だが、あえてウルクがこうして提案をしてくるということは、何か目的があるようにも思う。

　視線でそのことを問いかけると、彼女はにっこりと頷いた。

「ソフィア様だってお年とし頃ごろですもの。立場も立場ですし、ドレスを着てそういう場に出ること自体は、悪いことではありませんわ。それに──今までと違ったことをすれば、それだけ気分転換になります。あの方は恥はずかしがっておいでですが、誰だれかが背中を押してさしあげれば、そういう場にも出てきやすいと思うのです」

　ウルクの言葉に、リセリナが付け加えた。

「ソフィア様自身、決して哀かなしみに逃げたくはないようなんです。ただ、立ち直るきっかけが摑つかめずにもがいているみたいで……今は少し無理をしてでも、活動的になったほうがいいかもしれません」

　二人が言うことは、フェリオにも理解できた。ソフィアは貴族の子女であり、これからはいずれ、そういう場にも慣れていく必要がある。

「なるほど。そういうことなら、兄上から改めて、個人的な招待状を送ってもらったほうがいいかな」

「それがいいと思います。ブラドー様は、特にソフィア様のことを気き遣づかっておいでのようですし……」

　ウルクがくすりと笑った。

　フェリオは一つ、気になっていたことを確かめる。

「……兄上はひょっとして、ソフィアのことが気に入ったのかな？」

　これに応じたのはベルナルフォンだった。

「それはそうでしょう。でなければ、あれほど気にされるはずがありません。もちろん、陛へい下かはお優やさしい方かたですから、ソフィア殿どののことを純粋に案じている部分も大きいでしょうが……他ほかの女性に対しても同じように接するかといえば、答えは否いなのはずです」

　事実、ブラドーには言い寄る貴族もいたはずだが、兄はそれらに対して、色よい返事をしていないらしい。

　リセリナがそこで、曖あい昧まいな微笑を漏もらした。

　ウルクと顔を見合わせ、何かを言いたそうにしていたが、しかし実際に言い出そうとはしない。ウルクのほうも、やや苦にがい顔色だった。

「……リセリナ、兄上のことについて、ソフィアは何か言っていた？」

　フェリオはそう問いかけてみた。

　リセリナは途と端たんに、激しく首を横に振る。

「い、いえ。ブラドー様のことは、特に何も──ただ……」

「ただ？」

　先を促うながすと、リセリナは俯うつむいた。

「その──〝好みの男性のタイプ〟の話になったんですが……」

　リセリナは、フェリオとベルナルフォンの視線から眼めを逸そらしつつ、小声に応こたえた。

「……ソフィア様の好みは、〝自分より強い人〟と……」

　ベルナルフォンが頰ほおを引きつらせた。

　一方で──逆にフェリオは、安あん堵どする。

「なんだ。それなら別にいいじゃないか」

　一同が眼を見開き、フェリオを注視した。

「ん？　そんなに意外そうな顔をすることはないだろう。何か問題があるのか？」

「あの、失礼ながらフェリオ様──おそらく武術に関しては、ブラドー様はいささか……」

　呻うめくように応えたベルナルフォンに向けて、フェリオは片眼を瞑つぶってみせる。

「でも、今の兄上は強いよ。しかも、〝この国で一番〟に」

　事実、国王であるブラドーは、少なくとも政治的には、ソフィアより遙はるかに強い立場にある。

　リセリナが慌あわてて身を乗り出した。

「ち、違いますよ、フェリオさん。そうじゃなくて、たぶん、体術とか武術の面で……」

「そんなのは、本当の強さじゃない」

　フェリオは即答した。

　かといってもちろん、権力こそが強さだなどと言うつもりもない。

　他ほかの面々は呆あつ気けにとられたようで、フェリオをただ見つめている。

「ウィスタルも昔、言っていたよ。〝強さを自らの刃やいばとし、それを振るうことばかりに心を奪われる者は、結局は自らの強さに負けている〟──だから、〝自分の強さと弱さを自覚した上で、その力に溺おぼれることなく、大切な何かを見失わずに戦える者こそが、強きよう者しやと呼ぶにふさわしい〟って──」

　ベルナルフォンが、思し案あんげに眼めを細めた。フェリオはなおも言葉をつなぐ。

「兄上はまさにそうじゃないか。権力という強い力を得ていても、それに溺れず、そして自分の弱さも自覚しながら、大切なものを守るために、あんな前線にまで赴おもむいたんだ。兄上自身は、確かに剣を持たない人だ。でも、剣を持つ人間が兄上に従っている。俺おれもその一人だ。俺は別に、兄上が国王だから従っているわけじゃない。もし国王の立場でなくなったとしても、俺は兄上の力になりたいと思っている。兄上の〝強さ〟は──そういうふうに、人を惹ひきつける部分にもあると思うんだ。もしそんなこともわからない程度の人間なら、どのみち、兄上にはふさわしくない」

　フェリオはやや硬かたい口調でそう告げた。

　少なくとも──フェリオにとって、兄のブラドーは、〝弱い〟人間ではない。生まれつきの体質は弱いかもしれないが、それだけで人の強弱を判断すべきとは思わなかった。

　一同が、静まり返る。

「……フェリオ様の、仰おつしやるとおりかもしれません」

　しばらくしてから控えめに呟つぶやいたのは、ウルクだった。

「私達も、ソフィア様に〝ブラドー様のことをどう思うか〟とは聞きませんでしたわ。ひょっとしたらソフィア様も、フェリオ様と同じようなことを考えていらっしゃるかもしれませんし……そうでなかったとしても、質問が悪かったと思います」

　ベルナルフォンが肩を竦すくめた。

「それに好みなどというのは、えてして曖あい昧まいなものです。ソフィア殿どのも、まさか自分がブラドー様に気に入られているなどとは、夢にも思ってもいないのでしょう。ともあれ、臣しん下かとしては今後の動どう向こうに期待しましょうか。ブラドー様には、早い段階で身を固めて欲しいものですからな」

　道の分ぶん岐きで、ベルナルフォンが馬車を降りた。

「私の宿はサンクレット家ですので、ここからは歩きます。フェリオ様、それではまた明日──」

「あぁ。ベルナルフォン卿きようもお疲つかれ様さま。気をつけて帰ってくれ」

　夕暮れに去っていくその背を窓から見送りながら、フェリオはウルクとリセリナに向きなおる。

「それで、ウルク、リセリナ──ソフィアのことを、どう思った？」

　この問いにはウルクがまず答える。

「誠実で、そして気き丈じように振る舞ってはいますが、その実はとても繊せん細さいな方かただと思いました。それに芯しんのある方です。それだけに、本人も気づかないうちに気を張りすぎてしまうようですが……」

　リセリナも頷うなずいた。

「律りち儀ぎな人です。自分に厳きびしくて、他人に優やさしくて……ブラドー様が惹ひかれたとしても、当然だと思います」

「──そうか」

　兄の思いがそういうことなら、フェリオとしては、その思いの成じよう就じゆを祈らずにはいられない。

　こういう時、ブラドーは、自分の権力をかさに着て相手に迫るような俗ぞく物ぶつではない。むしろソフィアに遠えん慮りよして、いつまでも動かないような気さえする。

　だが、どうせ国王という立場で正せい妃ひを迎えるなら──ブラドーが望む、彼にふさわしい相手のほうがいい。

　漠ばく然ぜんとそんなことを思いながら、フェリオは夕ゆう闇やみの空を見上げた。

　群ぐん青じようの空の向こうでは、もう星が瞬またたき始めている。

　子供の頃ころに見た空と、その様子はまったく変わらない。

　ふとフェリオは、無意識に胸を押さえた。

　そこにはかつて、ウルクから貰もらった首くび飾かざりが、今もかかっている。それを貰ったのも、そういえば舞ぶ踏とう会かいの夜だった。

　年齢と立場のこともあり、普ふ段だんは舞踏会などには呼ばれないのが常だったが──その日は、皇太子の誕生日の祝いだった。

　その席を抜け出して、庭からの夜空を眺めていた時に、ウルクからその首飾りを貰った。

　あれからもう七年の歳月が経たっている。

　その間に、彼女は若くして司し祭さいにまで出しゆつ世せし、自分は思わぬ動乱を経て、今はここにいる。

　思えば数すう奇きなことだが──これからの日々にも、まだ平へい穏おんは訪れないような予感があった。その予感は、輝石セレナイトのことやコウ司し教きようのこと、そしてラトロアへ去った来訪者ビジター達のことに起き因いんしている。

「フェリオ様。ぼうっとして、どうかなさいましたか？」

　ウルクがにっこりと微笑ほほえみかけた。

　その清せい楚そな笑みに、フェリオはどきりとする。

　昔から文通を続けてきた気安い関係ではあるが、記憶を取り戻してからのウルクは、フェリオにとって今まで以上に特別な存在になっていた。

「別に、なんでもないよ。ライナスティ、早く戻ろう。これだけ時間を食うと、ウィスタルもさすがに心配していそうだ」

　御ぎよ者しやを務める騎士に声をかけて、フェリオは再び、窓の外に視線を向けた。

　夕ゆう闇やみの空は、やけに美しく澄すんでいる。

　明日も快晴になりそうだった。
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　軍ぐん閥ばつの中流貴族、マグナス・グレナデンにとって、政府の現状は概おおむね満足すべきものだった。

　むろん、一つも不満がないわけではない。

　だが、内乱で現政府の要職を敵に回したにも関かかわらず、グレナデン家としては特に咎とがめも受けなかったし、一時期は危き惧ぐされた〝第四王子の即位〟も避けられた。

〝ブラドー様は少々、頼りないが……しかし、フェリオ様にだけは王位を渡すわけにいかぬしな……〟

　城下の自邸に戻ったマグナスは、思し索さくの夜を過ごしていた。

　ここ数ヵ月の事態の推移を思うと、どうしても溜ため息いきが漏もれる。

　マグナスは内乱の折、第二王子のレージクに味方したが、その後はブラドーに乗り換えた。

　おそらくブラドー当人も、そして現政府の面々も、内乱の直後にマグナスがブラドー支持を表明したことについて、ただ〝保身〟が狙ねらいだと感じたに違いない。

　しかしマグナス当人にしてみれば──自身の行動は、臣しん下かとして当然のものだったと感じている。

　亡なき父が、生前にふと漏らしたことがある。

〝──フェリオ様はおそらく、陛へい下かの子ではない。第四妃ひの子には違いないが、その父親は別の……〟

　父親の名はついに伏せたままだったが、マグナスは父のその言葉を信じた。

　マグナスの父は、宮きゆう廷ていでの噂うわさに明るかった。盗とう賊ぞくのような者達を個別に雇やとい、時には盗とう聴ちようじみた真似まねもさせていたらしい。

　その父が、こっそりとマグナスに漏らした言葉である。

　これを疑うこともできたが──むしろ、納なつ得とくさせられることが多かった。

　前王のラバスダンは、女性関係がごく淡たん白ぱくだった。正せい妃ひ、第二妃、第三妃は、いずれも有力貴族から押しつけられただけで、本人が望んで結婚したわけでもない。特に嫌がりもしなかったが、つまりはこの王にとって、結婚とは〝政治〟であり、それ以上の意味を持っていなかったことになる。

　ある意味で女嫌いにも思えるそんなラバスダン王が、唯ゆい一いつ、強い姿勢で招いたのが、第四妃のフレイアだった。

　決して好色ではない国王のその行動に、臣下の多くは驚いたものである。

　だが、この驚きは決して、よい印象にはつながっていない。その過程で、フレイアを後妻に迎えようとしていた有力貴族の一人が、その面めん目ぼくを潰つぶされた。

　すなわちそれが、マグナスの父親である。

　息子むすことしては、好色の父に対しても呆あきれる面はあったが、しかし今でも国王のやり方には疑問を持っていた。

　フレイア・ハーメスの家はグレナデン家の親類で、その数代前から、グレナデン家に多くの借金をしていた。領内で発生した疫えき病びように対し、高価な薬を購あがなって領民に与えたためである。

　だが、元から狭せまい領地で、税の収入も少なかっただけに、この返済はなかなか進まずにいた。

　そして──フレイアの美しさにひと目惚ぼれしたマグナスの父は、彼女が後妻に来るならば、その借金を帳消しにしようと持ちかけた。

　もちろん当人が断るようなら、今まで通りに、こつこつと返済して貰もらえればよかっただけのことなのだ。

　ところがここで、妙な具合に話がこじれた。

　フレイアの両親は、それより少し前に亡なくなっており、ハーメス家の領地は彼女の親族が受け継いでいた。いってみれば、フレイアは前当主の娘という、お荷物的な立場にあった。

　マグナスの申し出に、ハーメス家は嬉き々きとして応じ、本人の承しよう諾だくも得ないままに話はとんとんと進んでしまった。

　零れい落らくしたハーメス家にしてみれば、前当主の一人娘を体ていよく追い払い、有力貴族のグレナデン家との血けつ縁えん関係を強化でき、さらには借金もなくなるという、まさに願ってもない好条件だったのだ。またそう見越したからこそ、マグナスの父も、この話をフレイアが嫌がるとは思っていなかったらしい。家格としては中流のグレナデン家だが、領地は広く豊ほう穣じようであり、王都にごく近い地の利が生きて、その頃ころには国政にも強い影響力を持っていた。

　そして──

　両家の間で、話がおおむねまとまったところに、唐とう突とつに国王が割り込んできた。

　フレイア・ハーメスを第四妃ひに迎える──

　国王自らのこの要求に、両家は心しん底そこから驚いた。それまでフレイアと国王の間に面めん識しきはほとんどなかったはずで、しかもすでに縁えん談だんがまとまりかけていた矢先のことである。

　マグナスの父も、これには怒った。

　これはフレイアがどうこうという次元の怒りではなく、〝グレナデン家が国王に虚こ仮けにされた〟と、感じたゆえである。

　国王はそれまで、ほとんど波風を立てることなく、貴族達の顔を立ててきた。おまけに女嫌いの噂うわさまである。そんなラバスダンを知る者達からすれば、グレナデン家に嫁よめ入いりの決まった令れい嬢じようを横取りするなど、まさに暴ぼう挙きよとして見えた。

　しかし、国王はここで意地を見せた。

　結局、彼は一歩も引かずに、フレイアを第四妃に迎えいれ、そしてハーメス家の借金についても王家が肩代わりした。

　先に話が決まっていたのはグレナデン家だったにも関かかわらず、国王が割り込んだせいで、巷ちまたにはこんな形で話が広まった。

〝借金のかたに売られた令れい嬢じようを気きの毒どくがり、国王が保護した──〟

　フレイア自身にとっては望まぬ結婚であったかもしれないが、そもそもは両家の間で友好的に進められていた話だったはずが、いつの間にかグレナデン家が悪者にされていた。

　顔を潰つぶされたグレナデン家としては、おもしろかろうはずもない。

　その頃ころの父の憤ふん慨がいぶりを、マグナスはよく憶おぼえている。

　そのフレイアが生んだ第四王子フェリオに対してよい印象がないのは、このいざこざのせいでもあった。

　もっとも父は、その怒りによって、第四王子が国王の息むすこでないと決めつけたわけではないらしい。

　そのことを話した時の父は、酷ひどく険けわしい顔をしていた。〝陛へい下かはご自身の血けつ統とうを軽視しすぎる〟とも言っていたが、この言葉の意味も、父が亡なき今は確かめようがない。

　ともあれマグナスは、フェリオが国王の息でないことを確信している。そもそも肝かん心じんの証しよう拠こがないために、このことで騒ぎ立てるつもりはなかったが、内乱の折にレージクに味方した背景にも、そうした事情があった。

　加えて、レージクはマグナスに対し、政せい務む卿きようの地位をちらつかせた。もしレージクが国王になっていれば、今頃はマグナスも、その政府の中ちゆう枢すうにいたはずである。

〝戦いに負けはしたが……しかし、保身には成功したし、王座についたのもブラドー様だ。これでよしとするべきか〟

　今のマグナスは、その程度に達たつ観かんしている。今後は立場を守りつつ、じっくりと腰を据すえて国政に参加していけばいい。

　そう──山やま場ばは乗り切った。もう後は、無む理りをせずに地じ道みちに仕えていけばいい。

　昼の会議に疲れた体を椅い子すに横たえ、マグナスはしばらく沈ちん思しした。

　そして、次に眼めを開けた時──彼の前にあったのは、ランタンの光を反射して輝く、鋭するどい刃の切っ先だった。

「──!?」

　声も出せずに、マグナスはまず眼を見開いた。

　刃はほんの鼻先につきつけられていたが、曲者くせものの姿は見えない。その何者かは、椅子の背後から腕を回していた。

　動くに動けず、マグナスは息を詰めてその四し肢しを強こわ張ばらせた。

　この屋敷は王宮の敷地内にある。まず表門には警備がいるし、屋敷にも衛兵を控えさせていた。蟻アリの子一匹を逃さぬほどに厳重ではないかもしれないが、決して無防備ではない。

「……な、何者だ……!?」

　掠かすれる声で、マグナスは問う。

　返ってきたのは少女の声だった。

「お静かに。大声を出すようなら、貴方あなたを殺します」

　感情を殺した怜れい悧りな声に、背筋がぞっと粟あわ立だった。

「ま、待て。何が目的だ？　金なら……」

「生憎あいにくと、金には困っていないんだ。アルセイフの通貨なんて貰もらっても、あまり使い道がないしね」

　今度は男の声がした。気配は感じさせないまま、マグナスに短剣ダガーを向ける少女のすぐ傍そばに控えているらしい。

「マグナス・グレナデンだね？　──用件だけを言おう。我々は三日後、貴方を人前で暗殺する」

　男の静かな声に、マグナスは頰ほおを引きつらせた。目の前で光る刃と、得え体たいの知れない侵しん入にゆう者しや──マグナスにとっては、あまりに唐とう突とつすぎて、悪あく夢むでも見ているような心持ちだった。

「な、なにを、馬ば鹿かな……おまえ達は、一体──」

「予告をするのは、死ぬ前に準備の期間をあげるためだよ。やり残したことがあるだろう？　じっくり悩むといい。私達の雇やとい主ぬしは──たぶん、貴方も知っている人だ」

　男はくすくすと笑ったが、マグナスには何が何だかわからない。

「ま、待て！　理由は……いや、その依い頼らい者しやというのは──」

　歯の根が合わぬ状態で、マグナスは震える声を張った。

　男が薄く笑う。

「そうだね……もし我々の依頼者を、貴方が先に殺すことができたら、手を引いてあげてもいいよ。我々も半金を受け取れないからね。正直なところ、私は貴方のことが、それほど嫌いじゃない。我々は内乱の時にはレージク様に味方していたし、貴方もレージク様に味方をしていた、いわば同どう志しのようなものだからね。だけど、雇われ者の哀かなしさか──主あるじが変われば方針も変わる。我々も苦しい立場なんだ」

　マグナスは男の声を聞きながら、必死にその〝依頼者〟の正しよう体たいを考えた。

「だ、誰だれだ？　誰が一体、私を……」

「いるじゃないか。〝貴方に暴ばく露ろされたら困る秘密〟を、持っている者が──」

　マグナスは今度こそ、心臓が止まるかと思った。〝フェリオ自身〟が、血けつ縁えんのことを知っているとは思えない。だが、もしかしたら──

　少女の刃が、すっと引かれる。

「何もできないなら、あと三日の命をせいぜい謳おう歌かすることだ。じゃあね、マグナス卿きよう──」

　──一呼吸、二呼吸。

　マグナスはひゅうひゅうと喉のどを鳴らし、まばたきも忘れて椅い子すの上に固まっていた。

　蒼そう白はくに転じた顔には、脂あぶら汗あせがびっしりと浮いている。

　マグナスはそして、ゆっくりと身を起こし、書しよ斎さいの中を見回した。

　曲者くせものの気配は消えていた。否いな、そもそも最初から最後まで、気配などはほとんど感じなかった。まるで幽ゆう霊れいのように現れて、足音も聞こえないまま、彼らは何処どこかへ去ったらしい。

　不ふ吉きつな〝暗殺〟の予告だけを残して──

「……ゆ、夢でも見たのか……？」

　マグナスは思わず自問して、掌てのひらで汗を拭ぬぐった。

　視線を転じた床ゆかに──一枚のカードが落ちていた。

　マグナスはびくりとして立ち竦すくみ、恐おそる恐おそる、そのカードを拾い上げる。

〝親愛なるマグナス卿きようへ。我々は、本気だよ？〟

　そこに書かれていた文字を読むなり、マグナスはひきつったような笑みを浮かべ、へなへなとその場に座り込んでしまった。
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　王宮の外はずれに身を潜ひそめて、間諜スパイのエイミーはひっそりと嘆たん息そくした。

「──あの、メビウス様……」

「なんだい？」

　仮か面めんの男は、機き嫌げんよく朗ほがらかな声で応じた。明らかに〝楽しい〟らしいが、エイミーにとっては理解し難い感覚ではある。

「さきほどの暗殺予告は……いくらなんでも、やはり遊び心が過ぎたように思うのですが……」

　そもそも〝予告〟してしまったら、果たして〝暗殺〟と言えるのかどうか、そんな的まと外はずれなことまで考えてしまう。

　エイミー達は今日、昼間にも一人殺したばかりである。

　北方民族に関係する間諜スパイらしかったが、拠きよ点てんの周辺を探っていたため、取り押さえようとしたのだ。

　抵てい抗こうされて逃げられそうになり、危あやういところで仕し留とめたが──間諜スパイは最後の余力をもって自ら川に飛び込み、流れて行った。

　死体の回収は諦あきらめたが、その仲間達が異変に気づいているはずである。この上、相手の警戒を招くような真似まねは、あまりいいこととは思えない。

　当のメビウスは、仮面の奥で屈くつ託たくなく笑っていた。

「これも遊びじゃないよ。あのマグナスという男は、アルセイフにおける有力貴族であると同時に、先の内乱ではレージクに味方した。しかも上層部とつながりの深いクラウス卿と違って、今の政権内での信用が少ない。この暗殺予告には怯おびえるはずだ」

「しかし、やはりどう考えても不自然です。そもそも依い頼らい主ぬしの暗殺を勧すすめる暗殺者なんていません」

　メビウスはあの貴族に対し、この〝暗殺〟が何者かの指し示じであることを示し唆さした。

　それ以上のことは何も言っていない。おそらく当人が、自分の心当たりを探すことになるだろう。

　メビウスは、にっこりと口元を歪ゆがめた。

「依い頼らい主ぬしの存在について、彼がどう判断するか……まずそこから考えよう。もし本当に心当たりがあるなら、マグナスは先にその人物を殺そうとするかもしれない。貴族による貴族殺しとなれば、アルセイフの国内に混乱の種たねをまける。もし心当たりがないなら、その依頼主を探し出そうと、貴族達に不ふ審しん感かんをもたれるような質問を続けるはずだ。あるいはそれこそ、外がい務む卿きようや政せい務む卿きようらに、暗殺予告があったことを相談するかもしれない。これらは決して、無意味なことではないんだよ？」

　エイミーは首を傾かしげた。

「私にはよくわかりません。最終的には、どのような展開をお望みなのですか？」

　問いかけると、メビウスは小さく唸うなった。

「そうだね。たとえば──詳くわしい説明の前に、まずはここを出ようか」

　城壁を越えて、二人は街まちの夜に身を沈めた。警備の兵も、まさか城外の全すべてを埋め尽くしているわけではない。塀へいを素早く越える程度の身体能力さえあれば、敷地への侵しん入にゆうは容易たやすかった。

　そしてメビウスは、人ひと気けのない夜の道を歩きながら、修練を積んだ者でなければ聞き取れないほどの小声で続きを話しはじめた。

「マグナスが実際に誰だれかに手を出さずとも、態度では怯おびえを見せることになる。ひいては周囲から、奇き異いの視線を向けられる。そこで別の要よう人じん暗殺事件が起き、マグナス卿を〝自殺〟に見せかけて暗殺すれば……」

　エイミーは感心した。

　メビウスの策に、ではない。そんなややこしいことをわざわざ実行しようとしている、彼の物好きな性格にである。

「ほら、犯人役をマグナス卿に押し付けることができるだろう？　そして、内乱の折のマグナス卿は、レージクの協力者でもあった。つまり〝タートムと内通している〟可能性を、現政府は把は握あくしている。当のマグナス卿はそんなことは知らないようだが、その要人暗殺にタートムの関かん与よを疑わせることができれば、ジラーハでの休戦協定締てい結けつにも、多少は影響するはずだ」

　そう上手うまくことが運ぶとは思わなかったが、決してあり得ない経過ではない。マグナスが実際に誰かを殺せば、少なくとも波乱となる。その決断をせずとも、彼に不審な動きをさせておき、その上でメビウス達が要人とマグナスを殺せば、疑いはマグナスに向く。

　外務卿をはじめとする首脳陣はラトロア側の関与を疑うだろうが、これからの動き次し第だいで、そこに疑ぎ念ねんの種を撒まき散らすことも可能だった。

　一応は納なつ得とくしておいて、エイミーは視線で続きを促うながした。

　メビウスはどこか嬉き々きとして話し続ける。

「また、マグナス卿きようが政府を信頼し、自らを〝何者か〟の暗殺から守るように要よう請せいした場合──私はこちらの可能性が高いと見るが、その場合には、マグナス卿の周囲に警備が集中することになる。つまり──ウルク司し祭さいやフェリオ王子……おっと、今は王弟だったか。このあたりの警備は、相対的に薄くなるかもしれない。私は彼らに会ってみたいものでね。これで納得してもらえたかな？」

　この点に関しては、エイミーは逆の見けん解かいを持った。

「……失礼ですが、むしろ逆に、警備は厳きびしくなるのではありませんか？　誰だれが狙ねらいにせよ、暗殺者が紛まぎれ込む可能性があるとなれば、城の兵達は警戒します。おそらく王宮騎士団も出てくるでしょう」

　メビウスが満足げに頷うなずいた。

「それはそれで、楽しいじゃないか」

　エイミーは耳を疑った。メビウスは事もなげに、くすくすと笑っている。

「私もそろそろ、体が鈍なまってきているからね。ラトロアに戻った時、シズヤから馬ば鹿かにされないためにも、ちょっと派は手でな実戦をしておいてもいいかと思──」

「……いえ、もういいです。納得しました」

　エイミーはつくづく思い知った。このメビウスという男は、やはりシズヤと考え方が似ている。退たい屈くつを嫌い、相手を翻ほん弄ろうしておもしろがる性質の持ち主である。

　確かにアルセイフ側は翻弄されるだろう。敵であるメビウス達の意い図とを読もうにも、その〝意図〟がこうもいい加か減げんな動どう機きに左右されているとなれば、訳わけがわからなくなっても仕方ない。

　メビウスはふと、笑いを収めた。

「──でもね、エイミー。一つ、憶おぼえておくといい。貴族や王族といった人々は、おおむね、理詰めで行動する。だから〝理〟の通じない相手に対しては、その行動を読むこともできず、無ぶ様ざまに惑まどうことになる。理を優先させる者達に対しては、それを混乱させる方ほう策さくが有効だ。〝動きを読ませない〟ことは、一つの武器なんだよ」

　その言葉の意外な説せつ得とく力りよくに、エイミーは口を噤つぐんだ。

「君もどうも、理を優先して動こうとする節ふしがある。それは効率的な考えだけれど、攪かく乱らんを目的とする場合には、必ずしも最善の考え方じゃない。マグナスがもし、今夜のことを他の貴族に相談すれば、いくつもの疑問に悩まされることになる。なぜわざわざ、暗殺を予告したのか。タートムかラトロアか、あるいはその他の組織の罠わななのか。これから先、どういう動きに出るのか──そして、こんな奇妙なことを真ま顔がおで話すマグナスは、まだ何かを隠かくしているんじゃないか？　……ってね」

　その最後の一言に、メビウスの悪意が籠こもっていた。そのことに気づいたエイミーは、ぶるりと肩を震わせる。

「つまりマグナスがどう動こうと、混乱を狙ねらう私達には有利なことになる。もしまったく動きを見せないようなら、彼は豪ごう胆たんな賢けん者じやと言えるが……動かずにはいられないよ、あの臆おく病びような男は。それにね、エイミー。貴族なんていう連中は誰だれでも、人から殺される理由に心当たりがあるものさ。もし政府に守ってもらうなら、納なつ得とくさせるために、その理由わけを上位の誰かに漏もらさなきゃならない。そうした秘密は、どんな性質のものであれ、混乱を拡大させる火ひ種だねになり得る。我々が流す噓うそと違って、〝真実〟に立りつ脚きやくした秘密だけに、その影響も大きい──彼がどんな道を選ぶかはわからないが、せいぜい悩ませてやるとしようよ」

　心しん底そこから楽しそうなメビウスに、エイミーは再度、問いかけた。

「失礼ですが……メビウス様はまだ何か、隠かくしておいでではありませんか？」

　主の趣味は理解した。だがエイミーはそれでも、彼があえて〝マグナス〟という貴族を選んで脅おどしをかけた、その理由に納得ができない。

　メビウスがにっこりと微笑ほほえんだ。

「たとえば、どんなことだい？」

「マグナスという貴族に、メビウス様は今おっしゃられたこと以上の〝期待〟をされているように思うのです。あの男はサンクレット家と反はん目もくしているにも関かかわらず、内乱の折にレージク側についた、数少ない貴族の一人です。あえてそこに着目された理由が、〝現政権での信頼が少ない〟だけでは、弱い気がします」

　エイミーは硬かたい声で告げた。自分は見けん当とう外はずれのことを言っているかもしれないと思ったが、メビウスという男に対してはつい、裏の目的を勘かん繰ぐってしまう。

　そして案あんの定じよう、メビウスは小さく頷うなずいた。

「……君は本当に、将来はシズヤのような間かん諜ちようになれるかもしれないね。確かにそのとおりだ。私はシズヤから、ある一つの情報を得ている。あのフェリオという王弟は──王の実子ではない可能性があるらしい」

　エイミーは眉まゆをひそめた。シズヤからそのことは聞いていない。

「もっともこれには、証しよう拠こらしい証拠は何もない。ただの推すい論ろんだ。シズヤはかつて、ある毒どくを用いて、フェリオを暗殺しようとしたことがある。ところがフェリオは、この毒に耐えたらしい。たまたま毒に強い体質だった可能性もあるから、確かく証しようはないが──その毒は、北方民族の血を引く者ならば耐たい性せいがある。より正確には、北方民族は主に来訪者ビジターの血を引いているから、来訪者ビジターの血を引く者ならば、耐性があるのかもしれない。そこで、ぴんときた」

　メビウスは自らのこめかみを軽く叩たたいて見せた。

「あのマグナスという男が、レージク如ごときに〝味方〟した理由は──ひょっとしたら、どこかでその事実を知っていたためじゃないか、ってね。あの時点では、もしフェリオが勝ったら、彼が王位を継つぐ可能性もあったはずだ」

　エイミーは眼めを細めた。

　フェリオという王族の身体能力がやけに秀ひいでていることを、シズヤは不思議がっていた。つまりはそういうことらしい。

「こちらには、シズヤの毒どくのこと以外には何も根こん拠きよがない。だがわざわざレージクに味方した彼ならば、その証しよう拠こを持っているのかもしれない──まぁ、これこそただの私の勘かん違ちがいの可能性が高い。外はずれると恥はずかしいから誤ご魔ま化かしてしまったけれど、彼を選んだ理由には、納なつ得とくしてもらえたかな？」

　エイミーは頷うなずいた。王家の血けつ縁えんに関する火ひ種だねを、メビウスは〝内側〟から燃え上がらせるつもりらしい。外から騒いでも根こん拠きよのない中ちゆう傷しようにしかならないが、内側から声が上がればその効果は侮あなどれない。

「……あの男については、本当に殺すのですか？」

「それは経過を見てから決めよう。なんでも三日後には舞ぶ踏とう会かいがあるらしいね？　そうだな、我々も正装してお邪じや魔ましようか？」

　メビウスはさも素晴らしい思いつきのように、そう言った。

　エイミーはすでに、その言を冗じよう談だんとしては受け止めない。彼のこの言は、明らかに〝本気〟なのだ。

　なかば諦あきらめの境きよう地ちとなり、エイミーは呟つぶやいた。

「──明日、貸衣装をあたってみます。それでよろしいですか？」

「おや？　話がわかるようになったね」

　メビウスは微笑ほほえみ、そして自らの腕をそっと擦さすった。

　そこに嵌はめているのは、来訪者ビジターのもたらした〝腕輪〟である。

　やってきた来訪者ビジター達が遺のこしたもの──ではない。

　それは〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を用いて、複製したものである。ただし、御柱ピラーにおける輝石セレナイトのように、際さい限げんなく生産することはできなかった。神霊スピリツトは今も、メビウス達が使う〝薬〟を量産し続けているが、これもいつ停止するかわからない。神霊スピリツトに対して命令を下すための方法自体が、今もまだ模も索さく段階にある。

　その数を指定する方法も、また期間を指定する方法も、まるでわかっていない。

　ただ、屍しかばねの兵へいがフォルナム神殿から大量に現れたことからも、死の神霊アービタ・スピリツトがあれば御柱ピラーを操あやつれることは間違いない。そして死の神霊アービタ・スピリツト自体も、まだ多くの機能を隠かくしているはずだった。

　ラトロアはいずれ、その機能を使いこなすことになる。

　メビウスの腕輪は、そうした研究の過程で偶ぐう発はつ的てきに生まれた副産物だった。シズヤやエイミー、アカツキらがつけている物も、それぞれに機能が違う。

　また、腕輪を扱うには体質的な相あい性しようもあるのか、使えない者のほうが遙はるかに多い。エイミーもその意味では、〝腕輪に選ばれた者〟だった。

　そして同時に──その腕輪を制せい御ぎよするためには、どうしても〝薬〟が必要になってくる。

　腕輪を扱える者は、そもそも薬に対する耐たい性せいがある。

　腕輪を扱えない者は、投とう与よを続けると薬に負けて、〝屍しかばねの兵へい〟となる。

　研究によれば、そこには来訪者ビジターの血筋が強く影響しているらしい。シズヤやアカツキといった北方民族も、一応は来訪者ビジター達の子孫である。

　確かく証しようらしい確証はないが、つまりエイミーもまた、来訪者ビジターの子孫である可能性が高い。間諜スパイだった両親のどちらがそうだったのかはわからないが、そうした血筋の部分も、彼女らの仲間意識に影響していた。

　もっともその仲間意識は、あくまで乾かわいた連帯感に過ぎない。多くの者にとっては、互いの死に涙するような関係ではないし、エイミーもシズヤ以外に対してはあまり懐なついていない。

　仲間であることを証明するようなその腕輪を撫なで擦さすり、メビウスは仮か面めんの下で嗤わらいを漏もらした。

「エイミー──これもたまには使わないと、故障してしまいそうな気がするよね？」

　もし仮面をとれば、きっとそこには、狂きよう気きの眼まな差ざしが宿っていたかもしれない。

　同意はせずに、エイミーはただ黙って、自分の嵌はめた腕輪に触れた。

　使わなくても、故障はしないと思う。ただ、いつも──それを使うことによって、少しずつ何かが崩れていくような、そんな感覚がある。

　それがいいことなのか悪いことなのか、それさえも彼女にはわからない。

　しかし──

〝この腕輪が、私とシズヤ様をつなぐ絆きずなになっている──〟

　ただ、そう思うだけだった。




　　　　　　　[image: ]




　ウルク達がソフィアとの親しん交こうを結んでから、二日が過ぎた。

　城での舞ぶ踏とう会かいを夜に控えたその日も、ウルクはリセリナとシアを伴ともない、またソフィアの元を訪れた。

　娘四人での小さな茶ちや会かいには、ソフィアの手作りの菓子が用意されていた。クルスタムと呼ばれる甘あまい焼き菓子で、アルセイフでは定てい番ばんの茶菓子である。

　やや大きめの一枚を、リスのようにカリカリと齧かじるシアを膝ひざに乗せて、ウルクは他ほかの二人に向けて微笑ほほえんだ。

「舞踏会、もう今夜なんですね。ソフィア様も、出席を決められたのでしょう？」

　ソフィアは恥はずかしげに頷うなずいた。

「ドレスなんて似に合あわないと思うのですが……でも、ブラドー陛へい下かからまでお誘いをいただいてしまいましたし……」

　彼女は嘆たん息そくを漏もらしたが、ウルクはその返答に安あん堵どした。

「私みたいな田舎いなか者ものがそんな場所に出ても、絶対に浮くだけだと思うんですけれど」

　ソフィアはまだ不安げだった。一方、リセリナのほうも、ソフィアに負けず不安げではある。

「私だってそうです。ソフィア様はまだ貴族ですが……私なんて、フォルナムの神しん官かん見習いです。立場を考えたら、そんな場所になんて縁えんがないはずなのに」

　ウルクは思わず吹き出した。二人の少女とも、血ち生なま臭ぐさい戦場には出て行くくせに、城の舞ぶ踏とう会かいとなると怖こわいという。

「お二人とも、そんなに緊張するようなことではありません。ソフィア様なんて陛下のお客様なのですから、堂々としていればいいのです。リセリナ様だってそうですよ。貴方あなたはアルセイフを救った人間の一人として、貴族の方々から認識されています。誰だれも貴方を粗そ略りやくには扱えませんわ」

「え、えぇと……だから余よ計けいに怖いんです。こちらに失礼があったら、本当にどうしようかと……」

　リセリナは今からがちがちに緊張していた。

　そんな彼女の姿を、ウルクは可愛かわいらしく思ってしまう。傍はたから見れば、彼女はフェリオを巡る恋こい敵がたきでもあるはずだが、ウルクは彼女のことを嫌いにはなれそうもない。なんとなれば、彼女はフェリオにとっても自分にとっても、命の恩おん人じんである。その上でこんなに可愛らしいことを言われては、とても嫌えるはずがない。

「いざとなったらフェリオ様と私でお守りしますから、ご安心ください。それにリセリナ様もソフィア様も、堂々としていれば、とても凜り々りしく見えます。緊張しておどおどしていたら、かえって変です。もっと自分に自信をもってください」

　かくいうウルクも実は不安なのだが、この二人の怖がり方を見ていると、自分の不安などはあまりに些さ細さいなものに思えてきてしまう。

　膝ひざの上のシアは二枚目のクルスタムを手にとり、またカリカリと齧かじり始めた。

　彼女は子供だけに、舞踏会には出ない。リセリナ達の怖がりぶりを間近で見ているだけに、そこが決して〝楽しい〟場所ではないことも承しよう知ちしているらしい。

　そのシアが、鈴すずを転がすような声を紡つむいだ。

「リセリナ、そんなに不安？」

「う、うん。だってね、シア。私、〝貴族の人達〟とお話なんてできないよ。なにを話していいのか、わからないもの」

　シアの顔を覗のぞき込み、リセリナは困ったように応こたえる。

　シアは微かすかに首を傾かしげた。

「フェリオは王族……？　王族と貴族って違うの？」

　子供の疑問に、リセリナが言葉に詰まった。ウルクはくすくすと笑ってしまう。

「ソフィアも貴族。でもリセリナ、ちゃんと話してるよ？」

「そ、それはね、知っている間あいだ柄がらだし、歳としも近いし……」

　リセリナの言い訳に、シアはますます首を傾かしげた。大きな丸い眸ひとみが、不思議そうにリセリナを見つめている。

「……でも、フェリオもソフィアもウルクも、最初は知らない人だったんだよね？」

「これはシアの勝ちですわ、リセリナ様」

　シアのさらりとした金髪を撫なでながら、ウルクは彼女を抱え上げ、頰ほおを擦すり寄せた。ウルクは彼女に対しては、露ろ骨こつにでも愛情を示すことにしている。これまでがずっと愛されずに育ってきた彼女に、少しでも子供らしさを取り戻して欲しい──そう願ってのことだった。

　もちろん、純粋にシアのことが可愛かわいくて仕方ないというのも本ほん音ねである。母性を刺激されるとでもいうのか、片時も離したくないほどだった。

「シアの言うとおり、怯おびえることはありません。はじめは知らない方かたがほとんどでも、話していくうちに慣れてしまうものです。もちろん、あの場にいるのは善よき方ばかりではありませんが……悪い方ばかりでもありませんから」

　ソフィアも頷うなずいた。だが彼女は、同時にこうも付け加える。

「でも、脅おどすわけではありませんが、ウルク様とリセリナ様はお気をつけください。お二人とも、フェリオ様の正せい妻さい候補と目もくされていますが──それを快こころよく思わない他ほかの令れい嬢じようが、お二人に恥はじをかかせようと意地悪をするかもしれません。恥はずかしながら貴族の中には、精神的には決して〝貴とうとく〟ない者もいます」

　その指摘に、ウルクは思わず頰を赤くした。見ればリセリナも困っている。

　ウルクも、リセリナも──〝正妻候補〟の件については、極力、話題にすることを避けてきた。今の良好な関係を崩したくないという思いからだったが、いつまでも誤ご魔ま化かせる問題でもない。

　黙ってしまった二人を見て、ソフィアも失言だったと気づいたらしい。

「あの、申し訳ありません。噂うわさで聞いていましたもので……その話は、まだ詳しよう細さいが決まっていないのですよね」

「えぇ、まぁ……」

　ウルクは曖あい昧まいに応じた。

「いえ、私は……違うんです」

　ふと、リセリナが小声に呟つぶやいた。

　ウルクに硬かたい微笑を向けながら、リセリナは首を横に振り、もう一度同じことを言った。

「私は違うんです、ウルク様。フェリオさんはウルク様を選ばれます。そのことは間違いありません。私は……ただの従者ですから」

　意外な言葉に、ウルクは眼めをしばたたかせた。傍そばでソフィアも困こん惑わくしている。

「でもリセリナ様？　貴方あなたもフェリオ様のことは……」

　ウルクは、フェリオに対するリセリナの好意を疑っていない。彼女の献けん身しん的てきな数々の行為は、その想おもいの深さを裏付けこそすれ、否定するものではなかった。

　だからリセリナも、フェリオに選ばれることを願っていると、そう思いこんでいた。

　当とう惑わくするウルクに向けて、リセリナは微笑を見せている。だがその眼だけは、今にも泣きだしそうだった。

　ウルクはその表情に、何も言えなくなる。

「変なこと言って、ごめんなさい。でも私は、本当に違うんです。だから今夜の舞ぶ踏とう会かいでも、そういう誤ご解かいをされないように気をつけますね」

　声質はいつものリセリナのものだったが、それでもウルクには、苦しい声に聞こえた。

「リセリナ様は……フェリオ様のことが、お嫌いですか？」

　念のために、ウルクは問いかけてみた。

　リセリナは微笑を崩さない。

「その話はもう止めましょう。私は本当に……」

　ウルクは思わず、声を高くしていた。

「答えられないなら、それでもいいのです。でも──でも、リセリナ様は、本当にそれでいいのですか？　私だってフェリオ様のことは大好きです。叶かなうことなら一生、お傍にいたいと願っています。リセリナ様もそうだと思っていましたのに……」

　リセリナは応こたえない。

　だがその沈黙が、ウルクには声にならない答えとして聞こえた。

「もしかして──私に気を遣つかっていらっしゃるのですか？」

　それ以外の理由が、ウルクには思い当たらない。

　リセリナは慌あわてたように首を横に振った。

「そ、そんなんじゃないんです！　ただ、その──フェリオさんが好きなのは、ウルク様だと思いますし……」

　次し第だいに俯うつむいて、消え入りそうな声になる。

　ウルクはここで、首を傾かしげる羽は目めになった。

「……私の眼には、フェリオ様の視線はむしろ、リセリナ様のほうに向いているように見えていましたけれど……だって、あんなに熱心に剣の稽けい古こをされたり、いつも楽しそうです」

　リセリナはしかし、この指摘にははっきりと首を横に振った。

「……それはないです。私が一いつ緒しよにいる時でも、フェリオさんはいつも、ウルク様のことを考えているみたいでしたから──私なんて、本当にただの友人ですし、それだけで身に余ることです」

　言葉とは裏うら腹はらに、彼女の声は苦しい。ソフィアも困こん惑わくした様子で口を挟はさめない。

　一方で、シアはカリカリとクルスタムを齧かじりながら、不思議そうにリセリナを見ていた。

　ウルクは違い和わ感かんを覚えて、肝かん心じんなことを確かめる。

「リセリナ様、失礼ですが……それは、フェリオ様が直接に仰おおせられたことですか？」

　返答を半なかば予想しながら問うと、リセリナは案あんの定じよう、首を横に振った。

　ウルクはしばらく、思し案あんした。

　リセリナはどうやら──フェリオとウルクのために、自分から身を引く覚かく悟ごを固めていたらしい。そのことに驚きつつ、そんな覚悟を自らに強しいていた彼女の心を、ウルクは痛いたましく思った。

「貴方あなたは、本当に──顔はイリスと同じでも、性格は全然違うのですね」

　シアもしきりに、〝リセリナは優やさしい〟と言っていた。だがその優しさが、自分を犠ぎ牲せいにする方向へ働くものだとしたら──それはウルクにとって、嬉うれしいものではない。

　言葉少なな彼女を見つめて、ウルクは静かに告げた。

「──リセリナ様。まず申し上げておきますが……誰だれを選ぶか決めるのは、フェリオ様ご自身ですわ。それに私だって……フェリオ様が本心でどうお考えなのか、まだ知りません。特にお言葉をいただいたわけでもありませんし、これからどうなるか──」

　この言葉には、リセリナが眼めを見開いた。

「まだ何も？　そんな……だってフェリオさんは、ウルク様が意志を失っていた時、ずっと傍そばでウルク様を見守っていたんです。あの時に、自分にとってウルク様がどれだけ大切な存在か、わかったはずなのに……だから私も、身を引くつもりで……」

　ウルクは苦笑を返した。

　ウルクの想おもいを、フェリオはもう理解しているはずだった。カシナート司し教きように交渉して、自分の身をフォルナムに置かせたのもフェリオだという。そして来訪者ビジターのムスカも、ウルクが意志を失った経緯いきさつを、〝その想いゆえ〟だとフェリオに説明したらしい。

　だが、フェリオからはまだ、具体的な言葉は何も出てこない。

　フェリオの行動が、ただウルクに対する罪の意識や責任感からでたものであったなら──ウルクとしては、自分の立場から彼を急せかしたり、また愛情を強しいるような真似まねはしたくない。彼にはじっくりと考えた上で、後こう悔かいのないように決めて欲しいと思う。

　そもそも──ウルクの想いを知ったこと自体が、あの鈍にぶいフェリオにとっては、きっと急なことだったはずである。互いにまだ十六歳、生しよう涯がいの伴はん侶りよを決めるには早い時期でもあった。

　だからウルクは──焦あせらないことにしている。

「リセリナ様。あの方かたはきっと──誤ご解かいを恐れずにいえば、まだ〝子供〟なのです。おそらくご自身も、そう思っていらっしゃるのではないでしょうか。だってまだ十六歳──私と再会してからだって、ほんの何ヵ月かしか経たっていませんわ。いきなり結婚がどうのという話になっても、困こん惑わくが先行するのは当たり前です。ですから、リセリナ様──」

　ウルクはリセリナの手に、そっと掌てのひらをかぶせた。異い世せ界かいから来た少女は、びくりと眼めを震わせる。

「そう結論を急がずに、私達もゆっくり──待ちませんか？　フェリオ様のお言葉を。どんな形にせよ、貴方あなたが決心を固めるのは、その後でも遅おそくないような気がします。フェリオ様は貴方を選ぶかもしれません」

　ウルクはそう提案した。

　フェリオが考えている間は、一年でも二年でも、結論を焦あせらずに待ち続ける──ウルクは今、そのつもりでいる。それでもし、フェリオがリセリナだけを選んだとしても──ウルクは、祝福したいと思っている。

「ど……どうしてですか？」

　リセリナが震える声で呟つぶやいた。

「どうして、そんなこと──ウルク様だって、私がいないほうが……」

「……怒りますよ、リセリナ様」

　ウルクはあえて、強い言い方をした。

「初めから諦あきらめるようなことを言って、貴方は逃げているだけです。私は貴方に気き兼がねなんてしません。だから貴方も、変な気き遣づかいはしないでください。私はフェリオ様とただ一いつ緒しよにいたいわけじゃない。あの方かたに、必要とされていたいんです。もしフェリオ様が、私のことを必要としてくださるなら、きっと傍そばに置いてくださいます。貴方だって──きっと本心では、そうなることを望んでいるのでしょう？　だったら──」

　ウルクは、す──と息を吸った。

「こんなことで噓うそを吐ついて逃げるのは、卑ひ怯きようです。ちゃんと向き合ってください。私にも、フェリオ様に対しても──」

　リセリナは俯うつむき、肩を震わせ固まっていた。

　その眸ひとみからぽつぽつと水すい滴てきが落ちていくことに、ウルクは気づいた。

　ソフィアがそっと立ち上がり、紅茶のおかわりを注いだ。シアは三枚目のクルスタムを手にとり、カリカリと齧かじり始める。どうやら気に入ったらしい。

　シアを椅い子すに乗せて立ち上がり、ウルクはそっと、リセリナを背後から抱き締めた。

　震える体は意外に華きや奢しやで、とても戦う者とは思えない。そして抱き締めた感触以上に、彼女の心は繊せん細さいなはずだった。

　もしフェリオを巡る相手が、他の貴族の令れい嬢じようであったなら、ウルクもどう考えたかはわからない。だが、ことリセリナに関していえば、ウルクは彼女の〝味方〟にもなりたかった。

「──リセリナ様。私は、貴方に負けません。だから貴方も、〝私〟なんかに負けないでください。本当はそういうふうに行動するのが、当たり前なんです。貴方あなたは──他人のために、自分の心を犠ぎ牲せいにしすぎます。そんな貴方を見ていると、私はとてもつらいんです。それこそ貴方に、フェリオ様を譲ゆずりたくなってしまうくらい──」

　最後にほんの少しだけ噓うそを交えたが、ウルクはそう言って、リセリナを叱しつ咤たした。

「私がそんなふうに考えなくて済むように──貴方も、傷つくことを恐れないでください。その上で、フェリオ様がこれからどう判断するかを、待つことはできませんか？」

　リセリナはウルクにとっても、命の恩おん人じんである。その彼女が、なおも自分の心を犠牲にしようとしていることが、ウルクには耐えられなかった。

　綺き麗れい事ごとかもしれないが──ウルクは、たとえ恋こい敵がたきであっても、リセリナを嫌いにはなれない。

　リセリナの反応はなかった。表情を覗のぞくのは失礼な気がして、ウルクも眼めを閉じた。

　二人を見守っていたソフィアが、大きく深く嘆たん息そくする。

「──フェリオ様は、果か報ほう者ものですね。正せい妻さいの候補がお二人とも、こんなに相手を気き遣づかうことなんて、普通はあり得ません。でも──」

　ソフィアは微笑ほほえんだ。

「……きっと、ウルク様の仰おつしやるとおりですよ、リセリナ様。選択は将来のフェリオ様に委ゆだねてもいいんじゃないでしょうか。それまでは──今までどおりに、日々を過ごせばいいと思います。きっとフェリオ様ご自身も、そう望んでおいでです」

　リセリナが──小さく、ごく小さく頷うなずいた。

　その動きを察して、ウルクは微笑む。彼女との間にあった妙なしこりが、一つ、これで解決できたような気がした。

「──さ、お顔をあげてください、リセリナ様。そろそろ泣き止んでいただかないと、夜の舞ぶ踏とう会かいに赤い眼で出席することになってしまいますわ」

「……は、はい……」

　ウルクが諭さとしても、震えるリセリナはしばらく、泣き止みそうにはなかった。
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　久ひさ方かた振りの舞踏会を夕刻に控えて、外がい務む卿きようラシアン・ロームは、朝から貴族達の来らい訪ほうを受けていた。

　ラシアンとしては、実はこうした催もよおしがあまり好きではない。有力者であるラシアンの元には人が集つどいやすいし、その受け答えが噂うわさに直結するだけに、なかなか神経を使うのだ。

　だが、今回は、新しい王のお披ひ露ろ目めでもあり、同時にタートムとの戦いを乗り切った後の祝いの席でもある。

　友好を結ぶ政治の場としても便利なだけに、多少は嫌いであっても、欠席するわけにはいかない。

　そして今日は、親しん交こうのある貴族達が朝から次々にやってきて、新しい王であるブラドーとの仲ちゆう介かいをラシアンに求めてきている。つまり舞ぶ踏とう会かいの席で、ラシアンは彼らと王とを引き合わせる約束をさせられているのだ。

〝やれやれ──私の顔色などうかがっても、何の意味もないというのに……〟

　ラシアンとしてはそう呆あきれる面もあったが、しかし追い返すわけにもいかない。

　嫌いや気けが差し始めたところへ救いが訪れたのは、昼を過ぎた頃ころだった。

「ラシアン卿きよう、今、時間をとれるかな」

　一休みをしている所に現れたのは、国王のブラドーである。これをラシアンが追い返すはずもない。

　ブラドーが来たことを理由に、〝他の貴族との面会は丁てい重ちように断るように〟と部下に告げ、ラシアンは応接室に彼を招いた。

「どういたしました？　今夜の舞踏会のことでしょうか」

「いや、違うんだ。仕事中に申し訳ない。忙いそがしかったんじゃないのか？」

　ブラドーから不安げに問われ、ラシアンは苦笑した。まさか〝来てもらえて助かった〟と、正直にいうのも気がひける。

「陛へい下か。ご用向きの際は、どうかこちらをお呼び立てください。臣しん下かの執しつ務む室しつにわざわざ足を運ぶなど、国王のすることではありませんよ」

　ブラドーは瓜うり実ざね顔がおに気弱げな笑みを見せた。

「そうなんだろうね。でも、こればかりは性格だし……」

　国王がふと、口くち籠ごもった。

　ラシアンは控えていた部下に、部屋を出るよう視線で指し示じする。どうやらブラドーは密みつ談だんがしたいらしい。

　部下が出ていくと、ブラドーは威い儀ぎを正し、ラシアンを真正面から見み据すえた。

「……ラシアン卿、実は、折り入って相談があるんだ」

「伺うかがいましょう」

　何の相談かは知れなかったが、ブラドーの眼めは真剣だった。あまりに真剣すぎて、ラシアンとしてはなにやら嫌な予感さえ覚える。

　そして──ラシアンのこの予感は、さほど間違っていなかった。

　ブラドーがゆっくりと、静かに声を紡つむいだ。

「……王位をフェリオに、譲ゆずりたいと思う」

　──ラシアンはしばらく、ぽかんとした。

　何かの聞き間違いかと思い、返答を留りゆう保ほして視線で続きを問う。

　ブラドーは淡たん々たんと、当たり前のことを言うような顔で言葉を続けた。その眼はあくまで澄すんでいる。

「タートムとのことも無事に片付きそうだし、僕はそろそろ隠いん居きよしようかと思っている。どうも様子を見ていると、フェリオはウルク司し祭さいと婚こん約やくする決意を固めたようにも見える。国王としてのフェリオが彼女と結婚するなら、ジラーハとの関係強化にも一いつ層そうの効果が……」

　ラシアンは慌あわてて口を挟はさんだ。

「陛へい下か、申し訳ありませんが、改めて確認させていただきます。〝王位を譲ゆずる〟と申されましたか？」

　ブラドーがゆっくりと頷うなずいた。

「いろいろ考えたけれど、それが一番いいように思うんだ。僕は体が弱いし、もし何かがあった時に、また国を混乱させてしまうかもしれない。その前にフェリオに王位を譲っておけば、そんな心配もしなくて済む。うまくすればフェリオとウルク司祭との間にも、すぐに世よ継つぎが生まれるだろうからね」

　ラシアンは啞あ然ぜんとして、しばらく目め頭がしらを押さえた。

　まだブラドーが王位を継いで、一ヵ月ほどしか経たっていない。

　長いアルセイフの歴史では、ごく短い在位で国王が交代した例もあるにはある。だが、それは病死や暗殺が原因だったり、あるいは初めからそうなることが決まっていた上での交代劇だった。

　ラシアンは、それこそブラドーが実際に倒れでもしない限り、このまま数年は王位も安あん泰たいだと思い込んでいた。

「……陛下。ひとまず落ち着いて、ゆっくりと話し合いましょう」

「もちろん。そのつもりで貴方あなたのところに来たんだ」

　ブラドーはひたすらに冷静だった。

　彼の意外な頑がん固こさは、ラシアンも知っている。フェリオと王位を押し付けあった時もなかなか首を縦に振らなかったし、タートムとの戦いの折には、ついに前線にまで出てしまった。

　その彼の頑固さは、自身が〝正しい〟と思ったことを曲げぬ、強さでもある。

〝優ゆう柔じゆう不ふ断だんなようで、しかし決意をすると堅かたいからな、この方かたは……〟

　その意味では、ラバスダン王ともよく似ていた。

　ラシアンは腰を据すえて、説せつ得とくにかかった。

「まず確認しますが、それはフェリオ様も同意の上でのご発言ですか？」

「いいや。僕からあの子に言っても、フェリオは絶対に〝うん〟と言わないよ。だからまず、貴方に話をしにきた」

　ラシアンはほっとした。ならば話は、自分とブラドーの間だけで処理できる。

「なるほど。では結論は一つです。陛下、どうか考えをお改めください。貴方が国王として、この国を治めるべきです」

　ラシアンは声に力を込めたが、ブラドーはそれに対して首を傾かしげる。

「貴方あなたまでがそんなことを言う……僕とフェリオだったらどっちが王に向いているか、わかりそうなものじゃないか」

　ラシアンはテーブルの上に指を組み、真まっ向こうからブラドーを見み据すえた。

「もちろんわかります。はっきりと申し上げましょう、陛へい下か。私はブラドー様のほうが、国王という立場には向いていると判断いたします」

　ブラドーが眼めをしばたたかせた。

　これは紛まぎれもなく、ラシアンの本ほん音ねである。だがブラドーにとっては、意外な認識に思えたかもしれない。

　戸と惑まどったように、ブラドーは問いを返してきた。

「それは……フェリオがまだ十六歳だからかな？　でも僕だって、二つ三つしか違わないよ」

　ラシアンは首を横に振った。

「年齢は関係ありません。フェリオ様は……要するに、危険なのです。あの方かたには人を惹ひく妙なカリスマがあります」

　ブラドーは眼をしばたたかせた。

「……危険？　なにを言っているんだ、ラシアン卿きよう。貴方だって、フェリオに私し心しんがないことはよく知っているはずだ。あの子は心からこの国を憂うれえているよ」

　そう擁よう護ごするブラドーは、珍しく眉まゆをひそめていた。弟に向けられたラシアンの言に、少なからず不快感を持ったらしい。

　ラシアンも、フェリオのことは高く評価している。だが、だからこそ──彼は、王には向いていないと思うのだ。

　そのことを説明するために、ラシアンは声を潜ひそめた。

「陛下。フェリオ様は──人心を惹きつけすぎるのです」

　ラシアンの嘆息に、ブラドーはさらに首を傾げた。

「ますます訳わけがわからないよ。人心を惹きつけるのはいいことじゃないか。それでこそいい王になれる」

　必ずしもそうとは限らないことを、ラシアンは知っている。

「……陛下。先の内乱の時のことです。私はフェリオ様のすぐ傍そばで、一部隊を指揮しておりました。あの折に──私は、指揮を執とられるフェリオ様の姿を見て、〝英雄とはこうしたものか〟と──そんな子供じみた思いを抱いたのです。もっとも、あの場にいた多くの者が、私と同じような感想を得たことでしょう」

　それはほんのしばらく前の記憶だった。

　ラシアンにとっては鮮せん烈れつな情景であり、それゆえに今も強く、心に刻きざみつけられている。あの戦いを経た後に、フェリオに対する信仰じみた人気が兵達の間で広まったことも、無む理りのないことだと思う。

　だがラシアンから見れば──これは決して、〝良いこと〟とばかりは見られなかった。

「だから、それが何か問題なのか？」

「陛へい下か──僭せん越えつながら、私はそれなりに、冷静な官僚であるつもりです。その私ですら、あの方かたに〝英雄〟という幻げん想そうを抱きそうになった──これはとても、危険なことなのです」

　まだ不思議そうなブラドーに、ラシアンは説明を続けた。

「〝英雄〟とは、一種の劇げき薬やくなのです。非常時の求心力にはなりますが、こと政治の面では、弊へい害がいも大きい──弊害の第一は、人が〝その人物〟を過大に評価し、あてにしてしまうこと。この場合、英雄視される対象がもし道を外はずれても、〝彼がすることなら間違いない〟と、そんな安あん易いな思し考こうが導みちびかれやすくなります。仮かりに一部の者がそれを諫いさめたとしても、大勢がなびいてしまえばそれまでです」

　ブラドーが、はっと眼めを見開いた。ラシアンは頷うなずく。

「……そうです、陛下。まさに今の貴方あなたがフェリオ様に抱く思いと同じです。国王という立場は国の柱であり、我々官僚は、その柱を支える立場にあります。フェリオ様は柱としては強固ですが、いかにも強固に見えるため、我々は〝支えなくても大丈夫〟だと思ってしまいそうになる。それどころか、ややもすると擦すり寄って寄りかかろうとするのが貴族という生き物です。絶対君主制の国王であれば、そうした強さが必要視されることもあるでしょうが……このアルセイフのように、貴族との合議で国政を成り立たせている場合には、国王の権力が強すぎると、平時にはかえって混乱を助長します。事実、このアルセイフの歴史上にも強権的な国王が幾人か存在しましたが、その代か、あるいはその次の代で、反動による不幸な混乱が起きやすい傾向があります。強すぎる権力には、強い反動がつきものなのですよ、陛下」

　ブラドーの表情が、眼に見えて曇くもった。

　ブラドーにとってのフェリオは、きっと特別な存在なのだと思う。彼自身の体質が弱いせいもあるのか、強いフェリオに対する憧どう憬けいにも似た感情があるのかもしれない。

　葛かつ藤とうするように、ブラドーは苦しい声を紡つむいだ。

「……フェリオは……あの子は違う。強権的になんかならないよ」

　ラシアンは頷いた。

「フェリオ様ご自身はそうでしょう。ですが、フェリオ様にそのつもりがなくとも、周囲が彼を英雄視してしまうがゆえに、その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが注視され、そこにいちいち迎げい合ごうする貴族が必ず現れます。ある一人の人間に〝英雄〟という便利な呼び名を与え、政府全体がそのカリスマに依い存ぞんする──これは民心も集めやすく、政治としては一見、楽な方法なのですが、同時に道を違たがえやすい方法でもあるのです。非常時にはこうした策が必要になることもありますが、今のアルセイフは、そんな状態ではありません」

　ラシアンは根こん気きよく説せつ得とくした。

　この点については、ラシアンとしても反省すべき要素があった。

　内乱の直後、講談師達を利用し、人じん心しん掌しよう握あくのために〝英雄〟の存在を作り出した過程には、ラシアンも一枚嚙かんでいる。あの当時は、〝第二王子を第四王子が弑しいした〟という事実を霞かすませるために、早急な印象操そう作さが必要だった。

　講談師達の中には、リセリナのことまで〝戦せん姫き〟と煽あおって囃はやしたてた者達がいるが、それはラシアンの狙ねらいとも合がつ致ちしていたのだ。

　だが、タートムとの戦いも切り抜けた今は──

　強い権力を集めやすい英雄としての国王よりも、調整能力に長たけた実務派の国王が必要な時期に来ている。

　ブラドーが〝どうしても〟というなら、ラシアンとしても、フェリオが王位を継つぐことに反対はできない。強制は臣しん下かの分を逸いつ脱だつするし、フェリオが国王ならば、ラシアンとしてもまた別の支え方がある。

　ただ、ブラドーよりもフェリオが国王に向いているかと問われれば、ラシアンの答えは〝否〟だった。

　おそらくフェリオも、国王らしい国王にはなるだろう。その素質は間違いなくある。だが、もし次の王がその基盤を受け継ぎ、より強権的になれば厄やつ介かいなことになるし、弱い王なら逆に反動が出て、貴族達の発言力が必要以上に増すかもしれない。

　そして困ったことに、おそらくその頃ころには、ラシアンは寿じゆ命みようによって死んでいる。自分がその調整役になることもできない。

　後世に厄介な問題を押し付ける可能性を鑑かんがみれば、ここは慎しん重ちようにならざるを得なかった。

「陛へい下か。再度、考えをお改めくださいますよう、お願い申し上げます。英雄視される人物というのは、低てい俗ぞくな輩やからからの嫉しつ妬とも受けます。それを跳はね返すほどの強権を発動させれば独どく裁さいになり、かといって放置するようでは威い厳げんを保ちにくい。古いにしえの諺ことわざには、英雄は死んでこそ価値があるとまで申しますが、まさにそうなのです。フェリオ様を英雄視し、安あん易いに祭り上げることは、民衆や貴族達に一時的な熱ねつ狂きようを生むことはあれ、長い眼めで見れば危険な賭かけになります。そして今のアルセイフにとって、その賭けは無意味なものです。それとも、フェリオ様にその役目を押しつけることが、陛下のお望みですか？」

　最後の強い一言で、ブラドーはその日、もっとも苦にがい表情に転じた。

　ブラドーは暗あん愚ぐな王ではない。ラシアンの言葉の意味は、もう伝わっているはずだった。

「……まいったな。フェリオのことを評価する貴方あなたなら、きっと譲じよう位いに賛成してくれると思っていたんだけれど……」

　ブラドーは微かすかに苦笑していた。

「ラシアン卿きよう。タートムとの戦いの最中、暗殺者に狙ねらわれた時──僕はソフィア達に言われたんだ。王を守ることが自分達の誇りだ、って。国王という存在は、団結するための象しよう徴ちようでもあると、その時にわかった。でも僕は──自分が、彼女達に守られるにふさわしい人間だとは、どうしても思えなかったんだ」

　溜ため息いき混じりに、ブラドーは天てん井じようを仰あおいだ。

　ラシアンは黙って、彼の言葉を嚙かみしめる。

「僕はその重圧を、フェリオに押しつけようとしただけだったのかもしれない……貴方あなたの話を聞いた今なら、そう思う。譲じよう位いの件は──しばらく保ほ留りゆうにしよう。僕が実際に、倒れたりしない限りはね」

　ふっきれたように言って、ブラドーは細い身を椅い子すから立たせた。

「──ラシアン卿きよう。僕は自分に、王たる資し質しつなんか少しもないと思っていた。でも……貴方の今日の言葉は、嬉うれしかったよ。ありがとう」

　まだいかにも若い主あるじに、ラシアンは微笑を向けた。

「ブラドー様、私もフェリオ様も、貴方の血筋に従っているわけではないのですよ。〝貴方だからこそ〟、国王の地位にもふさわしいと考えているのです。そのことには、どうか自信と自覚をお持ちください」

　ブラドーは照てれたように小さく頷うなずいて、ゆっくりと部屋を出て行った。

　王が去った後で、ラシアンはほっと安あん堵どする。

　長ちよう口こう舌ぜつのせいで、貴族達の相手をするよりも疲れを感じたが、しかしその疲労は心地好いものだった。

　舞ぶ踏とう会かいまでに軽く午睡ひるねでもしておこうかと、ラシアンはソファに身を横たえた。

　いい気分でうとうととし始めるや──廊下にふと、足音が立った。

「外がい務む卿きよう閣かつ下か、ご休きゆう憩けいのところ、申し訳ありません。マグナス・グレナデン様が、どうしても折り入って、緊急のお話があると……いかがいたしましょうか？」

　半身を起こし、ラシアンは眉まゆ根ねを寄せた。

　昼寝を邪じや魔まされた不快感のためではない。貴族のマグナスは、政治的にはラシアンと縁えんの薄い男である。そんな者が、わざわざ舞踏会の前に挨あい拶さつに来るとは思えない。〝緊急の話〟というのも気になった。

　そういえば──ここ数日、彼の様子はおかしかった。三日前の会議ではフェリオ相手に威い勢せいよく嚙みついたが、二日前は体調不良を理由に欠席し、昨日は出てきたものの、夜に眠れなかったらしくずっと居眠りをしていた。

　その顔色も尋じん常じようでなく悪かったために、ラシアン達は体調不良という彼の言葉を信じ、今日は休養を勧すすめていたくらいである。

　ラシアンは無む論ろん、この面会を受けた。

　部屋に通されてきたマグナスは、明らかに憔しよう悴すいしきっていた。丸々としていた頰ほおはたった三日で妙にげっそりとして、皮がたるんでしまっている。

　死しに神がみにでもとりつかれたようなその様子に、ラシアンは彼が病やまいを得たかと疑った。

「マグナス卿きよう、またずいぶんとおやつれになって……休まれていたほうがよいのではないのですか？」

　思わず気き遣づかってそう問うと、マグナスは不安げに眼めを震わせ、そして小声にラシアンへと呟つぶやいた。

「ラ、ラシアン卿──私は、貴方あなたのことを、真に中立の官僚であると認識しています。その貴方を見込んで……どうか私の話を聞いていただきたい。信じては貰もらえぬかもしれませんが、しかし、しかし……」

　尋じん常じようならざるマグナスの様子に驚きながら、ラシアンはそれでもすぐに頷うなずいた。

「もちろん、話したいことがあるのであれば、私は伺うかがいます……しかし一体、何があったのですか？　貴方が私を頼ってこられるなど、よほどのことと見受けましたが……」

　ラシアンが問うと、マグナスは震える声で、訥とつ々とつと事情を話し始めた。

　その途中で、ラシアンは席を立ち、わざわざ扉の外を確認する羽は目めになった。盗とう聴ちようを警戒してのことである。

　話の内容は、ラシアンにとって──否いな、アルセイフにとって、看かん過かできぬものだった。

　一通りの事情を把は握あくすると、ラシアンはマグナスをじっと見つめ、肝かん心じんのことを問いかけた。

「……マグナス卿、このこと、他ほかの者には……」

「む、無む論ろん、話せるはずがありません。貴方にだって話すつもりはなかった。しかし、私が命を狙ねらわれるほどの秘密となると、このことぐらいしか心当たりがなく……フェリオ様を疑いたくはないのですが、しかし……！」

　狼ろう狽ばいするマグナスに、ラシアンは声を潜ひそめるよう視線で指し示じした。慌あわててマグナスは、その口を手で塞ふさぐ。

「マグナス卿。それは間違っても、フェリオ様の指示ではありません。というより──フェリオ様自身、〝その秘密〟をご存ぞん知じではありません。いえ、私だってそんな〝噂うわさ〟を信じたりはしませんが──ともかく、その暗殺者達はおそらく、タートムかラトロアの息のかかった、こちらの攪かく乱らんを企たくらむ者達です。どういった事情で貴方に接触したのか、なんの理由があってそんなことを言ったのか、それはわかりませんが……このことは、絶対に他た言ごんされませんように。貴方の身み柄がらは、我々がなんとしても護まもります。王宮騎士団ではご不安でしょうから、近衛このえ騎士団を回しましょう。監かん視しされるようで息苦しいかもしれませんが、貴方も決して一人にならず、用心に用心を重ねられますように……よろしいですね？」

　マグナスはこくこくと卑ひ屈くつに頷いた。

　彼からもたらされた急な情報は、ラシアンの頭を悩ませるに充分なものだった。

　三日前に、暗殺者に暗殺の予告を受けたこと。

　その者達が、依い頼らい主ぬしは〝マグナスに秘密を握られている者〟だと言い、その人物をマグナスが殺せば、暗殺を取りやめると言ったこと。

　そして、マグナスの連れん想そうしたその〝秘密〟とは──

〝フェリオ・アルセイフが、前国王ラバスダンの血をひいていないこと〟。

　ラシアンも、噂うわさでは耳にしたことがある。だがそれらは埒らちもないものであり、本気にはしていなかった。

　ところがマグナスの話を聞いているうちに、ラシアンは一つの記憶を呼び起こされた。

　前王ラバスダンと、彼の腹ふく心しんともいえる剣士が、冗じよう談だん混じりに交わしていた会話──

　ある時、王は彼に、こんなことを聞いた。

〝ウィスタル、君は結婚はしないのか？〟

〝陛へい下かのご苦労を見るにつけ、とても……〟

　主あるじと臣しん下かの間で交わされたとは思えないこの軽口の応おう酬しゆうには、続きがある。

〝そんなことを言って、私は知っているんだぞ。どこぞの令れい嬢じように、熱心に剣の稽けい古こをつけているそうじゃないか〟

　ラシアンもいる前で、途と端たんにウィスタルは苦にがい顔をした。

〝陛下──それはもう、やめることになりました。その令嬢は近く、結婚することが決まったそうで……〟

　その時、王はひどく驚いた顔をしていた。

〝ウィスタル、それは……〟

〝……陛下。そもそも私と彼女とは、陛下の思われているような関係ではありません。大切な嫁よめ入いり前の令嬢に、変な噂をたてられては困りますな〟

　冗談めかして言うウィスタルの声は、存外に沈ちん痛つうだった。

　ラシアンはその時、このウィスタルという男の生き真面目まじめさを好ましく思ったものである。

　だが──

　国王、ラバスダンが〝第四妃ひフレイア〟を迎えたのは、思えばその直後のことだった。

　──まさか、とは思う。

　だが、ラバスダンに間近で仕えてきたラシアンは、ラバスダンの性格をある程度は把は握あくしているつもりだった。

　自然と、顔色は蒼そう白はくになってしまう。

　そしてマグナスも、まさかフェリオが自分に向けて暗殺者を雇やとうなどとは思えず、この三日間、どう処理すべきかで必死に悩んだらしい。しかし結局は暗殺の恐怖に抗こうしきれず、こうしてラシアンに助けを求めたということだった。

　ラシアンは、マグナスの話を全面的に信頼したわけではない。だが、彼の衰すい弱じやくぶりからして、これが彼の考こう案あんした政治的な罠わなでないことはわかる。

　ひとまず近衛このえ騎士団にマグナスの身を預け、ラシアンは取り急ぎ、舞ぶ踏とう会かいの警備強化を命じた。マグナスの側への予告は陽よう動どうで、本命はこちら側である可能性も否定できない。かといって、今からこれを理由に舞ぶ踏とう会かいを中止するわけにもいかない。国王のお披ひ露ろ目めとあって、遠方から来ている貴族もいるし、おそらくは〝中止〟にしたところで、敵の危険性は何も変わらないはずだった。

　中止の〝理由〟について、妙な風ふう評ひようが飛ぶのも困る。敵はそれこそ、その風評さえも攪かく乱らんの道具にしかねない。

　不ふ可か解かいな暗殺者の真しん意いがまともに読めぬまま、ラシアンには警備の増加という当面の対策しか取れなかった。
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「王宮騎士団は、一部が警備につく予定だったんですが──急に全員に召しよう集しゆうがかかったみたいですよ」

　そう告げる黒い礼服姿のライナスティに、フェリオは奇き異いの視線を送った。

「要よう人じんが多いから、念ねんには念をいれたのかな──ところでライナスティ。その格かつ好こうは、警備をするようには見えないんだけれど」

　かくいうフェリオも、珍しく正装をしている。さほど派は手でではないが、王族らしく質のいい生地を使った衣装に身を包み、堅かた苦くるしくも気き恥はずかしい思いをしていた。

　だが、ライナスティが〝黒い礼服に蝶ちようネクタイ〟というのは、訳わけがわからない。

　ライナスティはからからと笑った。

「あぁ、楽隊のバイオリン担当が、腹痛を起こしたそうで。代役に呼ばれたんですよ」

「へぇ……って、ライナスティ、バイオリンなんか弾ひけるのか!?」

　フェリオは驚いて、眼めをしばたたかせた。

　当のライナスティは余よ裕ゆうの表情で、バイオリンを構える振りをして見せた。

「へへ、こう見えても実はけっこう得とく意いでして。楽隊の隊長さんにも誘われたぐらいなんですよ？　自じ慢まんじゃありませんが、俺おれは剣より絵筆とバイオリンのほうが扱いが上手うまいんです」

　自じ虐ぎやくなのか自慢なのか、その判断に苦しみながらも、フェリオはつくづく感心した。ライナスティの妙な特技はいくつあるのか、フェリオはもちろん、師のウィスタルさえ完全には把は握あくしていないような気がする。

　そのウィスタルは、ベリエから受けた傷により、未いまだ自宅で療養中の身である。すでに傷は塞ふさがり、ある程度は動くことも可能なのだが、無む理りをして舞踏会などに出るほどのことはないと、フェリオが止めた。

「しかしフェリオ様は、そういう格好をすると意外に映はえますよね。普ふ段だんの快活な姿もお似に合あいですが、とてもご立りつ派ぱに見えます」

「お世せ辞じはいいよ。こんな服じゃまともに剣も使えない」

　こんな時でも、フェリオは護ご身しん用ようの刀を身につけていた。ライナスティも黒い礼服の背に剣を負っている。バイオリン奏そう者しやでありつつ、会場の警備も兼かねる算さん段だんらしい。

　ライナスティは改めてフェリオをまじまじと見つめ、しきりに頷うなずいた。

「いや、世辞じゃないですよ。ウルク様もリセリナ様も、同じことを言うと思います。今日は貴族の令れい嬢じよう方がただってほっときませんよ」

「……そういうのは、嫌なんだけどな」

　貴族の人々が寄ってくる理由は主に、フェリオが権力と近い立場にいるからだろう。そういった精神性の人々を相手にするのは、フェリオにとって憂ゆう鬱うつなことだった。人からちやほやされて喜ぶような性しよう分ぶんでもない。

　ライナスティが、にっと笑った。

「それがお嫌でしたら、早く正せい妻さいをお決めになることです。そうすれば、少なくとも結婚相手を押しつけようとする動きは少なくなりますよ」

　フェリオは小さく頷いた。

　──ライナスティの言うことも、わかる気はするのだ。ただ──

「なあ、ライナスティ──」

「はい？」

「結婚って……どういう感じなんだろう？」

　フェリオのその問いに、ライナスティはぽかんと口を開けた。

「え？　いや、あの、まぁ……そうですねぇ。俺おれも独身ですから、あんまり偉えらそうなことは言えませんが……まぁ、気に入った相手と一いつ緒しよに生活をして子供を作って育てて、で、次の世代への責任を果たすとか、そういう……」

　ライナスティはやや焦あせったように、曖あい昧まいな答え方をした。

「例外もあるにはありますが──まぁ例えば、王族の場合には政治的な要素も大きくなりますし、気に入った相手でなくて親が決めた相手だったり、はたまた子供を作らない主義だったりとか、いろいろあるとは思いますが……な、なんで急にそんなことを？」

　フェリオは視線を床ゆかに向け、一つ溜ため息いきを吐ついた。

「俺は母上の生前の姿を知らないし、父上とも縁えんが薄かったからかもしれないけど……結婚ていうのがどういうものなのか、よくわからないんだ」

　それはフェリオの本ほん音ねだった。

　そもそも、〝夫婦〟というものをほとんど眼めにしたことがない。

　フェリオは王宮内で育った。主に出入りしていたのは王宮騎士団の宿舎で、ここにいた異性はディアメルぐらいなものだったし、そもそも妻さい帯たい者しやは町に家を持っていた。

　ラバスダン王の周囲にいた正せい妃ひや第二妃達からは毛け嫌ぎらいされていたため、ほとんど近づくこともなかったし、貴族達に対しても同様である。

　フォルナムには夫婦の神しん官かんもいたが、彼らとは特に交流する機会がなかった。

　つまり──

　結婚して、共に生活を送っている夫婦の姿というのを、フェリオは眼めにしたことがない。

　だから、わからないのだ。周囲から〝早く相手を〟と言われても、なかなか自分のことだと実感が湧わかない。

「ライナスティの家はどんな感じだった？」

「え!?　あ、いえ、うちは……その、ちょっと特殊な環境でしたので、あまり参考にならないような……いえ、そうではなくて！」

　ライナスティが頰ほおを引きつらせて詰め寄った。

「フェリオ様、まさか──〝結婚したくない〟とか、そういうお考えではないですよね？」

「だから、わからないんだよ。何もわからないのに〝したい〟とか〝したくない〟とか、判断できると思うか？」

　ライナスティが低く唸うなった。どうやら困らせてしまったらしい。

「……念ねんのためにお伺うかがいしますが、〝幸せなこと〟か〝不幸なこと〟か、それはわかりますよね？」

「それは……人それぞれじゃないかな？」

　自分では正論だと思ったが、ライナスティはうなだれた。

「……そうですね。確かに人それぞれですね──でもですね、フェリオ様。基本的には、〝幸せなこと〟だと思ってください。自分の選んだ相手と、共に人生を歩むことができる、そういう喜ばしいことなんです。だから結婚式は〝お祝い〟でしょう？」

「……でも、ライナスティ。父上と正せい妃ひとかは、あんまり一いつ緒しよに歩いているようには見えなかったけれど……」

　ライナスティが両手で頭を抱えた。どうやらまた、まずいことを言ったらしい。

「き、貴族社会なんか嫌いだっ……あ、あのですね、フェリオ様。まず前陛へい下かと正妃のことは分けて考えましょう。あのお二人の場合、完全に政治的なご結婚でしたから、仕方がない面もあるのです。いいですか、普通は、結婚というのは〝好きな相手〟とするものなんです」

　ライナスティは深呼吸をして、そしてフェリオをじっと見つめた。

「貴族の場合、そうもいかないことがあるのは事実です。ですが、我々や団長としては、フェリオ様には〝好きな相手〟と、〝幸せな結婚〟をして欲しいと、心から願っています。そして今の段階では──ウルク様とリセリナ様あたりがふさわしいのではないかと、こう思うわけですが──そのあたりはどうなんです？」

　フェリオは困こん惑わくした。そういう噂うわさが出ていることは疾とうに承しよう知ちしていたが、自分も彼女達もまだ十六歳で、しかも輝石セレナイトの問題なども片が付いていない。

　だが、なによりそれ以前に──

「……俺おれは、ウルクのこともリセリナのことも好きだよ。だけど、彼女達には本当に幸せになって欲しいんだ。きちんと考えて、本当に好きな相手を選んで欲しい」

　そしてフェリオは、これまで口にしなかった貴族達への不満を漏もらす。

「今の状況は、なんだか周囲の政治的な目的に巻き込まれているみたいで嫌なんだ。ウルクはジラーハの神しん姫きの妹だから、俺と一いつ緒しよになればジラーハとの関係が強化できる、とか──リセリナは大衆から戦せん姫きなんて呼ばれるほどの人気があるから、結婚すれば支持が得られる、とか──いくら国のためだからって、二人の意志を無視して話を進めるような真似まねは、誰だれにもして欲しくない」

　フェリオは強く、そう感じていた。フェリオにとっては、ウルクもリセリナも大切な存在だった。もし彼女達がいなければ、今いま頃ごろは自分も、ラバスダン王やレージクと同じところへ逝いっていたかもしれない。

　二人はそれぞれに違った形で、これまでのフェリオを支えてきてくれた。

　その彼女達の幸せを祈りこそすれ、自分の周囲の事情に済なし崩くずし的に巻き込ませたくはない。

　フェリオは溜ため息いきを吐ついた。自分の不ふ甲斐がいなさが、今は嘆なげかわしい。

「──ウルクもリセリナも優やさしいから、俺はつい、甘あまえそうになるけど……でも、彼女達には彼女達の人生がある。ウルクにだって〝ジラーハの神じん師しになる〟っていう夢があったはずなんだ。もし彼女の意志が戻らないままだったら、俺は一生、ウルクを守り続けるつもりだった。でも、今のウルクは元に戻って、また夢を追えるようになった──傍そばにいて欲しいことは否定しないけど、それはきっと、俺のわがままだ」

　続けてフェリオは、黒髪の来訪者ビジターにも言げん及きゆうする。

「リセリナだってそうだよ。あの子はまだ、この世界に来たばかりなんだ。元の世界には戻れないみたいだし、それならこの世界で、自分の生き方をきちんと探してほしい。もしそれが見つかったなら、その時は俺も協力したい。だけどそれには、まだ何年かかかると思う。でも、もし今、貴族達や俺の都つ合ごうで結婚なんてことになったら──将来の彼女の可能性を無視して、今の時点で足あし枷かせを嵌はめるようなものじゃないか」

　フェリオは眼めを閉じた。

　ライナスティは、戸と惑まどうように口くち籠ごもっていた。

　やがて彼は、フェリオの前に跪ひざまずく。

「そんなふうに──考えていらしたんですねぇ……フェリオ様らしいです」

　ライナスティが、苦笑混じりに溜め息を吐いた。

「……これは……ウルク様とリセリナ様にも、改めて相談しないと難しいかな……」

　彼は独ひとり言ごとのようにそう呟つぶやいた。

　その意味をフェリオが質ただそうとした、ちょうどその時──控えの間に、複数の足音が近づいてきた。

「──フェリオ様。ちょっとよろしいでしょうか？　ゴーダ様とハーミット様、それにシルヴァーナ様がおいでです」

　その声は女騎士、ディアメルのものだった。ライナスティも立ち上がり、さきほどまでの込み入った話などなかったかのように、何食わぬ顔でフェリオの傍そばに控える。

　城の外から来たらしいゴーダ達は、無む論ろん、舞ぶ踏とう会かいの客ではない。別件で何か情報が入ったのだろうと、フェリオは気安く扉の向こうに声を投げた。

「あぁ、通してくれていいよ。もう着替えは終わっている」

「……は。失礼いたします」

　やや険けんの強いディアメルの声を訝いぶかりつつ、振りかえったフェリオの視界には──

「……ディアメル、か？」

　思わず、確認してしまった。

　浅黒い肌はだの女騎士は歯を食いしばり、不満を顔中で表現している。

　その身にまとうのは、黒を基調としてフリルの付いたロングスカートに、白いエプロンと同色のカフス、カチューシャ──つまりは、この王宮の侍じ女じよ達が着るメイドの衣装だった。

　肩口から肘ひじにかけて膨ふくらんだ袖そでは優ゆう美びな曲線を描き、引き締まった肩を完全に隠かくしている。慣れない格かつ好こうのためか、そこかしこから初うい々ういしさが滲にじみ出てしまい、日ひ頃ごろの苛か烈れつな印象が覆くつがえるほどの変化を見せていた。
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　しばらくの沈黙の後──

　ライナスティが無言のまま、腹を押さえてひきつけを起こし始めた。

「わ、笑うな！　私だって好きでこんな格かつ好こうをしているわけじゃない！　元はといえば、貴き様さまがラシアン卿きように進しん言げんなどしたから──！」

　ディアメルが凄すさまじい剣けん幕まくで怒りながらライナスティに詰め寄り、その胸むな座ぐらを引っ摑つかむ。

　顔を上げさせられたライナスティは、笑いを堪こらえきれずに涙なみだ眼めになっていた。

「お、ＯＫ、ＯＫ、ディアメル。落ち着いていこう。いや、よく似に合あってる！　まじで！　似合いすぎてて、俺おれもうちょっと……」

　息を詰まらせるライナスティに、ディアメルはすかさず、豪ごう快かいな頭ず突つきをかました。

　鈍にぶい音と共に床ゆかへ崩れ落ちる相あい棒ぼうをほうって、彼女は呆あつ気けにとられたままのフェリオに向き直る。

「これはラシアン卿の指し示じなのです！　会場に警備を置きたいが、物もの々ものしいのはまずいから、私にこんな格好をと……それで仕方なく！」

　心しん底そこから嫌そうに言い訳をするディアメルを、フェリオは不思議に思った。

「でもディアメル。本当に、よく似合っているよ？」

　フェリオは、少しも笑わずにそう告げた。

　ディアメルがたちまち硬こう直ちよくする。

　そもそも彼女は、意外に美人でもある。男勝まさりの言動と態度が印象に強いが、じっと黙っていれば品のある顔立ちをしているのだ。着る服によっては、周囲が驚くほど女性らしく見える。

「ディアメルは元の顔はいいんだから、だいたいどんな服装だって似合うんだよ。確かにその格好じゃ剣は振り回しにくいだろうけれど、会場を警備するためなら仕方ない。見たまんまの騎士がうろうろしていたら、貴族達だって困こん惑わくするだろう」

「……は、はぁ。まぁ……ありがとうございます……」

　フェリオの生き真面目まじめな反応に勢いを削そがれたのか、ディアメルは頰ほおを染めて俯うつむき、連れてきた客のほうを振りかえった。

　ライナスティが壊される過程を呆ぼう然ぜんと見ていた三人は、そこでようやくフェリオの元に歩み寄る。

　まずは大柄な老人、ゴーダ・トレイスが、正面で深ふか々ぶかと頭を下げた。

「ご無ぶ沙さ汰たしておりましたな、フェリオ様。お元気そうでなによりです」

「貴方あなたも健けん在ざいでなによりだ。先のタートム戦でのご助力には、感謝してもし切れない。本当に助かったよ」

　フェリオはゴーダの手を押おし頂いただいて、礼を返した。

　北方民族の玄げん鳥ちようによる支し援えんを取り付けるまでには、シルヴァーナとゴーダによる、長老連への説せつ得とくがあった。フェリオがセブラズ山地へ赴おもむいた時は、ゴーダは別の地を動き回っていたらしいが、彼が果たした役割は小さくないとシルヴァーナからも聞いている。

「フェリオ、互いの挨あい拶さつは後にしよう。私達は用心のために来たんだ」

　艶つややかな銀髪をかきあげながら、シルヴァーナが呟つぶやいた。

「手て短みじかに話すが、この王都に、シズヤに連なる者達が潜せん入にゆうしている可能性が高い。三日前に私達の仲間も一人、殺された」

　それを聞くや、フェリオは唸うなった。

「……穏おだやかじゃないな。ラトロアの間諜スパイが、まだ暗あん躍やくしているってことか？」

「その姿は確認できていないけれどね。最初は取り残された仲間の回収に来たのかとも思ったんだけど……もしまだ、アルセイフの攪かく乱らんを企たくらんでいるとしたら、それこそ要よう人じんの暗殺でも目もく論ろ見みかねない。いまさらに、危険を冒おかしてそんな真似まねをするとは考えにくいが、なにせ奴やつらは人の裏をかくのが大好きだからな。何をしでかしてもおかしくない」

　シルヴァーナはそんな危き惧ぐを口にした。その脇わきで頷うなずくハーミットは、ずっと刀の柄つかに指を添そえている。いざという時、すぐに抜ばつ刀とうできるようにという気構えが見てとれた。

「シルヴァーナ達も警備に回ってくれるのか？」

「貴族を守るつもりはあまりないよ。その点は期待しないほうがいい。ただ、私達も仲間の仇あだは討うちたいからね。今のところは奴らの目的が読めていないから、複数に網あみを張っていて、王宮は私達が担当することになった」

　彼女達の存在は、フェリオにとっても心強い。

「わかった。何か手伝えることはないかな？」

　フェリオが問うと、シルヴァーナはくすりと艶あでやかな笑みを見せた。

「おまえは貴族達の相手で忙いそがしくなるんだろう？　私達に構うどころじゃないはずだ。余よ計けいなことに気を回さなくていいから、ほら──」

　近づく足音に気づいて、フェリオも部屋の入り口に視線を向けた。

「きちんと二人を、エスコートすることだ」

　開いた扉の向こうに、恥はずかしげに立つ二人の少女の姿があった。

　フェリオは思わず、眼めをしばたたかせた。

　復活したライナスティも言葉を失い、床ゆかの上で硬こう直ちよくしている。シルヴァーナが軽く口笛を吹き、ゴーダとハーミット、ディアメルは感かん嘆たんの息を漏もらした。

「あ、あの──フェリオ様、おかしくないですか？」

「……やっぱりちょっと、派は手でだったかも……」

　ほのかに頰ほおを染めて呟つぶやくウルクとリセリナは、ただひたすらに可か憐れんだった。

　水色を基調としたウルクの衣装は、眼にも爽さわやかな印象を放っていた。夏らしく薄い生地を用いたスカートには深いスリットが入り、無地のニーソックスに覆おおわれた脚あしが美しい曲線を描いている。

　そして大きく開いた胸元には、ロセッティから借り受けた首くび飾かざりがあった。澄すんだ水色の宝石は、彼女の白い肌はだや青い髪と調和して、見る者の眼めを否いや応おうなく惹ひきつける。

　一方のリセリナは、薄い桃もも色いろのドレスに身を包んでいる。正面を覆おおう布地は、首の後ろで結んだ紐ひもによって引っ掛けられており、そのために背中の部分は肌も露あらわとなっている。細い肩も露ろ出しゆつしているために妙に艶つやめかしい。

　二の腕から先を覆うゆったりとした袖そでは、ドレス本体からは分割されており、数本の細い鎖くさりでつながれていた。アルセイフでは、珍しい系統の意い匠しようである。

　そして、彼女の艶つややかな黒髪には、ダイヤモンドをあしらった細い髪飾りも添そえられていた。装飾品はこめかみのあたりで、邪じや魔まにならない程度の上品な存在感を放っている。

　そんな二人の並んだ姿に、さすがのフェリオも珍しく緊張を覚えた。

「これは……他ほかの貴族の令れい嬢じようなんて、近づくこともできませんよね……？」

　傍そばのライナスティがごくごく小声で耳打ちしたが、二人に見み惚ほれているフェリオの耳には、その声は聞こえていなかった。

　ウルクが困ったような微笑を見せる。

「そ、そんなに、珍しいものを見るような眼で見ないでください！　一応、少しは恥はずかしいんですから……」

「……私は、かなりです」

　主にウルクは胸元を、リセリナは背中を気にしながら、それぞれにフェリオの視線を意識していた。

　フェリオは慌あわてて視線を逸そらせた。顔が少し赤くなっていることが、自分でもわかる。

「……あ、あぁ、ごめん。よく似に合あってるよ、二人とも。ちょっとびっくりしたぐらいに……」

　額に浮いた汗を無意識に手で拭ぬぐい、視線のやり場に困りながら、フェリオは二人に歩み寄った。

　ライナスティが先に部屋を出る。

「フェリオ様達も、そろそろ会場の方へどうぞ。俺おれは一足先に楽隊と合流しますから」

「では、我々も警備のために身を潜ひそめるとしよう。また後でな、フェリオ」

　シルヴァーナとハーミット、ゴーダの三人は、微笑ほほえましげな視線をフェリオ達によこして、すぐに何処どこかへと消えた。

　メイド姿のディアメルも、給きゆう仕じの補ほ佐さへと赴おもむく。

　それと入れ替わりに現れたのは、政せい務む卿きようのアゴール・カリウスだった。

　挨あい拶さつもそこそこに、小柄な官僚はウルクとリセリナを手放しで賞しよう賛さんした。

「いや、これはお美しい！　今宵こよいのフェリオ様はまさに、両手に華はなですな」

　堅かた物ぶつの政務卿らしからぬ冗じよう談だんに、フェリオは苦笑した。

　確かに両手に華はなだが、その華が美しすぎるがために、自分は彼女達の後ろに隠かくれてしまいそうな気もする。それはそれで楽だが、かといってウルクやリセリナだけに貴族達との応対を任せるわけにもいかない。

　アゴールの話では、すでに貴族達は集まり始めているらしい。主役のブラドーももう少しで来るらしく、フェリオにはその前に、会場へ入って欲しいとのことだった。

　フェリオはウルクとリセリナを左右に連れて、アゴールの先導で広間へと向かった。

　おそらく貴族達の視線は、さきほどのフェリオ達と同様、左右の二人に集中するだろう。

　そしてウルクとリセリナが、それに対して困こん惑わくすることも予想できる。彼女達はおそらく、自身の外見が人にもたらす影響を過小に評価しているのだ。

　そしてフェリオのこの予想は、ほんの数十秒後に、寸すん分ぶん違たがわぬ形で的中することとなった。
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　慣れない状況に戸と惑まどいながら、リセリナは〝舞ぶ踏とう会かい〟の広間に立っていた。

　彼女にとって、そこは異質な空間だった。

　元にいた世界では、もちろんこんな催もよおしに出たことはない。立食パーティーくらいならば理解の範はん疇ちゆうだが、貴族達との社交などはまるで未知のことである。

〝……だ、大丈夫かな……〟

　不安は憂うれいとして表情に出た。

　その様子が、微笑ほほえましい初うい々ういしさとして他人の眼めに映ることに、リセリナ当人は気づいていない。

　会場には、貴族だけでなく有力な官僚も含め、すでに二百人以上が集つどっていた。ウィスタルは療養のためこの場にいないが、彼のように民間から登用された者でも、立場が上がればこうした場には呼ばれる。そうした者達は貴族と異なり〝領地〟をもたぬために、世せ襲しゆうで地位を継ぐことはない。

　各貴族の当主とその妻は社交のために、その息子むすこや娘は、有力者との結婚につながる縁えんを求めて、こうした場に現れる。

　誰だれもいない時には〝無む駄だに広い〟と思われた大広間が、たちまち手て狭ぜまな場所へと変へん貌ぼうした。

「いや、フェリオ様、両手に華はなとはこのことですな。どちらの方かたもお美しい──この世のものとは思われぬほどです」

　アゴールと同じことを大おお袈げ裟さに言った中年の貴族が、ウルクとリセリナを興味深げに交こう互ごに見つめた。

　その視線にも、リセリナは羞しゆう恥ちを覚える。ウルクから〝絶対に似に合あう〟とおだてられて選んだ衣装は、確かに似合ってはいたかもしれないが、やや人目を惹ひきすぎる気がした。

　フェリオの周囲には今、人ひと垣がきが出来ている。少し息苦しいくらいの密集だったが、彼らの興味はウルクとリセリナにはもちろん、〝これから有力者となる〟フェリオとの関係強化にも向いていた。

「これでは、他ほかの娘むすめ御ごに興味が向かないのも当然ですな。私ももし叶かなうことなら、当家の娘などフェリオ様のお傍そばにと思っていたのですが……」

　これは以前、フェリオに娘の肖しよう像ぞう画がを送ってきた貴族の一人だろう。

　フェリオは微笑を交えてそつなく返す。

「マーケス卿きようのご令れい嬢じようは、私のような粗そ忽こつ者ものにはもったいないでしょう。よきご縁が山ほど舞いこんでいると伺うかがいました」

　フェリオは愛あい想そよく無礼にならない程度に、しかし決しておもねることはなく、淡たん々たんと彼らの相手をしていた。

　おそらく本人は無意識にやっていることなのだろうが、こうしたあたりの度ど胸きようは、やはり王族ならではのものだと思う。

　別の貴族が脇わきから口を挟はさんだ。

「実は当方の娘も、フェリオ様には淡あわい恋心をもっていたようでして……しかし、相手が神しん姫きの妹君ぎみと、天が遣つかわした戦せん姫きとなれば、これは無む理りですかなぁ……」

　さりげなくリセリナの枕まくら詞ことばが増ふえていたが、いったいどんな大おお仰ぎような噂うわさが流る布ふしているのか、あまり考えたくなかった。

「ところでリセリナ様は、どちらのご出身なのですか？」

　貴族の一人、長身の青年が問いかけてきた。

　リセリナは、前もって言われていたとおりに答える。

「はい。サンクレット家の領内の、奥まった田舎いなかのほうです。神しん官かんだった両親が亡なくなりまして、親しん交こうのあったフォルナムのレミギウス様を頼り、そこでフェリオ様と知り合いました」

　クラウスの領地を偽にせの出身地としたのは、その広大さゆえに、場所の特定をさせにくくするためだった。セブラズ山地に近いその領内では、山やま裾すそに小さな集落がいくつも散っている。王都からは距離があるために、田舎としての認識も定着していた。

　貴族の青年は納なつ得とく顔がおで頷うなずき、ウルクにも視線を移した。

「しかしウルク司し祭さいも神官、リセリナ様も神官──神殿との交こう誼ぎが深まるのは喜ばしいことですが、やはり将来的には、フェリオ様はもうお一人ぐらい、貴族の令れい嬢じようを迎えられてもよいかもしれませんな」

　彼らの頭の中では、ウルクとリセリナはすでに確定しているらしい。

　フェリオが貴族の青年に苦笑を向ける。

「今のことさえまともに決めていないのに、そんな先のことはわかりません。私は、自分の相手は自分で決めたいと思います。お気き遣づかいはありがたいのですが、そういったお話には、軽々しく乗ることはできません」

　フェリオはそう明言した。やや厳きびしい言葉だが、表情を柔やわらかくすることで上手うまくごまかしている。

　老齢の貴族がにこにこと頷いた。

「なるほど、それもそうですな。私の孫などは今、八歳です。あと十年もすればきっと、年とし頃ごろになることでしょう。その時に改めて、お願いにあがるとしましょうかな」

　それは冗じよう談だんめかした言葉だったが、リセリナは嫌けん悪お感かんをもった。まるでその孫を政治の道具として扱うような言である。

　フェリオはそれを笑い流した。

「ヤヌス卿きようのご令嬢は、幼いながらもとても可愛かわいらしい方かたと伺うかがっております。年頃になれば、ご令れい嬢じように好意を寄せる方かた々がたがたくさん現れることでしょう。その方々から決闘を申し込まれるような事態は、私としてはご遠えん慮りよしたいところです」

　その冗じよう談だんに、貴族達は揃そろって笑いを漏もらした。

　冗談であると同時に、それは明確な〝拒きよ絶ぜつ〟の言葉でもある。

　老貴族は微笑を崩さぬままに一礼し、〝それでは〟と別の貴族の元へ動いた。一いつ緒しよになって、他ほかの貴族達も挨あい拶さつのために流れていく。

　それと入れ替わりに、フェリオ達の元へは、ベルナルフォン・レスターホークとクラウス・サンクレットらが歩み寄って来た。他の貴族達は彼らに遠慮して場を譲ゆずったものらしい。

　二人の青年貴族は、それぞれに武ぶ官かんらしい礼服を着ていた。あまり華か美びではないが、凜り々りしく堅実な雰ふん囲い気きを漂わせている。

「話し中に、お邪じや魔までしたかな？」

　ベルナルフォンが問うのへ、フェリオが首を横に振って応じた。

「むしろ助かったよ。まさか十年後の約束まで、取り付けようとするとは思わなかった」

　クラウスが苦笑する。

「ヤヌス卿きようは気の長い策さく略りやくがお好きですからね。しかし、上手うまく切り抜けられましたようでなによりです。あの方かたもしつこいところはありますが、さほど悪い方ではありません。ただ──今の話は少し聞こえていましたが、さすがに露ろ骨こつでしたね。リセリナ様も、嫌な思いをされませんでしたか？」

　今の貴族への嫌けん悪お感かんを顔に出さぬようにしていたリセリナだったが、クラウスの眼めには見破られてしまったらしい。リセリナは慌あわてて否定する。

「いえ、別にそんなことは──」

「今は正直になっても大丈夫ですよ、リセリナ様。しかし周到なことですな。さきほどの会話は、あらかじめ決めておいたものでしょう」

　ベルナルフォンが鼻を鳴らした。クラウスも細い眼をさらに細める。

「今、フェリオ様とお話をされていた貴族は全員、同じ派は閥ばつの者達です。最初のマーケス卿ともう一人が、〝今〟が適てき齢れい期きの娘をフェリオ様に勧すすめて断られ、二人目の若い貴族は神しん官かんだけでなく貴族からも娶めとるべきと勧め、最後のヤヌス卿は十年後の話を──見事な連れん携けいです。惜しむらくはその連携を、軍ぐん務むや政せい務むの面で見せていただきたいものですが……」

　クラウスが溜ため息いきを吐つき、リセリナは内心で呆あきれ返った。

「あの……失礼ですが、貴族の方々って、有力者との結婚のことしか考えない方が多いのでしょうか？」

　隣のウルクにこっそり問うと、彼女は軽く肩を竦すくめた。

「こういう場所ですから特にそうなってしまう面もあるはずですが……そもそも狭せまい世界でしょう？　結婚て、有力貴族との縁えんを結ぶには、とても手てっ取とり早ばやくて効果的なんです。特にフェリオ様は──」

　ウルクがフェリオを見つめた。フェリオは疲れたように小さく頷うなずく。

「俺おれにはほら、母方の家がないも同然だろう？　だからああいう人達からすると、取り入りやすいと思うらしい」

　フェリオもまだ十六歳と若い。上手うまく操あやつって傀かい儡らいにできれば──貴族の間にそんな思おも惑わくがあることは、リセリナも承しよう知ちしていた。

「なんだか俺の事情に二人を巻き込んでいるみたいで──悪いな」

　フェリオが苦しげに呟つぶやくのへ、ウルクが微笑を向ける。

「いいえ。私はむしろ嬉うれしいくらいですわ。リセリナ様もそうでしょう？」

　ついさきほど、ソフィアもいる場所で、リセリナはウルクに泣かされたばかりだった。その記憶も鮮せん烈れつな今は、照てれ臭くさくて曖あい昧まいな笑顔しかつくれない。

　そのままベルナルフォンやクラウスと世間話をはじめると、やがて老ろう将しようバロッサ・アーネストや、タートム戦でベルナルフォンの副官を務めた青年貴族、サンベル・フラナーなども集まってきた。

　そして、その後ろに控えるように立っているのは──バロッサの娘、ソフィア・アーネストである。

「ソフィア様！　おいでになったんですね」

「はい。せっかくお誘いいただきましたので」

　スカートの裾すすに気をつけながら歩み寄って、リセリナはその手を握った。ウルクも優ゆう雅がにそこへ続く。

　微笑を浮かべたソフィアは、黒く地味なドレスに身を包んでいた。さすがに喪も服ふくではないが、やはり華か美びに着飾る気分にはなれなかったに違いない。

　ほんのりと薄く化け粧しようをし、唇には派は手でにならない程度の紅べにを引いていたが、慎つつましやかなその姿は、逆にその場では目立っていた。

　童どう顔がんではあるが、そうして落ち着いた服装をするとやけに大人おとなびて見える。事実、彼女はリセリナやウルクよりも三つほど年上だった。もっとも、気き取どったところがないだけに、実年齢よりもさらに若く見えてしまい、リセリナ達と並んでもどちらが年上かわからない。

　それぞれが挨あい拶さつを済ませていくうちに、上かみ座ざで動きが起きた。

　広間の奥に控えた楽隊の演奏が、一度止まり、すぐに重厚かつ雅みやびやかな曲を流しはじめた。それはアルセイフの国歌らしい。

　外がい務む卿きようラシアンを従えて、国王、ブラドー・アルセイフが、大広間へと入ってきた。

　話し込んでいた貴族達も沈黙し、一いち様ように向き直って直立する。

　リセリナもそれに倣ならった。

　ブラドーは常と変わらぬ柔やわらかな微笑をその表情に湛たたえ、透すき通るような声を広間に響かせる。

「まずはご多た忙ぼうの折に、招待に応じていただいたことに感謝する。今宵こよいはゆっくりと、互いの親しん交こうを深めていただきたい。あまり長々と挨あい拶さつをするのも気が引けるから、すぐに終わるけれど──一つだけ、いいかな」

　高い位置に立つブラドーの眼めが、一瞬だけフェリオに注がれた。

「──皆も知ってのとおり、僕は即位したばかりの王だ。今だから言うけれど──僕は、本当は即位するつもりなんてなかった」

　会場がわずかにどよめいた。リセリナも驚いてフェリオを振りかえったが、しかし彼は、少しも動どう揺ようしていない。兄を信じきっている様子で、ただその声を聞いている。

　ブラドーは温和な眼まな差ざしで、広間を端から端まで見渡した。

「僕は体が弱いし、意志もそんなに強くない。さして知ち略りやくが働くわけでもなければ、自じ慢まんできるような武力もない。でも、そんな僕を強く支持してくれたのが、弟のフェリオだった」

　貴族達の眼差しが、一いつ斉せいに注ぐ。広間にいる誰だれもが、その瞬間、フェリオの存在を意識していた。

「彼の期待に応こたえられるような王になれるか、まだわからないけれど……でも僕も、この国を愛する心だけは、確かに持っている。これは諸しよ卿けいも同じことだろう。まだ未み熟じゆくな王だけれど、これからどうか、支えてもらいたい」

　肩かた肘ひじを張らずにそう告げたブラドーに向けて、満場の拍はく手しゆが捧ささげられた。

　リセリナの目の前で、フェリオも嬉うれしそうしている。

　やがて演奏が曲を変えて始まり、国王を迎えた舞ぶ踏とう会かいは、ようやく本番となった。

　舞台を降りたブラドーの周りにも、すぐに貴族達が集まっていく。バロッサもソフィアを連れて、ひとまず挨拶に向かった。ソフィアを強く招いたのはブラドーである。まず先に挨拶に向かうのが礼儀といえた。

　彼らの背を見送って、リセリナはフェリオに囁ささやいた。

「意外にざっくばらんなんですね。舞踏会って、もっと堅かた苦くるしいものかと思っていました」

「そもそも親交を深めるための場だからな。国王や高位の貴族とも話ができる、滅めつ多たにない機会だ。そんなに格式ばっていたら、話もできないからね」

　フェリオはそう答えた。その視線は、何故なぜかリセリナから逸それている。

　リセリナは首を傾かしげた。いつもフェリオは、話をする時は相手を見ていることが多い。

　少し観察すると、リセリナだけでなく、フェリオはウルクからも視線を逸らしているように見える。そしてその横顔は、少し赤い。

　ベルナルフォンが話題を変えて呟つぶやいた。

「しかし、なんと申しますか──ウルク様とリセリナ様の傍そばには、他ほかの貴族のご令れい嬢じようがものの見事に寄って来ませんな。寄ってきて嫌いや味みを言われるよりは、ずっといいことですが……」

　ウルクがかすかに目許を歪ゆがめた。

「というと……嫌われてしまったのでしょうか？」

　青年貴族のサンベルが、ごくごく小声にベルナルフォンの言を補ほ足そくした。

「いえ、単純に近寄れないんですよ。だってほら、お二人と並ぶと、比べられるじゃないですか。こういう場所に来られるご令れい嬢じよう方がたは気き位ぐらいの高い方が多いですから……」

　リセリナはたちまち頰ほおを赤くした。ウルクが慌あわててサンベルの言を否定する。

「そんな！　だって皆さん、とてもお綺き麗れいです」

「お二人の前ではどうしたって霞かすみます。滅めつ多たなことでは動じないフェリオ様でさえ、まともに眼めを合わせられない様子じゃないですか」

　サンベルの言は、冗じよう談だんではなかった。リセリナもようやく、フェリオが自分達をあまり見ない理由に気づいた。要するに彼は、照てれているらしい。

　フェリオもこれを否定しない。

「いや、眼のやり場に困るっていうか──つい、見み惚ほれちゃいそうでさ。かといって、あんまり貴族達の前で無ぶ様ざまなところも見せられないし……」

　ウルクが嬉うれしそうに微笑ほほえんで、フェリオをからかうようにその正面に回った。ややもすると覗のぞきそうな胸元から、フェリオが必死に眼を逸そらしているのがリセリナにもわかる。

「あら、フェリオ様がそんなふうに思ってくださるなんて……少し冒険した甲斐かいがありましたわ。ね、リセリナ様？」

「……私はちょっと冒険しすぎたかなぁ、と、後こう悔かいしているところなんですが……」

　周囲の視線を気にして、リセリナは苦にがい笑みを浮かべた。神しん官かんのウルクは、こうした華か美びな衣装に憧あこがれていたらしい。ドレスを選んでいる間も、とても楽しそうだった。

　それに流される形で、リセリナも背中の大きく開いたドレスを選ぶように勧すすめられたが──正直なところ、さきほどから貴族達の好奇の視線が痛い。

「……失礼します。お飲み物をお持ちしました」

　メイド姿のディアメルが、そっと飲み物を運んできた。ベルナルフォンが、トレイの上のグラスに手を伸ばす。

「あぁ、ありが……う、うわ!?」

　ただの給きゆう仕じと思っていたらしいベルナルフォンは、その娘がフェリオの腹ふく心しんの騎士であることに気づくや、弾はじかれたように後ずさった。クラウスも細い眼を見開き、ディアメルを見つめる。

「き、騎士の……？」

「いいえ、他人の空そら似にです」

　不ふ機き嫌げんなままの声でディアメルはそう応じたが、リセリナやウルクは苦笑するしかない。

　ベルナルフォンは、着飾ったリセリナやウルクを見た時よりもよほど驚いた様子で、ディアメルの頭から爪つま先さきまでを眺め回した。

「こ、これは、化ばけたものだな……いや、失礼。よくお似に合あいだ」

「それは、私に決闘を申し込んでいると解釈してよろしいのでしょうか？」

　メイドにあるまじき暴ぼう言げんを吐きつつも、ディアメルは甲斐かい甲斐がいしく働いている様子だった。少なくとも傍はた目めには、ほとんど違い和わ感かんがない。他の者達と比して浅黒い肌はだは目立つが、周囲の若いメイド達からは羨せん望ぼうに似た眼まな差ざしさえ向けられていた。

　ウルクがリセリナに耳打ちをした。

「……〝お姉様〟とか呼ばれそうなタイプですよね？」

「あぁ、それはわかる気がします……」

　少女二人がそんな無む駄だ話ばなしをしていることには気づかぬまま、ディアメルはその場の面子メンツに飲み物を渡していく。

　ベルナルフォンがフェリオに問いかけた。

「……新しい副業なのですか？」

「いや、警備のためだよ。ディアメルだけじゃない。ライナスティもほら、あそこに──」

　フェリオが、演奏に勤いそしむ楽隊のほうを指差した。リセリナもその方向へ視線を向ける。

　リセリナが眼めを凝こらした先には、指揮者の傍そばでバイオリンを弾ひく彼の姿があった。

　流れるようなその手つきは、とても一朝一夕のものではない。

　そういえば──控えの間にいた時のライナスティは、黒の礼服を着ていた。何故なぜかと不思議に思っていたが、どうやら楽隊の人々と合わせるためだったらしい。

　クラウスが眼を見張った。

「これは驚きました。あんなところに……あれはまさか、本当に演奏しているのですか？」

　その問いには、フェリオが事もなげに応こたえる。

「あぁ、バイオリンが得とく意いらしいよ。楽隊の連中とも仲がいいみたいだ」

　ディアメルが忌いま々いましげに溜ため息いきを吐ついた。

「あの男だけは、どこでどういう育ち方をしたのか、未いまだによくわかりません。本人は商家の三男坊だと言っていますが、どこまで本当のことだか──」

「はぁ……多芸多才な方かたなのですね？」

　ウルクが感心したように言ったが、リセリナもまったく同じことを思った。妙な知識に詳くわしい上に、彼には特技が多すぎる。

「ああいうのは器き用よう貧びん乏ぼうというのです。では、失礼します」

　ディアメルが颯さつ爽そうと踵きびすを返し、仕事に戻る。

　リセリナは飲み物に口をつけた。少しばかりの苦にが味みと、焼けるような感かん触しよくが喉のどに染しみる。どうやらアルコールらしい。せっかくの飲み物だったが、リセリナは飲まずにおくことにした。

　傍かたわらのウルクは、平気な顔でそれを飲み干してしまう。

「俺おれ達も兄上のところに挨あい拶さつに行こうか？　ウルクとリセリナを見たら、兄上もきっと驚くよ」

　フェリオが先導して歩き始め、リセリナとウルクは、そのすぐ後ろからついていった。

　それと察して貴族達が道を開けたが、彼らのひそひそと囁ささやき交わす声が、リセリナの耳にも聞こえた。

〝あちらが神しん姫きの妹君ぎみで──〟

〝あちらが噂うわさの戦せん姫き、ですか。いや、とても戦場で戦うような者には見えませんな？〟

〝所しよ詮せん、講談師達の作り話でしょう。あんな可か憐れんなお方かたが、剣など持つようには思えません〟

〝いやいや、私は信頼できる筋すじから聞きましたぞ。まさに天が遣つかわしたとしか思えぬようなご活躍だったとか……〟

〝しかしフェリオ様も隅すみに置けぬ方だ。政局から離れていらしたかと思えば、いつの間にあんな佳か人じんを二人も──〟

　注目を浴びていることはわかっているつもりだったが、露ろ骨こつにそれが聞こえてくると、さすがに気き恥はずかしいものがある。

　泰たい然ぜんとして歩を進めるウルクを横目に、リセリナも背筋を伸ばした。

　おそらく貴族達は、リセリナを通して、フェリオの姿も一いつ緒しよに見ている。自分が見苦しい真似まねをすれば、それはフェリオの恥はじになってしまうはずだった。

〝失敗しないようにしなきゃ──〟

　そんなことを思いながら、リセリナは努つとめてゆっくりと息を吐いた。
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　大広間を遠とお目めに望む木こ陰かげに、〝その二人〟はじっと控えていた。

「……エイミー、意外に厳げん重じゆうな警備だよ。期待どおりだね？」

「はぁ……よかったですね」

　主あるじのメビウスの嬉うれしげな声に、エイミーは冷たく応じた。

　彼の扱い方は、だいたいわかってきたつもりである。

　仕える主ではあるが、多少の無礼をむしろ喜ぶ性質らしく、うわべだけを取とり繕つくろった応答をすることにはあまり意味がなかった。正直な感情を見せたほうがいいと見切りをつけて、肩かた肘ひじを張るのをやめたのは、つい三日前のことである。

　メビウスは、それこそ貴族のような姿でこの場に訪れていた。

　ギャザーつきの絹きぬのシャツの上に、豪ごう奢しやな金の刺し繡しゆうの目立つ、黒いジャケットを羽は織おっている。カメオのブローチまで身につけて、まさに気分は舞ぶ踏とう会かいへと赴おもむく貴族に近い。もっともその顔には、やはり仮か面めんがついている。舞踏会は舞踏会でも、仮面舞踏会ならさらに似に合あいの扮ふん装そうだった。

　一方のエイミーは、着飾るつもりなど毛もう頭とうなく、いつもの黒くろ装しよう束ぞくに身を包んでいる。

　メビウスが残念そうに、そんなエイミーを見つめた。

「できれば君をエスコートしたかったな」

「冗じよう談だんも結構ですが、これからどうするのか、決めてください。ここまできてなお、行き当たりばったりでは困ります」

「そこは〝臨りん機き応おう変へん〟と言って欲しい」

　木こ陰かげから、メビウスは広間をじっと眺めていた。

「エイミー、ごらん。やけに綺き麗れいな子がいるよ。あれが……ウルク司し祭さいとリセリナかな？」

　エイミーも遠とお目めに確認した。

「そうです。中心にいるのが王弟のフェリオ・アルセイフですね」

　メビウスがふと、声を潜ひそめた。

「まだ、ずいぶんと子供っぽいね？」

「十六歳だそうですから」

「なるほど。だが──妙な胸むな騒さわぎを覚える」

　メビウスが嬉うれしそうに言った。

「こうして遠目に見ているだけでも、興きようをそそられるものがある。あれがカシナート司し教きようを変へん節せつさせた少年か──是ぜ非ひ、話をしてみたいな」

「話したいだけなら、別の日にこっそりいらしたらどうです？」

　吞のん気きな会話を交わしつつ、エイミーは周囲をさっと見渡す。

　大広間に接する庭には、騎士らしき人影がいくつも散っていた。彼らの緊張ぶりからして、どうやらマグナス・グレナデンは、暗殺予告の件で上層部の誰だれかに泣きついたらしい。マグナス自身の姿は舞ぶ踏とう会かいには見えないが、おそらくは何処どこかで騎士達に守られているのだろう。

　メビウスは嬉しそうに、その人々を見渡していた。

「さて、どうしようかな。いきなり乱入してみるかい？」

　あり得ないことを言う。

　エイミー達の目的はあくまで〝アルセイフの混乱〟だが、あまりに露ろ骨こつにラトロア側の手で要よう人じんを殺しすぎると、逆に国内に残った勢力の結けつ束そくを招きかねない。その結果、ジラーハとの同どう盟めいが進み、アルセイフが全面的にラトロアと敵対するようなことになると、これは完全に逆効果である。

　あくまでアルセイフの混乱により、ジラーハとの関係を狂くるわせることが前提だった。

　エイミーはそのことを含めて、きっちりと上官に進言する。

「乱入の前に、まず目的をはっきりさせてください。マグナスが暗殺予告の件を上層部に話したと仮か定ていするなら、彼に要人暗殺の濡ぬれ衣ぎぬを着せることはできません。そして血けつ縁えんのことについても、現状、王宮内で噂うわさになっている様子はありません。そして、王弟やウルク司祭への警備は、逆に厳きびしくなっていることが予想できます。乱入するには騎士達と、それに来訪者ビジターのリセリナも厄やつ介かいです。ひょっとしたら──北方民族の者達も罠わなを張っているかもしれません。私なら無む理りをせずに出直しますが──」

　そうは諫いさめても──メビウス当人が暴あばれたがっていることは、とうに理解している。その返答は予測できた。

「出直す？　むしろせっかくの機会じゃないか。私は会ってみたいんだよ、あのカシナートを変へん節せつさせた王弟に──警備が厳しいなら、それを搔かい潜くぐる楽しさも味わえる。問題なんて何もないじゃないか。マグナスが意外に踊ってくれなかったことは、少し残念だけれどね」

　エイミーは嘆たん息そくした。障しよう壁へきを自ら高くして喜ぶような神経は、おそらくシズヤでも持ち合わせていない。

「警戒している相手を出し抜いて笑う──これがやめられない快感だ。シズヤはこの欲求を理解してくれるんだけど、君は──」

「私は堅けん実じつ派はですので。で、どうされるのです？」

　エイミー達の視界では、舞ぶ踏とう会かいが盛り上がっていた。フェリオやウルク、リセリナの周囲にも貴族達が集まり、何やら会話を交わしている。

　楽しげには見えるが──笑顔で腹を探り合うような妙な緊張感も、そこには漂っていた。

　メビウスはくすりと笑った。

「私は彼と、ゆっくり話す機会を持ちたいな。少し様子を見ていよう」

「わかりました。では私は控えます」

　鷹おう揚ように頷うなずいて、仮か面めんの男はその場の闇やみに佇たたずみ続けた。

　庭にいる警備の者達は、誰だれもその存在に気づかない。

　エイミーは黙って、メビウスの次の指し示じを待った。
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　貴族達に取り囲まれたフェリオは、さすがに辟へき易えきしていた。

　リセリナとウルクを巡る貴族達の好奇心は、予想以上のものだった。「どちらが正せい妻さいとなるのか」という質問を筆ひつ頭とうに、リセリナの素す性じようや神殿でのこと、ウルクのいるジラーハのことなど、話題の種たねはいくらでもある。

　邪じや険けんに返すわけにもいかず、一つ一つの質問を時に切り返し、時に受け流して、フェリオは二人を守る盾たてのような存在になっていた。

　そして話は、ウルクの実家のことにも及んだ。

「ウルク様のお父上のマディーン司し教きようも、アルセイフに滞たい在ざいされていた時期がありましたが……ウルク様はその頃ころから、フェリオ様に好意を？」

　フェリオの傍かたわらで、ウルクはにこにこと愛あい想そよく応じた。

「はい。フェリオ様とは、とても親しくさせていただいておりました。ジラーハに戻ってからもずっと文通を続けていまして──カシナート司し教きようがフォルナムへ行かれるということで、無む理りに同道を願ったのです。久ひさ方かたぶりに、お会いしたかったものですから──」

　頰ほおを染めて呟つぶやいたウルクは、空からになったグラスを給きゆう仕じの娘に返し、新しいグラスを手にとった。

　フェリオはふと、違い和わ感かんを覚えた。

　さきほどからウルクが飲んでいるのは、おそらくは酒である。だが──それにしては、飲んでいる量が妙に多い気がした。

「ウルク、そろそろ飲み物は……」

　ウルクの顔色はさほど変わっていないが、フェリオは不安を感じて止めることにした。

　彼女はしかし、にっこりと微笑ほほえんで拒きよ絶ぜつする。

「ご心配なく、私、お酒は大丈夫みたいですわ。初めて飲みましたけれど、なんだか気持ちよくって……」

　フェリオは眼めをしばたたかせた。ウルクの飲み方は、まるで水を飲むようだった。〝初めて〟でそんな飲み方をして、無事に済むとは思えない。

　老齢の貴族が苦笑した。

「そういえば、お父上のマディーン司教も酒がお好きでしたなぁ──少しも強くない癖くせに、よくお飲みでした。いつぞやなど、酔よって暑いと言い、その場で服を脱ぎはじめて大騒ぎに……」

「まぁ、父上が？　でもそういえば、暑いですわね」

　ウルクが何の照てれもなく、衣装の胸元を指先で広げようとした。

　フェリオは驚いて、すかさず脇わきから彼女の手を押さえる。すんでのところで無作法は免まぬかれた。

　ウルクの息は、相当に酒を含んでいる。

　老貴族が思い出話に語った彼女の父親の行ぎよう状じようが、フェリオの嫌な予感を加速させた。

「……ウルク、ちょっと休もうか。──皆さん、少し席を外はずします。リセリナも、悪いけど一いつ緒しよに来てくれ」

　フェリオはウルクの腕を抱え、そそくさと包囲を抜け出した。

　リセリナも貴族達に会え釈しやくを送りながら、その後に続く。

　見送る貴族達も相当に酔いがまわっており、この程度のことでは動じない。

「なるほど、フェリオ様はお優やさしいですな」

「あれだけのご器き量りようです。フェリオ様にしてみれば、いくら大事にしてもしすぎるということはないのでしょう」

「いやはや、これはいよいよ、割り込む隙すきはなさそうですな──」

　貴族達の吞のん気きな会話を背に聞きながら、フェリオはウルクを広間の外にまで連れて行った。

「フェリオ様、どうしたんですか？　私は酔よってなんていませんよ？」

「酔っている人はみんなそう言うんだよ。騎士団の連中もそうだった」

　貴族達に囲まれている時には気づかなかったが、歩くと彼女はわずかによろけた。フェリオを見つめる眸ひとみも、今はやけに艶つやっぽい。

「ウルク様、フェリオ様のおっしゃられるとおり、少し休みましょう？　私も疲れてしまいました」

　気を利きかせたリセリナがそう諭さとした。

「リセリナ様はお疲れなのですか──？　じゃあ、私が子守唄を歌ってあげます。さ、寝室に参まいりましょう」

　明らかに言っていることがおかしい。

　どうやら顔色には出にくいらしいが、ウルクは完全に酔っていた。

　フェリオは、彼女をきちんと見ておかなかったことを後こう悔かいした。見ていれば、酒しゆ量りようがおかしいことにもっと早く気づいていたかもしれない。

　フェリオはすぐに、ウルクを控えの間に連れていくことにした。

　その間にも酒がどんどん回ってきたのか、ウルクの身はぐったりと脱力してくる。

　廊下の途中から、フェリオは彼女の身を両手に抱かかえ上げた。細いウルクの身は軽かったが、そうすると目の前に露あらわな胸元が見えてしまう。そこから必死に眼めを逸そらして、フェリオはリセリナに指し示じをした。

「リセリナ、着替えを頼む。それと侍じ女じよに言って、水を用意させてくれ」

「はい、すぐに」

　衛兵達が心配げに見守る前を通過し、広間から程近い部屋に運び込む。

　高価な照明をふんだんに使った大広間とは異なり、夜の控えの間は薄暗い。灯あかりはランタンが数個、天てん井じようから下がっているだけである。

　さきほどまでは夕方で、太陽の光も差し込んでいたが、今は完全に夜を迎えていた。

　大きなソファの上にウルクをひとまず寝かせると、彼女はぼんやりとした眼で天井を見上げ、小声に呟つぶやいた。

「……フェリオ様？　なんだか頭が……ぐらぐらします」

「飲み過ぎたんだよ。初めてであんな飲み方をしたら、誰だれだってそうなる」

　アルセイフの法では、未成年でも酒は特に禁じられていない。だが同時に、大人おとなになるまでは自主的に控えるのが良識として定着している。

　あるいはウルクも──表面上は平気な振りをしていたが、緊張していたのだろう。それで気を大きくしようと、酒の勢いに頼ってしまったのかもしれない。なにせ彼女にとって、アルセイフは知る者の少ない他国である。

　フェリオは上着を脱ぐと、寝かせたウルクの上にそっと掛けた。それでようやく、彼女とまともに眼めを合わせられるようになる。

　ウルクはぐったりしたまま、嬉うれしそうにくすくすと笑った。

「フェリオ様って、優やさしいから大好きです」

　酔よっ払ぱらいの放言と弁わきまえつつ、フェリオはつい、頰ほおを赤くした。普ふ段だんのウルクなら、こんな表情でこんなことは口にしそうにない。

「ありがとう。でもこういう状況なら、誰だれでもこうすると思うよ」

　ソファから落ちたウルクの脚あしを上に戻しながら、フェリオは溜ため息いき混じりに告げた。

「そうですか？　私だったら……」

　ウルクの手が、不意にフェリオの頰に添そえられた。

　そのま彼女は、フェリオの顔を自分の正面にぐいっと運ぶ。

「こうしますけど」

「……ウ、ウルク？」

　見詰め合って、フェリオは困こん惑わくした。真上から覗のぞき込む形となったウルクの眼つきは、明らかに尋じん常じようでない。にこにこと微笑ほほえんではいたが、眸ひとみは深い憂うれいと親しみを同時に湛たたえ、フェリオをじっと見み据すえている。

「フェリオ様と二人っきり──これはきっと、夢ですよね？　だって、こんなに体がふわふわしてるんですもの」

「それは酔って……うわっ!?」

　ずり落ちた上着を掛け直そうとしたフェリオを、ウルクが強く抱き寄せた。

　元から不安定な姿勢だったために、フェリオはそのまま体勢を崩してしまう。

　自分がどこにいるのか、一瞬わからなくなった。

「ふふっ……フェリオ様、かわいい……」

　頰に触れる妙に柔やわらかい感かん触しよくと甘あまい匂においに、思し考こうが停止する。

　ウルクはフェリオの頭を、力強く両手にぎゅっと抱きしめていた。

　ちょうど目の前、それこそ額が触ふれるほどの位置に、青い宝石の首くび飾かざりがある。

　フェリオはようやく、自分がどこに顔を埋めているのか理解した。

「──!?」

　声も出せずに、慌あわてて起きあがろうとする。

　しかしウルクは、回した腕を解こうとせず、逆にフェリオに寄りかかるようにしてその身を起こした。

　両手を背後について支えながら、フェリオは声を震わせる。

「……ウ、ウルク、正しよう気きに、戻……」

「暴あばれちゃだめです。おとなしくしていてくださいね……」

　ウルクが囁ささやき──

　フェリオの首筋にしがみつくと、彼女は有う無むを言わせずに唇を重ねてきた。

　フェリオは眼めを見開く。真正面に眼を閉じたウルクの顔があり、唇には確かに、彼女の唇が重なっていた。その柔やわらかさが妙に現実離れして感じられ、フェリオは硬こう直ちよくした。

　ウルクの息使いが感じられる。互いの体温が服を越えて伝わり合い、その心臓の鼓こ動どうも肌はだを通して伝わった。

　廊下に面した扉が、不意に開いた。

「失礼しま……」

　その声は途中で、不自然に止まった。

　しばらくの、時が止まったような沈黙の後──やがてウルクが唇を離し、フェリオにぎゅっと抱きついた。

「…………ご、ごめんなさいっ！」

　まさにその瞬間に訪れてしまったリセリナは、甲かん高だかく叫んで踵きびすを返した。

　扉は勢いよく閉じられた。

　フェリオには、まだ事態がよく飲み込めていない。リセリナが今、〝どんな光景〟を見たのか──そのことに思いが至るや、フェリオは慌あわてて、ウルクに抱きつかれたまま立ち上がった。

「リセリナ！　違……」

「……違うんですか……？」
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　すぐ耳元で、ウルクが囁ささやいた。フェリオははっとする。

　ウルクは真正面から、真しん摯しな眸ひとみを向けていた。その青い眸に吸い込まれそうな錯さつ覚かくを覚えて、フェリオはまた言葉を失う。

「私はフェリオ様のことを、お慕したいしております。リセリナ様だってそうです。私達が求めても、フェリオ様は応こたえてくださらないのですか？」

　その口調はやや、呂ろ律れつがまわっていなかったが、言葉そのものは真剣だった。

「ウルク、だって君には……神じん師しになるって、夢があったんじゃないのか？」

　フェリオはやっと、そう問いかけた。ウルクが首を傾かしげる。

「今の私の夢は──貴方あなたと共に、歩むことです──」

　呟つぶやいて──ウルクは、フェリオの胸にぎゅっと身を預けた。

　フェリオはその時、やっと彼女の本心を思い知った。

　今まで──自分のために、彼女は夢を犠ぎ牲せいにしようとしているのではないかと、そんなことをずっと考えていた。

「ウルク、君は──」

　呆ぼう然ぜんとしたところへ、控えめな拍はく手しゆの音が聞こえた。

「誰だれだ!?」

　フェリオはびくりとして、音の出で所どころを探す。見ればいつの間にか、窓が開いていた。

　その窓辺に腰を下ろしているのは、見み慣なれぬ仮か面めんの男である。金の刺し繡しゆうの入った黒い上着は、それこそ貴族が身につけるようなものだが、少なくとも舞ぶ踏とう会かいの場にいた者ではない。漆しつ黒こくの仮面などをつけていれば、目立つに決まっている。

　真っ赤な髪を手て櫛ぐしで整えながら、彼は小声に囁ささやいた。

「失礼、酔よいさましに外を散歩していたところ、聞こえてしまいまして──舞踏会には遅おくれてお邪じや魔ましました、メビウスと申します。王弟閣かつ下かとウルク司し祭さいにはご機き嫌げん麗うるわしく──」

　フェリオはウルクを庇かばいながら、腰の刀に手を添そえた。

　目の前の男がアルセイフの貴族とは、どうしても思えない。気配を感じさせないその物もの腰ごしは、あのシズヤ達と共通していた。

「貴方は──アルセイフの貴族じゃない」

　仮面の男にそう告げると、彼はにっこりと口元を微笑ほほえませた。

「王都にお邪魔したのは初めてです。これまでは領地のほうにおりましたので……」

「噓うそだ」

　フェリオはそう看かん破ぱした。

　男の身から、物ぶつ騒そうな血の臭においを感じた。それは嗅きゆう覚かくで察さつ知ちする本当の臭いではなく、殺人者が放つ気配のようなものである。

「貴方は貴族じゃない。シズヤの──仲間か」

　そう指し摘てきすると、男はくっくっと肩を揺らした。

「──なるほど、察しがいい。おっと、大声を出さないほうがよろしい。私の短剣ダガーは今、貴方あなたの大切な恋人を狙ねらっている。貴方が妙な真似まねをしたら、矢よりも早く、刃やいばがその娘を貫つらぬくだろう。わざわざ助けが来るまで待つほど、私の腕は鈍にぶくない」

　フェリオは唇を嚙かんだ。

　酔よいが完全にまわったらしいウルクは、フェリオの胸で、すやすやと寝息を立てていた。

　彼女の安全だけでも確保したいが、今は動くに動けない。

「……何が目的だ」

「話をしたくてね、貴方と。シズヤの企たくらみを阻そ止しして第二王子を倒し、カシナート司し教きようの思おも惑わくを破って制せい圧あつされたフォルナムを解放し、北方民族を説せつ得とくしてタートムを追い返した、若すぎる救きゆう国こくの英雄──これだけ揃そろえば、どんな人物か、興味が湧わかないはずがないだろう？」

　人を食った返答に、フェリオはある人物を連想した。

　話す言葉が本気か否いなか判断に苦しむ相手は、彼が初めてではない。

〝……パンプキンの中身……じゃ、ないな〟

　その可能性はすぐに否定できた。パンプキンはもっと細身だし、声も話し方もだいぶ違う。ただ、放つ気配には少し似に通かよったところがあった。

　怪あやしい仮か面めんの男は、相も変わらずに蔑さげすむような笑みを向けている。

「……眼めの光が強い、な。なるほど──これは厄やつ介かいそうだ。貴方の物もの怖おじしないまっすぐさは、人を惹ひきつけて大きな力を集めることができる。まだ東方一帯をまとめるような器うつわじゃないが、十年後、二十年後が怖こわい──ここは始し末まつしておいた方が、安全かな？」

　呟つぶやいた仮面の男は、その腕を軽く掲かかげた。

　そこに嵌はまった〝腕輪〟に気づき、フェリオは身を硬かたくする。

「──まずはどの程度の剣けん腕わんか……確かめるとしようか」

　楽しげにそう言った男の手は、ぼうっと淡あわい光を宿していた。
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　逃げ出したリセリナは、大広間ではなく、人ひと気けのない庭先へと出ていた。

　フェリオとウルクの睦むつみ合あう様子に驚いて、つい走り出してしまったが──よくよく考えてみれば、ウルクは泥でい酔すいに近い状態で、フェリオのほうが押し倒されていたような気もする。

　だがそれでも、二人の口付けを間ま近ぢかで見てしまった衝しよう撃げきから、リセリナは肩を震わせていた。

　心臓が激しく鼓こ動どうしている。

　外壁にもたれて、彼女は大きく深呼吸をした。

〝どうしよう……戻ろうかな〟

　そのほうがいいとは思う。フェリオの様子からしても、彼のほうからウルクに手を出したはずはない。すぐに自分が戻ってくることも知っていたはずだし、事故のようなものだったと想像もつく。

　ただ──ウルクがフェリオに寄せる想おもいは、酔よっていたとしても本物のはずだった。

　酔っていたからこそ、まともな理性を失ってしまったのだろうが、邪じや魔まをするのは間違いのような気もする。

〝様子だけ──見に行こう〟

　もしかしたらウルクはもう寝ついていて、フェリオはその介かい抱ほうに困こん惑わくしているかもしれない。窓から覗のぞいてみて、そうでなかったら──その時は、またどうするか迷うことになる。

　ともあれリセリナは、ふらふらと庭先を回って、控えの間へと動いた。

　その道すがらのことである。

　芝しば生ふの上に男が二人、ぐったりと倒れ伏していた。

　リセリナは驚いて、その傍そばに駆け寄った。

　庭を警備していた騎士らしい。見覚えがないことから、王宮騎士団ではなく、近衛このえ騎士団の者だということはすぐにわかる。

　致ち命めい傷しようは首の傷だった。声を上げることさえできず、即死したものらしい。

　二人の周囲の土には広い範囲で血が染しみていたが、まだその身は温かい。

　殺されたばかりなのだ。

　リセリナは、ぶるりとその身を震わせた。

　何者かが忍しのび込んだ──となれば、その狙ねらいは限られてくる。二人一組の騎士を、周囲に悟さとらせず始し末まつする手しゆ腕わんは、明らかに特殊な分野のものだった。

　リセリナは咄とつ嗟さに走り出した。控えの間はすぐ近くにある。

　角を曲がったその先では、部屋の窓が開いていた。

「──まずはどの程度の剣けん腕わんか……確かめるとしようか」

　男のからかうような声に違い和わ感かんを感じつつ、リセリナはスカートの中に隠かくした腕輪を嵌はめなおし、身を丸めて窓から飛び込んだ。光の手しゆ刀とうの一撃は、惜しいところでかわされる。

　この奇襲には、刺し客かくだけでなくフェリオも驚いたらしい。床ゆかに跪ひざまずいてウルクを庇かばっていた彼も、相手のこの隙すきを逃さなかった。

「リセリナ！　そいつはシズヤの仲間だ！」

　叫んだフェリオがウルクの身を後ろへ回し、自ら刀を引き抜いて飛び出した。

　奇妙な刺客は、真っ赤な髪をした仮か面めんの男だった。その異い様ような出いで立たちに驚きながらも、リセリナは重ねて手を突きこんだ。

　相手の男も、腕輪を嵌めている。そこにはリセリナとよく似た光が宿り、刃やいばを形成していた。さきほどの外の死体も、彼の仕し業わざによるものらしい。

　リセリナの攻撃を左手で、フェリオの斬ざん撃げきを右手で素早く弾はじき、男は跳とび退のいて態勢を整えた。

「侵しん入にゆう者しやだ！　警備の者は集まれ！」

　フェリオの声が高らかに響く。ウルクを狙ねらわれて声を上げられなかったらしいが、リセリナの作った隙すきが形勢を変えた。

　仮か面めんの男は、しかしそれでも焦あせった様子を見せなかった。

「来訪者ビジターの少女までお出ましか。これは楽しいことになってきたな──」

　正しよう気きを疑うようなことを言って、彼は両手の刃を顔の正面に掲かかげた。

　フェリオの声を聞きつけた警備の者達が、やっと廊下側から駆けてくる。衛兵と騎士達の混成部隊だが、その数は二十人ほどに及んだ。

　フェリオが大声でさらに叫んだ。

「貴族の方かた々がたを避ひ難なんさせて、外を封ふう鎖さしろ！　曲者くせものは怪あやしい技を使う！　神しん鋼こうの剣を持つ者が前線に立て！」

　内乱以降、王宮騎士団の者に対しては、少しずつ神鋼の剣が回り始めていた。ラシアンやフェリオの注文を受けて、サンクレット交こう易えきが融ゆう通ずうしてきたものである。そのほとんどは、神鋼としては品質の悪い安価なものだったが、それでも普通の剣よりはよほど強い。

　リセリナは包囲が完成するまで相手を引きつけようと、ドレスのままで積極的に戦いを挑いどんだ。

　両手にまとった腕輪の光を刃とし、仮面の男に斬きりかかる。

　リセリナが振り回すその刃を、男は直立の姿勢のままで軽々と捌さばいた。

「フェリオさん！　まずはウルク様を安全なところに連れて行ってください！」

　声の限りに叫んで、男の脇わきにめがけて蹴けりを入れる。

　男はその脚あしを狙ねらって手しゆ刀とうを振り下ろしたが、リセリナはそのままくるりと身を反転させて、裏うら[image: 拳]けんの要領で刃を薙ないだ。

　舞うようなその攻撃を、男は堅けん実じつに防御していく。その反応は常じよう人じんのものではない。

　フェリオも刀を構えて後ろにいたが、彼が下手へたに割り込めないほどに、リセリナと男の戦いは拮きつ抗こうしていた。

　男は跳び退きながら、窓の外へと跳ちよう躍やくした。

　リセリナもそれを追って、戦場を広い場所へと移す。

　黒い仮面の男は、余よ裕ゆうたっぷりに微笑ほほえんでいた。

「まだ貴方あなたには名乗っていなかったな。〝来訪者ビジター〟のお嬢じようさん。私の名はメビウス。すでにお察さつしのとおり、ラトロアの者だ。おそらく貴方は、我々の元に来るべき人材なんだが……どうも貴方は、その少年の傍そばにいたいらしいね？」

　初対面の相手に見み透すかされて、リセリナはかっとなった。

「その身体能力は素晴らしい。ぜひとも〝素そ体たい〟に欲しいくらいだが──一いつ緒しよには来てくれないだろうな、貴方は」

　呟つぶやいた男の手が、リセリナに向けてすっと伸ばされた。

　それは一見、無防備にも見える動きだったが──

　リセリナは咄とつ嗟さに悪お寒かんを感じて、芝しば生ふの上を大きく跳とび退のいた。

　今、彼は〝何か〟をしようとした。

　リセリナ達の世界にあった腕輪の効果には、いくつもの種類がある。

　リセリナの腕輪は、身体能力の一時的な強化と、光の刃による切断の能力に特化していた。パンプキンやカトルも同様だが、彼らの腕輪はもう少し後期型で、反応や燃ねん費ぴがいい。イリスの腕輪はスフィアによる爆発を起こし、ムスカのそれは筋力の極端な強化を為なし、バニッシュの場合には摑つかんだものを拡かく散さん、消失させる。

　一方で、タートムとの国境で玄げん鳥ちように乗っていた刺し客かくは、電撃を起こすものと、風の刃やいばを生むものとを利用していた。

　いずれもリセリナにとっては、〝元の世界〟の技術である。必ずしも同じ腕輪とは限らないが、他の研究所でも派は生せい品ひんが研究されていたはずで、彼女の知らない機能を持った腕輪もあるはずだった。

　仮か面めんの男が使うそれは、まさにその例かもしれない。

「ほう、逃げたか。反応はいいね──シズヤが手こずるわけだ」

　部屋の中では、フェリオがウルクの身み柄がらを駆けつけた侍じ女じよ達に預け、自らはこの場の指揮のために残っていた。

　メビウスと名乗った仮面の男──ただ一人を中心として、大勢の騎士と衛兵達が、彼を取り囲む。

　メビウスは仮面の目許から周囲を見回し、にっこりと微笑ほほえんだ。

　ふとリセリナは──ぞくりとした。

　その余よ裕ゆうの表情に怯おびえたわけではない。

　月明かりの下で見る彼の顔に──何故なぜか、見覚えがあるような気がした。

　仮面をそっと押さえ、男は高らかに宣せんした。

「諸君、曲者くせものは確かにここにいる。だが、気をつけたまえ。世の中には──〝陽よう動どう〟というものが、あるんだよ？」

　広間の方から、貴族達の悲鳴が巻き起こった。

　リセリナは咄とつ嗟さに振りかえってしまう。避ひ難なんは進んでいるはずだったが、その場所には、ブラドーやラシアン、アゴールといった、政府の重じゆう鎮ちんがまだ多く残っているはずだった。

　たちまちにフェリオが蒼そう白はくとなる。

「もっとも、私も──君達を逃がすつもりは、ないけどね？」

　メビウスが、その両手を高く掲かかげた。

　その瞬間にふと、リセリナは唐とう突とつな耳鳴りを覚える。鼓こ膜まくが内側へ抉えぐれるような不快感が、すぐに頭の奥で増していった。

　そしてメビウスの声が、やけに遠くなる。

「──諸君らを、〝迷めい宮きゆうの輪わ〟に誘おう。私を捕えられるかな？」

　嘲あざけるような声が、夜の闇やみに静かに響いた。
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　大広間の端、柱の上の暗がりに身を隠かくしたエイミーは、溜ため息いき混じりに短剣ダガーを指先で弄もてあそんでいた。

　メビウスが起こした騒ぎのせいで、その場の貴族達は騒そう然ぜんとしていた。避ひ難なんを始める者達もいたが、なにせ人数が多い上に、何処どこが安全なのかも把は握あくできていない者達ばかりである。

　この部屋において、エイミーが上官から唐突に受けた指し示じは、〝陽よう動どう〟というものだった。

　自分がフェリオ達と対たい峙じする間、できれば戦力を二分させたい──彼は、そんなことを言っていた。

〝アルセイフには、意外と食えない剣士もいるからね。私はおそらく、来訪者ビジターの少女とフェリオと、あと何人かの達人の相手をするので精一杯だろう。君にも幾いく人にんか、担当してもらいたい〟

　結果として、特に誰だれを殺せとは命じられていないが──逆に、誰を殺すなとも言われていない。

　天てん井じよう付近の暗がりに身を潜ひそめたエイミーは、ひとまず騒そう乱らんを大きくすることを狙ねらい、国王に狙いを定めた。

　息を殺し、狙いを定めて放った短剣ダガーは、一直線に的まとへと伸び──

　過あやまたずに刺さるかと思った、その矢先のことだった。

　国王のすぐ傍そばにいた黒衣の娘が、迫る刃へ咄とつ嗟さに気づき、その射しや線せんに飛び出してきたのである。

　貴族の令れい嬢じようらしからぬ動きを見せ、彼女は自らの体を盾たてとして、エイミーの短剣ダガーから国王の身を庇かばったのだ。

　刃の刺さった箇か所しよは確認できなかったが、娘が倒れたところまでは見えた。

　国王が慌あわててその体を抱き支え、天井付近の暗がりに身を潜めたエイミーを指差す。

「暗殺者が紛まぎれ込んでいる！　向こうの柱の影だ！」

　めざとくエイミーを見つけた若き王は、そのまま臣しん下かの体を庇うような素そ振ぶりを見せた。

　国王にあるまじきその行為に首を傾かしげながら、エイミーは柱から飛び降りる。

　次の瞬間には、エイミーの存在を多くの者が見つけ、すでに避ひ難なんの始まっていた広間はたちまち大混乱に包まれた。

　その混乱の中に自ら飛び込んだエイミーを迎えたのは、一人のメイドである。

　精せい悍かんな眼まな差ざしをした、肌はだの浅黒い娘だった。一見して南方の出しゆつ自じと知れる。

　細剣レイピアを構えた様子は明らかに戦う者のそれで、衣装との差さ異いがこの上なく激しかった。だが、その踏み込みは鋭するどく、また突きにも躊躇ためらいがない。

　エイミーは、彼女を手て強ごわい敵と見定め、用心して対たい峙じした。

「曲者くせものめ！　ソフィア様を、よくも！」

　怒りに任せて叫んだ娘は、激烈な勢いで細剣レイピアを突き込んできた。

　その速さに瞠どう目もくしつつ、エイミーは神しん鋼こうの短剣ダガーをかざし、刃を折ろうとした。

　甲かん高だかい音が響き──刃は折れずに、エイミーの頰ほおをかすめた。

〝……向こうも神鋼の剣!?〟

　油ゆ断だんしていたわけではないが、厄やつ介かいな武器ではある。

「ディアメル！　加か勢せいするぞ！」

　庭先から走り込んで来た巨きよ漢かんの騎士が、大剣を大きく振り回した。

　それも神鋼の剣である。神殿騎士の士官が持つもので、おそらくは流出品だった。

　さらに三人目が現れる。

「グラムの旦だん那なは病やみ上あがりだろうに──こういう小ざかしい奴やつは、俺おれの得とく意い分野だよ」

　気安い声で告げた金髪の青年は、楽隊の中から飛び出して来た。彼の手にした優ゆう美びな剣は、見るからに危険な代しろ物ものだった。神鋼の、それも最上級の品である。正直なところ、たかが警けい護ご役やく風ふ情ぜいが持てる品ではない。

　どうやらこの広間には、腕うで利ききの者達が変装までして潜もぐり込んでいたらしい。それもおそらくは、メビウスが余よ計けいな脅きよう迫はくなどをしたためである。

　エイミーは撤てつ退たいを考えたが、メビウスからは〝多少は時間を稼かせぐように〟とも言われていた。その命令を果たすなら、少しは相手をしなければならない。

　エイミーは避難していく貴族の令れい嬢じように向けて、短剣ダガーを投げつけた。

　剣士達の注意が、一瞬だけそちらに向く。

　その隙すきを狙ねらって、まずはメイド姿の剣士に襲いかかった。おそらくは彼女が、〝最も速い〟相手である。また、それでいて動きを縛しばられそうな服装も、エイミーには付け入る隙として感じられた。

　案あんの定じよう、娘はエイミーの斬ざん撃げきをかわしきれない。胸の部分がすっぱりと裂さけ、表面の皮から血が滲にじんだ。

　つけた傷はごく浅かったが、相手が怯ひるんだその隙を狙って、エイミーはくるりと宙ちゆう返がえりをする。

　首を狙った軽かる業わざのような斬ざん撃げきは、しかし巨きよ漢かんの振り上げた大剣に阻はばまれた。

　これは短剣ダガーで咄とつ嗟さに防御したものの、空中で態勢を崩し、エイミーは反射的に跳とび退のく。そこへ金髪の青年騎士までに斬撃を見舞われ、すかさず横に転げて逃げた。

　さすがに、三対一では分ぶが悪い。並の相手なら物の数ではないが、困ったことにその三人ともがそれなりの腕で、さらには神しん鋼こうの剣までを使っている。

　エイミーは、そっと腕輪を擦さすった。

　その腕輪による〝雷らい撃げき〟は、連続で使用することができない上に、体力の消耗も著しい。最後の切きり札ふだや逆転の一撃にはなるが、気楽に使える技ではない。

　したがって、使い時を間違えると間まの抜ぬけたことになる。だが──この三人をどうにかせねば、この場は危あやうい。

　エイミーは右手を突き出し、無言のままに、腕輪へと意識を注いだ。

「な──！」

「おい！　あの腕輪は……こいつ、来訪者ビジターの……」

　警けい護ご役やく達が、一瞬だけ怯ひるんだ。〝腕輪〟の存在を少しは知っているらしい。

〝……さよなら〟

　心の内で呟つぶやき、エイミーは〝雷撃〟を発動させた。

　効果はほんの一瞬である。

　手の先から放射状に雷かみなりの条すじが伸び、それに触れた者達が通電する。不規則に広がる光の茨いばらは、傍そばにいる限りかわすことの叶かなわない強力な武器だった。

　エイミーが腕を素早く振り回すと、ばちりと耳みみ障ざわりな音が立て続けに響き、剣士達はその場に次々と倒れ伏した。

　電気そのものは脚あしをつたって床ゆかにも逃げたはずだから、致ち命めい傷しようにはなりにくい。だが相手が感電によって動かなくなれば、いくらでも短剣ダガーで殺すことが出来る。

　エイミーはすぐに雷撃の放出を終え、短剣ダガーを構え直した。

　落ち着いて剣士達に止とどめを刺そうとした、その時──

　不意の影が迫った。




「──まだこの老ろう骨こつがおりますぞ、刺し客かくの方かた」




　斬きりつけるような気き迫はくの籠こもったしわがれ声に、エイミーは背筋を凍こおらせる。〝何か〟が肉にく薄はくしてきたことは理解できたが、その姿を視し認にんはできなかった。

　びくりとして後ろへ跳とんだエイミーの眼前を、切り下げられた刃がかすめる。

　一足跳びに飛び込んできたのは、短めの刀を両手に持った小柄な老人だった。

　その人物に関しては、国境付近での見覚えがある。

　老ろう将しよう、バロッサ・アーネスト──

　エイミー達が狩かった間諜スパイらを、育てた者だった。

「妙な技を使うようですが──〝使う暇ひま〟がなければ、いかがですかな？」

　呟つぶやいたバロッサの姿が、ふっと搔かき消えた。

　エイミーは驚きつつも、それで動きを止めたりはしない。

　相手の姿を見るよりも早く、勘かんだけで後ろに跳とび退のいた。

　バロッサは身を腰よりも低くして、エイミーの脛すねを狙ねらって刃を横に薙ないできた。

〝さっきの女より──速い！〟

　老人離れしたその動きに、エイミーは瞠どう目もくした。反撃を加えようとはしたが、それよりも速く、バロッサの二刀がそれぞれ別の生き物のように跳はねた。

　防戦一方となって、エイミーは後ろへ跳び続ける。

　そしてまた、老人が視界から消えた。

〝背後!?〟

　その勘かんの働きは、まさに奇き跡せきといってもよかったかもしれない。

　暗殺者を上回る脚あし捌さばきで、バロッサは手て品じなのようにエイミーの背後へ移動していた。

　そして振るわれた二刀のうち、一刀は短剣ダガーで弾はじく。
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　もう一刀は、脇わき腹ばらをかすめた。

　痛みは熱さとなって知覚され、エイミーは前のめりに倒れそうになった。すんでのところで踏みとどまり、壁かべ際ぎわでバロッサにまた向き直る。

　バロッサの歩法が、不意に変化した。

　押してくる勢いがなくなり、彼は揺らめくようにして静かに立つ。

　気づけばエイミーは、倒れ伏した剣士達から遠く引き離されていた。彼らに止とどめを刺させないために、バロッサはエイミーを追い詰めたらしい。

　そして──ここからが、本気ということになる。

　老ろう将しようは、暗殺者以上に無感情に眼めを細め、両手の刀を逆さか手てに握り直した。

　エイミーは怯おびえる。

〝……勝てない……！〟

　シズヤ以外の相手に対して、初めてそう思った。

　絶対的な死の恐怖が四し肢しを竦すくませる。老人の手にした刃が、これから自分の身を切り刻きざみ、貫つらぬき通して臓ぞう腑ふを抉えぐるかと思うと、怖こわくて気絶しそうだった。

　エイミーはこれまで──幾いく人にんもの人間を、殺してきた。だが当然ながら、殺される側にまわったことはない。

　今が、その時だった。

　バロッサは隙すきを見せずに、ゆっくりと歩み寄る。どこに短刀ダガーを打ち込んでも、返す刀で斬きられそうな気がした。

　──エイミーは、気づいていない。〝勝てない〟と思わされた理由には、単なる実力差以上の要素がある。

　バロッサの積んできた経験と、まだ若いエイミーの経験。その蓄ちく積せきの差が、エイミーを圧倒していた。

　バロッサが左右に体を揺らした。

　エイミーの眼めには、何故なぜかバロッサの姿が複数に見える。対たい峙じする者の眼を惑まどわすその歩法に、エイミーは完全に引っかかっていた。

〝やだ……死にたく、ない──！　シズヤ様！〟

　姉とも慕したう師の姿を想おもいながら、エイミーは思わず眼を閉じた。その瞬間だけ、彼女は非ひ情じような刺し客かくではなく、年とし相そう応おうの少女に戻ってしまった。

　バロッサの刃やいばは、しかし──襲ってこない。

　かわりに、すぐ目の前で空気の流れが変わった。

　バロッサが大きく跳とび退のき、構えをとり直す。何が起きたのか理解できずに、エイミーは庭のほうに視線を向けた。

　見慣れた顔の、男が一人──

　片手を振り上げた状態で、にやりと嗤わらっていた。

　丸まる眼鏡メガネをかけた筋肉質のその男は、シズヤの部下であり、エイミーの仲間である。

「……やれやれ、相手が悪かったにせよ、諦あきらめ方がずいぶん可愛かわいらしいじゃねえか？　なあ、エイミー？」

「ア、アカツキさん……？」

　エイミーは呆ぼう然ぜんとした。彼はシズヤ達と共に、ラトロアへ戻ったはずだった。メビウスとの行動についてきているという報告は、まったく受けていない。

　空気の刃やいばを操あやつる彼は、走りこみながらバロッサへ攻撃を加えていく。バロッサは見えないはずの刃を器き用ようにかわし続けたが、しかし近づくことはできない。

　エイミーの正面に背を向けて立ちどまり、アカツキは鼻先で嗤った。

「恐ろしい爺じいさんだな。俺おれの風ふう刃じんはそう簡かん単たんに読めるもんじゃないはずだが……」

　バロッサの眼まな差ざしは、鋭するどくアカツキを射い抜ぬいている。

「──私の部下達を殺した技については、娘から聞いておりましたのでな」

　広間に、敵方の応援が現れた。

　衛兵や騎士達の数が増え、さらにその中には、見覚えのある者達もいる。

「アカツキ！　このようなところにまで踏み込んでくるとは……」

　怒りの声を張ったのは、北方民族の講談師、ゴーダ・トレイスである。錬金術師アルケミストでもあり、戦いにおいては妙な薬品をいくつも使う。そのすぐ傍そばには、彼の弟子でしである玄げん鳥ちよう遣つかい、シルヴァーナの姿もあった。師に負けず劣おとらずの険けわしい顔で、彼女はエイミー達を睨にらんでいる。彼らのその指先には、もういくつかの薬くすり瓶びんが握られていた。

　アカツキが露ろ骨こつに舌した打うちをした。

「ちと分ぶが悪すぎるな──エイミー、話は後だ。こっちは退ひくぜ？　この元気な爺さん達は、いくら俺でも厄やつ介かいそうだ」

　アカツキが、エイミーに向けて軽く顎あごをしゃくった。

　察さつしたエイミーは、すかさず庭先へと走り出す。アカツキも風刃で相手を牽けん制せいしながら、その後に続いた。

「逃げるか！　この不ふ埒らち者ものどもが！」

　ゴーダのよく通る声と同時に、薬品の瓶が飛ぶ。

　アカツキの風刃が中空でそれを粉ふん砕さいし、中の薬品はエイミー達まで届かずに散った。

　庭から林へと駆け込みつつ、エイミーは小声に問う。

「アカツキさん、メビウス様は──」

「あぁ、あの人は心配ねぇよ。一人のほうがやりやすいとか言いそうだ」

　言葉どおり、アカツキは少しも心配していない様子だった。

　笛を口にして、彼は玄鳥を呼ぶ。

〝命が、助かった〟──その現実をようやく嚙かみしめて、エイミーは深い息を吐いた。

「た、助かりました、アカツキさん──」

「ん？　あぁ、なんだ。今日はやけに素直だな。そんなに怖こわかったのか？」

　アカツキがくっくっと嗤わらった。

　しかし今は嗤われても、エイミーは不思議と腹が立たなかった。嗤われても仕方ないような負け方をしたし、生きていられたことへの安あん堵どで、胸が一いつ杯ぱいになっている。

　アカツキが急に現れたことは不ふ審しんに思ったが、ひとまずは感謝すべきだろう。

　王宮内の林を走り抜けながら、エイミーはゆっくりと細長く、溜ためていた息を吐いた。
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　仮か面めんの男が、両手を顔の高さに掲かかげた直後──

　フェリオは確かに、激しい耳鳴りを覚えた。

　周囲の兵達も同じだったらしく、彼らは一いち様ように戸と惑まどった様子で目許をしかめた。

　だがその異常は、ほんの序じよの口くちだった。

「──諸君らを、〝迷めい宮きゆうの輪わ〟に誘おう。私を捕えられるかな？」

　黒い仮面の男、メビウスは小声にそう呟つぶやいた。

　もっとも近くにいたリセリナが、まずその場に膝ひざをついた。続いて、包囲の兵達も次々と不自然に揺れはじめる。

　症状はフェリオにも、すぐ現れた。

　耳鳴りに続いて視界がぐにゃりと揺らぎ、水底から地上を見上げたように、不安定な景色が周囲を覆おおった。

　次いで平へい衡こう感覚がなくなり、まともに立っていることも覚おぼ束つかなくなる。

〝……な、なんなんだ、これ……？〟

　フェリオは刀の鞘さやを床ゆかにつき、辛かろうじて体を支えた。

　何が起きているのかはわからない。だが、メビウスという男の腕輪が、フェリオ達の動きを封ふうじたことは、疑いようがなかった。

　方向感覚さえも失って、慣れた場所にも関かかわらず、それこそ迷めい路ろの中のように周辺の把は握あくができなくなる。

　包囲もこれでは意味がない。

　耳鳴りのせいで、メビウスの声もやけに遠く聞こえた。

「さて、と──どうするかな。こちらの美しいお嬢じようさんを貰もらっていくというのも悪くない。幸い、腕輪もあることだし……そういえばシズヤの報告では、イリスというお嬢さんも、こちらの方かたにはご執しゆう心しんらしいね」

　メビウスがリセリナに歩み寄ろうとする気配を、フェリオは察さつした。

〝くっ──眼めが……〟

　少し右を見ようとすると、右に行き過ぎる。左に戻せば左右にぐらぐらと揺れ、それに上下の揺らぎが加わると、もはやまともに眼を開けていられない。

　頭の中を攪かく拌はんされているような感覚を覚えつつ、それでもフェリオは、窓の外へと無む理りに転がり出た。

　芝しば生ふに立つことはできず、膝ひざをつく。

「──リセリナに、手を出すな。俺おれが、相手に──」

　舌したまでがうまく回らない。他の兵達に至っては、もはや動くどころではなかった。

　戦闘という選せん択たく肢しさえ封ふうじるメビウスの腕輪に、フェリオは戦せん慄りつしていた。彼の余よ裕ゆうの態度にも、今ならば納なつ得とくがいく。この力さえあれば、彼はどんな包囲も崩すことができるはずだった。

　メビウスが軽く手を叩たたいた。

「驚いたな。初めてでそこまで動けるなんてね。運動能力も同時に奪うんだが……だが、戦うことはできないよ。諦あきらめることだ」

　メビウスの脚あしが、軽くフェリオの肩を蹴け飛とばした。

　たったそれだけのことで、フェリオは芝生の上に転げてしまう。

「そういえば──貴方あなたのことは、始し末まつしておくつもりだったんだっけ？　動かずにいれば、綺き麗れいに喉のどを搔かき切ってあげるよ」

　フェリオは刀の柄つかを握り締め、相手のいる方向を必死に模も索さくした。揺らぐ視界には、確かにメビウスがいた。だが、その距離感と方向がまるで摑つかめない。

　闇やみ雲くもに剣を振り回すと、刃は見当はずれの方向へ動いていた。

　リセリナが呻うめく。

「だ、だめです──フェリオさんは──殺させません」

　彼女の立ち上がる気配が伝わってきた。その手がぼんやりと光っていることが、フェリオの歪ゆがんだ視界にも確認できる。

　戦えぬ状況でなお戦おうとする彼女の姿を受けて、フェリオは自身の不ふ甲斐がいなさを呪のろった。

　四し肢しがまともに言うことを聞かないことが、悔くやしくて仕方がない。

　メビウスが苦笑を漏もらした。

「たまにいるんだね、こういう気力で動く非常識な輩やからが──ラトロアにもいたよ。刀を使う手て強ごわい剣士だったけれど、彼は今、どうしていることか──」

　懐なつかしげに呟つぶやいたメビウスの声に──

　横から、割り込む者がいた。

「──それが私のことなら、ここにいる」

　フェリオは咄とつ嗟さに、耳を疑った。

　絶ぜつ妙みようの場面で現れた〝ラトロアの剣士〟は、周囲の者が立つことさえできない状況の中を、ゆっくりと確実に歩み寄りながら、刃の切っ先をメビウスに向けていた。

「メビウス……メビウス・フロンダイト！　どうして貴き様さまがこの国に来ている！」

　怒りの籠こもったハーミット・エアルの声は、その場に力強く響いた。

　メビウスもこれには驚いた様子で、声がわずかに動どう揺ようする。

「ハーミット……ハーミット・エアルか！　これは驚いた！　国を捨てて逃げ出した手配中の不ふ穏おん分ぶん子しに、こんな異国の土地で巡り合うとは──奇き縁えんというのはあるものだね？」

　ハーミットとは対照的に、その言葉は嬉うれしそうにも聞こえた。

「ハーミット、知り合いなのか……？」

　フェリオは掠かすれる声で問う。ハーミットはメビウスの腕輪の影響を受けていないのか、まともに立って歩いているように見えた。

「知り合いなどではありませんが、この男は、ラトロアの秘密警察の幹部です。私も……以前に剣をかわしたことがあります」

　ハーミットの声は険けわしい。そこに込められた激しい憎ぞう悪おは、普ふ段だんの温おん厚こうな彼からは想像もしにくい性質のものだった。

　そしてメビウスの側でも、ハーミットに対しては、フェリオ達を相手にするのとは違った緊張感を醸かもしている。

　意外な事態の推すい移いを見守りながら、フェリオは刀にもたれつつ、必死に足腰に力を込めた。
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　ハーミット・エアルにとって、その仮か面めんの男──メビウス・フロンダイトは、明らかな〝敵〟だった。

　彼はラトロアの秘密警察の幹部であり、ハーミットがラトロアにいた頃ころは、国内の不穏分子狩がりにその辣らつ腕わんを振るっていた。

　ハーミット自身も、彼の捜そう査さには苦しめられた口である。

　捜査とは言っても──その実情は、暗殺に近い。不穏分子の居所を調べ、その住居を強襲したり、あるいは人ひと気けのない道みち端ばたで殺害したりと、いわば公的な暗殺者だった。

　当然、その存在は政府の中でも非公認のもので、ラトロアの暗部の一つと言っていい。親友の新聞記者からは、〝そんな連中と事を構えるおまえは馬ば鹿かだ〟と、何度叱しかられたかわからない。

　そして──その親友の新聞記者、マッシュも、おそらくは彼らの手によって殺された。

　ハーミットには、その恨うらみがある。

「──この平和な国をも、貴き様さまのような外げ道どうは踏み荒らそうというのか」

　ハーミットのその問いに、メビウスは軽く肩を竦すくめた。

「前元げん首しゆの息子むすこが、逃とう避ひ行こうの末すえにこんな東国まで来ていたとは──いくら周辺国を探しても、見つからないわけだ。だが──」

　メビウスは笑っている。その理由わけを、ハーミットは知っていた。

　現状は明らかに、メビウスが有利である。

　彼の腕輪の効果は、ハーミットにも確かに及んでいた。

　ただハーミットは、その効果の中で、感覚を限定することによってどうにか動いているに過ぎない。

　眼めを閉じて相手の気配を探り、精神を極端に集中させて体の各所を意識的に動かす──それが、メビウスの技に抗こうする唯ゆい一いつの方法だった。

　動きは当然、鈍にぶくなるし、眼を閉じてしまえば攻めも守りも容よう易いでなくなる。しかしそうでもしなければ、意識を集中させて体を動かすことができない。

　ハーミットは、ともすれば力の抜けそうな四し肢しを叱しつ咤たし、刀の切っ先をメビウスに向けて構えた。

　自分から動くことは難しい。フェリオやリセリナのため、逃げることもできない以上、相手が攻めに寄ってきたところを返かえり討うちにするしかない。

　覚かく悟ごを定めると、ハーミットはフェリオに向けて声を張った。

「フェリオ様。この男の技に抗するには、意識を強く保ち、意い図と的てきに体を動かすしかありません。通常、無意識のうちにも動かせる四肢に対し、あえて強く〝動け〟と命令することで、ようやく動きがとれます。その分、反応は鈍くなりますが……そうして動くしかないのです」

「言うは易やすし、行うは難かたし──それができるのは、君くらいだよ」

　メビウスが歩み寄る。その手が伸びてくるのを気配で察さつ知ちして、ハーミットは斬ざん撃げきを放った。

　だが、腰の入りきらない斬撃はあっさりとかわされ、逆に懐ふところへと肉にく薄はくされる。

　メビウスの手に宿った光の刃が、ハーミットの首筋を狙ねらった。

　脇わきから別の刃が突きこまれたのは、その時である。

　奇襲となったその剣は、メビウスの手しゆ刀とうを弾はじき、彼の体を脇に退ひかせた。

「フェリオ様！」

　ハーミットは瞠どう目もくした。

　その援えん護ごをよこしたのは、ついさきほどまで動けなかったフェリオだった。

　薄目を開けて、感覚を絞しぼれないままの苦しげな表情を浮かべていたが、しかし立って剣を遣つかっている。

　そしてその剣は、同時にメビウスの腕輪を強く叩たたき、その弾はずみに迷めい宮きゆうの輪わを閉じさせた。

　これによって、ハーミットはもちろん、他の者達も感覚を取り戻す。

　焦あせったのはメビウスである。

「くっ──油ゆ断だんしたか……！」

　初めて悔くやしげな声を漏もらしたメビウスに向けて、ハーミットはようやく常の感覚で刀を打ち込む。同時にフェリオも反応し、二つの方向からの狙ねらい済ました斬ざん撃げきに、メビウスの防御が揺らいだ。

　態勢を崩した彼の仮か面めんに刀の切っ先が引っかかり、剝はがれた仮面がそのまま中空へと飛ぶ。

　途と端たんに顔を覆おおって、メビウスが激しく呻うめいた。

「仮面を……くそ！　傷が……」

　ハーミットも、彼の素顔は知らない。

「ハーミット！　一いつ気きに畳たたみ掛かけるぞ！」

　フェリオが声を張って、刀を大上段に振りかぶった。

　十字を描くように、ハーミットは横よこ薙なぎの刃を振るう。

　メビウスはこれも光の刃で防いだが、その瞬間、顔が露あらわになった。

　意外なことにメビウスは、やや童どう顔がんで、人の好さそうな青年だった。仮面をつけていた額から鼻筋にかけて、十字型の傷があったが、それ以外はさして特徴のない地味な容よう貌ぼうである。

　そして──その顔を眼めにした瞬間に、その場で顔色を変えた者がいた。

「あ……！」
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　小さな声を上げたきり絶ぜつ句くしたのは、黒髪の来訪者ビジター、リセリナだった。

　その理由を確かめぬままに、ハーミットとフェリオがなおも追つい撃げきを加えようとした矢先に、空から不意の羽音が降ってくる。

　すでに聞き慣れたその音は、しかし禍まが々まがしいほどの威い圧あつ感かんを持って、頭の上から大地を叩たたいていた。

「いけない！　玄げん鳥ちようか！」

　フェリオが警戒の声を張った。黒い羽を持った巨鳥は、急降下から水平に流れた。メビウスはすかさず駆け出し、玄鳥から下ろされたロープをその手に引っ摑つかむ。

　鳥の上には、彼の部下らしい二人の刺し客かくが乗っていた。

　あっという間の逃とう亡ぼう劇げきに、ハーミット達は為なす術すべがない。この場には弓兵もおらず、空へ上がっていく敵に対しては見送ることしかできなかった。

「くそっ……！　逃がしたか」

　フェリオが悔くやしげに呟つぶやいたが──ハーミットとしてはむしろ、フェリオとリセリナが無事だった時点で、運がよかったとさえ思う。

　大きく息を吐いて玄鳥を見送ったフェリオが、リセリナに向き直った。

「リセリナ、怪け我がはないか？」

　せっかくのドレスがところどころで破れていたが、ハーミットの眼めには、特に深ふか手でを負っているようには見えなかった。

　ただ、彼女は呆ぼう然ぜんと──ただ呆然と、夜空に消えた玄鳥を見上げ続けている。

　まるで、去ってしまった鳥を呼び戻そうと、祈るような眼まな差ざしだった。

　そしてリセリナは、ごくごく小声で、独ひとり言ごとを呟く。

「……お……お父……さん……？」

　その唇から呆然と紡つむがれたたった一つの単語は、ハーミットとフェリオを瞠どう目もくさせるに充分なものだった。
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　空へと舞い上がった玄鳥の背で、エイミーはぐったりと疲労感を覚えていた。

　アカツキの操あやつる鳥は、アルセイフの夜空を滑すべるように流れていく。王都側からシルヴァーナの玄鳥が追ってくるかと警戒したが、今のところはその気配もない。おそらくは、玄鳥そのものを何処どこかに置いているのだろう。

　敵に仮か面めんを外はずされたメビウスは、代用の仮面を懐ふところから取り出し、もうつけていた。

　その仮面は、ただの伊達だてや酔すい狂きようではないらしい。彼にとってはなくてはならぬものなのだ。

「……こっちも助かったよ、アカツキ。やはり君も呼んでおいて正解だった」

　メビウスは冷たい声でそう告げた。アカツキは小さく頷うなずいたが、エイミーにとってはまだ納なつ得とくはできない。

「……アカツキさんが来ているなんて、ぜんぜん聞いていませんでした。どうしてお話を通してくださらなかったのですか？　腕輪を使える者が三人もいれば、また別の策が立てられたかもしれないのに……」

　アカツキが玄げん鳥ちようの手た綱づなを握りながら、くっくっと肩を震わせた。

「誤ご解かいするなよ？　俺おれの今回の役目は、おまえの護ご衛えいだけだ。いざって時には助けに入るように姐あね御ごから言われて、こっそり付いてきた」

「シズヤ様が……？」

　エイミーは首を傾かしげた。シズヤは来訪者ビジター達と共にラトロアへの帰き途とにあるはずだが、それなら堂々と、アカツキを味方につけてくれればいいように思う。わざわざ隠かくした真しん意いが知れない。

　悩むエイミーに一いち瞥べつを送ったアカツキが、玄鳥の手綱をとりながら、小声に囁ささやいた。

「まぁ、俺がよこされたのは、あのエンジュって餓が鬼きを落としたせいで、来訪者ビジターの嬢じようちゃんからやたら嫌われちまったせいもあるんだが……そのことがなくても、誰だれかが隠れておまえの護衛についていたはずだ。実際、姐御もこういう所は甘あまいよなぁ」

　エイミーには訳わけがわからない。

　そしてアカツキは、メビウスの顔色をうかがうようにして話しかけた。

「……で、どうですか、メビウス様？」

　メビウスは鷹おう揚ように頷うなずく。

「うん。まだ甘あまいところはあるが、歳としを考えれば充分に〝合格点〟だ。それに性格も悪くない。この子を気に入ったよ」

「……え？」

　二人の会話の意味が摑つかめずに、エイミーは眉まゆをひそめた。

　メビウスが、そっとその肩を叩たたく。

「……黙っていて悪かったね、エイミー。今回のことは、全部、君を成長させるための〝試し練れん〟のつもりだった」

　その思わぬ言葉に、エイミーは絶ぜつ句くした。またメビウスの冗じよう談だんかとも思ったが、彼の声は笑っていない。

「ちょうどいい機会だから、そろそろ君にも〝修しゆ羅ら場ば〟というのを経験させておこうと思ってね──シズヤは自分の下だとつい甘やかしてしまうからと、私に君を預けたんだ」

　エイミーは、頭の中が真っ白になっていくのを感じた。

　城へ忍しのび込み、舞ぶ踏とう会かいの広間で警けい護ごの者達を倒し、そして──バロッサという老人に、殺されかけた。ついさきほどのその記憶は鮮烈すぎて、まだ心に重く沈んでいる。

　その戦いがいまさら、〝試練〟だったと言われても、エイミーは信じたくない。

「じゃ、じゃあ、まさか、全部──？」

　メビウスが頷うなずいた。

「あぁ、君を育てるためにしたことだ。優秀な間諜スパイは、一人でも国を傾けることができる──〝傾けい城せいのシズヤ〟に憧あこがれるなら、君はもっと、実力をつける必要があるからね。だが、まぁ──期待以上の逸いつ材ざいには違いない。シズヤが君を可愛かわいがる理由もわかったし、アルセイフに来たのは有ゆう意い義ぎだった」

　事もなげに言って、メビウスは背を向けた。

　エイミーは頰ほおを引きつらせる。つまりは最初から、自分を危き機きに追い込むのが目的で──アカツキが助けに入ったのも、あの老人がエイミーの手に余ると判断したためらしい。

「そ、それだけのために、こんな、大おお掛がかりな──」

「いやいや、一応、もし本当にアルセイフを混乱させられるようなら、それはそれで損そんにならないからね。まぁ──思わぬ懐なつかしい顔もいたし、他ほかにも収穫はあった」

　エイミーはすっかり脱力して、思わず大おお仰ぎような溜ため息いきを漏もらした。心しん底そこから呆あきれると、言葉も出なくなるということを実感した瞬間である。

　恨うらめしい心持ちにもなったが、アカツキはからからと笑った。

「こういうのは、みんな通ってきた道だぜ？　俺おれもやられたんだ。だがまぁ、これでおまえも、ある程度は一人で動けることを証明したことになる。最後はちょっと惜しかったが、それでもよかったじゃねぇか。シズヤの姐あね御ごに、少しは近づけたと思うぜ」

　珍しく誉ほめるアカツキの言葉も、エイミーの憂ゆう鬱うつを晴らすには至らなかった。

　エイミーはやや恨みがましい眼めで、上官のメビウスを見つめた。

「……必要なこと、だったんですよね？」

「無む論ろんだよ。決して私一人が楽しんだわけじゃない。これからの我々の動きにとって──君がどれだけ役に立つか、そのことを把は握あくしないまま単独で実戦に投入するのは愚おろかしい。それに、君だって──〝死を覚かく悟ごする〟というのが、どういうことか、わかったはずだ。我々はそういう壁をいくつも乗り越えなければ、本当の意味で強くはなれない。これからの仕事においては特に──ね」

　メビウスの声は、常になく真しん摯しだった。

　かといって、その言をそのまま信じる気にはなれなかったが──彼女はこうして、ひとまずは〝一人前〟として認められることとなった。
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　その〝王〟は、臣しん下かであるはずの〝剣士〟に向けて、深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれた。

〝……すまない。ウィスタル。私の政治力が未み熟じゆくなために──君達に、迷めい惑わくをかけた〟

　ウィスタルは慌あわてて、敬けい愛あいする君主の肩を起こそうとした。

〝陛へい下か、私のような者に、そのような……〟

　王はそれでも、頑かたくなに頭を上げようとしない。

〝本当に、すまない──力のない私のために、そしてこのアルセイフのために、ここへ残る決断をしてくれた君に──こんな形でしか報むくいることのできない私を、どうか許してくれ〟

　謝あやまり続けるラバスダン王の姿に、ウィスタルは困こん惑わくしていた。

　グレナデン家に嫁よめ入いりする予定だった令れい嬢じよう、フレイア・ハーメス──

　彼女を、国王が〝第四妃ひに迎える〟と決めたことは、貴族達の社会にちょっとした緊張をもたらした。

　有力貴族であるグレナデン家を、王家が虚こ仮けにしたというのがその理由だが、状況を考えると、確かに無む理りをしたと思う。すでに決まっていた縁えん談だんを、脇わきから権力でぶち壊こわしにするなど、心ある主君のすることではない。

　だがウィスタルの立場では、逆に王に対して、〝申し訳ない〟心持ちで一いつ杯ぱいになる。

〝……私もフレイアも……フレイア様も、陛下のご厚こう情じように感謝しております。こちらから礼を言うことはあれ、陛下が頭を下げるような理由は、何一つありません。どうか、お顔をお上げください〟

　ウィスタルは主君の姿に胸を詰まらせながら、必死でその肩を起こさせようとした。

　当のウィスタルは、フレイアを〝見捨てる〟つもりでいたのだ。

　そしてフレイアも、ウィスタルとラバスダンの立場を慮おもんぱかって、グレナデン家に行こうとしていた。

　この頃ころのウィスタルはまだ、「他国から来た怪あやしい流ながれ者もの」でしかなかった。

　貴族の令嬢との婚こん姻いんなど望むべくもなく、またそれが、すでに有力貴族との縁が定まった相手となれば、尚なお更さらに不可能な話だった。

　──一時は、駆かけ落おちをすることも考えた。フレイアをさらい、二人で別の土地へ行って、幸せに暮らす──そんな夢を抱きそうになったこともあった。

　だがウィスタルは、どうしても〝ラバスダン〟という親友を、裏切ることができなかった。

　主君であると同時に、彼は純粋で、誠実で、そして理想を持ちながらも現実を直視できる、類たぐいまれな政治家だった。

　少なくともウィスタルが知る〝王族〟の中では、もっとも好感の持てる人間だった。だから彼からの誠意ある仕官の願いも、断りきれなかったのだ。

　そしてその時に、ウィスタルは彼に〝仕える〟ことを決めた。その意地を通すために、あえてフレイアを見捨てようとした。

　だが──

　ラバスダンは、これを是ぜとはしなかった。

〝君は本当なら、フレイア殿どのを連れて駆かけ落おちすることだってできたはずだ。だが君は──私に仕える道を選んでくれた。私はどうしても、その誠意に報むくいたかったんだ。でも今の私ではまだ、流る浪ろうの剣士だった君と、零れい落らくしたとはいえ由ゆい緒しよある貴族のフレイア殿の婚こん姻いんを、貴族達に認めさせることができない。無む理りを通せば、君に対する貴族達の風当たりが強くなる。君にはこれから──このアルセイフの精せい鋭えいを現場で率ひきいる、要かなめになってもらいたい〟

　ラバスダンは深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれ、そして〝虚きよ偽ぎの結婚〟を強行し、ウィスタルをフレイアの護ご衛えいの騎士とした。

　その時に──ウィスタルは、決心した。

　この人の好すぎる国王の望むアルセイフの平和のために、自分には何ができるのか、何をすべきなのか──

　個人としての幸せを追求するのも、一つの人生ではあろう。だがウィスタルは、この王に忠ちゆう誠せいを捧ささげることで、アルセイフという国を支える柱の一つとなる決意を固めた。

　国王ラバスダン・アルセイフは、その話合いの日、ずっと申し訳なげな表情のままだった。

　そしてウィスタルの側も、自分と彼女とのことで国王にあるまじき〝噓うそ〟を吐つかせてしまったことに、ひたすら罪ざい悪あく感かんを感じていた。

　もし発覚すれば、ラバスダンの地位だけでなく、その国王としての資し質しつまでを覆くつがえしかねない醜しゆう聞ぶんとなる懸け念ねんもある。

　この秘密を、未来永えい劫ごうに渡って胸に秘することを、ウィスタルは王と約束した。
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　物ぶつ騒そうな舞ぶ踏とう会かいの夜が明けて、翌日──

　この日の朝、アルセイフの王宮では、一つの悲劇が起きていた。

　軍ぐん閥ばつに属する有力貴族の一人、マグナス・グレナデンが死亡した──その報は、瞬またたく間まに城内へと広がった。

　朝になってもなかなか起きてこないことを不ふ審しんに思った警備の兵が、マグナスの寝しん所じよを改めたところ、彼はすでに寝台ベツドの上で息絶えていたという。

　外傷はなく、施せ療りよう師しの見立てでは、死因は〝心しん筋きん梗こう塞そく〟だった。

〝何らかの原因で過か度どの緊張が続き、そのことが引き金となったのでしょう〟と、施療師は診断したが、これには大勢が納なつ得とくした。

　マグナスは、亡なくなる三日ほど前にも体調不良を理由に会議を休んでいたし、舞ぶ踏とう会かいにもついに出席しなかった。

〝内乱からこっち、きっと無む理りをしていたんだろう〟とは、ほぼ万人に共通する思いである。

　しかし──この突然の死については、どうしても〝余よ計けいなこと〟を考えてしまう者達が、ごく少数いたのもまた事実だった。

　王宮騎士団団長、ウィスタル・ベヘタシオンもその一人である。

〝マグナス卿きようが、亡くなられたか──〟

　今は亡き第四妃ひ、フレイア・ハーメスを娶めとろうとしたのが、マグナスの父親である。その息むすこが亡くなったことを聞き、ウィスタルはつい、昔のことを思いだした。

　ウィスタル・ベヘタシオンの邸宅の前では、今朝もフェリオが、リセリナに剣の稽けい古こをつけていた。

　昨夜の散さん々ざんな出来事はあまり尾おをひいていない様子だったが、しかしウィスタルの眼めには、どことなくぎこちない動きが目立つように見えた。

　リセリナは時折、心ここにあらずの態ていとなり、フェリオもウルクのほうを気にしては、らしくないミスをしている。

　昨夜、何があったのかを、ウィスタルは知らない。

　表面上は三人の関係が変化したように見えなかったが、おそらく彼ら自身の間では、それなりに変化があったのだろう。それが良い変化なのか悪い変化なのかは、なかなか判別ができない。

　リセリナとフェリオとは異なり、ウルクはあくまで、常どおりの平静を保っていた。ただ、酒の下手へたな飲み方をしたらしく、今朝はわずかに頭痛がしたらしい。今はシアを膝ひざに抱えて、リセリナとフェリオの練習風景を微笑ほほえましげに見守っている。

〝恥はずかしながら、昨夜、酔よっ払ぱらってからのことを何も憶おぼえていなくて──何か、貴族の方達に対して失礼はありませんでしたか？〟

　朝食の席でそう問うウルクに対し、フェリオはやけに慌あわてた素そ振ぶりを見せていたが、何があったとはついに言わなかった。

　一方で、リセリナの覇は気きのなさは不安なほどである。

　フェリオから聞いたところでは──

　昨夜の刺し客かくは、〝リセリナの義父の若い頃ころの姿〟と、瓜うり二つだったらしい。リセリナ自身は、〝気のせいか、他人の空そら似に〟と結論を出した様子だったが、そのために義父のことを思いだしてしまったのかもしれない。

　フェリオもそんな彼女を元気づけようと剣の練習に誘ったらしいが、今のところ、どちらもあまりよい練習にはなっていなかった。

　若いだけにいろいろあるのだろうと、ウィスタルは曖あい昧まいに、そう解釈しておいた。いずれ、時が解決してくれる問題というものもある。

　刺し客かくの不ふ可か解かいな攻撃を受けたライナスティとディアメル達は、すっかり快かい癒ゆして、今朝は早くから近衛このえ騎士団と共に周辺の警戒にあたっていた。彼らを救ったのは、ウィスタルの剣友、バロッサ・アーネストらしい。老おいてなお壮そう健けんなことを喜ばしくは思ったが、彼の娘はブラドーを庇かばって負傷したとも聞いている。

　貴族達の避ひ難なん指し示じにあたったベルナルフォンやクラウスらは無事だが、逃げる途中に転んで怪け我がをした者も数人はいるらしい。そして、刺客に殺された騎士や衛兵達もいる。

　シルヴァーナやゴーダ、ハーミット達は、刺客を追って城を出たが、おそらくは捕まらないだろう。

　この城の中にまで忍しのび込んでくる敵の存在を忌いま々いましく思いながら、ウィスタルは嘆たん息そくした。

　ブラドーの身だけは、絶対に守り切らなければならない。今となっては、彼は亡なきラバスダン王の、ほぼ唯ゆい一いつの血けつ縁えん者しやなのだ。

　ウィスタルが窓まど際ぎわで沈ちん思ししていると、邸てい宅たくに城からの使者が訪れた。

　用件は不明だったが、外がい務む卿きようラシアンが緊急に呼んでいるという。

　ウィスタルは無礼にならない程度の服装に手早く着替えて、迎えの馬車に乗りこんだ。
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　清すが々すがしい午前の陽光が差し込む国王の執しつ務む室しつにて、ラシアンとブラドーは、ひどく沈ちん鬱うつな表情のままに対たい峙じしていた。

「ラシアン卿きよう──その話は、確かなことなのか？」

　ブラドーは小声に問う。ラシアンは眼めを伏ふせていた。

「……フェリオ自身は、知らないね？」

「そのはずです。知っておられたら、あの方かたのご気き性しようですから、おそらくは──」

　王家を出て行く──ブラドーには、そんな気がする。

　情報の出で所どころであるマグナス・グレナデンについては、今朝けさ方がた、死亡の報告があった。

　検けん死しはまだ済んでいないが、少なくとも外傷はなく、心しん筋きん梗こう塞そくが死因らしい。おそらくは、暗殺予告の心しん労ろうが影響したに違いない。

　実際に暗殺者が現れたのは舞ぶ踏とう会かいのブラドーとフェリオの元で、その危機は無事に切り抜けた。

「本当に──暗殺じゃないんだね？」

「近衛このえ騎士達を厳げん重じゆうに配しておりました。どうやら眠ったまま、息を引き取ったようで──」

　答えるラシアンの顔にも、疲労の色が濃い。

　ブラドーは再び、深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

　これまで信じていたものが、覆くつがえされた時──人は、どうしても不安になるものである。

　扉にノックの音がした。

「失礼いたします。ウィスタル・ベヘタシオン、お召めしにより参さん上じよういたしました」

　ブラドーは、ラシアンと頷うなずきをかわす。

「あぁ、療養中に悪いね。入ってくれ」

　ブラドーはそう声をかけた。

　ラシアンが自ら扉の外を確認し、人ひと気けがないことを確認する。そもそも扉を閉めれば、中の声はほとんど漏もれない構造になっているが、それでも用心に越したことはない。

「陛へい下か、ソフィア殿どののご容よう態だいは──？」

　ウィスタルが聞いてきたのは、まずそのことだった。ブラドーは小さく頷く。

「うん。上手うまく急所を外はずれていたから、命には別べつ状じようないらしい。彼女には──なんだか、助けられてばかりだ」

　ブラドーにとっては、それは心苦しいことでもある。

　ともあれ、ウィスタルを呼んだのは、そんな話をするためではない。

　席を勧すすめてから、まずはラシアンが話を切り出した。

「ウィスタル卿きよう──貴方あなたに一つ、確認したいことがあるのです」

「なんでしょうか？」

「貴方の持っている秘密を、他ほかに知っている者はいますか？」

　ウィスタルが露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「さて、私の秘密とは何でしょうか？　私も決して清せい廉れんではありませんので、秘密そのものはいくつかありますが、そのどれのことをお示しですか？」

　ラシアンが視線を鋭するどくしたことに、ブラドーは気づいた。

「失礼ながら、私の知る限りでは、貴方ほどに清廉な方かたは珍しい。ただ、その貴方でも、一つだけ大きな噓うそをつく必要に迫られた。詳しよう細さいは申しませんが、〝フレイア様〟のことです」

　ウィスタルは首を傾かしげた。表情に動どう揺ようは見られない。

　ラシアンはさらに問いを重ねる。

「……陛下のご性しよう分ぶんは、私も存じているつもりです。おそらくはあの方の発はつ案あんによる措そ置ちであろうとも推すい測そくできます。ただ──これは、非常に繊せん細さいで難しい問題なのです。もう一度、問います。〝貴方以外に、そのことを知っている人間はいますか〟？」

　ラシアンは論点をぼかしていたが、ウィスタルはそのことを問とい質ただしはしなかった。

　ただ──

　開き直るでも動揺するでもなく、遠い眼めをした。

「私は、陛へい下かの忠臣として、このアルセイフを〝護まもる〟ために生きてまいりました。陛下もその私を信頼し、いくつかの便べん宜ぎをはかってくださったことはあります。その過程であったことについて、言い訳をすることは何もありません。しかし──」

　如何いか様ようにも取れる発言の後で、ウィスタルの眼めには不意の力が籠こもった。

「ラシアン卿きようとブラドー陛下は、何のために、そのことを質ただそうとしていらっしゃるのですか？」

　ウィスタルの問いを、ブラドーは無言で受け止めた。ラシアンは眼めを閉じ、そして小声に呟つぶやく。

「──他ほかに知る者は、いないのですね？」

　沈ちん黙もくが答えになった。そもそもその〝問い〟自体が無意味なものであると、そう主張するかの如ごとき沈黙だった。

　ブラドーは──ある面で、安あん堵どする。

　このことは全すべて、ここにいる三人の間だけで処理できる。そう思った。ラシアンはウィスタルに対し、マグナスの名を出すことすらしていない。

「ラシアン卿。ウィスタル卿──お二人は、王家の歴史について詳くわしいと思うけれど──現在の僕の血けつ統とうはおそらく、正統なものじゃない」

　ラシアンもウィスタルも、反はん駁ばくはしなかった。

　これは公然の秘密である。数百年ほども前に、アルセイフの王家は一度、断だん絶ぜつしているのだ。ほとんど血のつながりのない貴族を養よう子し扱いにして王家を復興させ、そして今日に至っている。そして他にも、暗殺や病死や、不ふ可か思し議ぎな事故によって、本来は王位を望める立場にいなかった王が、幾いく人にんも誕生してきた。

　そのことをよく承しよう知ちしていたラバスダンなどは、王家の血筋そのものを酷ひどく軽視していた節ふしがある。その考え方が、レージクのように血のつながらぬ第二王子の許きよ容ようにつながった。

　続いてブラドーは、もう一つの指摘をする。

「フレイア殿のハーメス家は、あの当時で零れい落らくしていたとはいえ、元を辿たどると由ゆい緒しよは古い。何百年も前には、確かアルセイフの王家から嫁よめにいった姫ひめもいたはずだ。フレイア殿どのの生んだフェリオは、間違いなくその血を引いている」

　ウィスタルが眼を剝むいた。

　ブラドーは席を立った。

「──だが、それ以前に、フェリオは間違いなく、僕の弟だ。誰だれがなんと言おうと、この事実が覆くつがえることはない。僕は彼を弟として認めるし、フェリオは僕を兄として認めてくれている。この絆きずなはこれからも、強くなることはあっても、決して弱くなることはないだろう」

「ブラドー陛下──」

　ウィスタルが、呆ぼう然ぜんとした声を紡つむいだ。

「結論は以上だ。このことは今後、一いつ切さいの口こう外がいを許さない。ウィスタル卿きよう、呼びつけたりしてすまなかった。もう戻っていいよ」

　ウィスタルはしばらく、黙ってブラドーを見つめ続けていた。

　その沈ちん黙もくの長さは、彼の思いの複雑さを表しているかのようだった。

　やがてウィスタルは、深ふか々ぶかと──思いをそのまま載のせるように深々と、頭こうべを垂たれ、そして部屋を退たい出しゆつしていった。

　後に残ったブラドーとラシアンは、互いに視線を交わす。

「……これで、よろしかったのですね？」

「……父上も、惨ひどいことをするな」

　ブラドーは窓の外を見つめて、ぽつりと呟つぶやいた。

「……確かに父上には、純粋にウィスタル卿とフレイア殿どのの幸せを願った部分もあったかもしれない。だけど僕には、父上は──〝ウィスタル卿をこの国につなぎとめる足あし枷かせ〟として、フレイア殿の存在を利用したように思える」

　──ラシアンも、頷うなずいた。

　ブラドーのこの思いは、確信に近かった。ウィスタルがどう思っているかはわからないが、ラバスダン王にとって、剣けん聖せいウィスタルの存在はそれほどに重いものだったのだ。

　臣しん下かとして、そして友人としての彼を、決して手放したくない──その思いが、偽いつわりの第四妃ひ、フレイアを生んだのだと推すい察さつできる。

　女嫌いだった父の行為にようやく納なつ得とくしつつ、ブラドーはまた嘆たん息そくした。

　同時に──ラバスダン王が、自身のそうした選択について、自らを責せめ続けていたであろうことも想像できる。

　亡なきラバスダンという国王は、そういう男だった。

　そしてウィスタルも、そんな国王に友情を抱き、彼のためにこの国を支える柱となった。

　ブラドーは細い声で呟く。

「ウィスタル卿は、父上との友情のために、そしてアルセイフを護まもるために、在ざい野やの夫や父親であることより、この国の忠臣となることを選んだ──その選択を詰なじることは、僕らにはできないよ」

　ウィスタルは、他国の軍部からも注目される滅めつ多たにいない武ぶ官かんだった。

　彼と刃をかわした名のある剣士達は、こぞって彼を称たたえる。そのために剣名は広がり、広がった剣名につられて、さらに腕の立つ剣士が集つどう。そして彼らも、ウィスタルと立ち合った後は、同様に彼の剣名を広げる存在となる。

　精せい鋭えいである王宮騎士団に至っては、そのほとんどが、ウィスタルの剣名につられて集ってきた者達である。衛兵達の中でも、ウィスタルへの支持には絶大なものがあった。

　そうした人気は、民間からの逸いつ材ざいを集め、彼らを団結させる象しよう徴ちようともなる。ウィスタルが担になってきたその役割は、決して小さくない。

　そんなウィスタルに対し、〝駆かけ落おちをさせない〟ために打った苦く肉にくの策が、第四妃ひという選せん択たく肢しだったのだろう。

　王にしても、本来ならウィスタルを王宮に置いたまま、フレイアと結婚させてやりたかったはずだった。だが、当時のウィスタルはまだ仕官して日が浅く、貴族の令れい嬢じようを娶めとれるような立場ではなかった。対抗する相手が有力貴族のグレナデン家となれば、それは尚なお更さらである。

　そこで無む理りを通せば──当事者であるグレナデン家ばかりなく、おそらくは他の貴族達までもが、王の敵に回っていただろう。〝王は譜ふ代だいの我々よりも、流ながれ者ものの一剣士を頼たのみにする気か〟と、そんなふうに思われても仕方のない事態となる。

　貴族達を必要以上に怒らせず、なおかつ、ウィスタルとフレイアの関係を守ろうとして、王がついた噓うそが──〝第四王子・フェリオ〟を生んだことになる。

　ブラドーはつい、苦笑を漏もらした。

「──おかしなものだね。内乱の時も、タートムとの戦いの時も、この国はフェリオによって救われた。間接的には、父上のついた噓によって救われたことになる──時には、〝真実〟よりも大切なことがある。僕は父上の〝噓〟に、感謝するよ」

　ラシアンが無言で頷うなずき、そしてブラドーは執しつ務む机づくえに戻った。

「さぁ、今日の執務をはじめよう。あんまり不ふ甲斐がいない兄だと、フェリオに愛あい想そうをつかされてしまいそうだ」

　冗じよう談だんめかして呟つぶやき、ブラドーは書類の束たばに向き合った。こういう仕事は、確かにフェリオには向いていないかもしれないと思う。

　執務に勤いそしむブラドーを見つめて、ラシアンは嬉うれしそうに、また無言で頷いた。

　ブラドーは、弟を大切に思っている。たとえ真実の兄弟でないとしても──その思いは、変わらない。

　陽光の差し込む執務室は、その明るさにふさわしく、清せい浄じような空気に包まれていた。
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　その日の午後。

　ベルナルフォン・レスターホークは、クラウス・サンクレットを呼びつけた。

　舞ぶ踏とう会かいの席では社交的に振る舞っていたクラウスだが、その顔色はやはり冴さえない。四日前にベルナルフォンが指摘したニナのことについて、どうにも結論が出ないらしい。

　心しん痛つうで瘦やせ始めた友は、ベルナルフォンの前に出るとその本ほん音ねを吐き始めた。

「ベル──やはり私は、ニナの想おもいには応こたえられません……あの娘こだって、私が〝兄〟だということを、多少は意識しているはずです。その──やはり、私達は……」

　ベルナルフォンは呆あきれ返った。

「まだそんなことを言っているのか、おまえは。それより仕事だ。ほら、サンクレット交こう易えきとの契けい約やく書しよだぞ。金額を確認して、ここに署しよ名めいをしろ」

　差し出した書面を、クラウスが一いち瞥べつした。

　ベルナルフォンが差し出したその紙は、神しん鋼こうの武具の取引きに関する物だった。価格は一枚目に書かれていたが、下半分が内側に折られており、二枚目の下部に署名欄が用意されている。

　クラウスは差し出されるままにペンを取り、そこに署名を済ませた。特に確認をしなかったのは、金額が合っており、なおかつベルナルフォンを信頼していたからだろう。

　返された書類を眺めて、ベルナルフォンは一枚目だけを外はずし、またクラウスに差し出した。

「こっちもだ。早くしろ」

　下半分に折られていた部分に、署名欄が隠かくれていたのである。

　クラウスは眉まゆをひそめた。

「え？　ちょっと待ってください、ベル。今、私が署名した、二枚目の書類は──？」

「あぁ、これな」

　ベルナルフォンは、ひらりとそれをクラウスの目の前にかざした。

　商品の売買に関する契約書──ではない。

　読み進むうちに、クラウスの顔が蒼そう白はくに転じた。

　慌あわてて書類を取り上げようとしたクラウスをからかうように、ベルナルフォンはすかさずそれを手元に引き寄せる。

「な、なんですか、ベル!?　それは！」

　クラウスの声が裏返った。ベルナルフォンは涼すずしい顔で応じる。

「何って、見ればわかるだろう。〝ニナ・サンクレットを、レスターホーク家の養よう女じよにする〟旨むねの同意書だ」

　クラウスが言葉を失い、ぱくぱくと口を開閉させた。

　ベルナルフォンはクラウスの署名を指差した。

「将来における義理の息子むすこ殿どのの同意がいただけて、何よりだ。もう少しごねるかと思ったがね」

「ごねますよ！　そんな詐さ欺ぎみたいな署名は無む効こうです！　ベル、その書類をこっちに……！」

「そうはいかん。見てのとおり、ニナ殿の署名ももう入っている」

　クラウスの顔が引きつった。ベルナルフォンの指が示した部分には、確かにニナ・サンクレットの署名がある。

「ま、まさか先日の話の後に、わざわざ施せ療りよう院いんに……？」

　ベルナルフォンはあっけらかんと、首を横に振った。

「いや。これは四日前の時点で、もうあった」

　クラウスが硬こう直ちよくする。

「……はい？」

「わざわざおまえに、悩むための時間をやったんだ。感謝しろ」

　ベルナルフォンがニナの署しよ名めいを受け取ったのは、クラウスを叱しかりとばす前のことである。

　国境から戻ってニナを見舞った際に、半なかば強ごう引いんに書かせたのだ。その状況は、今のクラウスと大差ない。

　呆あつ気けにとられて言葉もないクラウスに向けて、ベルナルフォンは有う無むを言わせずに睨にらみを利きかせた。

「というわけで、ニナはうちの娘むすめにする。その後は折を見て、おまえが責任をとれ。言っている意味はわかるな？　わからんなどと言ったら、ニナに代わって俺おれが張り倒すぞ」

「し、しかし、それは──」

「黙れ」

　ベルナルフォンは声に殺意を込めた。

「おまえのことなんざ正直、どうでもいい。だが、ニナが不幸になるのは見過ごせない。あの娘こはいい娘こだからな」

　親友の細い眼めは震えていた。ベルナルフォンにはいまさら、同情する気もない。

「おまえ如ごときには勿もつ体たいない気もするが、彼女の好みをどうこう言っても仕方ない。おまえがつまらん世間の眼めに悩むくらいのことは、俺にとっては知ったこっちゃないし、まぁ、そろそろ身を固めてもいい頃ころ合あいだろう。しかも新進気き鋭えいのレスターホーク家から妻が貰もらえるんだぞ？　こんな良りよう縁えんはあるまい」

　いけしゃあしゃあと断言して、ベルナルフォンは席を立った。

　クラウスは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

「じゃ、俺はこいつを戸こ籍せき管理の役人どもに渡してくるから、おまえは商売のほうの契けい約やく書しよにも署名を済ませろ。ついでに書類仕事も手伝っていけ。得とく意いだろう」

「あ、あの、ベル──」

「礼なら要らんぞ。別におまえのためじゃない。あと恨うらみ言ごとも聞かん。むしろいい気味だ」

　クラウスを室内に置いたまま、ベルナルフォンは足早に執しつ務む室しつを出た。

　これで案あん件けんが一つ、片付いたことになる。

　こうなればクラウスも、いずれは覚かく悟ごを決めざるを得ない。

　城の廊下を歩きながら、ベルナルフォンはふと思う。

〝……人の背中を押すというのは、面めん倒どうなことだな〟

　むしろ〝崖がけから突き落とした〟ような自覚を持ちつつも、彼はひっそりと含み笑いを漏もらした。




　　　　　　　[image: ]




　午後からフェリオ達は、負傷したソフィアの見舞いに向かった。

　ウルクとリセリナ、シアも共にいる。

　ブラドーを庇かばって刺し客かくの刃やいばを受けたソフィアは、幸いにも軽傷で済んだ。

　本人が言うところでは、〝ちゃんと飛んでくる軌き道どうに合わせて、深ふか手でにならないように盾たてになりました〟とのことだったが、この真しん偽ぎは疑わしい。

　刃が突き立ったのは肩口だったが、ちょうどドレスの肩が膨ふくらんでいたことも、傷を浅くした要因の一つである。

　見舞ったソフィアは、寝台ベツドの上で元気そうに微笑ほほえんでいた。

　肩口には包帯を巻き、その上から寝しん衣いをまとっている。

　その姿を見て、フェリオはほっとする。軽傷とは聞いていたが、やはり自身の眼めで見なければ、実際のところはわからない。

「申し訳ありません、ご心配をおかけしまして──」

「いや、兄上を助けてくれて、本当に感謝する。貴方あなたがいてくれたおかげで、アルセイフが救われた」

　フェリオの大おお仰ぎような言葉にソフィアははにかんだが、フェリオとしては、決して大おお袈げ裟さに言ったつもりはない。今の状況で兄のブラドーが殺されでもしたら、混乱は避け得ないはずだった。

　ウルクやリセリナが見舞いの言葉をかけるたびに、ソフィアは恐きよう縮しゆくしたように首を横に振っていた。

　フェリオ達が着いてすぐに、もう一人の来客があった。

「失礼、国王陛へい下かがおいでになられましたぞ」

　冗じよう談だんめかして従者の真似まね事ごとをしながら、バロッサ・アーネストが寝室に入ってきた。

　その後ろには、兄のブラドーが申し訳なげに立っている。

　フェリオを見るなり、ブラドーは驚いたように破顔した。

「あぁ、フェリオ達も来ていたのか。ちょうどよかった。一人だと気き恥はずかしいからね」

　フェリオは微笑と共に一礼をして、兄に場所を譲ゆずる。

　ブラドーはソフィアの枕まくら元もとに歩み寄り、その傍そばの椅い子すに座って、彼女をじっと見つめた。

「……ソフィア、昨日はすまなかった。怪け我がの具合はどうだい？」

　ソフィアは気き丈じように微笑んでみせた。

「陛下にご心配していただくほどの傷ではありません。お忙いそがしい中、わざわざ来ていただくなんて……」

　さすがに格かつ好こうが気になるのか、恥ずかしげではあったが、彼女はそれでもブラドーの来らい訪ほうが嬉うれしそうだった。

　ブラドーはしかし、心配げな表情のままである。

「僕のせいだからね、その傷は──本当に、ありがとう。でも──お願いだ。ああいう無む茶ちやは、これからはできれば、控えて欲しい」

「……え？」

　ソフィアが眼めをしばたたかせた。そんなことを言われるとは、思っていなかったに違いない。

「しかし陛へい下か、私達は、陛下をお守りすることが──」

「それはわかるんだ。いや、なんていうか……わかるんだけど、僕はやっぱり、君に怪け我がをして欲しくない」

　ブラドーの声には、真しん摯しな響きがあった。

　ウルクやリセリナは──ブラドーはソフィアに好意を寄せている節ふしがあると、そう言っていた。そのことには、フェリオも同意する。

　だからブラドーのこの言葉の意味も、そういう意味だと理解できた。

　だがソフィアは、困った顔をする。

「それは──もちろん私だって、怪我はしたくないのですけれど、でもやむを得ないこともありますし──我々は陛下の御おん身みさえご無事ならば、それで充分に報むくわれるのです」

　ソフィアの言は、臣しん下かとしては満点のものだった。だが、一人の娘としては微妙なところである。

　ブラドーも困りながら、さらに言い募つのった。

「その思いはとても嬉しいし、尊とうといと思うけれど……ソフィア。君が僕の無事を願ってくれるのとは少し違う意味で、僕も君の無事を願っているんだ。その──けっこう、切せつ実じつにね。意味は……通じるかな？」

　フェリオは驚いた。

　兄がこの場で、こうもはっきりと好意を口にするとは思わなかったのだ。

　しかし、当のソフィアはその言葉の意味を測はかりかねたようで、小さく首を傾かしげる。

「えぇ、陛下がとても家臣思いの優やさしい方だとは承しよう知ちしていますが……」

「いや、だから──」

　ウルクが脇わきから、くすりと微笑を漏もらした。

「ソフィア様。ブラドー様はきっと、こうおっしゃっているんです。〝自分はソフィア様のことが大好きだから、貴方あなたのことを大切にしたい〟って──」

　ソフィアはきょとんとして──たちまちに、猛もう烈れつな勢いで顔を赤くした。その変化の早さは、まるで皮ひ膚ふの裏側に葡ぶ萄どう酒しゆを零こぼしたかのようでもある。

「へ、陛下っ……そ、それは、その、私は、あの……」

　たちまちにしどろもどろとなって、ソフィアは顔を俯うつむけてしまった。

　ブラドーが慌あわてた。

「ごめん、困らせるつもりはないんだ！　ただ、本当に、君には無む茶ちやをして欲しくなくて……」

　部屋の隅すみで、バロッサがしきりに眼めをしばたたかせていた。人生経験の豊富な彼にとっても、この流れは意外なものであったらしい。

　ソフィアは震える声で、か細く呟つぶやく。

「わ、私は、本当に田舎いなかの、小さな下級貴族の娘で……」

　田舎の小さな下級貴族のバロッサが、わずかに苦笑した。

　ブラドーの唐とう突とつな言に、ソフィアは恐きよう縮しゆくしきって怯おびえている。

「その、ですから、王家のしきたりとか生活とかも知りませんし、普ふ段だんは山の中を駆け回っているような、そういう格の低い立場の者ですから……へ、陛へい下かにそんなお言葉をかけていただけるような者では……」

　そんな否定の言葉が連なり──フェリオは咄とつ嗟さに、その先を言わせまいとして声を張った。

「ソフィア！　貴方あなたは強く在ありたいんだろう!?　だったら、こういうことにも怯えずに立ち向かえ！」

　強い語気に驚いた一同が、フェリオを注視した。

　ソフィアも眼を白黒させて、真っ赤な顔を上げる。

　唐突な怒ど声せいで部屋の空気を変えたフェリオは、そこでにっこりと微笑ほほえんだ。緩かん急きゆうをつけた流れに、ソフィアの戸と惑まどう様子が伝わったが、これはフェリオの狙ねらいと合がつ致ちする。

　混乱する彼女に、別の方向性の戸惑いを与えることによって、冷静さを取り戻させる──そんな目的の怒声だった。

「ソフィア。冷静に、よく聞いてくれ。王家がどうのとか、格がどうだとか、そんな無意味な体てい裁さいに怯える必要はないんだ。貴方自身が、兄上と共に、この国の未来に責任をもつ道を歩む覚かく悟ごがあるのか、ないのか──問題は、それだけだ」

「あ……」

　ソフィアが声を詰まらせた。

　ブラドーも驚いて、フェリオを見ている。

「俺おれは貴方なら、兄上にふさわしいと思う。そして貴方なら、〝兄上にふさわしい〟と、周囲に認めさせることもできると思う。そんなふうに怯えていても、よい変化は訪れないよ。だったら立ち向かえ。貴方にはそういう前向きな生き方が似に合あうと思うし、兄上もきっと、そんな貴方のことを好きになったんだ。……そうでしょう、兄上？」

　フェリオが問いかけると、ブラドーは戸惑いながらも、きちんと頷うなずいた。

「ソフィア、改めて──考えてくれないかな。返事は……」

　もう少し先でいい──と、言おうとしたのだと思う。

　だがブラドーが言葉を終えるよりも先に、ソフィアは小声に、しかしはっきりと、俯うつむきながら呟つぶやいた。

「あ、あの……不束ふつつか者ものですが、よろしくお願い……します」

　頰ほおを真っ赤に染めて、彼女は固まっていた。

　──思いがけずに色よい返事を得てしまったことで、ブラドーもやや呆あつ気けに取られている。

「う、うん。こちらこそ──」

　二人は寝台ベツドの上で、その手をそっと重ねた。

　リセリナとウルクが微笑を交わし合い、フェリオも頷うなずいた。

　部屋の隅すみのバロッサは、さきほどから独ひとりで苦笑を続けている。実の父としては、面おも映はゆい光景に違いない。

　それからすぐにフェリオ達は、ソフィアの寝室を後にした。一応は怪け我が人にんだけに、あまり長居をするのも申し訳がない。

　ブラドーも安あん堵どした様子で、一いつ緒しよの馬車に乗り込んだ。

　馬が動き出すなり、リセリナがほっと息を吐く。

「どうなるかと思って、はらはらしちゃいましたけど……お見事でした、フェリオさん」

「本当に。まさかこんなに早く、話がまとまるなんて思いませんでしたわ」

　ウルクも感心したように言って、嬉うれしそうにシアの体を抱き締めた。最近のシアは、ウルクからはぬいぐるみのように可愛かわいがられている。
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　二人の言葉を受けて、フェリオは首を横に振った。

「いいや、俺おれは何もしていない。兄上の誠せい意いが通じたんだよ」

　ウルクとリセリナは揃そろって頷うなずいた。だがブラドーだけは、ここで首を横に振る。

「いや──君のおかげだよ、フェリオ。僕は口くち下手べただから、まともに想おもいも伝えられない。でも、思い切って言えて──よかったよ。ありがとう」

　兄は心しん底そこから安あん堵どした様子だった。

　フェリオとしては、ブラドーについて見直した面もある。なかなか言い出せないだろうと勝かつ手てに思っていたが──ブラドーはしかし、勇気を出して、今日の告白に及んだ。

　その勇気は、フェリオにとっては眩まぶしいものでもある。自分の場合は、目の前の二人をどう扱ったらいいのか、それさえも決められずにいるのだ。

　ブラドーは不意に表情を改めて、フェリオをじっと見つめた。

　深い緑色を湛たたえた優やさしい眼まな差ざしは、慈じ愛あいに満ちている。

「フェリオ──君が僕の弟で、本当によかったよ」

　唐とう突とつにそんなことを言われて、フェリオは面めん食くらった。

「なんですか、兄上？　そんないきなり──」

「いや──よく考えたら、ちゃんと伝えたことがなかったような気がしたから、言っておこうと思ってね。別に深い意味はないよ」

　ブラドーが微笑ほほえんだ。フェリオは何故なぜか──その微笑に、そのまま流せない何かを感じた。

「私も──兄上がいてくださって、本当によかったと思います」

　そう告げると、ブラドーは眼めを細めて、そして大きく息を吸った。

「……ありがとう、フェリオ」

　ブラドーは、嬉うれしそうだった。

　その表情は、以前よりもずいぶんと生せい気きに満ちている。病弱な第三王子という評価は、あと数年もしたら、きっと笑い話になっているに違いない。

　その兄の姿を、フェリオは心から嬉しく思う。

　輝石セレナイトが絶えている間も──きっと兄ならば、この国をしっかりとまとめあげてくれると、そう確信できた。

　自分を見つめるブラドーの優しい眼差しに、ふと安堵を覚える。

　その日の兄の眼差しは、フェリオの記憶に、長く長く残り続けることとなった。
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　唐突に亡なくなったマグナス・グレナデンの葬そう儀ぎが執とり行われたのは、舞ぶ踏とう会かいから二日後のことだった。

　彼の親族もほとんどが王都に滞たい在ざい中であり、またその領地も王都からごく近い。いかにも早い段だん取どりとなったが、滞在していた多くの貴族達もこれに出席し、葬儀は思いがけず大規模なものとなった。

　その骨は近く領地に持ち帰られ、領内での再度の葬そう儀ぎを経て、埋められることになっている。

　彼の死は結局、暗殺や事故死ではなく、単なる発ほつ作さのためと判断された。

　亡なくなる前夜には、近衛このえ騎士団が厳げん重じゆうな警備をしていた。この騎士団は警備の理由を知らされていなかったために、この点では不ふ穏おんな憶おく測そくを呼ぶかとも思われたが──貴族達は、その数日前から、マグナスの様子がおかしかったことにも気づいていた。

　外がい務む卿きようラシアンは、〝彼が精神的に参まいっており、警備の強化を申し出てきたので、近衛騎士団を派は遣けんした〟と説明するに留とどめた。〝もしかしたら、自身の死期を悟さとって、不安がっていたのかもしれない〟──そんな非科学的な解釈まで貴族達の間で流る布ふしていたが、フェリオはどうにも釈しやく然ぜんとせず、兄に詳しよう細さいを問いかけたものである。

「もしかしたら……舞ぶ踏とう会かいを襲ったラトロア側の間諜スパイ達が、暗殺したということはないのですか？」

　その問いに、ブラドーは穏おだやかに首を横に振った。

「外傷もなかったし、毒どく殺さつの形けい跡せきもなかった。あの方かたも高齢だったからね。内乱の頃ころからいろいろと気を張っていたみたいだし、心しん労ろうが体に響いたんだろう」

　式の後、ブラドーの言葉は淡たん々たんとしていた。

　フェリオとしては、もともと親しくもなかった貴族だが、やはりその死は残念だった。

　国王以下、さまざまな不幸が重なったとはいえ、この所のアルセイフでは貴族の死が多すぎた。寿じゆ命みようならば仕方ないが、混乱の影響による死は、これが最後になって欲しいと思う。

　その後、フェリオ達は久ひさ々びさに、親しい者だけで集まる機会を得た。

　場所はウィスタルの自じ邸ていである。

　居間に揃そろったのは、外務卿ラシアン、政せい務む卿きようアゴール、軍ぐん務む審しん議ぎ官かんベルナルフォンに、その親友であるクラウス、さらには貴族のバロッサ──

　ブラドーとソフィア、それにウィスタルもここには同席した。

　そして腹ふく心しんの騎士達に加え、リセリナとウルク、シアも交えて、気の置けない同どう志しが揃そろったことになる。

　一方で、シルヴァーナやハーミット、ゴーダらは、まだ曲者くせものの追つい跡せきに奔ほん走そうしているらしく、今も連絡のとれない状態が続いている。

　彼らが集まった理由は、三日後に旅立つフェリオ達への、小さな壮そう行こう会かいだった。

　タートムとの調ちよう停ていを取り持つジラーハに向けて、親しん書しよを携たずさえて旅立つのだ。

　本来なら出発はあと数日後になるはずだったが、メビウス達の出現により前倒しとなった。敵に暗あん躍やくする時間を与えることは、あまりいい選択ではない。

　この旅に同行するのは護ご衛えいの騎士達とウルク、リセリナ、シア、それに現在は神殿にいる来訪者ビジターのムスカらで、他ほかの者達とはしばらく会えないことになる。

　場合によっては、ハーミットやシルヴァーナらも同行するかもしれないが、彼女達の動きはフェリオ達には縛しばれない。

　フェリオにしてみれば、今回は生まれて初めて、アルセイフ以外の国へと行くことになる。タートム戦の折には、玄げん鳥ちように乗ってセブラズ山地を越え、北方民族の土地にも入ったが、あれは国というよりも集落に近かった。

　旅に関しては、不安よりは好奇心のほうが強かったが──先のメビウスの襲撃によって、その思いには冷水を浴びせられたばかりでもある。

　ラシアンやブラドー達も、今日はやや不安顔だった。

「フェリオ、やっぱり、ウルク司し祭さいを送るのは先に延のばさないか？　調印には別の貴族を送ってもいい。道中でもし襲われたら──」

　ブラドーがそう提案した。

　舞ぶ踏とう会かいを襲撃してきた刺し客かくの手しゆ腕わんは、確かに凄すさまじいものだった。

　アルセイフの王宮は広大だけに、敷地への侵しん入にゆうの隙すき自体はあるだろう。だが、多くの騎士が警備する広間を強襲されたとなれば、これはさすがに相手の腕を認めるしかない。

　ブラドーのそんな心配にも納なつ得とくはできたが、フェリオはあえて、ジラーハに行くつもりでいる。

「兄上、ああした者達が相手ならば、おそらくは何処どこにいても似たようなものです。カシナート司し教きようもあの〝メビウス〟という男について知っているかもしれませんし、当初の予定どおり、面めん識しきのある私が行くべきでしょう。ウルクの父ちち君ぎみであるマディーン司教とも、この機会にお会いしておきたいと思います」

　隣でウルクが、はにかむように微笑ほほえんだ。

　先だっての舞踏会以来、どうにも気き恥はずかしい関係が続いているが、当のウルクは酔よっていた間のことを憶おぼえていないと言う。それが本当かどうか、フェリオには判断がつかなかったが、もし憶えていたら、彼女の側もまともに話せなくなっていそうな気がした。

　だがウルクは、いたって平然としている。本当に憶えていないのかもしれない。

　一方でリセリナのほうは、ウルクとは逆に、あの夜からずっと不安げな様子を見せていた。

　あの〝メビウス〟という男の容よう姿しは、義父の若い頃ころにとてもよく似ていた──そのことが、まだ引っかかっているのだ。ただ似ていただけならばともかく、腕輪を使っていて、しかもラトロアの人間であるとなれば、これは気にならないわけがない。

　口では〝気のせい、あるいは他人の空そら似に〟と言っていても、内心ではやはり困こん惑わくがあるのだろう。

　彼女の憂うれいを晴らすためにも、フェリオはカシナートと接せつ触しよくして、メビウスという男に関する情報を聞くつもりだった。

　タートムとの調ちよう停ていだけでなく、輝石セレナイトのこと、来訪者ビジターのこと、ラトロアのこと──そして国内の安定、周辺諸国との外交と、解決しなければならない課題はそれこそ山さん積せきしている。

　ここでジラーハへの旅を取り止めることは、アルセイフにとって、無む駄だな時間を費ついやすことにもなる。輝石セレナイトの早期産出再開を目指す以上、ジラーハとの連れん携けいは急務だし、そのためには発言力と責任のある立場の人間が行くべきだった。

　外がい務む卿きようラシアンは他国との外交に忙いそがしい。アゴールは内政の要かなめだし、ベルナルフォンやクラウスは軍備の増強を急がなければならない。そしてブラドーは、彼らの中心となり、国政をまとめる存在である。

　ジラーハへ行くのは自分の役目だと、フェリオは確信していた。

「ウィータ神殿まではさすがに距離がありますから、すぐに戻るというわけにはいきませんが──書状をもって種々の連絡をかわすにしても、向こうに私がいたほうが、何かと都つ合ごうがいいはずです」

　フェリオは断だん固こたる口調でそう言った。

　理詰めではその結論に至るのが当然だけに、ブラドーもこれには頷うなずかざるを得ない。表情では心配げな様子を隠かくそうともしていないが、しかしあえて、強く止めることもしなかった。

　兄は兄で、自分のことを信頼してくれている──フェリオはそう感じる。

　そしてフェリオも、兄や、彼を支える周囲の貴族達を信頼しているからこそ、安心して使者の役割を務めることができる。

　王都を出発するのは、三日後──その後、二日の行こう程ていを経て、一度はフォルナム神殿に入り、ムスカと合流して神殿騎士達も旅の護ご衛えいにつける。この時には、レミギウスからもジラーハへの書状を預かることになるだろう。

　そこで一泊を経た後は、いよいよジラーハを目指しての旅路につくことになる。フェリオはすでに、その旅支度じたくも始めていた。

　護衛の騎士達も含めれば、ちょっとした隊商キヤラバンと変わらぬ規模となる。

　サンクレット交こう易えきの隊商キヤラバンも共に動く予定で、旅慣れた彼らが道案内となり、また旅路に必要な食糧なども融ゆう通ずうしてくれることになっていた。

　これは隊商キヤラバン側にしてみれば、王宮騎士団と神殿騎士団を護衛に雇やとうようなものである。その隊商キヤラバンの長おさには、クラウスの腹ふく心しんであるロセッティが立候補をしたらしい。彼ならばフェリオとも親しん交こうがある。

　まだ出発前に会う機会もあるはずだったが、フェリオはここで、親しい貴族達に別れを告げた。

「ベルナルフォン卿きよう、クラウス卿。軍備のことは貴方あなたがたが頼りだ。国を護まもる力をきちんと保てば、他国もアルセイフへの侵しん攻こうに関して慎しん重ちようになる。乱らんを起こさないためにこそ、護る力が必要だ」

　ベルナルフォンが頷うなずいた。

「心得ております。クラウスもいよいよ身を固める決意をしたようですから、仕事にも身が入ることでしょう」

　この答えに、フェリオは驚いた。

「クラウス卿きようが結婚するのか!?　相手は……？」

　問うと、クラウスは視線を中空にさ迷わせた。答えにくいらしいが、脇わきからウルクがそっと囁ささやく。

「たぶん、ニナ様ですわ。そうですよね、ベルナルフォン様？」

　ベルナルフォンが笑ったが、フェリオは逆に眉まゆをひそめる。クラウスとニナは兄妹のはずだった。

「察さつしがよろしいですな、ウルク様は。そうです。ニナは先だって、我がレスターホーク家の養よう女じよとなりました。折を見てクラウスに娶めとらせる予定です。その頃ころにはフェリオ様もご帰国されていることでしょうな」

　その言葉に得とく心しんして、フェリオはクラウスを見つめた。

「恥はずかしながら──そういうことになりました」

　呟つぶやくクラウスの表情は、意外に沈ちん痛つうである。

　本人としては割り切れない部分がまだあるらしい。あるいはベルナルフォンが、無む理り矢や理りに話を通したのかもしれないが──フェリオとしては、それでも祝福するつもりでいた。

「少し早いけどおめでとう、クラウス卿。ニナ殿どのはあの崖がけから落ちて、一度は死の縁ふちをさ迷った。それを考えると、今の彼女は生まれ変わったようなものだと思う。せっかく助かった命なんだ。大切にしてあげるといい」

　クラウスは恭うやうやしく頭こうべを垂たれた。

　フェリオがわざわざ言うまでもなく、彼はニナを大切にすることだろう。兄と妹という違い和わ感かんはまだあるはずだが、血のつながりもない以上、時が経たてば自然と〝なるようになる〟気もした。

　死んだ兄、レージクの許婚いいなずけだった彼女も、どうやら幸せになれそうな気配である。

　フェリオはラシアンとアゴール、バロッサに向き直った。

「ラシアン卿、アゴール卿、バロッサ卿──この国のことと兄のことを、どうぞよろしくお願いします」

　三人の老ろう成せいした貴族は、力強く頷うなずいた。

　フェリオはブラドーの傍そばに控える娘にも、深ふか々ぶかと頭を下げる。

「──ソフィア様も、兄上のこと、よろしくお願いします」

　先日までは彼女のことを〝ソフィア〟と呼んでいたが、フェリオはこの呼び方を改めた。兄の正せい妃ひになるかもしれない彼女に対しては、相応ふさわしい敬けい称しようがある。

　当のソフィアはまだ照てれが抜けない様子で、頰ほおを染めたまま応じた。

「フェリオ様、ご安心ください。陛へい下かの御おん身みのために、私はこの身を投げ出す覚かく悟ごです」

「……いや、だから、それは困るって何度も……」

　脇わきからブラドーが苦笑混じりに言うと、ソフィアは慌あわてて口元を手で覆おおった。つい地が出てしまうあたりは、いかにも彼女らしい。

　そしてフェリオは、兄と視線を合わせる。

「兄上──どうか、お体にお気をつけて。今の兄上は、この国を支える柱なのですから」

　ブラドーはにっこりと頷うなずいた。表情こそ温和だが、その眸ひとみの光は強い。内乱とタートムとの戦いを経て、もっとも内面的に変わったのは、このブラドーかもしれない。

「うん。フェリオも──旅路は慣れないことが多いだろうから、気をつけて。それから、何かあっても無む茶ちやはしないように」

　そう言って、ブラドーはフェリオの両脇に控えるウルクとリセリナに視線を向けた。

「それと、リセリナ、ウルク司し祭さい……フェリオのことを頼む。この子はすぐに無茶をするから、貴方あなた達二人で、交こう互ごにしっかりと見張っていて欲しい」

　冗じよう談だんめかした口調だったが、その眸は真剣だった。

　舞ぶ踏とう会かいの折、メビウスと剣をかわしたことについても、兄からは〝自分自身の身を第一に考えて欲しい〟と、頼まれたものである。フェリオとしてはそれほど無茶をしているつもりはなかったが、やはり傍はたから見ると危なっかしいらしい。

　ブラドーの頼みに、リセリナとウルクが揃そろって頷うなずく。それを横目に反はん省せいしつつも、フェリオとしては、こればかりは性しよう分ぶんかもしれないと思ってしまう。

　一通りの別れの挨あい拶さつを終えると、兄と貴族達は城に戻っていった。

　三日後の旅立ちの時にはまた会うはずだが、その場には他の貴族達も同席するはずで、あまり親しい会話はできそうにない。国を離れるのは数ヵ月間の予定だから、決して永遠の別れというわけではないが、ジラーハが遠い他国であることは事実だった。

　兄達を乗せた馬車を見送りながら、フェリオはもう一度、深ふか々ぶかと一礼をした。

　ウィスタルが、その大きな掌てのひらでフェリオの肩を摑つかむ。

「……フェリオ様。貴方あなたもすっかり、この国を支える柱の一つとなられましたな。亡なき陛へい下かもお喜びでしょう」

　感かん慨がい深げに呟つぶやく剣の師に、フェリオは微笑を向けた。

「ありがとう、ウィスタル。でも俺おれは……そんな大たい層そうなものじゃない。俺はただ、この国が平和でいられるように、自分にできることをしたいだけなんだ」

　ウィスタルを見て育ったフェリオは、特に強くそう感じている。

　彼の生き方は、まさにこの国のために、私し心しんを殺して忠ちゆう誠せいを尽くしているように見えた。ウィスタルがどういう理由で、この国にそこまで傾けい倒とうしているのか、フェリオは知らない。

　知らないが──想像はつく。

　きっとウィスタルは、この土地に住む人々のことが好きなのだ。

　国王ラバスダンをはじめ、騎士団の仲間達、国内で平和に暮らす人々、理解者たる貴族達──彼らを大切に思う心が、流る浪ろうの剣士だったウィスタルに、この国で生きることを決意させた。

　そして彼が〝大切に思う者〟の中には、きっとフェリオの存在もある。

　たとえ口にはせずとも、フェリオにはそのことが強く伝わった。

　ウィスタルは、嬉うれしげに頷うなずいた。

　フェリオはたまに思う。彼はもしかしたら、何か大きな罪つみを背負っているのかもしれない。だが、その罪の意識を顔には出さず、自らの中に封ふうじ込めて葛かつ藤とうを続けている──そんな印象があった。

　何故なぜそんなふうに思うのかは、自分でもよくわからない。ただ、ウィスタルの深い眼まな差ざしを見ていると──自然と、そんな思いが湧わいてきてしまう。

　ウィスタルから離れ、フェリオは旅に同行する仲間達を振りかえった。

　騎士のライナスティとディアメルは、適度に緊張しつつも、使命感に燃えている。

　久ひさ々びさの里帰りを間近に控えたウルクは、やはり嬉しそうに見えた。

　彼女に抱かれた来訪者ビジターのシアは、ジラーハのことなど何も知らないはずだが、ウルクやリセリナと共にいられれば満足らしい。

[image: ]

　そして、リセリナは──義父に似た仮か面めんの男のことがやはり気になるのか、その表情は冴さえない。

　その憂うれいに満ちた横顔は、少し思い詰めたようにも見えて、フェリオには不安だった。




　そして、三日後──

　親しん書しよを携たずさえて王都を出るフェリオ達を驚かせたのは、その見送りの多さだった。

　かつてフォルナムに親しん善ぜん特とく使しとして出向いた時とは、まさに人数の桁けたが違っていた。貴族や官僚達のうち、主だったほとんどが顔を揃そろえ、さらには非ひ番ばんの衛兵達までもが集つどっている。その数は数百に及び、見送りというよりは見み世せ物もののような雰ふん囲い気きさえあった。

　自分がいつの間にか、そんな支持を集めていたことに改めて気づかされ、フェリオは驚いた。

　国王自らもその中に立ち、フェリオ達の馬車から見えなくなるまで、ずっと見送りに立っていた。

　その姿には、さすがにフェリオも胸を熱くしたものである。

　そして、初めて訪ねる国への、かすかな不安と期待を胸に──

　フェリオ達は、王都セイラムからジラーハへの旅路についた。
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　ラトロアの首都、ラボラトリでは、まれに不思議なものが流行する。

　古く遡さかのぼれば百年以上も昔、エルシオン・エアルという実業家が考案した、木製のからくり人形──ぜんまい仕じ掛かけで舞台の上を踊るその玩がん具ぐは、何故なぜか大人おとなの間でもインテリアとして流行はやり、生活に不要な品にも関かかわらず爆発的に売れた。

　さすがに当時の物はほとんど現存していないが、時を経てその後も幾いく度どか復ふつ刻こくし、懐かい古こ趣しゆ味みの人々や過去を知らぬ若者達の間で支持されてきた。

　今ではちょっとした民芸品の地位を得ている。

　つい先年にも、腕うで利ききの玩具職人を抱えるハロウズ工こう芸げい社しやがこの製品を復刻させ、さらに新たなからくりを加えた。

　部屋の片かた隅すみに飾られたその人形──〝ハロウィン・パンプキン〟を見つめて、コウ司し教きようはそっと溜ため息いきを吐ついた。

　踊るからくり人形は、その頭部が〝かぼちゃ〟の形をしている。

　細い手足の関節は上から糸で吊つられており、台だい座ざに仕込まれたぜんまいと連動して糸が長さを変えることで、彼は奇妙な踊りを見せる。

　オルゴールの音ね色いろと共にゆらゆら踊るかぼちゃ頭の人形は、愛あい嬌きようもさることながらそこはかとない不気味さも同居しており、見る者を妙な心持ちにさせる。そのことが好こう事ず家かばかりでなく一般の庶民にも受けて、今回の復刻でも静かな流行を生んでいた。

　ラトロアに着いたばかりのコウ司教にとって、そのかぼちゃ頭の人形は当然のこと、見み慣なれぬものだった。だが、同時に明らかな既き視し感かんもある。

〝……エルシオン氏も、妙な物を遺のこされたものですね〟

　フォルナム神殿で、アルセイフの国王ラバスダンを殺した、かぼちゃ頭の戦士──

　人形のモデルは彼に間違いない。ラトロアに渡ったエルシオンが、知り合いだったその奇き人じんを、遊び心で製品化したものなのだろう。

　コウ司教は憶おぼえている。

　彼、エルシオン・エアルが御柱ピラーから現れた時のことを。

　そして、アルセイフを出て、旅立った日のことを──

　──よく、憶えている。

　忘れるにはまだ早い。たかだか百五十年ほど前の記憶である。

「その人形にご興味がおありですか？」

　部屋にいた中年の男がにこやかに問いかけた。

　黒のスーツに身を包んだ彼は、この〝ラトロア〟の国家元げん首しゆに仕える立場らしい。秘ひ書しよであり警けい護ご役やくであり、同時に〝裏〟との連絡係でもあることを、コウ司し教きようはさきほど聞かされた。

「はい、興味深い細さい工くです。ラトロアの技術の高さをうかがわせますね」

　自分が思ったことには触ふれず、コウ司教はあたりさわりのない感想を口にし、男に穏おだやかな視線を向けた。

　中肉中背、人を逸そらさぬ微笑、ゆったりとした立ち居振る舞い──とりたてて目立つところのない、ごく普通の男だった。ただ、その物もの腰ごしや脚あし運はこびには隙すきがない。

　コウ司教は、その男が〝北方民族〟の出しゆつ自じであることを推すい測そくしていた。自分をここに連れてきた玄げん鳥ちよう遣つかいも、彼に対しては気き心ごころの知れた仲間のように接していた。おそらくは、北方民族やタートムを裏切った、シズヤの仲間の一人である。

　その言葉にも、やや北方の訛なまりが感じられた。

　もっともコウ司教には、そうした事情をいちいち確かめるつもりはない。男が否定しようと肯こう定ていしようと、今の自分には関係のないことだった。

　やがてぜんまいが止まると、踊るかぼちゃの人形も、その動きをぎこちなく止めた。

　同時に、扉の向こうから人の気配が訪れる。

「失礼、お待たせしましたね」

　涼すずしい顔で入ってきたのは、初老の男だった。

　部屋の奥に佇たたずんでいたコウ司教が振りかえるなり、彼は驚いたように眼めをしばたたかせた。

「……いや、失礼。人ならぬお姿とは聞いていたのですが、なるほど、これは──」

　ラトロアにはシャジールの民がいない。〝蛇へびの姿〟を持つコウ司教に対し、彼が驚くのも無む理りはなかった。

　コウ司教は深ふか々ぶかと一礼する。

「フォルナムより旅をして参まいりました。シャジールの、コウ・シェルパと申します。お会いできて光こう栄えいです、ジェラルド元げん首しゆ」

　あえて握手は求めなかった。

　人は異い形ぎようを怖おそれる。神殿側では神しん聖せい視しされ敬うやまわれるシャジールの民だが、文化の異なるこの地では化ばけ物もの扱いだろうと思った。

　案あんの定じよう、目の前の男──ラトロアの国家元首ジェラルド・メイスンの眼めつきに親愛の情はなく、代わりに興味本位の好奇心ばかりが目立った。

「ご挨あい拶さつが遅おくれましたね。ジェラルド・メイスンです。この国の政治に携たずさわっております。このたびは遠えん路ろはるばる、ご足そく労ろういただき恐きよう縮しゆくです」

　彼の視線に勧すすめられるまま、コウはソファに腰を下ろした。

　ジェラルドはしげしげとコウを見つめ、わずかに首を傾かしげる。

「失礼ですが……その頭は、被かぶり物ものではないのですよね？」

「もちろんです。我らシャジールの民は、人とは根本的に違う種しゆですので」

「なるほど──しかしそんな異なる種しゆでも、言語を介かいすることで意思の疎そ通つうができる。素晴らしいことですね」

　ジェラルドが愛あい想そうの笑みを見せる。

　コウは頷うなずきを返す。

　この世界に〝人類〟が訪れた時──彼らは、すでに完成された言語を持っていた。シャジールの民はその言語を理解し、人とも言葉を交わした。

　その間──消えた単語や増ふえた単語はあっても、肝かん心じんの部分はあまり変化していない。

　言語も長い歴史を経れば、発音なども変化し、また違う言葉へと発展していくものである。

　だがシャジールの民が〝正しい〟言葉を保ち続けているために、その言葉が基準となり、この世界では今も昔も、言語がほぼ統一されている。異国であるラトロアの地でさえ、多少の訛なまりはあるものの、言葉のやり取りには不自由がなかった。

　コウ司し教きようは、人から学んだその〝言葉〟で、ジェラルドに話しかけた。

「──さて、ジェラルド元げん首しゆ。私がここに来たのは〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に関して、貴方あなたがたに伝えるべきことがあるからです。すでにフォルナムで起きた騒そう動どうのことは、報告を受けているでしょうが……」

　ジェラルドが眼めを細めた。

「そのことでは、我々も苦く慮りよしています。実験は思わぬ結果をもたらしたようで……まさかフォルナムで輝石セレナイトの産出が停てい止しするとは思いませんでした。申し訳ないことをしましたね」

　声に謝しや罪ざいの響きはない。むしろおもしろがるようなその様子に、コウ司教は交こう渉しようの難なん航こうを覚かく悟ごした。

「本当に申し訳ないと思うなら、私を〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の元に連れていってください。そうすれば、全すべてを元通りに戻せます」

　コウの申し出に対し、ジェラルドはにっこりと微笑ほほえみ──

「失礼ながら、そうは参まいりません」

　はっきりと、拒きよ絶ぜつの言葉を口にした。

「司教。我々にとっては、神殿勢力の全体が脅きよう威いなのですよ。輝石セレナイトはいずれ元に戻していただきますが、それは我々が各地の神殿を制せい圧あつした後にしていただきたいのです。それまで司教には、客きやく人じんとしてこの地に滞たい在ざいしていただきたい。そのために何年かかるかはわかりませんが……」

　コウ司教は、金色の眼を伏せた。

「それは、不可能な夢です」

　コウ司教には確信があった。

「元首。貴方は東方の国々を甘あまく見ています。ラトロアがいかな手段を用いても、数年、あるいは数十年で彼かの国々を制圧することなど、不可能です」

　アルセイフだけではない。他の国々も、〝ラトロアの脅きよう威い〟に関しては団結できるはずだった。現にカシナートなどはそれを目指して、すでに行動を開始しているはずである。

「侵しん略りやくというのは、そうそう成功するものではありません。互いの被害が広がる前に──貴方あなたがたが、侵略ではなく交こう誼ぎの道を選択することを望みます」

　ジェラルドが微笑ほほえんだ。

「なるほど──伺うかがっていたとおり、貴方は良りよう識しき派はのようだ。まっとうなご意見です。ただし──その意見は、この地では通用しません」

　国家元げん首しゆの地位にあるその政治家は、軽く肩を竦すくめた。

「今のラトロアの政治家達、そして一部の特権階級が必要としているものは、〝人心をまとめるための敵〟であり、〝軍事に関かかわる商売の種たね〟です。そして〝他国を制せい圧あつすることで支配欲を満たす〟という、実に人間らしい願望を持って侵略に賛さん意いを示される方かた々がたもいます。わがラトロアは、この大陸の覇は者しやとなる──これは、歴史の必然というものでしょう」

　何を馬ば鹿かな──とは、コウ司し教きようは言えなかった。このことを告げたジェラルドの声には、まるで自じ嘲ちようするような響きがあった。

　コウ司教は、澄すんだ眼めで彼を見つめる。

「……貴方自身は、本気でそのようなことを言っているわけではありませんね？　何が目的なのですか」

　ジェラルドという男は、ただの俗ぞく物ぶつに近い権力者とは思えなかった。

　もっと危険で、もっと陰いん惨さんで──コウ司教の眼をもってしても、その底そこ意いが読めない。

「人々のさまざまな欲望を操あやつり、貴方は何を企たくらんでいるのですか？　私の眼には、進んで事態を悪化させているようにしか……」

　呟つぶやきかけて、コウ司教は口を噤つぐんだ。

　おそらく彼は──そのつもりなのだ。

「この地だけでなく、全すべての地に混乱を──乱は人を駆かり立たてます。平和は停てい滞たいであり、難局でこそ、人は思わぬ力を発揮する。新しい知識、新しい兵器、新しい秩ちつ序じよ──破壊からは、さまざまなものが生まれることでしょう。貴方がたが望む〝停滞〟とは、正反対の事じ象しようです」

　コウ司教は、ようやく悟さとった。

　彼は──ラトロアの国家元首、ジェラルド・メイスンという男は、シャジールの民の思想と真まっ向こうから対立するタイプの人間だった。

「──貴方の野や心しんは、滅ほろびに至る道です」

　無む駄だと知りつつ、コウ司教はそう呟いた。

　ジェラルドは微笑を見せる。

「退たい屈くつな停滞よりは、そのほうがましだと考える人間もいるのですよ。貴方がたには理解できぬことでしょう」

　ジェラルドは立ち上がり、背を向けた。

「貴方あなたとは幾いく度どか、会談の場を設もうける必要がありそうです。ともあれ、ごゆっくり滞たい在ざいされてください。必要なものがあれば用意させましょう。ただし──貴方に死の神霊アービタ・スピリツトに触れていただくのは、数年以上、先のことになります」

　コウ司し教きようは黙って俯うつむいた。

　今は、祈りながら待つしかない。

　ラトロアの技術者達が、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を暴走させぬよう──

　そして、時じ勢せいが動き、自らがその傍そばへ行けるよう──

　このラトロアには、北方民族の柱はしら守もり達も潜せん伏ぷくしている。彼らの助じよ力りよく次し第だいでは、ジェラルドの思おも惑わくより早い時期に、神霊スピリツトに触れる機会も生まれるかもしれない。

　コウ司教は眼めを閉じ、部屋から去っていくジェラルドの足音に、じっと耳を澄すませていた。




　シャジールの民との会談を終えたジェラルドは、執しつ務む室しつに戻るや、腹ふく心しんの部下に命じた。

「──〝メビウス〟を急ぎ、呼び戻しなさい」

　にこにこと眼を細めた国家元げん首しゆに対し、部下の男は恭うやうやしく一礼をした。

「すぐに連絡をします。ただ、奴やつは東方で工作活動中ですので、たとえ玄げん鳥ちようを使っても、しばらく日がかかりますが──」

「それはかまいません。東方の連中は、この地にある死の神霊アービタ・スピリツトを狙ねらってくるはず──力押しでは無む理りですから、有能な少数の精せい鋭えいを送り込んでくることでしょう。それに対抗するためには、こちらにも精鋭が必要です。数よりも質を重視した、本当の意味での精鋭が──」

　ジェラルドが脳のう裏りに思い浮かべた仮か面めんの男は、手て駒ごまとしては有能な反面、油ゆ断だんのできない男でもあった。

　この時点でのジェラルドはまだ、メビウスがラトロアへの帰き還かんの途とにあることを知らない。それどころか、来訪者ビジターを連れたシズヤ達も、まだこの地には到着していない。

　それほどに東方は遠く、容よう易いには連絡もつけにくいことから、メビウスのように〝自身で考えて行動できる〟指揮官を送る必要があった。

　だが、死の神霊アービタ・スピリツトの操そう作さに関して、いざという時の〝安全装置〟たり得る異い形ぎようの民が手に入り、さらにはフォルナムの輝石セレナイトの産出停てい止しという実績が得られた今──タートムやジラーハを相手にした戦略も、次の段階に進もうとしている。

　部下が退たい出しゆつした後で、ジェラルドは窓辺に歩み寄り、外の街まち並なみを眺めた。

　ラトロアは今日も繁はん栄えいしている。だがその状況は、ジェラルドの眼に、あまり意味のあるものとしては映らなかった。

〝我々は、もっと発展していてしかるべき存在だ〟

　彼にはそんな思いがある。

　今後のラトロアは、その発展の始まりの地になるだろう。各地の神殿を支配し、輝石セレナイトを活用すれば、世界はもっと発展する。

　それが良い結果をもたらすか、それとも悪い結果をもたらすか──今の時点ではわからないが、〝変化〟が生まれることは確実である。

　ジェラルドは景色からそっと眼めを逸そらすと、再び執しつ務む机づくえに戻った。

　その上に広げたのは、一枚の紙──

　記しるされているのは、この世界とは〝別の〟世界の地理だった。

　その世界がどこにあるのか、それはわからない。だがそこが、このソリダーテ大陸に住む者達にとって、〝未知〟の領域であることは疑いない。地図がまったくの虚きよ偽ぎである可能性も、ないわけではないが──ジェラルドは、その地の実在を信じている。

　おそらくは別の星だが──実際にその地から、この世界へと渡って来た人々もいるらしい。

　間かん諜ちようのシズヤは今、その人々を連れて、ラトロアへの帰き途とにあるという。

　彼らとの邂かい逅こうを楽しみにしつつ、ジェラルドは独ひとり、薄笑いを漏もらした。





───続















　あとがき







　こんにちは、渡瀬です。

　今回、珍しく前巻からの間かん隔かくが二ヶ月となりました。六巻から七巻までに五ヶ月かかってしまったため、「ここは！」と頑がん張ばってみたのですが……真面目まじめな話、二ヶ月に一冊さつのペースは、意い外がいとなんとかなるようです。

　ただし遊ぶ時間は削けずられますし、風邪かぜとかひいてる余よ裕ゆうがなくなるので、その意味では融ゆう通ずうが利ききにくい面はあります。あとついでに、「一ヶ月に一冊の勢いで出している方かたは、本当にどうやって書いているんだろう」と、改めて気が遠くなりました。

　しかし、よくよく考えてみると──文庫本一冊を読むのにかかる時間は人それぞれとはいえ、だいたいは数時間からせいぜい数日だと思います。

　つまり、「読むのと同じ勢いで書けたら、数時間はさすがに無む理りでも、数日で書けたりしないか？」とも思うのです。

　世の中には実際に、「一ひと晩ばんで原げん稿こう用紙百枚分を書き上げる」という、まるでミニ四よん駆くを一分三十秒で組み立てるかの如ごとき神かみ業わざを持つ方かたもいると聞きます。この比ひ喩ゆはやや世代を選びそうな気もしますが、それはともかく、もし一時間に十枚のペースで書ければ──僕の本一冊さつはだいたい原げん稿こう用紙に直して四百枚から五百枚程てい度どだと思うので、四十時間から五十時間程度で完成する可能性もないわけではありません。実際には毎回、文庫本一冊分から二冊分程度の没ボツ原稿は発生するので、仮かりにこの二倍と見み積つもっても、八十時間から百時間──もしぶっ続けなら、四日から五日です。一週間でお釣つりがきます。人並みに睡すい眠みん時間をとって、一日に働く時間を十五時間程度に絞しぼっても、理論的には六日から七日程度でなんとかなりそうです。

　他ほかに推すい敲こうや修正やあとがきやプロット作成やライナスティ講座やらがあったとしても、半月は要いらないはず──こう考えると、「二ヶ月なんて余よ裕ゆうやん！」とも思うわけです。

　問題は、そもそもの前ぜん提てい条件が「一時間に十枚」というハイペースの維い持じであるにも関かかわらず、僕自身の平均速度は「一日に十枚～二十枚」程度であるという涙ぐましい現実なのですが──まぁ、それはきっとささいな問題。

　仮に一日に二十枚だって、一ヶ月毎日書ければそれで六百枚ですし。

　……毎日書ければ、ですが……（遠とおい眼め）




　さて、そんな早足の牛ぎゆう歩ほ戦術気味な経けい過かを経て──『空鐘九巻』、こうして無事にお届けできました。

　気づけば本シリーズは、次巻で巻数二桁けたです。おかげさまで続けられています。以前のあとがきでも少し触ふれたことですが、こうして「続きを出版できる」こと自体が、実際に買ってくれる読者さんがいればこそのこと──本当に感謝してもしきれません。場合によっては途中で〝戦いはこれからだ！〟的な終わり方をする可能性もあったかもしれませんが、『空鐘』は無事にその壁も越えられたようです。

　同時に、作者としてはその出しゆつ費ぴに見合うだけの内容を紡つむいでいかなければと、改めて身の引き締まる思いです。

　九巻分の道みち程のりを経て、中身もいよいよ、終しゆう盤ばんに近づいてきました。

　岩崎先生のイラストも冴さえに冴え、作者の中での登場人物達は、すっかり挿さし絵えそのままの絵え柄がらで生き生きと動き回っています。今回は特に、そんな彼らの着飾った姿も書けて、そして実際に絵として見ることができて、とても嬉うれしかったです。




　また次巻にて、そんな彼らと一いつ緒しよに、お眼めにかかれることを祈りつつ──

　結けつ末まつまでのあと数冊、無事にお付き合いいただけましたら幸いです。





２００５年　秋　渡瀬草一郎
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。アヒルと鴨の区別がつきません。いえ、わかってるんです。アヒルと鴨の子が合鴨で、アヒルもたまに合鴨として売られていて、鴨は基本的に野生種で、アヒルはつまり家畜化した鴨で……。……で、この子は結局どれなんですか？
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イラスト／岩いわ崎さき美み奈な子こ

新潟出身。埼玉在住。この名前にして性別は不明……らしい。５年間のゲーム会社勤務を経て、フリーのイラストレーターになり、現在あちこちで活躍中。










空そらノ鐘かねの響ひびく惑星ほしで⑨
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